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　牡ぼ丹たん一いち華かは、清せい廉れん潔けつ白ぱくという言葉がよく似合う少女だ。

　ちょっとしたイタズラすら一度もしたことがない、生き真ま面じ目めな性格。

　成績は学内でも常に上位……というか最上位。模試では全国の猛も者さと渡わたり合あい、一度は総合得点で全国一位にも輝かがやいたことのある……今の時代、アイドルよりも稀け有うな存在だ。

　そんな彼かの女じよは、学校で人気者だ。教師からは全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを得て、「牡ぼ丹たんがいるなら大だい丈じよう夫ぶだろう」と、その存在自体が免めん罪ざい符ふにまでなっている。

　運も良かったのだろう。あまりにもでき過ぎた能力を持つと、妬ねたみやひがみの対象となることは往々にしてあるが、幸いにして彼かの女じよの周囲にはそういった者はいなかった。

　無論、必要以上に自らの功績を誇ほこらなかった、彼かの女じよ元来の生き真ま面じ目めな性格の良さとコミュニケーション能力あってのものだが……、とにかく彼かの女じよは、友人関係にも恵めぐまれていた。

　その他のプライベートも同様だ。

　家族構成は、父親、母親、それに年が一つ離はなれた兄が一人。父親は、厳格な性格がそのまま表れたかのような職である警察官。母親は教師。母親が教師の職についたのは、兄と牡ぼ丹たん一いち華か、二人の手がかからなくなる年ねん齢れい……高校生になってから。それまでは、専業主婦だった。

　そして、兄は兄でスポーツの分野で才能を開花させていたので、優ゆう秀しゆうな妹に対して劣れつ等とう感かんを抱いだくことはなく、むしろ溺でき愛あいしていた。

　強しいて牡ぼ丹たん一いち華かの悩なやみを挙げるとすれば、そんな過保護な兄だろう。「自分が認めた相手でなければ、交際を認めない」と、兄が常に監かん視しの目を光らせていたため、彼かの女じよは恋こい人びと関係どころか男性の友人と遊んだ経験すら、一度たりともなかった。

　異性に興味を持つきっかけを得られなかったのは、間ま違ちがいなくこの兄が原因だ。

　──とまぁ、厳格な父、生き真ま面じ目めな母、過保護な兄によって生きつ粋すいの箱はこ入いり娘むすめとして育てられたが故ゆえに、恋れん愛あい面めんではまだまだ未熟であるものの、誰だれもが羨うらやみ憧あこがれる充じゆう実じつした人生を送る少女……それが、牡ぼ丹たん一いち華かだ。




　そして、俺おれが牡ぼ丹たん一いち華かと出会った時、彼かの女じよは──その総すべてを失っていた……。

　念のため、もう一度言うぞ？

　本当に、何もかもを失っていたんだ……。
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　俺おれの名前は、大おお賀が太たい陽よう。通つう称しようサンちゃん。

　俺おれの名前の『太たい陽よう』を英語にすると『ＳＵＮ』だから、『サン』ちゃんだ。単純な話だろ？

　私立西にし木き蔦づた高校に通う高校二年生で、野球部に所属している。

　勉強に関してはあまり褒ほめられたものではないが、運動に関してはちょっと自信があるぜ。

　なんと言っても、野球部でエースを任されているぐらいだからな。

「さてと……、じゃあ始めるか」

　そんな俺おれは夏休みのある日、蟬せみがミンミンと騒そう々ぞうしく鳴く晴天の空の下、とある用事を済ませるために肩かたから野球バッグを下げて体育館裏へとやってきていた。

　ちなみに、高校生によくある情事的なヤツではない。生あい憎にくと、そういった相手には恵めぐまれてなくてな。残念ながら、プライベートのバッテリーは誰だれとも組めていないってわけだ。

　では、なぜこんな場所に俺おれが一人でやってきたかというと……、それは願い事をするため。

　うちの学校の体育館裏には、『ナリツキ』と呼ばれている一本の大きな楓かえでの木がある。

　通つう称しようの由来は、『成じよう就じゆ』の読みを変えて『ナリツキ』。樹じゆ齢れいは三百年程ほどで、西にし木き蔦づた高校が創立する前から存在し、心からの願い事を伝えれば一度だけ叶かなえてくれるなんて言われている……まぁ、どこの学校にでもありそうな、ちょっとした言い伝えのある木だ。

　でだ、普ふ段だんは願がん掛かけなんて絶対にせず、自分の願いは自分の力で叶かなえるものだという信条を持っている俺おれだが、最近一つ……どうしても上う手まくいかないことがある。

　なので、追おい詰つめられた俺おれはいっそ神かみ頼だのみでもしてみるかと、あっさりと自分の信条を捨て去り、部活の休きゆう憩けい時間の合間に体育館裏のナリツキを訪おとずれた。

「えーっと、まずは礼からだよな」

　別に神社の境けい内だいでもないのだが、一応神様的な何かにお願いするわけだし、日本人らしく二に拝はい二に拍はく手しゅ一いつ拝ぱいの作法でいこうと、まずは90度の礼をする。頭を上げた後にもう一度90度の礼でナリツキを拝む。そして頭を上げ、次は二に拍はく手しゆのため手を合わせようとすると……




「わ。わわわ……っと。……侵しん入にゆう、たぶん成功。にひ」




「……は？」

　突とつ然ぜん、ナリツキから女の子が降ってきた。

「さすが私だね。こうも見事に忍しのび込こめるなんて。きっと前世は、忍にん者じやだったに違ちがいないんだってばよ──なんちゃって」

　とりあえず分かったのは、木から降ってきた女の子が、俺おれが作法に則のつとりナリツキに願ったから現れた神様の使者では、決してないということ。次に、何らかの企くわだてを持って西にし木き蔦づた高校に忍しのび込こんできた、自じ称しよう前世が木こノの葉は隠がくれの忍にん者じやさんであるということだ。

「まったく、こんな麗うるわしき乙おと女めがちょっと入らせてって頼たのんでるのに、ダメって言うんだから世せ知ち辛がらいものだよ。……けど、私はそのぐらいで諦あきらめるようなヤワな女じゃないのさ。正しよう面めん突とつ破ぱが無理なら、斜しや面めん突とつ破ぱだよ」

　背中を向けて着地しているので、向こうはまだ俺おれの存在に気づいていない。

　忍にん者じやさんなら、正面と斜しや面めんだけじゃなくて、背面にも気を配るようにしたほうがいいんじゃないかな？　そもそも、斜しや面めんは方向じゃないという点はさておいて。

「あー、じゃまっちい。……よし、これでオッケー」

　髪かみや服についた枝や葉っぱを、パンパンと少し乱暴にはたき落としている。

　口調といい、行動といい、『自じ由ゆう奔ほん放ぽう』という言葉がそのまま女の子になったイメージだ。

「さてさて、それでは侵しん入にゆうに成功したところで、早さつ速そく──」

「何をするつもりなんだ？」

　とりあえず、我わが校こうに不ふ法ほう侵しん入にゆうをしてきた相手をそのまま見過ごすわけにはいかないし、自分の存在をアピールもしたかったので、声をかけてみた。

「……え？　うわっ！　うわわ！　……君は！　こ、こんなところで何をやってるのさ？」

「それは、こっちの台詞せりふじゃないか？」

「た、確かに……」

　こちらを振ふり向むき、柔らかそうな長いまつ毛を揺ゆらしながら、俺おれの言葉を肯こう定ていする少女。

　格好は私服。白いＴシャツに、デニムのサロペットスカート。年ねん齢れいは、俺おれと同年代くらいに見えるな。髪かみ型がたは、胸まであるストレートヘアーの一部を紫むらさき色いろの髪かみ留どめでまとめて、小さく飛び出したサイドポニー。白い肌はだはどこか繊せん細さいさを感じさせるが、言動は豪ごう快かいそのものなので、どこかアンバランスさが感じられる。麗うるわしき乙おと女めかどうかはさておいて……うん、可愛かわいい子だ。

「その格好、うちの学校の生徒じゃないよな？」

「そうとは限らないんじゃないかな？　こういう格好の生徒もいるよ？　あは、あははは……」

　噓うそが苦手なのだろう。慌あわてた様子で、手を振ふってごまかそうとしている時点でバレバレだ。

「ふーん。なら、うちの学校の名前は？」

「えーっと……、に、にし……にしきつた高校」

「残念。正解は、にしきづた高校だ」

　恐おそらく校門で校名……『西木蔦』を見たのだろうけど、残念ながら振ふり仮が名なはふっていない。

　本屋の名前のイメージが先行してか、知らない人だとちょいちょい間ま違ちがえるんだよな。

「そのくらい、許きよ容よう範はん囲いだよ。私はれっきとしたこの学校のせい──」

「まったく！　どこに行った!?　うちの学校に忍しのび込こもうとするとは、いい度胸だ！」

　と、その時タイミングよく聞こえてきたのは、うちの学校の体育教師、庄しよう本もと先生……通つう称しよう『ウータン』の声だ。猿さるっぽい顔に、やけにひょろ長い腕うで、加えて非常に毛深いので、生徒達たちからはオランウータンを略して、ウータンなんて呼ばれてる。本人は、多分知らないだろうけど。

「わ。隠かくれないと。えっと……、えっと……ここっ！」

　大おお慌あわてで、自じ称しようれっきとしたこの学校の生徒が、ナリツキの裏に隠かくれていった。

　そして、それから十秒程ほどすると、

「恐おそらくこの辺りのはずなんだが……おぉ！　大おお賀がじゃないか！」

「あ、どもっす！」

　ウータンが、腕うでを右へ左へ振ふりながら、ノシノシとこっちに来た。名が体を表しすぎだ。

「私服の女の子を見なかったか？　さっき壁かべを乗のり越こえて、この辺りの木を伝っていくのを見かけたんだが……」

「どんな子ですか？」

「髪かみ型がたは結構長くて、一部がピョコッと飛び出しているな。格好は白いＴシャツに、あの、アレだ……。スカートになったジーンズがエプロンみたいにビヨンと伸のびてるヤツ！」

　ウータンは、サロペットという言葉が咄とつ嗟さに出てこなかったようで、身み振ぶり手て振ぶりで説明している。それがまた面おも白しろい。

「いきなりやって来て、うちの学校を見学したいと言い出したので、『今は大事な時期だからダメだ』と何度も追い返そうとしたのだが、譲ゆずらなくてな……」

　右手で頭を、左手で顎あごをポリポリとかくウータン……って、それは……っ！

「……ぷっ。すごいお猿さるさんだよ……」

　バカ！　余計な声を出すな！　折角、俺おれは我が慢まんしたのに！

「ん？　今、どこかから女の子の声が……」

　まずい！　ウータンが、俺おれの背後のナリツキを覗のぞき込こもうとして……、

「あ……、あー！　いやぁ～！　この辺では、見かけてないですね！　俺おれ一人しかいないっす！　もう、全然！　全然、誰だれもいませんから！」

　大おお慌あわてでウータンの進路と視線を遮さえぎり、まくし立てた。

　しまった、これは逆に怪あやしい。バレたかもしれない……。

「そ、そうか？　……うむ、分かった！」

　セーフ。どうにかごまかせたようだ。ギリギリのクロスプレーだな。

「もし、見かけたらすぐに報告するんだぞ？　もしかしたら、ライバル校の生徒が野球部の偵てい察さつに来ている可能性があるからな！」

「うっす！　分かりました！」

「それと、練習頑がん張ばれよ！　俺おれ……いや、この学校のみんなが応おう援えんしてるぞ！　今年の夏の主役は、間ま違ちがいなくお前まえ達たちだ！　大おお賀が太たい陽ようの名を全国に轟とどろかせてやれ！」

「ありがとうございます！」

「はははは！　そこまで丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをするなんて、大おお賀がはしっかり者だな！」

　噓うそをついたことと、笑ってしまったことの謝罪も込こみですので。

　……うん、どうにかごまかせたな。

「もう……いなくなったかな？」

　ウータンが去っていくと、ナリツキの裏に隠かくれていた少女がひょっこりと姿を現した。

「ああ。……ま、ウータンは結構しつこいから、見つかるまで探しそうだけどな」

「うぇ～。それは困るよぉ～。私、この学校に用があるのに……」

「へぇ～。どんな用なんだ？　結構長い一部がピョコッと飛び出してる髪かみ型がたで、白いＴシャツにスカートになったジーンズが、エプロンみたいにビヨンと伸のびてるヤツを身につけた、れっきとしたこの学校の生徒さん？」

「……サロペットだもん」

　肩かた部ぶ分ぶんを両親指で引っ張りながら、少女がそう主張した。

「オーバーオールでもいいかもな。あと、話は逸そらさないでもらいたい」

「……君、いじわるだね」

　恨うらめしげな視線がジロリと飛んできた。

「匿かくまってあげた心意気は、評価してもらいたいんだが？」

「それは、私の王子様として当然のことでしょ？」

　いつの間にか、俺おれは王子様に認にん定ていされたらしい。こんな泥どろだらけの野球部のユニフォームを着た王子様というのは、本来のイメージとかけ離はなれすぎているんじゃないかな？

「こんな汚きたない王子様は、やめておいたほうがいい」

　自分のユニフォームの上着を引っ張って、こびりついた土つち埃ぼこりを主張してみた。

「だからこそだよ。その格好……、野球部の人でしょ？　なら、まさに運命さ。君以外に、私の王子様は有り得ないね。だから、決けつ定てい事じ項こう。ユーアープリンス」

「左様でございますか、プリンセス」

「イエス、アイアムプリンセス。……にひ」

　イタズラめいた表情で、どこか誇ほこらしげに笑う少女。彼かの女じよからすると、むしろ俺おれの格好が王子様としての必ひつ須す条じよう件けんだったらしい。この子の基準は、よく分からない。

「で、なんでうちの学校に忍しのび込こんだんだ？」

「……そうだね。たまたまこの学校の前を通りかかったら、にぎやかな声が聞こえてきてさ。何かなぁ～と思って覗のぞいてみたら、野球部が練習してるじゃん？　これはもう見るっきゃないって思ってね。レッツ突とつ撃げきなわけなのだ」

　とりあえず、うちの野球部に何か用があったらしい。

「にぎやかな声、か」

　確かに、うちの学校はちょっとした事情で、今は部員以外に大勢の生徒が野球部の練習を見学しに来ている、ある種のお祭り状態だ。……にしても、にぎやかな声が聞こえてきたからって突とつ撃げきするなんて、随ずい分ぶんと猪ちよ突とつ猛もう進しんなお姫ひめ様さまがいたものだ。

「それで入ろうとしたら、校門でさっきの人に止められちゃったんだ」

「ああ、タイミングが悪かったな。去年なら平気だったろうけど、今年は厳しいんだ」

　その辺りの事情は、うちの学校の生徒……特に野球部だったらよく知ってるんだけど、他校の生徒であるこの子は知らなかったのだろう。

「そこで、私は閃ひらめいたの。なら、こっそり忍しのび込こんじゃおうってさ。どう？　頭良くない？」

　良くない。もっと他の方法を模も索さくするべきだと思う。

「そして、運命の出会いをした現在に至るわけなのだ」

　ただの偶ぐう然ぜんだろうに。運命なんて仰ぎよう々ぎようしい言い方をすることでも何でもない。

「けど、その格好じゃ目立つから、すぐに見つかって追い出されるんじゃないか？」

「大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと、対策は考えてあるから」

「どんな？」

「にひ。それはね……」

　なんか、口くちの端はしを持ち上げてイタズラめいた顔をして俺おれを見ているんだが、どうした？

　しかも、そのまま両手をこっちに向けて差し出してきたじゃないか。

「体操着、貸ーして」

「体操着？」

「うん。理想は制服だったんだけど、君は男の子でしょ？　だから、体操着。ほら、制服じゃなくても、この学校の体操着を着てれば怪あやしまれないこと間ま違ちがいなしだ」

「俺おれと君だと、サイズが大分違ちがうんじゃないか？」

「大だい丈じよう夫ぶ。お姫ひめ様さまは、どんなドレスでも着こなせるから」

「……俺おれが、体操着を持ってない可能性は？」

「そんなのあるわけないじゃん。王子様はいつだって、お姫ひめ様さまを助ける準備を万ばん端たんにしてるものだよ。……あ、でも、もし持ってなかったら、友とも達だちの女の子から借りてきてよ」

「それは、もれなく俺おれが変態になる案件だな……」

「では、問題です。変態になりたくなかったら、どうすればいいでしょう？」

　今の俺おれの状じよう況きようだと、答えは二つだ。

　一つが、このまま少女に体操着を貸さずにこの場を立ち去る。そしてもう一つが……

「……これでいいのか？」

　肩かたから下げている野球バッグから、少女ご所望の代しろ物ものを取り出して渡わたすことだ。

　あっけらかんとした態度を意識して手て渡わたしているが、内心結構ドキドキしている。

　女の子に自分の服を貸すなんて、人生で初めての経験だ。……洗っておいてよかった。

「ほら、やっぱり持ってた」

　なんでそんなに、自信満々な態度なのやら。

「ふむ。……これが男の子の匂においか」

「お、おい。やめろよ。ちゃんと洗ってるやつだから……」

　いきなり匂においをかぎ始めないでくれよ、かがれるこっちの気持ちにもなってほしい。

「そだね、優やさしく抱だきしめてくれそう」

「なんだよそれ……」

　そんなジャンルの香かおりは初めて聞いたぞ、まったく……。

「じゃ、着き替がえるから見張りをお願いしていいかな？」

「は？　ここで着き替がえるのかよ」

「もちろん。善は急げってね。……あ、着き替がえ見たい？」

「遠えん慮りよしておく」

　言葉と同時に、クルリと反対方向を向いた。

　見てみたいけど、堂々と見るというのは何か違ちがう気がする。そんな複雑な男心だ。

「さすが、私の王子様。紳しん士しさんだね」

　言葉と一いつ緒しよに背後から聞こえてくる衣きぬ擦ずれの音は、騒そう々ぞうしい蟬せみの鳴き声がかき消してくれた。いつもはやかましいと思うが、今だけは蟬せみに感謝しよう。

「お待たせー。もぉ～いいよぉ～」

　かくれんぼかっつーの。ま、許可が出たなら体の向きを戻もどすとしよう。

　うわぁ……。本当に、女の子が俺おれの体操着を着てるよ……。

「じゃん。どうかな？　お姫ひめ様さまのドレスの具合は？」

　随ずい分ぶんとダボダボなドレスを着たお姫ひめ様さまが現れたものだ。

「そうだな。ダンスパーティーの主役か、うちの学校の生徒にしか見えないよ」

「やったね。これで私も、立派なにしきつた高校の生徒だ」

「にしきづた、な」

「おっと。こりゃ失礼」

　言葉とは真逆に、まるで反省はしていないのだろう。

　チロッと舌を出す仕草には、無む邪じや気きさと色気の両方が内包されているようだ。

「あ、そういえば、こうして体操着も貸してくれたわけだし、自じ己こ紹しよう介かいをしないとね」

　体操着を貸すことが自じ己こ紹しよう介かいをするかしないかの判断基準とは、これまた初めての経験だ。

「私は、…………牡ぼ丹たん一いち華か。漢字は、花の『牡ぼ丹たん』に数字の『一』。それにカッコいいほうの『華はな』で、牡ぼ丹たん一いち華かだよ。高校二年生」

　カッコいいほうの『華はな』って……、まぁ、言いたいことは分かるけどさ。というか……、

「牡ぼ丹たん？　それって……」

「んー、どうしたの？　そんな険しい顔で私のことを見ちゃって？」

「いや、なんでもない」

　まさか、な。さすがに有り得ないか。

「もしかして、私に一ひと目め惚ぼれを──」

「断じて違ちがう」

「ぶー、つまんないの。ま、いいや。よろしくね……太たい陽よう君」

「あれ？　なんで俺おれの名前を……」

「お姫ひめ様さまが王子様の名前を知らないわけがないじゃん。今日までずっと、君を想おもって──」

「さっき、ウータンがでかい声で俺おれのフルネームを言ってたからか」

「ロマンがないなぁ」

　今日初めて出会った女の子が、実はずっと自分に淡あわい想おもいを抱いだいていたなんて、そんな都合のいいことがあるものか。

「生あい憎にくと、これまでの人生で期待が外れる経験を多々してきたからな。余計な希望は抱いだかないようにしているんだ」

「へぇ～……。私が太たい陽よう君をずっと想おもうのは、希望のあることだったんだ。やったね」

「……うるさい」

　ちょっと油断すると、すぐに踏ふみ込こんでくるな。……厄やつ介かいだ。

「とにかく……、よろしくな、牡ぼ丹たん」

「……う、うむぅ……」

　なんか、やけに渋しぶい表情をされた。

「なんだよ、その顔は？」

　特に変なことを言ってはいないはずなんだけどな。

「あー……、えっとね、私さ、あんまり苗みよう字じで呼ばれたくないんだ」

「なら、名前で呼べばいいのか？」

　聞き返すと、首をフルフルと横に振ふった。

「名前は、もっと嫌いや」

「は？」

　先さき程ほどまでのふざけたノリとは違ちがう、やけに真しん剣けん味みを帯びた表情。理由は分からないが、どうやら彼かの女じよは、自分のことを苗みよう字じで呼ばれるのも、名前で呼ばれるのも好きではないようだ。

「なら、どう呼べばいい？」

「そだね。うーん…………あ、閃ひらめいた」

　パンと手を合わせて、やけに明るい瞳ひとみを俺おれへと向けてきた。

「太たい陽よう君が、私に名前をつけてよ。私を私にしてくれる名前を、さ」

「なんだよそれ……」

　妙みような言い回しをしてくる。普ふ通つうに、アダ名をつけてほしいでいいじゃないか。

「ほら、早く早く。お姫ひめ様さまがお待ちだよ」

「分かったよ」

　……どうしようかな？　牡ぼ丹たんだから、ぼっちゃん？　……女の子につけるアダ名じゃないな。

　そもそも、苗みよう字じでも名前でも呼ばれるのを嫌いやがっているのだから、それを連想させるようなアダ名は好ましくないのかもしれない。けど、まるっきり無視してつけるってのも、この短時間の出会いでは難しい。だとしたら……、

「……牡ア丹ネ一モ華ネ」

「アネモネ？」

「そう。こう見えて花の名前には少し詳くわしくてさ。アネモネって、漢字で書くと『牡ぼ丹たん一いち華げ』ってなるんだ。君のフルネームと一いつ緒しよだろ？　だから、アネモネ。……どうだ？」

「アネモネ……アネモネ……うん、アネモネか。……いいね。女の子っぽくて可愛かわいい。よし、今から私はアネモネだ。素す敵てきな名前をつけてくれてありがとう、太たい陽よう君！」

　屈託のない弾はじけるような笑え顔がお。

　気に入ってもらえて良かった。

「一応、俺おれにも学校で『サンちゃん』ってアダ名があるから……」

「君が名前で呼ばれるのが嫌いやだったり、他の人が『太たい陽よう君』って君を呼んでるなら、私だけのオリジナリティ溢あふれるアダ名で呼んじゃうけど、どうする？」
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　なぜだか、ロクでもないアダ名がつけられる未来が見えた。

「『太たい陽よう君』で頼たのむ。そう呼ぶ奴やつはいないから、アネモネオリジナルだぜ」

「やったね。なら、太たい陽よう君で決定だ」

　なぜ、自分オリジナルにこだわっているのだろう？　思春期特有の何かか？

「えーい！　見つからん！　どこに行った!?　もう一度、この辺をくまなく……」

　ウータン、まだ諦あきらめてなかったのか。すごい執しゆう念ねんだな……。

「わ、わわわ。急いで逃にげないと。じゃあ、練習が終わったらまたここで会おうね。太たい陽よう君」

「は？　練習が終わったら……あ、おい！」

　何か、勝手に約束を取り付けながら、上じよう機き嫌げんに駆かけ出だしていったぞ。

　まぁ、もう一度会わないと体操着を返してもらえないし、妥だ当とうなところか。

　っていうか、しまった。色々とあってすっかり忘れていたが、俺おれは願い事をしにきたんだ。

　……ただ、なんか興が削そがれちゃったな。今日はやめておくか。

「……グラウンドに戻もどるか」

　ナリツキの木を少し眺ながめた後、後頭部をボリボリとかきながら、俺おれは野球部のみんなが待つグラウンドへ戻もどっていった。
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　さて、体育館裏では予想外の出会いに思わず素が出てしまったが、仕切り直しだ。

　ここからはさっきまでの自分ではなく、『サンちゃん』として、振ふる舞まっていこう。

「サンちゃん、おかえり。用事はもう終わった？」

「おう！　悪いな！　待たせちまってよ！」

　先さき程ほどまでの体育館裏と比べて、明らかにテンションの高い態度。

　これが、俺おれの学校で過ごす時のキャラだ。もちろん、こうしているのには理由がある。

　実を言うと、俺おれは小学生の頃ころに内気で控ひかえめだった性格が災わざわいして、友人関係で手痛いトラブルに見み舞まわれた経験がある。……その際、トラブルを解決するためにとった手段がこれ。

　とにかく明るく元気な奴やつを演じて、周りから信しん頼らいされようとした。

　そして、この作戦は大成功。俺おれは目もく論ろ見み通りに周囲からの信しん頼らいを得て、友人にもチームメイトにも恵めぐまれた。……ただ、代だい償しようとして、引ひっ込こみがつかなくなってしまった。

　なので、未いまだにそのキャラを貫つらぬき通とおしているというわけだ。

　と言っても、別に不自由しているわけじゃないぞ。こう言うと聞こえは悪いかもしれないが、関わる相手によって態度を変えるのは、俺おれは当たり前のことだと思っている。

　友とも達だちといる時、家族といる時、先生といる時、恋こい人びとといる時……、最後のヤツは未経験だが、とにかくどれも微び妙みように態度が違ちがうのは当たり前だろ？

　そして、俺おれは野球部のチームメイトと一いつ緒しよにいる時は、こういう態度をとってるだけさ。

　元気で明るいみんなを引っ張るチームのエース……、ま、本当はかなりの臆おく病びよう者もので、周りからの評価を気にするヘタレ野や郎ろうなんだけどな。

　そういう本当の俺おれを知っている奴やつはほとんどいないが、別に寂さびしいとは思っていない。

　なんていうか、人間ってそんなもんだと思うんだよな。誰だれしもが、『こうありたい』と思う自分を演じててさ、徐じよ々じよに『偽にせ者もの』から『本物』に成なっていく。何もかも、在ありのままの自分を見せている奴やつのほうが少ないだろう。大なり小なり、人は噓うそをついて生きているものさ。

「そういえば、用事ってなんだったんだ？」

「ま、ちょっとした野や暮ぼ用ようだな！　大したことじゃないから気にしないでくれ！」

「そっか」

　グラウンドに戻もどってきた俺おれと話しているのは、小学校から一いつ緒しよに野球をやっている相棒、三番キャッチャーの芝しばだ。身長は一七五センチメートルと、一八〇センチメートルの俺おれより少し低いが、ガタイはいい。キャッチング技術は一流な上に、最近ではバッティングの実力もメキメキと上げていて、次の試合からは四番を任されるんじゃないかとまで言われている。

　仲間の成長は嬉うれしいが、今の四番は俺おれなので、その座を奪うばわれるというのは複雑な気持ちだ。

「それにしても、すごい見学者の数だな！　ちょっとだけ、緊きん張ちようしちまうぜ！」

「こんなの、試合当日に比べたら可愛かわいいものだろ？」

　現在、我わが野球部は大注目。今も、大勢の生徒達たちが練習を見学するためにやってきている。

　そうなった理由は、至って簡単。俺おれ達たち西にし木き蔦づた高校野球部が、先日行われた地区大会の決勝戦で見事勝利を収め、甲こう子し園えん出場を決めたから。

　そんな開校以来の快挙に、うちの学校は大盛り上がり。

　その結果の一つが、こうしてグラウンドに表れているというわけだ。

「そうだけどよ、こうやって練習を見られるってのは、試合とは少し違ちがう感覚じゃないか？」

「確かに。……うん、一理ある」

　尚なお、この甲こう子し園えん出場こそが、アネモネが野球部の見学を許可されなかった理由でもある。

　ただでさえ生徒だけでも見学者が多いのに、無関係な人物まで歓かん迎げいしたら収しゆう拾しゆうがつかなくなる。加えて、別に俺おれ達たちは気にしていないのだが、甲こう子し園えん初出場に浮うわついた学校側……いい年をした大人達たちが、「他校から偵てい察さつが来るかもしれない！」と意識を高く持ってしまった結果、学校に通う生徒と、その関係者以外の入場を全て規制するようにしたわけだ。

　唯ゆい一いつの例外は、プロの関係者とマスコミ関係……らしいのだが、残念ながらそういった人達たちは一度もやってきていない。ま、所しよ詮せんは初出場の高校だからな。

　地区レベルでは注目を集めても、全国レベルではまだまだというわけだ。

「おい、サンちゃん！　さっきまで、一人でこっそりどこか行ってたよな？　どこに行ってた!?　……ピコーン！　ピコーン！　……はっ！　俺おれの可愛かわいい女の子レーダーが反応している！　ということは……さては女の子との密会か!?　ズルイぞ！　羨うらやましいぞ！」

　騒さわがしい声とテンションで、俺おれと芝しばに絡からんできたのは、同学年で二番センターの穴あな江え。

　性格はこの通りお調子者で、俺おれとは別の意味で明るい奴やつ。彼かの女じよがほしくて仕方がないみたいだが、この性格が災わざわいしてか三枚目になりやすく、中々その願望は叶かなっていない。

「ははっ！　残念ながら密会じゃないぜ、穴あな江え！　ちょっとした野や暮ぼ用ようだ！」

「なーんだ！　ビックリさせるなよぉ～！」

　ま、女の子とは会っていたわけだが、それを知られると面めん倒どうな気がするので黙だまっておこう。

　噓うそはついてないぜ？　ただ、少しだけ真実を隠かくしただけだ。

「でも、そうだよな！　地区大会の決勝戦で超ちよう絶ぜつ大だい活かつ躍やくをした俺おれを差し置いて、サンちゃんに彼かの女じよができるはずが──」

「デッドボールで出しゆつ塁るいしただけの奴やつ、無失点で抑おさえた投手。どう考えても後者がモテるだろ」

「うっ！　樋ひ口ぐち先せん輩ぱい……、少しは俺おれに気を遣つかってくれても……」

　穴あな江えから僅わずかに遅おくれて俺おれ達たちのところへやって来たのは、三年生で一番ショートを務める樋ひ口ぐち先せん輩ぱい。うちの野球部の中で、誰だれよりも冷静で……そして、厳しい先せん輩ぱいだ。

　練習のミスはもちろん、部活中に少しでも不ふ真ま面じ目めな態度を取ると、容よう赦しやない説教をお見み舞まいされる。この野球部で、樋ひ口ぐち先せん輩ぱいに怒おこられた経験がない奴やつなんて一人もいないだろう。

　中でも、中学時代から一いつ緒しよに野球をやっていた穴あな江えには特に厳しく、休きゆう憩けい時間でもこうして辛しん辣らつな言葉を浴びせている。

「気を遣つかっても、穴あな江えは調子に乗るだけでしょ？　無む駄だなことはしない主義なの」

「樋ひ口ぐち先せん輩ぱい！　無む駄だかどうかは、やってみないと分からないっすよ！」

「なら、やってみて無む駄だだった場合、それなりの代だい償しようがあるが……いいんだな？」

「いやー！　やらずに分かることを、無理してやる必要はないっすよね！」

　相変わらず、穴あな江えは樋ひ口ぐち先せん輩ぱいに弱いな……。

　おっと、誤解がないように付け加えておくが、樋ひ口ぐち先せん輩ぱいは厳しいけど別に後こう輩はいから嫌きらわれているわけではないからな。むしろ、頼たよられていることのほうが多くて、野球以外の悩なやみを樋ひ口ぐち先せん輩ぱいに相談する奴やつもいるぐらいだ。

　それに、結構面おも白しろいところもあるんだよ。だって、樋ひ口ぐち先せん輩ぱいって厳しい割には……

「──と、穴あな江えに言いつつも、見学に来ている女子生徒を意識して、密ひそかに香こう水すいなんてつけてオシャレをするのが、樋ひ口ぐちがムッツリたる由ゆ縁えんだがな！」

　というわけだからさ。樋ひ口ぐち先せん輩ぱいは、ストイックなように見えて実はそうじゃない。

　多分、この野球部で穴あな江えの次くらいに、そっち系に興きよう味み津しん々しんのタイプだ。

「く、屈くつ木き！　お前は余計なことを……」

「どうせ練習で消えるのだから、あまり意味がないと俺おれは思うぞ！　はっはっは！」

　樋ひ口ぐち先せん輩ぱいからの恨うらめしげな視線を受けても、まるで気にせず豪ごう快かいに笑い飛ばすのは、俺おれ達たち西にし木き蔦づた高校野球部キャプテン、五番ライトの屈くつ木き先せん輩ぱいだ。うちの部でも、最も高身長の一九五センチメートル。鍛きたえられた体に備わっている威い厳げんはかなりのもの。

　性格といい外見といい、『キャプテン』という言葉は、この人のために存在するんじゃないかなんて思う時もある。

「あー！　やっぱりそうですよね、屈くつ木き先せん輩ぱい！　なんか、樋ひ口ぐち先せん輩ぱいからいつもと違ちがう、安物の線せん香こうみたいな匂においがすると思ったんっすよ！」

　穴あな江え、普ふ段だんやられてるからって、調子に乗るのは危険だと思うぞ……。

「安物の線せん香こうみたいな……、匂においだと？」

　やっぱり。樋ひ口ぐち先せん輩ぱい、恐おそろしい目で穴あな江えを睨にらんでるな。

「ひっ！　屈くつ木き先せん輩ぱい、ヘルプ！」

　先せん輩ぱいに睨にらまれてキャプテンの背中にビクビクと隠かくれてるようじゃ、彼かの女じよができるのはまだまだ先のことになりそうだな……。頑がん張ばれ、穴あな江え。

「はっはっは！　樋ひ口ぐち、やめておけ！　レギュラーに怪け我がをされるのは困るからな！」

「……ちっ。穴あな江え、救われたな」

「ひぃ～！　あっぶねぇ～！」

　とまぁ、他にもメンバーはいるが、これが俺おれ達たち西にし木き蔦づた高校野球部だ。

　色々と個性的な奴やつらが揃そろって、そんなみんなで協力して、甲こう子し園えん優勝を目指している。




「そういえば、屈くつ木き先せん輩ぱい。実際のところ……俺おれ達たちが甲こう子し園えんで優勝できる可能性って、どんくらいだと思います？」

　気がつけば、五人で輪になって休きゆう憩けいをしていた俺おれ達たちの中で、穴あな江えが屈くつ木き先せん輩ぱいへとたずねた。

「ふむ。……そうだな。始まってみなければ分からんというのはあるが、俺おれ達たちは去年の夏の甲こう子し園えんで準じゆん々じゆん決けつ勝しようまでいった名門、唐とう菖しよう蒲ぶ高校を破って出場を決めたわけだからな！　少なくとも、ゼロではないだろう！」

　俺おれも屈くつ木き先せん輩ぱいの言葉には同意だ。俺おれ達たちは今年の地区大会の決勝戦で、かなりの接戦ではあったが、甲こう子し園えんの常連である唐とう菖しよう蒲ぶ高校を破って出場を決めることができた。

　だから、ゼロではないと言い切れるが……

「けど、屈くつ木き先せん輩ぱい。甲こう子し園えんには、あの桑そう仏ぶ高校が出ますよね……」

「……む。それは、まぁ、そうだな……」

　芝しばの言葉に、俺おれ達たち四人の表情が、誰だれが見ても分かるくらいに曇くもった。

　そう、なんだよな……。俺おれ達たちが下した唐とう菖しよう蒲ぶ高校が名門だとするなら、桑そう仏ぶ高校は超ちよう名門。

　去年の夏の甲こう子し園えん、今年の春の甲こう子し園えんで優勝を決め、当然ながら今年の夏の甲こう子し園えんにも現れる化物校だ。特筆すべき箇か所しよはどこかと聞かれたら、全てと答えるのが適切な程ほどにハイレベルなチーム。特に四番でショートの男は、走そう攻こう守しゆ三さん拍びよう子し揃そろった完かん璧ぺきな選手とまで言われている。

　まだ甲こう子し園えんの組み合わせを決める抽ちゆう選せんも行われていないし、もちろん他にも……というか全ての出場校に警けい戒かいしなくてはならないのは分かっているが、つい桑そう仏ぶ高校に気がいってしまうのは、それだけの実力を持っているからだろう。

「あの人を、俺おれとサンちゃんが抑おさえきれるかどうか……」

「芝しば、そんな不安な顔をすんなって！　もっと自信を持てよ！　ほら！　サンちゃんとお前は、唐とう菖しよう蒲ぶ高校の特とく正しようを打ち取って、甲こう子し園えん出場を決めたじゃないか！　高校野球で最強の打者って言われてる、あの特とく正しよう北きた風かぜをさ！」

「穴あな江え、特とく正しようとあの打者じゃタイプが違ちがう。特とく正しようは、ホームランを狙ねらうスラッガーだ。けど、桑そう仏ぶ高校の四番はそうじゃない。どんな時でも、確実にヒットを打つアベレージヒッター。高校通算の成績でも、本ほん塁るい打だ数すうは特とく正しようのほうが上だけど、打率、打点はあの打者のほうが上だ」

　樋ひ口ぐち先せん輩ぱいの言う通りだ。場面にもよるが、桑そう仏ぶ高校の四番バッターは、ある意味特とく正しようよりも厄やつ介かいな相手だ。特とく正しよう北きた風かぜという男は、ホームランを狙ねらうが故ゆえに付け入る隙すきが生まれる。

　だが、桑そう仏ぶ高校の四番バッターにはそれがない。高校通算打率は、0.493……高校時代のイチローと比べると僅わずかに劣おとるが、十分に恐おそろしい成績だ。

　情けない話だが、あの人を抑おさえきれる自信が今の俺おれには…………ない。

「「「「「…………」」」」」

　まずいな。俺おれもそうだが、みんなの中で重たい空気が漂ただよい始はじめた。

　とてもじゃないが、これから甲こう子し園えんを目指して練習しようって雰ふん囲い気きじゃない。

「あー！　みんな、辛しん気き臭くさい顔をするなって！　芝しば！　慎しん重ちようなのはいいけど、ネガティブすぎるのはダメだぞ！　サンちゃんも、ほら！　いつもの元気はどうしたんだよ？」

「あ、ああ。……悪い、穴あな江え」

「そうだな！　大だい丈じよう夫ぶだ！　どんな相手が来ても、俺おれがバシッと抑おさえきってみせるぜ！」

　助かったよ、穴あな江え。こういう時に、すぐに明るい雰ふん囲い気きにしてくれる手しゆ腕わんはさすがだな。

「だろ？　それに心配なんて、何もないって！　もしサンちゃんが打たれても、後ろには俺おれ達たちがいるからさ！　鉄てつ壁ぺきの守備をみせてやるぜ！」

「そうだな。サンちゃん、少しぐらいなら打たれてくれていいぞ。そうしたら、ファインプレーを決めて、ボールと一いつ緒しよに、可愛かわいい女の子にモテるチャンスをキャッチしてやるさ」

「あ！　樋ひ口ぐち先せん輩ぱい、ずりぃ！　それ、俺おれの台詞せりふっすよ？」

「たまにはいいだろ？」

「はっはっは！　確かに勝負をする前から負けることを考えるなんて、無ぶ粋すい極きわまりないな！　……よし！　そろそろ休きゆう憩けいは終わりにして、優勝のための練習を始めるか！」

　そうだ。考えても何も変わらない。勝つために一番シンプルな手段は、強くなることだ。

　だったら、練習をしていくしかない。

「ここからは打だ撃げき練習だ！　甲こう子し園えん出場の祝いに、学校側からピッチングマシーンをいくつかプレゼントされたからな！　これを使って、桑そう仏ぶ高校にも負けない打だ撃げき力りよくを身につけるぞ！」

「「「「うっす!!」」」」

　屈くつ木き先せん輩ぱいの号令を聞いて、俺おれ達たちはそれぞれ練習を再開していった。
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「……ふぅ。少し休むか。……代わりに使ってくれていいぜ！」

「はい！　ありがとうございます！」

　打だ撃げき練習を始めて三十分程ほどしたところで、一度小休止。別の場所で素す振ぶりをしていた一年生にピッチングマシーンを譲ゆずって、俺おれは地面に腰こしを下ろした。

　すると、芝しばもちょうど小休止を挟はさむことにしたようで、俺おれのそばへとやってきた。

「実際……、どう思う？」

　神しん妙みような芝しばの声。その態度だけで、何を聞きたいかはすぐに分かった。

「正直、今のままじゃ厳しいな。桑そう仏ぶ高校どころか、他の相手にも勝てるかどうか……」

「やっぱり、そうだよな……」

　俺おれの言葉を聞いて、落らく胆たんを隠かくし切きれない芝しばの声。別に、俺おれに対して失望しているわけではないのは分かっている。ただ、純じゆん粋すいに悔くやしいんだ。自じ分ぶん達たちの力不足が。

「けど……、あくまでも、今のままならだけどな！」

「それって、もっと練習するってことか？　けど、もう時間はほとんど──」

「あの球が完成すれば、勝機はあると思うぜ！」

　それは、俺おれが地区大会の決勝戦で一球だけ投げた、特とく正しよう北きた風かぜを打ち取った球。

　だが、あくまで未完成の代しろ物もので、最低限のものしか投げられない。

　決勝戦では、その存在を最後まで隠かくし通とおせたから、特とく正しようの不意をつくことで打ち取れたが、それはもうできない。名門唐とう菖しよう蒲ぶ高校が敗れた試合だ。相手校のスコアラーが、チェックしないはずがない。つまり、俺おれのあの球の存在はもう知られてしまっている。

　不意打ちで使えない以上、今のままの出来じゃ甲こう子し園えんでは通用しないだろう。

　だけど、完かん璧ぺきなものを投げられるようになれば……、絶対に通用する。

「……ちなみに、進しん捗ちよくは？」

　芝しばの目に、僅わずかな光が灯ともる。それは、俺おれの返答に期待しているからだろう。

「……悪い、行いき詰づまってる。まるで、ダメだ」

「そうか」

　が、残念ながらその目は、再び暗くら闇やみに落ちた。

　そう……。結局、たらればなんだ。投げられたら勝てる。けど、投げられないから勝てない。だからこそ、俺おれはナリツキへ願いにいったわけだしな。

　だが、願うだけで結果が出るほど、世の中が甘あまくないのはよく分かっているので、

「なぁ、芝しば。明日って部活は休みだけどさ、何か予定は入ってるか？」

「悪いけど、入ってるよ。……誰だれかさんの投球練習の予定がビッチリと」

「そりゃ残念だ！　言われてみれば、俺おれも誰だれかさんの捕球練習がビッチリと入ってたな！」

　そう言って、俺おれと芝しばはお互たがいの顔を見合わせ笑い、拳こぶしをコンとぶつける。

　用件を言う前から分かってくれるってのは、嬉うれしいものだな。

　……本当は、友とも達だちと遊ぶ予定が入ってたんだけど、そっちはキャンセルしよう。

「はぁ～い！　大おお賀が先せん輩ぱい、芝しば先せん輩ぱい！　お二人の分のスポーツドリンクですよぉ！」

「お！　サンキューな、たんぽぽ！」

「ありがとう、たんぽぽ」

　ちょうど芝しばとの話が一段落したところにやってきたのは、俺おれ達たちの一つ下の学年である一年でマネージャーを務める女子生徒……蒲かま田た公きみ英え。アダ名の『たんぽぽ』の由来は、こいつのフルネームから『田』を抜ぬくと『蒲公英たんぽぽ』になることから。

　小こ柄がらなボブカットの少女で、可愛かわいい外見をしてはいるのだが……

「むふふふ！　スポーツドリンクを健けな気げに持ってくる私！　これはもう、大おお賀が先せん輩ぱいも芝しば先せん輩ぱいもときめかずにはいられませんね！　はぁ～！　やっぱり可愛かわいさとは罪ですね……」

　性格に、少々……いや、かなり難があるため、あまり可愛かわいいとは思えなかったりする。

　まぁ、部活は真ま面じ目めにやってくれているし、たった一人のマネージャーなので負担をかけすぎているなと申し訳なく思うところもあるんだが、いかんせん性格がなぁ～。

　悪い奴やつじゃないんだけど……。

「それで、大おお賀が先せん輩ぱい！　調子はどうですか？」

「まぁまぁだな！　けど、ちょっと行いき詰づまってることもあるから、そいつをどうにかして、解決したいって感じだ！」

「ほうほう、行いき詰づまっていると。……むふふ！　これは、華か麗れいすぎるアドバイスをして、その問題を解決すれば、大おお賀が先せん輩ぱいが私に更さらなるときめきを抱いだくこと間ま違ちがいなしです！」

　それはない。仮にお前のアドバイスのおかげで何とかなっても、それだけは絶対にない。

　……一応伝えておくと、別に俺おれはたんぽぽに恋れん愛あい感情は持っていないし、たんぽぽも同じだ。

　ただ、たんぽぽは学校内のアイドル……そして、将来は日本一のアイドルを目指しているとかで、とにかく自分のファンを増やそうとしている。……大たい抵てい、アホなことをして失敗するけど。

　これも、その活動の一いつ環かんなのだろう。

「……閃ひらめきました！　大おお賀が先せん輩ぱい、私に超ちよう名案があります！」

　俺おれの悩なやみの内容を聞かずに、思いついた超ちよう名案か。……これは、ダメそうだな。

「大おお賀が先せん輩ぱいがどうしても聞きたいと言うなら、教えて差し上げますよぉ～？　むふふ！」

　別に聞きたくないから、さっさと他の部員にスポーツドリンクを配れ──って、俺おれの親友なら言いそうだけど、俺おれはあいつじゃないし、たんぽぽも聞いてほしそうだし、

「ああ！　どうしても教えてほしい！　頼たのむぜ、たんぽぽ！」

「んもぉ～う！　仕方ないですねぇ～！」

　……なんかクネクネしてる。ほんと、たんぽぽっておだてられるとすぐに調子に乗るよな。

　将来、変な詐さ欺ぎとかに引っかからないか心配だ。

「では、お教えしましょう！　ズバリ、大切な人を思おもい浮うかべながら練習をするのです！　心の強さは体にも強く影えい響きようを及およぼしますからね！　この人のために勝ちたいと願えば、自おのずと体もついてくるはずです！　最後に勝負を決めるのは体の強さではなく、心の強さ！　要は気持ちですよ！　気・持・ち！」

　へぇ。意外とまともな案じゃないか。

「なるほど！　けど、難しいな！　大切な人って言われても、思い当たる奴やつがいないぞ！」

「ご心配なく！　そこの対策もバッチリです！　さぁ、大おお賀が先せん輩ぱい！　今から頭の中で私のことを思おもい浮うかべ、力の限り愛めでながら──」

「サンちゃん、そろそろバッティング練習を再開しようぜ」

「そうだな、芝しば！　たんぽぽ、スポーツドリンク、サンキューだぜ！」

「ひょ!?　まだ、私の話は終わってないですよ！　……って、行っちゃいました！」

　芝しばの言葉に賛同して、俺おれは立ち上がり再びバッティング練習へ向かう。

　つい、放置してしまったたんぽぽをチラリと確かく認にんすると、

「うぅ……、仕方ありません。他の方にスポーツドリンクを配りつつ愛めでてもらいましょう。穴あな江え先せん輩ぱいあたりが、ちょうどいいですね……」

　穴あな江え……、お前がたんぽぽに随ずい分ぶんとナメられてることがよく分かったぞ。

　まぁ、あいつはお調子者だし、たんぽぽの希望を叶かなえてくれそうだけど。

　それにしても、大切な人か……。

　家族や友とも達だち……パッと思い当たるだけでも顔が浮うかぶ奴やつは何人かいる。

　けど、たんぽぽの言う『大切な人』ってのは、そうじゃないよな？　まぁ……なんだ……、好きな子ってことだろ？　残念ながら、今の俺おれにはそういう子はいないんだよなぁ。

　おっと、勘かん違ちがいしないでくれよ？　別に好きな子や彼女がいないからって、寂さびしい青春を送ってるわけじゃないからな。むしろ、かなり恵めぐまれているほうだと思う。

　大好きな野球を信しん頼らいできる仲間達たちと一いつ緒しよにやれて、親友までいるんだぜ？

　今までの人生で一番楽しかったのは？　って聞かれたら、間ま違ちがいなく今と答えるだろう。

　だから、問題はない。今は、恋れん愛あいよりも野球。甲こう子し園えん優勝を目指して、全力で仲間達たちと頑がん張ばっていければ、それだけで十分俺おれは幸せだ。

　──君以外に、私の王子様は有り得ないね。

　ふと、つい先さき程ほど出会った一人の少女の言葉が頭をよぎったが……、それもないな。

　向こうは王子様なんて言っていたが、恐おそらく関わるのは今日限りだ。

　さすがに、体操着を貸しただけで本当のお姫ひめ様さまには成なり得えないさ。
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　夕日に照らされたオレンジ色に染まるグラウンドで、他のメンバーや見学者達たちが帰った後、俺おれは芝しばと二人で残って投球練習をしていた。

　本当は明日から始める予定だったのだが、どうも気持ちがはやってしまい、居残り練習。

　もちろんやっているのは、あの球の練習だ。

　ボールを握にぎり締しめ、フォームを構える。芝しばがちゃんと捕とれるように、気をつけないとな。

「……っらぁ！」

「…………っ！　……うーん」

　ボールをキャッチした芝しばが、渋しぶい声を出す。

　その理由は、ボールを投げた俺おれが一番よく分かっている。……イマイチだからだ。

　正直に言えば、地区大会の決勝戦で投げた時よりも、ひどくなっている気すらする。

　握にぎり方かたは問題ないし、フォームだって悪くない。なのに、なんで上う手まくいかないんだ？

「今日の練習はここまでにして、切り上げようぜ、サンちゃん」

　芝しばが立ち上がり、プロテクターを外す。

　他のみんなは帰ったし、俺おれ達たちもそろそろ帰るべきだとは思う。けど……

「芝しば、もう少しだけ、練習に付き合ってくれないか？　もしかしたら、あと少しで何かコツを摑つかめるかもしれないからさ！」

「けど、そろそろ暗くなるだろうし、あまりやりすぎるのは逆に……」

「大だい丈じよう夫ぶだ！　あと少し……三十分ぐらいでやめ──」




「ひょぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」




「うわっ！　なんだ、今の声!?」

「い、いや！　俺おれも分かんないよ！」

　ビックリした！　いきなり、グラウンドにとんでもない叫さけび声ごえが響ひびいたぞ！　見学に来ていた生徒も、他の野球部のメンバーも、もう帰っているから俺おれと芝しばしかいないはずなのに……

「うぇぇぇぇぇん!!　大おお賀が先せん輩ぱい、芝しばせんぱぁぁぁぁい！」

　と思ったら、体育館裏のほうから、たんぽぽが号ごう泣きゆうしながらこっちに走ってきた。

「たんぽぽ。お前、まだ残ってたのか？」

「い、いるに決まってるじゃないですか！　私はマネージャーですよ！　ですから、ちゃんと部員の皆みなさんが全員帰るまで、お付き合いするのは当然のことです！　ひっく！　ひっく！」

　相変わらず、変なところは真ま面じ目めな奴やつだ。……で、なんでこんなに泣いているのだろう？

「えーっと……、今の声、たんぽぽだよな？　どうしたんだ？」

「そ、そうでした！　……お、おばけです！　おばけがでました!!」

「「おばけぇ？」」

　このご時勢に、たんぽぽは何を言っているのだ？　大体、まだ夕方だぞ？

「あ、あはははは！　あはははは！　おばけ、何言ってるんだよ？　たんぽぽなんて、出るわけないだろ？　……なぁ、サンちゃん？」

　芝しば、落ち着け。『たんぽぽ』と『おばけ』が逆になってる。

　お前、こういうの苦手だったんだな……。メチャクチャ足が震ふるえてるじゃないか。

「それが出たんですよ！　私がお二人の練習が終わるのを待っている間、手て持もち無ぶ沙さ汰ただったので、体育館裏のたった一度だけ願いを叶かなえてくれるナリツキに、『大おお賀が先せん輩ぱいと芝しば先せん輩ぱいが、練習が終わったら私を愛めでずにはいられませんように』とお願いをしていたら！」

　お前は、たった一度の願いを無む駄だにしすぎではないか？

　しかもその願いを叶かなえるのは、さすがのナリツキでも厳しいだろ。……っていうか、叶かなうな。

「突とつ然ぜん、どこかから怨おん念ねんじみた声が聞こえてきて、何かと思って上を向いたら、なんとナリツキの上に……枝や葉っぱをグチャグチャにつけた、長い髪かみの女性のおばけがいたのです！」

「ひっ！　い、いや、たんぽぽ。それは、普ふ通つうの人間だったんじゃ？」

「ありえませんよ、芝しば先せん輩ぱい！　あんな悲ひ壮そう感かんに満ちた声で『遅おそいなぁ～。まだかなぁ～』なんて言える人間がいるはずありません！　つまり、導き出される答えは一つ！」

　あー……、うん。おばけの正体、分かったよ。人が減ったから、先に行ってたんだろうな。たんぽぽの言うおばけの正体は、ほぼ間ま違ちがいなく……

「私の可愛かわいさに嫉しつ妬として現れた、女性のおばけさんに違ちがいありません！」

　違ちがう。その結論に辿たどり着つくロジックを知りたくなるレベルで違ちがう。

「あー、たんぽぽ。そのおばけのことなら心配しなくていいぞ。多分、俺おれの知り合いだ」

「なんと！　大おお賀が先せん輩ぱいは、おばけさんと友好関係を結んでいたのですか！　ビックリです！」

「いや、そもそもおばけじゃ……まぁ、いいか。たんぽぽ、芝しば、俺おれはそのおばけと話をつけてくるから、先に部室に戻もどってくれ」

　仕方がない。あまり待たせすぎるのも申し訳ないし、今日の練習はここまでにしておこう。

　芝しばも、もうやめたほうがいいって言ってたしな。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？　えっと、なんなら俺おれが銀の十じゆう字じ架かとにんにくを用意してからでも……」

　芝しば、それはドラキュラへの対策であり、おばけへの対策ではない。

「心配すんなって！　そんな悪いおばけじゃないからさ！」

　とりあえず、急いだほうがいいだろうし、芝しばとたんぽぽへの説明を省いて早く行こう。

　俺おれは、足早に体育館裏へと向かっていった。







　体育館裏へ向かうと、そこにいたのは予想通り。休きゆう憩けい中に出会った少女……アネモネだ。

　すでに体操着から着き替がえたようで、格好は最初に会った時の私服……なのだが、なぜか髪かみや服に葉っぱや枝がこびりついている。……どうしてそうなった？

「もう、待たせるのは王子様じゃなくて、お姫ひめ様さまの仕事だよ」

　この口くち振ぶりと様子だと、結構前からここで俺おれを待っていたっぽい。

「太たい陽よう君を待ってる間、ちょいちょい体育館裏に人が来るから、その度たびに木の上にのぼって隠かくれるのが大変だったんだからね。葉っぱとか枝もつくし。途と中ちゆうから取るのをやめちゃったよ」

　そう言いながら、パンパンと髪かみや服についた葉っぱや枝を払はらっていくアネモネ。

　珍めずらしいな。ナリツキがあるとは言え、夏休みの体育館裏に人が沢たく山さん来るなんて……

「しかも、来た人みんな、なんか変な願い事を言ってくし。『甲こう子し園えんで優勝して、可愛かわいい彼かの女じよがほっすぃぃぃ！』とか、『甲こう子し園えんで活かつ躍やくしてプロになるから、将来の嫁よめは、千年に一人の美少女的なアイドルでお願いします！』とか、『誰だれも怪け我がをせず、最高の甲こう子し園えんにできますように』とか、『大おお賀が先せん輩ぱいと芝しば先せん輩ぱいが、練習が終わったら私を愛めでずにはいられませんように』とか」

　うん、誰だれが来たかよく分かった……。順番に、穴あな江え、樋ひ口ぐち先せん輩ぱい、屈くつ木き先せん輩ぱい、たんぽぽだ。

　とりあえず、屈くつ木き先せん輩ぱいの願い事を除いて、何を聞いたかは忘れておこう。

　特に、樋ひ口ぐち先せん輩ぱいの願い事が、ちょっとばかしドリーミングすぎる。

「まぁ、ここはそういう場所だからな。この木、ナリツキって呼ばれてるんだけど、……一度だけ心からの願い事を叶かなえてくれるって言われてるんだよ」

「へぇ、それは初耳だ。なら、私も願い事をしたら叶かなえてくれるのかな？」

「どうだろうな？　言い伝えはあくまで言い伝えだからさ」

「太たい陽よう君は、やっぱりロマンがない。私の王子様なら、『必ず叶かなうよ、マイスウィートハニー』くらい、言ってくれてもいいんじゃない？」

「仮にそれを俺おれが本気で言ったら、どうする？」

「……ちょっと引いちゃうかな」

　なら、初めから言わなければいいのに……っと、与よ太た話ばなしを続けていてもアレだな。

　もしかしたら、芝しばとたんぽぽが待っているかもしれないし、早く用事を済ませるか。

「体操着を返してくれるんだよな？　悪いな、こんな時間になって」

「……ふふっ。残念ながら、それはハズレ。この体操着は、しばらく私のものなのだ」

　は？　なんだよそれ？

　いや、そんな上じよう機き嫌げんに俺おれの体操着を抱だきしめてないで、返してくれよ。

「なら、なんでアネモネは、俺おれをずっとここで待ってたんだ？」

「……君に名前を呼ばれたかったからかな、太たい陽よう君」

　やけに無む邪じや気きな笑え顔がおでそんなことを言うので、思わずドキッとしてしまう。

　冗じよう談だんなのか、本気なのか、判別しづらいな……。

「それにしても太たい陽よう君って、思った以上にすごい人だったんだね。今日の練習中、ギャラリーの人達たちが話してる内容は、ほとんど君のことだったよ。『サンちゃんのピッチングはすごい！』とか、『サンちゃんがいれば、甲こう子し園えん優勝も間ま違ちがいないな！』ってね。……さすが、王子様だ。私もお姫ひめ様さまとして鼻が高かったよ」

「……どうも」

　みんな、浮うかれすぎだ。現実をちゃんと見てくれ。

　あの程度のピッチングじゃ、甲こう子し園えん優勝どころか一回戦突とつ破ぱすらできそうにないよ。

「ありゃ？　どしたの？　浮うかない顔をしてるよ？」

「いや、なんでもない。……それにしても、わざわざ他校の野球部の練習を見学するなんて、アネモネは野球が好きなんだな」

　これ以上、自分のことを追つい及きゆうされたくなかったので、俺おれは咄とつ嗟さに話題を逸そらした。

「うん。……多分ね」

「多分？」

「そだよ。多分だよ、多分。メイビーメイビー」

　明るい返事はいいが、アネモネは何を言っているんだ？　自分のことだろう？

　なのに、野球が好きか好きじゃないかの質問で、『多分』って返事はおかしいだろ。

　もしかして、アネモネって……

「実は、他校の偵てい察さつで来てたりするのか？」

「だとしたら、どうしちゃう？」

「初出場の高校に、わざわざ偵てい察さつへ来る手間と身に余る光栄に感謝して、交通費を払はらいたいよ」

「お金はいらないから、美お味いしいご飯をご馳ち走そうしてほしいなぁ。シーチキンマヨネーズがいい」

　つまり、コンビニのおにぎりが買える程度の交通費しかかかってないと。

　なら、他県からの偵てい察さつってことはないか。

「じゃあ、そろそろ俺おれは帰っていいか？」

「ダメ～。だって、太たい陽よう君をここに呼び出したのには、私の名前を呼んでもらいたい以外に、もう一つ理由があるもん」

「な、なんだよ……？」

　本当に、名前を呼んでもらうが用件に含ふくまれてたのかよ……。てっきり、冗じよう談だんだと思ってた。

「君に、私の王子様としてのお仕事を授さずけてあげちゃう。どう？　嬉うれしいでしょ？」

「ものによるな。王子様にもできることとできないことがある」

「うわっ、慎しん重ちようだね。こういう時は、すぐに『うん』って答えないと、女の子にモテないぞ？」

「大だい丈じよう夫ぶさ、もう素す敵てきなお姫ひめ様さまがいるからな」

「ひゃ」

　お、これは面おも白しろい反応だ。アネモネの顔が、ポッと赤く染まったぞ。

　さてはこいつ、自分で恥はずかしいことを言うのは平気なくせに、言われるのは慣れてないな？

　ちょっと、してやったりな気分だ。

「そ、それは、嬉うれしいことで……」

　視線を俺おれから逸そらして、右みぎ斜ななめ上うえを見ながらアネモネがモゴモゴと言葉を漏もらす。

　小さく飛び出したサイドポニーを落ち着きなく手て櫛ぐしする様子が、妙みように可愛かわいらしい。

「で、王子様は何をすればいいので？」

「そだったね……。あのね、私にもっと沢たく山さん、君のかっこいいところを見せてほしいんだ」

「……っ！　こ、これまた、随ずい分ぶんと唐とう突とつな愛の告は──」

「あ、間ま違ちがえちゃった。君達のかっこいいところを見せてほしいんだ、だったよ」

「…………」

「にひ。仕返し」

　そっちが先にからかってきたんじゃないか。……不公平だ。

「どういう意味だよ？　俺おれ達たちのかっこいいところが見たいって」

「言い方が刺とげ々とげしいなぁ。アネモネちゃん、傷ついちゃうよ？」

「質問に質問で返すな」

「太たい陽よう君といっぱい話したいための、回りくどい女心かも」

「ついさっき、ストレートに見せかけた変化球で空から振ぶりさせた奴やつの言葉か」

「さすが野球部。いい言い回しだね。では、次のアネモネピッチャーはストレートを投げよう。……あのね、これからも君きみ達たちの野球の練習を見せてほしいの」

　今後は、侵しん入にゆうの手引きをしろということだろうか？

　特に悪意があるようには見えないし、構わないといえば構わないんだが……

「だから、明日もこっそり、お願いしたいんだけど、ダメ……かな？」

「なんでそこまで？」

「好きなんだ。……一いつ生しよう懸けん命めい、ガムシャラに頑がん張ばってる人を見るのが」

　それなら、探せば他にいくらでも……という言葉は飲のみ込こんだ。

　どんな事情があるか分からないが、アネモネは俺おれ達たち西にし木き蔦づた高校野球部を選んだ。

　なんとなく、そう思ったからだ。

　ただ、残念なことに、

「明日、うちの野球部の練習は休みなんだ」

「あ。そうなんだ……」

　目に見えて落おち込こんでいるな。やけに人をからかって楽しむアネモネだが、俺おれ達たちの練習が見たいという気持ちは真まっ直すぐなものなのだろう。理由も目的も分からないけど、その気持ちが本物だということだけはよく分かった。だったら…………誘さそうしかないよな。

「午前九時に、うちの学校から少し歩いた所にある河か川せん敷しきだ」

「……え？」

「明日、部活は休みだけど、俺おれは芝しば……ああ、キャッチャーをしてた奴やつな。あいつと一いつ緒しよに個別で練習するんだ。それでよかったら……、見に来てくれよ」

「ほんと？　いいの？」

「ああ。お姫ひめ様さまを喜ばせるのに、全力を尽つくさせてもらうよ」

「さすがだね。やっぱり、君は私の王子様だ」

「当たり前だろ。……ま、見るだけでいいのかよとは思うけどな」

「私は、ガムシャラに頑がん張ばっている人を見るために、ガムシャラに頑がん張ばっているのです」

「……ややこしいな。なんで、そんな変な努力をしてるんだ？」

「それはね……」

　……ん？　なんだ？　アネモネの様子が少し変だぞ？

　先さき程ほどまでと変わらない無む垢くな笑え顔がお……のように見えるが違ちがう。

　どこか達観した悲しげな瞳ひとみ……。それを俺おれに悟さとられたことに気がついたのか、ポリポリと後頭部をかきながらバツの悪い表情をすると、アネモネは……




「私が、私に成なるためだよ」




　消え入りそうな儚はかない声で、そう言った。





☀






　部室に戻もどると、芝しばとたんぽぽが俺おれを待っていてくれたようで、「おばけは大だい丈じよう夫ぶだったか？」なんて聞かれたが、自分の知り合いが待っていただけと説明した。

　その後、三人で飯でも行こうという話になり、今は商店街にある俺おれの大好物である串くしカツを食いに、お気に入りの店を目指して歩いている。

「──というわけで、芝しば先せん輩ぱいはもっと私の可愛かわいさを多くの人に伝えるべきだと思います！」

「いや、別に俺おれはそんなことしたくは……」

「んもぉ～う！　芝しば先せん輩ぱいったら恥はずかしがっちゃって、素す直なおじゃないですね！　むふ！」

「……素す直なおな気持ちだよ。はぁ、もう少しマシなマネージャーがほしいな……」

　先頭を歩く俺おれの背後で、たんぽぽのロクでもない話に芝しばが延々とつき合わされている。

　そんな二人の会話に、普ふ段だんだったら混ざっているだろうが、今はそんな気分じゃなかった。

　アネモネの言っていた言葉が、どうにも気になって気になって仕方がない。

『私が、私に成なるため』

　俺おれにアダ名をつけてくれと頼たのんだ時も、似たようなことをあいつは言っていた。

　正直、意味が分からない。

　ちょっと哲てつ学がく的てきな話の気もするが、人間は生まれた時から自分であることは変わりない。

　俺おれだって、今までの十七年間の人生で、様々な自分を作り出したとは思うが、それでも全員共通して、『俺おれ』だ。

　だが、アネモネの言葉は、まるで自分が自分じゃないような……、

「サ、サンちゃん。そろそろ店につくよな？　俺おれ、たんぽぽの相手はそろそろ……」

「むふふ！　大おお賀が先せん輩ぱいも、私のすんばらすぃ魅み力りよくについて是ぜ非ひ語り合いましょう！　まだまだこれからですよぉ～！」

　まずいな、そろそろ芝しばがたんぽぽの相手をするのが、限界っぽい。

　けど、ある意味ちょうどいいタイミングだったな。なんせ、ちょうど目的地に到とう着ちやくした。

「そっか！　なら、ここからは俺おれも話に混ぜてもらうか！　……って言いたいところだが、その前に店に入ろうぜ！　ほら、ここが俺おれの一いち押おしの店『ヨーキな串くしカツ屋や』だ！」





☀






「うん、美う味まい。はじめて来たけど、これならサンちゃんがはまる理由もよく分かるよ」

「だろ!?　やっぱ串くしカツは、『ヨーキな串くしカツ屋や』が一番だぜ！」

　串くしカツ屋やに入った俺おれ達たちは、テーブル席に四人で座すわり、串くしカツを食べている。

　ちなみに、入店時は三人だったのが増えているのは、たまたま知り合いが一人、俺おれ達たちよりも先に『ヨーキな串くしカツ屋や』に来ていて、折角だからと同席してもらったから。

　では、それが誰だれかと言うとだ、

「たんぽぽ、ソースの二度付けをするな」

「なんで特とく正しよう先せん輩ぱいに、いちいち食べ方のことを言われなきゃいけないんですか！　むっふー！」

　唐とう菖しよう蒲ぶ高校、四番サードの特とく正しよう北きた風かぜだ。

　地区大会で激げき闘とうを繰くり広ひろげた因いん縁ねんの相手でもあるのだが、あくまでもそれは試合だから。

　プライベートでは、同じ地区の学校ということもあって、良いい友人だったりもする。

「俺おれとて、余計なことを言いたくなどない。だが、貴様はここに書いてある『二度付け禁止』の文字すら読めんのか？」

「むっ。それは読めますけど……」

「ならば、ルールには従え。ソースを多くつけたいのであれば、一度でつけろ」

　性格は、この通り真ま面じ目めな正直者。たんぽぽとは同じ中学の出身で、以前からの顔見知り。

　後こう輩はいの不注意をたしなめる先せん輩ぱいというのは、穴あな江えと樋ひ口ぐち先せん輩ぱいの関係に少し似ているが……、

「分かりましたよ！　まったく、どうして特とく正しよう先せん輩ぱいは、いつも私にばかりネチネチとお説教をするんですか！　いじわるです！」

「べ、別に、いじわるをしているつもりはないのだが……」

　プリプリと怒おこるたんぽぽに、僅わずかにたじろぐ特とく正しよう。

　この様子を見ていると、二人の関係はただの先せん輩ぱい後こう輩はいというだけじゃないようにも思える。

　ま、それはいいだろう。俺おれが口を出すようなことじゃないし。

　それよりも今なら…………よし、いけそうだな。

「おーい、ジョーロ！　ちょっといいか？」

「おう、どうした、サンちゃん？」

　俺おれがタイミングを見計らって声をかけたのは、ここで働くアルバイトの如月きさらぎ雨あま露つゆ……ジョーロだ。アダ名の『ジョーロ』の由来は、たんぽぽと似たようなもの。フルネームの『如月雨露』から『月』を抜ぬくと『如雨露ジヨーロ』になることから。

　ジョーロは、中学時代からの親友で、本当の俺おれを知っている数少ない人間の一人だ。

　多分、自分の一番の理解者は誰だれだと聞かれたら、真っ先に名前が出る奴やつだろう。

　高校は一いつ緒しよだが、部活は違ちがう。なので、夏休みはあまり会う機会がないと思いきや、俺おれのお気に入りの串くしカツ屋やでアルバイトをしているので、ここに来れば割と気軽に会えたりもする。

　……念のため伝えておくが、別にジョーロに会うために串くしカツを食いに来ているわけじゃないからな？　あくまでも、俺おれとジョーロは友人関係であり、それ以上でもそれ以下でもない。

「悪い！　明日なんだけどよ、ちょっと俺おれは行けそうにない！」

　本来明日は、ジョーロの家に普ふ段だん学校で一いつ緒しよにいるメンバーと集まって、流しそうめんをする予定だったのだが、練習を優先するためキャンセル。

　流しそうめんなんて経験がなかったから、楽しみにしていたのだが……、仕方がない。

「あ、ああ……。構わねぇんだけどよ……どうかしたのか？」

「夏の甲こう子し園えんまでは、できるかぎり練習を優先したくてな！　ちょっと、未完成の物があってよ、そいつを完成させるために、部活は休みだけど個人的に練習をしておきたいんだ！」

　大事な約束を、前日の、しかもこんなギリギリの時間にキャンセルするなんて、怒おこるかな？

「分かった。練習、頑がん張ばってくれよ」

　なんて、無用の懸け念ねんにも程ほどがあるよな。ジョーロは、このぐらいで怒おこるような奴やつじゃない。

　口はあまり良くはないが、それと反比例するぐらい良いい奴やつだし。

「おう！　悪いな！　本当なら、俺おれとジョーロで流しそうめんの準備をするはずだったのに、突とつ然ぜん行けなくなっちまって！」

「気にすんなって。別に準備くらい、一人でもできるしよ」

「むっ！　如月きさらぎ先せん輩ぱいは、明日流しそうめんをするのですか!?」

　たんぽぽが、ピクリと頭を揺ゆらして興味深い目でジョーロを見ている。

「ああ、そうだが……、どうかしたのか、たんぽぽ？」

「私、流しそうめんやったことないです！　やってみたいです！　明日は、野球部の練習もお休みですし、混ぜて下さい！　むふふふ！」

「たんぽぽが？」

「はい！　それに、如月きさらぎ先せん輩ぱいとしてもグッドニュースでしょう？　こんな素す敵てきな私と一いつ緒しよに夏休みを過ごせるのですから！　なので、本来であれば貴方あなたから土下座をして──」

「別に来なくていい」

「あ！　ひどいです！　私も流しそうめんしてみたいんです！　混ぜて下さいよ！」

　たんぽぽよ、ジョーロは何だかんだ言って面めん倒どう見みのいい奴やつだが、調子に乗った発言には容よう赦しやしないぞ。なぜ、そうも強気の態度に出られるか、俺おれには不思議で仕方がない。

「だったら、最初から素す直なおにそう言え」

「うぅぅ……。如月きさらぎ先せん輩ぱいは、私に優やさしくありません……」

「集合時間は十二時ジャスト。場所は俺おれの家だ。……遅おくれてもいいが、その場合は前もって連れん絡らくしろよ？　余計な心配はしたくねぇ」

「はーい！　分かりましたぁ！　流しそうめん、楽しみです！　むふふふ！」

　本人は無自覚なんだろうけど、自然に「心配する」なんて言える辺りやっぱり優やさしい奴やつだよな、ジョーロって。だから、たんぽぽもジョーロのことを気に入ってやけに絡からむんだろう。

「如月きさらぎ。今日の礼も兼かねて、俺おれが大おお賀がの代わりに流しそうめんの準備を手伝おう。無論、準備が終わったらすぐに帰らせてもらう。あまり長居しても、貴様に迷めい惑わくをかけてしまうからな」

「特とく正しようが？　ありがてぇんだが、それは…………ん？　悪い、ちょっと待ってくれ。誰だれかから連れん絡らくが……うげ。……てめぇかよ……」

　ジョーロが、スマホを確かく認にんして露ろ骨こつに顔をしかめている。

「……分かった。じゃあ、世話になる。サンキューな、特とく正しよう」

「うむ。今日は知り合いだということで、色々と融ゆう通ずうを利きかせてもらったからな。その礼ができてちょうどいい」

　どうやら特とく正しようも、ジョーロのことを気に入っているみたいだ。

　男にモテても、ジョーロは別に喜ばないだろうけど。

　……あ、そうだ。流しそうめんとは、まるで関係ないけど……

「なぁ、ジョーロ。ちょっと相談があるんだけど、いいか？」

「ん？　どうした？」

「知り合いが少し変なことを言っててよ！　ジョーロなら、その意味が分かるかなって！」

「変なこと？」

「ああ。『自分は自分に成なりたい』みたいなことを言ってたんだけど、どういう意味だと思う？」

　ジョーロは、人の感情の機き微びに聡さとい男だ。だから、俺おれで分からなかったことでも、ジョーロなら分かるかもしれない。そう思って、聞いてみたのだが……

「正直、ワケが分からん」

　だよな。さすがに、過度な期待をしすぎたか……。

「けど……、そうだな……。そいつがなりたい『理想の自分』みたいなのがあるんじゃねぇか？　ただ、自分の性格のどこかに問題があって、そうなれない。だから、そこを改善したいとか？」

「おおっ！　なんか、それっぽいな！　さすが、俺おれの親友だ！」

「いや、勝手な憶おく測そくだから、当たってるとは限らねぇぞ？」

　それでも、かなり貴重な意見だ。なりたい自分に成なるために何かを改善したいか……。

　うん、俺おれもその気持ちは分かる。

　正直、今みたいなキャラになるまで、臆おく病びようだった俺おれは、つい物もの怖おじすることがあった。もしかしたら、アネモネも野球を通じて勇気を得たいとか、そういうのがあるのかもしれない。

　なら明日は、アネモネにも練習に混ざってもらって、一いつ緒しよに野球をするってのもアリかもしれないな。練習は大事だが、そのぐらいの余よ裕ゆうはある。

「むふふふ！　如月きさらぎ先せん輩ぱい！　ちなみに私は、すでに世の全ての男性の理想とも言える──」
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「じゃ、俺おれはそろそろバイトに戻もどるぜ。ゆっくりしてってくれよ」

「どうして、私の話は聞いてくれないんですか!?　如月きさらぎ先せん輩ぱいのいじわる！　むっふー！」

　たんぽぽ、それはお前の話がくだらないことだと悟さとられているからだぞ。

　やれやれ、仕方ないな。ここは俺おれが、たんぽぽの機き嫌げんを回復させてやるか。

「はははっ！　まぁ、いいじゃないか、たんぽぽ！　それより、このホタテを食ってみろよ！　メチャクチャ美う味まいからよ！」

「むぅ～！　大おお賀が先せん輩ぱいがそう言うなら……モグモグ……わぁぁぁ！　すごく美お味いしいです！　サクサクでプリプリです！　むふふふふ！」

　うん。やっぱり、たんぽぽはチョロい。串くしカツを食べたら、あっという間に機き嫌げんを直した。

「なんか、サンちゃんも機き嫌げんが良さそうだな」

「お、そうか？　まぁ、そうかもな！　ははっ！」

　芝しば、それは半分正解で、半分不正解だ。

　明日の練習に現れるであろうアネモネ。話していてあんなに面おも白しろい女の子は、そうはいない。

　だから、明日も楽しめるんじゃないかと期待している自分はいる。

　だけど、それと同じくらい不安なんだ。……最後に一いつ瞬しゆんだけ見せた、あの悲しい瞳ひとみ。

　いったい、アネモネは何を抱かかえ込こんでいるのだろう？

　いきなり、ナリツキから飛び降りてきて自じ由ゆう奔ほん放ぽうに人を振ふり回まわしたくせに、あんな一面まで見せるなんて……、本当に不思議な女の子だよ。

　──って、あまりアネモネのことばかり考えるのはよくないな。

　明日の目的は、あいつを楽しませることでも、あいつの秘密を知ることでもない。

　あの球を完成させる。……そのために、わざわざ大切な予定までキャンセルしたんだ。

　甲こう子し園えん優勝……、それこそが今の俺おれの……いや、西にし木き蔦づた高校野球部の目標なわけだから、自分だけが関係のないことを考えるなんて、無ぶ粋すいだよな。

　俺おれは、『サンちゃん』。西にし木き蔦づた高校野球部のエースで、元気に明るく笑って、みんなを引っ張っていく存在なんだからさ。
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　午前五時。

　目を開けて最初に映るのは、天てん井じように貼はってある野の茂ものポスター。まだ定まらない思考のままにポスターに向けて手を伸のばすが、当然ながら触ふれることは叶かなわない。

「……まだ、届かないよな」

　未熟さの再さい認にん識しきが、意識を覚かく醒せいさせる。体を起こした後、カーテンを開き窓の外を確かく認にんすると、空がまだ薄うす暗ぐらいながらも明るくなる兆きざしを見せていた。

　まるで、闇やみの中に彷徨さまよう世界が徐じよ々じよに光で満たされていくような、この時間が俺おれは好きだ。

「……暁あかつきの空だな」

　──なんて、なんとなくかっこつけた言葉を漏もらしてみたが、思った以上に恥はずかしい。

　今の出来事は、記き憶おくから抹まつ消しようしよう。

　さて……つい、朝練がある日と同じ時間に起きてしまったが、どうしよう？

　約束の時間は午前九時。集合場所は、ここから電車と徒歩、合わせて三十分程ほど。

　急ぐ必要はまるでないのだが……、そんな思考に反して、俺おれの体はすでに野球部のユニフォームへの着き替がえを始めていたりもする。

　いやはや……、はやる気持ちを抑おさえようとしたのだが、体は正直なものだ。

　心に理性で抵てい抗こうなんて無む駄だなことをするのはやめて、素す直なおに準備を整えよう。




　着き替がえを済ませた俺おれは、野球バッグとバットケースを玄げん関かんに置き、リビングへと向かう……が、誰だれもいない。家族は、まだ寝ねている時間だから当たり前だ。

　なので、少し音を忍しのばせる配はい慮りよをしながら、俺おれは朝食の準備に取とり掛かかる。

　冷蔵庫から、紙パックの野菜ジュースを二本。それに、果物を適当に見み繕つくろう。

　これで完成、お手軽朝食。野菜ジュースとフルーツ盛り合わせだ。

　それらを、十分程ほどで完食した俺おれは洗面台へと行き、歯を磨みがく。ガラガラと少し豪ごう快かいにうがいをして、歯は磨みがきは終しゆう了りよう。これで、準備はほぼ完かん了りよう。あとは出発するだけだ。

『キメ技わざ！　ワンランク上の男は髪かみ型がたから!!』

　ふと、目に入ったのは、随ずい分ぶんと前にコンビニで買ってそのまま洗面台に置きっぱなしにしていた、丸いピンク色のケースに入ったワックスに書かれた宣伝文句。髪かみ型がたを変えた程度で、男のランクが上がるわけないだろうという持論を持つ俺おれには、まるで響ひびかない。

　こんな言葉を真に受ける奴やつなんて、よっぽど浮うわついたバカぐらいだ。

「…………うん、寝ね癖ぐせは直したほうがいいよな。……寝ね癖ぐせを直すためだ」

　独り言をもらした後、部屋に向かい一冊の本を手に取って洗面所へと戻もどる。

　昨日の帰り道で、念のためにと購こう入にゆうしたヘアカタログだ。

　その中から、自分の気に入った髪かみ型がたが載のっているページを固定しつつ、ワックスの蓋ふたを開けて手に塗ぬりつける。このヘアカタログ、髪かみ型がたは載のっているのに、どうセットしたらその髪かみ型がたになるかの説明がないじゃないか。……不親切だ。

「……まぁ、多分こんな感じだよな？」

　鏡に映った自分を見て、再び独り言。……結局、朝食にかけた時間の三倍──三十分かけて、ようやく自分が目指すヘアスタイルへと辿たどり着ついた。

　何度もやり直したので、ワックスの中身は結構減っている。

　今度こそ、本当に準備は完かん了りよう。最後にテーブルの上のメモ帳に「練習に行ってきます」とメッセージを記すと、意い気き揚よう々ようと玄げん関かんへと向かい靴くつを履はく。

　そして、野球バッグの上に置いておいた西にし木き蔦づた高校のキャップを…………キャップだと？

　……しまった。当たり前だが、野球のユニフォームにキャップは付き物だ。

　普ふ段だんなら、何も気にすることなくかぶるが、今日はちょっと事情が違ちがう。

　なけなしの小こ遣づかいで買ったヘアカタログ八五〇円、見み様よう見み真ま似ねのセットに三十分。

　折角、一生懸命直した寝癖が、このキャップによって台無しになる。

「悪い。今日は、ここでゆっくりしててくれ」

　誠心誠意の謝罪と共に、キャップを野球バッグの中へ丁てい寧ねいにしまう。

　さぁ、気を取り直して出発だ。

　午前六時。俺おれは、あまり大きな音を立てないよう慎しん重ちように、玄げん関かんのドアを開閉して出発した。

　あいつと会ったら、第一声は何にしようかな？

　普ふ通つうに「おはよう」じゃ芸がないし、「遅おそいぞ」なんていいかもな……。





☀






「遅おそいよ」

「噓うそだろ？」

　午前六時半、河か川せん敷しきに到とう着ちやくした俺おれは素す直なおに驚きよう愕がくを口にした。

　まだ約束の時間までは、二時間以上ある。どうせ誰だれも来てないだろうから、一人で筋トレや素す振ぶりでもして待っていようと思ったのだが……、すでに河か川せん敷しきでは、一人の少女が俺おれを待ち構えていた。しかも、俺おれが言おうとしていた台詞せりふまで奪うばわれる始末だ。

「噓うそじゃないよ、現実。正しよう真しん正しよう銘めい、アネモネちゃんでーす」

　両手の人差し指をホッペにつけ、首を斜ななめに向ける仕草。わざとらしさしか感じられない動作だが、不快な気持ちはない。というか、驚おどろきでそれどころではない。

「いつからここに？」

「んー……、三十分くらい前かなぁ、始発でビュビュンと」

　くそ。寝ね癖ぐせを直してさえいなければ、ぎりぎり同着だったってことかよ。

　こんなことになると分かっていたら、いつもより早く起きてたのに……。

「まったく、ねぼすけな王子様っていうのは、どうかと思っちゃうなぁ」

「……そんなことはないさ。朝の五時には起きたんだぜ」

　噓うそはついてない。準備に手間取っただけだ。

「なら、そこから大急ぎで来て、この時間だったの？」

「想像に任せるよ」

「ふーん……。だから、か……」

「なにがだ？」

　質問をしておいてなんだが、嫌いやな予感がする。

　だって、アネモネの奴やつ、すごいイタズラめいた目で俺おれを見てるんだぜ？

　そして、そんな目のままチョイチョイと俺おれの頭部を指し示すと、

「ねぐせ。大急ぎで来たから、そんな面おも白しろい髪かみ型がたなんだよね？」

「……ああ。そうだぜ」

　即そく座ざに野球バッグからキャップを取り出してかぶった。それも、普ふ段だんよりも深く念入りに。

「うん、やっぱり太たい陽よう君は、そっちのほうがかっこいいよ」

「寝ね癖ぐせと比べられても困る」

「よし。じゃあ、もしもの話にしちゃおう。もしも太たい陽よう君が、時間をかけて髪型をちゃんとスタイリングしていても、私は野や球きゆう帽ぼうをかぶった太たい陽よう君のほうが好きだな」

「それはどうも」

　何もかもを見み透すかされているような気持ちになって、顔が熱くなる。

　俺おれはいつもこうだ。変に意識すると、逆に失敗する。決めたい時に決められない。

「……その格好で、ここまで来たのか？」

　アネモネの服装は、昨日俺おれに借りたダボダボの体操着。

　さっき『始発で』と言っていたが、電車でここまで来たってことだよな？

「ううん。ここに来てから着き替がえたよー」

　それはそれでまずい気はするが……、この時間なら人なんてほとんどいないか。

「なんで、わざわざ……」

「お姫ひめ様さまが王子様に会う時に、ドレスを着るのは常識なのです。太たい陽よう君も、私に会うからそんなに素す敵てきなタキシードを着てるわけでしょ？　……昨日と違ちがって、真っ白だね」

「練習前からユニフォームを汚よごす奴やつはいない」

「なら、お互たがい準備は万ばん端たんだ。……では、問題です。ドレスを着たお姫ひめ様さまに、タキシードを着た王子様が言うべき台詞せりふはなんでしょう？」

「それではお姫ひめ様さま、これより先は共に闘たたかいましょう」

「守ってくれないんかーい」

「お姫ひめ様さまも一いつ緒しよに闘たたかいたいかと思ってな」

「にひ。実は大正解。さすが、私の王子様だ」

　ニコニコと笑っているのが平常運転のアネモネだが、今は普ふ段だんの二倍くらいの弾はじけた笑え顔がおを見せている。どうやら、俺おれの言葉に満足したようだ。

「わお。それが、王子様の持つ由ゆい緒しよ正しき伝説の剣けんかな？」

　俺おれがバットケースから取り出したバットを、アネモネが興味深く見つめている。

「ああ。ウィルソンさんから引ひき継ついだディマリニって剣けんだぜ」

「見せて、貸して、触さわらせて～」

「うわっ！　わ、分かってる！　ちゃんと貸すから、離はなれてくれ！」

　いきなり、近くに寄ってこないでくれよ……。そういうのは、慣れてないんだ。

「ちゃっちゃらーん。アネモネちゃんは、伝説の剣けんを手に入れたー」

　ふぅ……。バットを渡わたしたら、少し距きよ離りが取れたぞ。

　まさか、バットにこんな使い方があるなんて知らなかった。

「……こほん。それじゃあ、まずは素す振ぶりからだ。フォームを見てやるよ」

「ふふん。まかせんしゃい」

　なんだ、その返事は。

「ふんがばちょ」

　変な掛かけ声ごえと共に、アネモネの不ぶ恰かつ好こうな素人しろうと感かん丸出しの素す振ぶりが始まった。

「どう？　これが、アネモネちゃんの一本足打法だよ」

「ああ。様になってると思うぜ。それなら、メジャーリーグでも間ま違ちがいなく通用するよ」

　両足が地面についた一本足打法は、初めて見たけどな。ま、本人が嬉うれしそうだしいいだろう。

「イチローよりすごい？」

「かもな」

　それなら、振ふり子こ打法にしておけよ。

「やったね」

　どう考えてもお世辞と分かる言葉でも、気をよくしたのだろう。

　再び、地面に両足がついた一本足打法で、アネモネはバットを振ふり始はじめた。

　ひゅ～んと気の抜ぬけた空気を切る音が、河か川せん敷しきに小さく木こ霊だましている。

「そういえばさ、太たい陽よう君」

「なんだ？」

　突とつ然ぜん、アネモネがバットを振ふるのをやめて、俺おれのことをジッと見つめてきた。

「君って、二重人格か何かなの？」

「…………っ」

　落ち着け……。まだ疑われているだけだ。普ふ通つうに話せば問題ない。

「そ、そう思った理由は……？」

　しまった。明らかに動どう揺ようした声が出た。もっとうまくごまかせよな……。

「私といる時の君と、野球部のみんなといる時の君が、遠目に見ていても分かるくらい性格が違ちがったからさ。もしかして、そうなのかなって」

　そう、だったな。俺おれは、アネモネといる時、『サンちゃん』ではなく、もう一人の普ふ段だんは隠かくしている自分で接している。その後に、野球部の練習を見たら疑問にも思うものだ。

　……ここまで言われて気づくなんて、俺おれは何をやっているのやら。

「それで、アネモネちゃんの説は正解なのかな？　ワクワク」

「期待に応えられなくて申し訳ないが、残念ながら外れだ。どっちも『俺おれ』だよ。時と場合に応じて、態度を少し変えてるだけさ」

「そっか。なるほどぉ～」

　なんで、まだ会って一日しか経たっていない女の子に、自分が今までずっと隠かくしてきたことをあっさりと暴ばく露ろしているのだろう？　誰だれかに話したかったから？　……いや、違ちがう。

　アネモネだからこそ、俺おれは素す直なおに自分のことを伝えられたのかもしれない。

「でも、泣けなくて大変じゃない？」

「……どういう意味だ？」

　こいつ、どこまで踏ふみ込こんでくるつもりだよ……。

「太たい陽よう君って泣き虫だから、それを我が慢まんするのは大変だと思ったんだ」

　思わず、帽ぼう子しを深くかぶってうつむいてしまった。自分の表情を隠かくすためだ。

「俺おれは、アネモネの前で泣いた記き憶おくは一度もないはずなんだが？」

「そだね。でも、泣き虫でしょ？」

「断じて違ちがう」

　人と比べたことなんてないから分からないが、俺おれは泣き虫なんかでは断じてない。

　最後に泣いた記き憶おくだって……、まぁ、甲こう子し園えん出場が決まった時だから結構最近だけど。

　あの時も、野球部のみんなの前では必死に我が慢まんして、他の場所でこっそりと泣いた。

　それ以外だと、もう覚えてないぐらいに前のことだ。

「ふぅ……。バッティングは極きわめたから、別のことがやりたいなー、王子様」

　まだ始めて五分ぐらいしか経たってないのに……、飽あきっぽい性格なのか？

「随ずい分ぶんと我わが侭ままなお姫ひめ様さまだな」

「そうだよ。我わが侭ままだから、あの手この手で王子様にこっちを見てもらおうとするのさ」

　それを最さい優ゆう先せん事じ項こうにするなっての。

「普ふ通つうに、こっちを見ろって言えば、その指示に従うよ」

「よーし。なら……、こっちを見ろー」

　まぁ、そう言われてしまっては仕方がない。帽ぼう子しを元の位置に戻もどして、さっさと希望を汲くんでやるとするか。……大だい丈じよう夫ぶ、ただ顔を見るだけだ。別に、緊きん張ちようすることでも何でもない。

　顔を上げると、今か今かと待っている、アネモネのワクワクとした表情が目に入った。

「……こ、これで満足か？」

「うん、大満足なのだ」

　そんな嬉うれしそうな顔で、俺おれの目をジッと見ないでくれよな……。

「はい、バット返すね」

「ああ」

　女の子に見つめられながら、バットを受け取るのってこんなに大変だったのか。

　初めて知った。

「次は、太たい陽よう君と一いつ緒しよに何かしたいなぁ～」

「分かったよ」

　一度アネモネから視線を逸そらし、バットをしまいつつ横にある野球バッグに視線を向ける。

　一いつ緒しよにやれそうなことか……。だったら──

「こっちを見ろー」

「い、いきなり顔を近づけるな！　ちゃんと見る！　ちゃんと見るから、少し待ってくれ！」

「はーい。じゃあ、待ってるね」

　まったく、少し視線が逸それただけで、目の前に顔を出さないでくれ。あー、変な汗あせかいた。

　一度、大きく息を吸ってから吐はいて深呼吸。

　その後、野球バッグからグローブを取り出して、ヒラヒラとアネモネへと向けた。

「次は、キャッチボールなんてどうだ？」

「やるやるぅ～。じゃあ、こっちのグローブ、ゲットォ～」

「なら、俺おれはこっちをゲットだ」

「ありがとね。わざわざ私の分も用意してくれて」

「……なに言ってんだ？　野球をやってる奴やつは、いつグローブが壊こわれてもいいよう、常に二つ持ってるだけだぞ？　まだまだ、素人しろうとだな」

「にひ。ちゃんと分かってるもん」

　俺おれとアネモネはグローブを持ち、それなりに距きよ離りを取る。あんまり離はなれすぎると、アネモネがボールをこっちまで届かせられないかもしれないし……、このぐらいかな？

「いくよー。私の剛ごう速そつ球きゆうを受けてみよー！」

　朝っぱらの河か川せん敷しきで、アネモネがやけに響ひびくでかい声を出す。おかげで、近くを通りかかった、犬の散歩をしていた女子中学生がビクッと体を震ふるわせている。

　一いつ緒しよに俺おれも大声を……と思ったが、やめた。ジェスチャーを向けるだけにしておこう。

「ふんがばちょ」

　バッティングの時と同じ、妙みような掛かけ声ごえと共にアネモネが投球。

　言葉は元気いっぱいだが、投げたボールは剛ごう速そつ球きゆうとは中々言いい難にくい。ヘロヘロと放物線を描えがき、俺おれのグローブに届く前にワンバウンド、ツーバウンド……その後、グローブへとイン。

　まるで、アイドルか何かの始球式を思い出させる。

「ワンストラーイク！」

　が、アネモネとしては満足のいく結果だったようで、相変わらずでかい声を出しながら、少し離はなれた場所でピョンピョンと飛とび跳はねている。

　さて、次は俺おれの番か。じゃあ、アネモネがキャッチできるくらいの強さで……よっと。

「おお、素す晴ばらしきコントロール」

　パンと見事にアネモネのグローブに俺おれのボールは収まった。

　当たり前だろ。俺おれはピッチャーだぞ。このぐらい、お茶の子さいさいだ。

「よーし。今度は私のばーん」

　また飛んでくる、アネモネのヘロヘロボール。

　それをキャッチする度たびに、アネモネは嬉うれしそうにはしゃぐもんだから、昨日のあの一いつ瞬しゆんだけ見せた悲しげな瞳ひとみは、まるで噓うそだったかのように思えてしまう。







　それから三十分程ほどキャッチボールを続けたところで、徐じよ々じよにアネモネに疲つかれが蓄ちく積せきされたのが見ていて分かったので、俺おれ達たちは一度休きゆう憩けいを挟はさむことにした。

　バッティングはすぐに飽あきたくせに、キャッチボールは長続きするものだ──なんて、内心で感心しつつ河か川せん敷しきの階段に腰こしを下ろすと、隣となりにアネモネがチョコンと座すわる。

　同時に届く、自じ由ゆう奔ほん放ぽうなシャボンの香かおり。……元気な女の子の匂においって感じだな。

　時間は、午前八時。……まだ本来の集合時間の一時間前だ。

「楽しかったぁ～。太たい陽よう君はどうだった？」

　近くの自じ販はん機きで購こう入にゆうしてきたポカリを飲みながら、満足気な息を吐ついている。

　ん？　アネモネの首筋から一筋の汗あせが伝っているぞ。なんか、綺き麗れいだな……。

　このまま、手を伸のばしたら摑つかめるんじゃ……って、俺おれは何をやろうとしているんだ？

　少し、距きよ離りを取ろう。この近さは、色々とまずい。

「…………まぁ、楽しかったよ」

　言葉と共に、尻しりを持ち上げて十五センチ程ほど移動。うん、これで安心だ。

「キャッチボールっていいよね。繫つながってるって感じがして。……んっしょ」

　なんで離はなれた分、近づいてくるんだよ……。勘かん弁べんしてくれって……。

「つ、繫つながってる？　どういう意味だ」
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「ほら、野球だとピッチャーは、バッターに空から振ぶりさせるためにボールを投げるでしょ？」

「打たせて取るためってのもあるな」

「細かいなぁ～。ま、とにかく、言い方は悪いけど、試合だとピッチャーは相手に失敗させるために投げるわけじゃん？　でも、キャッチボールは違ちがう。相手にボールを捕とってもらうため……成功させるためにボールを投げるでしょ？　そこが、好き」

「言われてみれば、そうかもな」

「でしょ～。いつか、沢たく山さんの人と一いつ緒しよにキャッチボールしてみたいなぁ。……あ、そうだ」

　どうやら、また何か思いついたらしい。ウキウキと目を輝かがやかせながら、俺おれを見つめてきた。

「ねぇ、太たい陽よう君。いっぱいいっぱい、たっくさんの人を集めてよ。もちろん、私も一いつ緒しよだよ。それで、みんなでキャッチボールをするの」

　それは楽しそうでいいのだが、人を集めるのは俺おれの仕事かよ……。

「……それは、アネモネが沢たく山さんの人と繫つながっていたいってことか？」

「…………」

　それまで饒じよう舌ぜつだったアネモネが、沈ちん黙もくする。

　聞いたらまずかっただろうか？　けど、昨日といい、今日といい、アネモネはズケズケと俺おれの中に踏ふみ込こんできたんだ。こっちだって、少しぐらい踏ふみ込こませてもらいたい。

　大体、ここからアネモネが、逆に俺おれの中に踏ふみ込こんでくる可能性だってある。

「……そだね。できる限り、沢たく山さんの人と繫つながっていたい」

「尻しり軽がる女おんな」

「にひ。太たい陽よう君って、独どく占せん欲よくが強いんだね」

　ほら、やっぱり。少し油断したら、すぐに踏ふみ込こんできたよ。

「アネモネは、承しよう認にん欲よくが強いんだな」

「そうだよ。でも、王子様は君だけでいい」

「光栄なことで」

　ほんと……、なんで、こんなことになってるんだ？

　世の中ってのは予想外のことが往々にして起きるものだが、これはやりすぎだろ。

「ところでさ、私のピッチングはどうだった？」

「様になってたと思うぜ。あれなら、メジャーリーグでも間ま違ちがいなく通用するよ」

　先さき程ほどのバッティングの時と同じ言葉を俺おれは言った。

「野の茂もよりすごい？」

「それはない」

「ぶぅ～、さっきと違ちがう」

　悪いが、野の茂もは俺おれが最も尊敬している選手だ。お世辞だとしても、それは言えないな。

「私、野の茂もよりすごいもん」

　が、アネモネとしては褒ほめてもらいたかったようで、頰ほおを膨ふくらませながら不ふ貞て腐くされている。

　少し面おも白しろい。

　……と、そこで背後からキッと自転車が止まるブレーキの音が響ひびいた。

「あれ？　サンちゃん、もう来てたのか。……早いな」

　続いて、聞き慣れた声。振ふり向むくとそこにいたのは、俺おれと同じく西にし木き蔦づた高校のユニフォームに身を包んだ芝しばだった。わざわざ、集合一時間前に来てくれたのか。……いい奴やつだな。

「おう！　芝しばか！　待ってたぜ！」

　さて、芝しばが来たなら、ここからは『サンちゃん』の時間だ。

　アネモネは、急激な俺おれの変化に驚おどろくと思いきや、別に気にしていない様子。

　ま、その説明はさっきしたしな。どちらかと言うと不安なのは俺おれだ。

　アネモネ、今までのふざけたノリで俺おれの本ほん性しようをバラさないよな？

　やりかねないから、恐おそろしい。そうなった時のためにも、ごまかす準備はしておこう。

「なら、早さつ速そく……って、その子……誰だれだ？　うちの体操着を着てるけど……」

「ども。初めまして。太たい陽よう君のお姫ひめ様さまです」

「は？　お、お姫ひめ様さまぁ!?」

　おい、アネモネ。本ほん性しようをバラさないでくれるのは有あり難がたいが、その言い方はやめろ。

「サンちゃん、いつの間にそんな子を……。俺おれ、お邪じや魔まだった？」

「いや！　違ちがうぞ！　芝しばが思ってるような関係じゃないからな！」

「着る服がないからと、体操着を貸してもらっちゃう関係なのです。これ、太たい陽よう君のなんだ」

　アネモネが、ダボダボの体操着の腹あたりを両手で引っ張って、芝しばに向けてアピールを……って、へそが見えてるじゃないか！　芝しばが気づく前に……急げ！

「バカ！　変なことをするな！」

「ありゃ、怒おこられちった」

　大おお慌あわてでアネモネの手を払はらうが、まるで反省した様子は見られない。……なんて奴やつだ。

「サンちゃんは、野球一筋だと思ってたのに……」

「だから、誤解だって！　本当に違ちがうから！　ただの友とも達だちだ、友とも達だち！」

「にひ。さっき褒ほめてくれなかった仕返し」

　アネモネの奴やつ、俺おれが野の茂もよりすごいって褒ほめなかったからって、こんな仕返しをすることはないだろ！　あー、芝しばの表情がとんでもなく混乱してるじゃないか。

「──というわけだ。だから、芝しばが思ってるような関係じゃないぞ。納なつ得とくしてくれたか？」

「あ、うん。……分かった」

　それから五分程ほどの時間を要して、俺おれは芝しばへ簡潔に事情を説明した。

　昨日、体育館裏に行ったら、たまたまアネモネが忍しのび込こむ現場に居合わせたこと。その後、ウータンがアネモネを探していたので匿かくまったこと。そして、うちの学校の野球部の練習を見学したいと言ったから、私服では目立つため体操着を貸したことを。

「にひ。そういうわけなのです。しばにゃんは太たい陽よう君と同じ、にしきつた高校の野球部で、キャッチャーをやってる人だよね？」

　紹しよう介かいもされていないのに、アネモネが芝しばについて知っているのは、昨日俺おれが『キャッチャーの芝しばと練習する』と言っていたからだろう。相変わらず、うちの学校の名前は間ま違ちがえてるけど。

「ああ、そうだよ。……っていうか、しばにゃん？」

「うん、しばにゃん。かっこいいでしょ？」

「子供向けアニメに出てくる妖よう怪かいみたいだ……」

　俺おれは、ただ『君』付けされた『太たい陽よう君』で、芝しばはアレンジを加えた『しばにゃん』か。

　……まぁ、別にいいんだよ。大した差じゃない。

「君は、えーっと……アネモネさん、でいいのかな？」

「呼び捨てでいいよ。同い年だし」

「分かった。それと、一応本名も教えてほしいんだけど……」

「アネモネだよ」

「あの……、サンちゃん？」

　困こん惑わくした芝しばの視線を受けても、俺おれは肩かたを竦すくめることしかできない。

　本人が名乗りたくないというのなら、無理に名乗らせるのもどうかと思うしな。

　やっぱり、アネモネは自分の本名を嫌きらっているようだ。

　なら、知っているのは俺おれだけでいいよな。そう、俺おれだけでいいわけだ。

　……俺おれって、心せまいな。……かっこわる。

「ま！　こういう奴やつなんだ！　大だい丈じよう夫ぶだ！　別に悪い奴やつじゃないからさ！」

「サンちゃんが、そう言うなら……分かった。よろしくな、アネモネ」

「うん。よろしくね、しばにゃん。じゃ、私はそこの階段の所に座すわって見学してるから、太たい陽よう君は私を気にしながら練習頑がん張ばってね」

　そこは普ふ通つう、『気にしないで』だろうに。

「お姫ひめ様さまは、王子様に放っておかれるのは寂さびしいのです」

　なんで、何も言ってないのに俺おれの考えが読めるんだよ。エスパーの類たぐいか、お前は。

　しかも、やけにふんぞり返ってるし。

「よっしゃ！　それじゃあ、早さつ速そく練習を始めるか、芝しば！」

「そうするか……。なんか変わった子だな……」







「…………っらぁ！」

「…………っ！　……うーん」

　ボールを捕球した後の芝しばから漏もれる渋しぶい声……昨日と同じだ。相変わらず、俺おれの投球練習の進しん捗ちよくはイマイチ。明らかにボールに球きゆう威いもキレもない。ただの、少し遅おそいストレートだ。

　投げるしかないってのは分かっているんだが、こうも上う手まくいかない経験は初めてなので、今までとは違ちがうストレスが蓄ちく積せきされる。自分がやりたいことが頭の中ではしっかりと固まっているのに、体が応えてくれないというのは嫌いやなもんだ。

「くそっ！」

「まぁ、落ち着けって、サンちゃん」

　つい、苛いら立だちのままに地面を蹴け飛とばしてしまった。

　久々に、『サンちゃん』と本来の俺おれの言動が完かん璧ぺきに一いつ致ちした瞬しゆん間かんだ。

「ボールの握にぎりは問題ないんだろ？　なら、フォームを少し変えてみたらどうかな？　アーム式投法で投げてみたら、上う手まくいったって人もいるみたいだよ」

「フォームか……」

　芝しばが、俺おれのために貴重な意見を言ってくれているのは分かる。

　恐おそらく、キャッチャーなのにわざわざピッチャーのことを調べてきてくれたんだ。

　その心こころ遣づかいは有あり難がたい。……けど、俺おれはフォームだけは変えたくない。

　変えてしまったら、離はなれていく気がするから。自分が目標とする、憧あこがれの選手から……。

　本当に、どうしたら上う手まく投げられ──

「にひ。私の出番だね」

　なんかアネモネが、俺おれと芝しばの間にヒョッコリと体を割わり込こませてきた。自信満々の態度で。

「アネモネ、悪いんだが今はちょっと──」

「太たい陽よう君って、臆おく病びようでしょ？」

「なっ！　いや、そんなことは……」

　こいつ、このタイミングでなんてことを言うんだ！

　その通りではあるが、それはあくまでも『サンちゃん』ではなくて……

「うん。確かに、サンちゃんはビビりだ。試合でも、勝かち越こせば勝かち越こす程ほど、コントロールが乱れて球きゆう威いも落ちる。だから、コールドゲームで勝った試合が、一番よく打たれてるぐらいだ。順調であればあるほど、何か落とし穴があるんじゃないかって、ビビッてるんだろうけど」

「へ？　し、芝しば？　お前、気づいて……」

「キャッチャーをしてたら、嫌いやでも分かるよ。大体、付き合いだって長いわけだしさ」

　そう言いながら、芝しばがどこかバツが悪そうな笑え顔がおを見せる。

「まぁ……、ほら、小学校の頃ころ、俺おれ達たちってちょっと色々あっただろ？」

　小学生の時にあった嫌いやがらせ、それを先導していたのは……、芝しばだった。

　それが原因で、俺おれは『サンちゃん』に成なった。みんなに嫌きらわれないようにと。

　芝しばの名めい誉よのために伝えておくが、この件はもう解決済みだ。芝しばは自分の行動を悔くいていて、俺おれにしっかりとした謝罪をしてくれた。だから、今では芝しばは信用できる最高の仲間。

　ただ、それでも臆おく病びよう者ものの俺おれは、本当の自分を隠かくしていた。見せてしまったら、また嫌きらわれてしまうんじゃないかと脅おびえてしまって。なのに、芝しばは……

「あの時、急にサンちゃんの性格が変わったからさ。みんなは気にしてなかったけど、俺おれはどうしても気になったままで……。もしかしてサンちゃん、今でも俺おれのせいで、みんなの前では強い自分でいようと意識して無理してるのかなって……」

「べ、別に無理はしてないぜ！　ほら、俺おれはもうあの時のことは気にしてないしよ！」

「うん、そう言ってくれるのは嬉うれしいけどさ、かといって、その厚こう意いに甘あまえてばかりはいられないよ。あと、俺おれが言うのもなんだけど、サンちゃんの悪い癖くせだぞ、それ。なんでもかんでも自分一人でしょい込こむなよ」

「うっ！　それは……悪い」

　そうだよな……。野球はチームプレーである以上、なんでも一人でやるわけにはいかない。

　もしかしたら、芝しばはそれもあって今日の練習に付き合ってくれたのか？

　自分も一いつ緒しよに、俺おれの問題を背負ってくれようと……。

「謝あやまらなくていいよ。そもそも、俺おれが自分のことを棚たなに上げて言ってるわけだし」

　……いいんだよな？　信用しても……いいんだよな？

「た、確かにそうだな！　芝しばの嫌いやがらせがなければ、何も問題なかったな！　この卑ひ怯きよう者もの！」

　こんなこと、今までの俺おれなら絶対に言えなかった。だけど、なけなしの勇気をかき集めて、言った。今、一歩踏ふみ出ださないと、もう二度と進めない気がしたから。大だい丈じよう夫ぶ……だよな？

「足が震ふるえてるぞ。自分で言っておきながらビビってんなよ、臆おく病びよう者もの」

　肩かたを竦すくめて、芝しばが笑う。なんだよ……、そのすっとぼけた変な顔は？

「「……ぷっ！　あはははははは!!」」

　堪こらえきれなくなり、俺おれと芝しばはお互たがいに吹ふき出だして、大笑いした。

　……そうか、よかったんだな。俺おれは、臆おく病びよう者ものでも……。

「わーたーしーのーはーなーしー」

　アネモネが、頰ほおを膨ふくらませながら声を出す。

　つい、俺おれと芝しばが二人で話しこんでしまったのが、気に入らなかったようだ。

「……っと、ごめん、アネモネ。……で、サンちゃんがビビリなのが、どう繫つながるんだ？」

「おいおい！　そんなビビリを連呼するなって！　傷つくだろ！」

　言いながらも、妙みように胸の中の重荷が取れた気がした。こんなあっさり、俺おれがずっと溜ため込こんでいたものがなくなるなんてな。ありがとな、芝しば。それに……、アネモネ。

「えとね、太たい陽よう君はキャッチボールをしちゃってるんだよ」

「「キャッチボール？」」

　俺おれと芝しばは、二人ともアネモネの言葉の意味が分からず、声を重ねて首を傾かしげてしまった。

「そう。しばにゃんがちゃんと捕とれるようにって、気を遣つかっちゃってるの。臆おく病びようってだけじゃなくて、優やさしいからだろうね。……けど、それじゃダメでしょ？　ほら、さっきも話したじゃん。ピッチャーは、なんのためにボールを投げるの、太たい陽よう君？」

「相手に失敗させるため……か？」

「大正解。じゃあ、まずはしばにゃんを失敗させちゃおう。絶対に捕とれないような球を投げて、私と一いつ緒しよにしばにゃんをバカにしようよ」

「いや、芝しばは味方だし、失敗させるような球を投げるのは……」

「それを捕とれるようになるのが、練習の第二ステップじゃないの？」

　その通りだ……。それに、アネモネに言われて、思い当たることは多々ある。

　例えば、地区大会の決勝戦……、俺おれはあの時、芝しばが自分の球を捕とれるかどうかなんてまるで気にしちゃいなかった。芝しばなら捕とってくれる……。そう信じて、ただ勝利のために全力で投げていた。だからこそ、未完成ながらも特とく正しように通用したんだ。

　けど、最近の練習では違ちがう。ちゃんと投げられるように、芝しばが捕とれるようにと……、そんなことばかり考えながら投げていた。だから、上う手まくいかなかった可能性は……ゼロじゃない。

「……暁あかつきの空だな」

「どうしたの、太たい陽よう君？　突とつ然ぜん、かっこつけ始めて？」

「サンちゃん、そんなクサい台詞せりふを吐はくのは知らなかったぞ……」

　俺おれの言葉に、アネモネも芝しばも困こん惑わくしていたが、俺おれはまるで気にしていない。

　闇やみの中を彷徨さまよっていた俺おれに、光が差さし込こんだ。いける……、今の俺おれなら投げられる！

「今の気持ちを素す直なおに言葉にしてみただけだ。……よっしゃぁ！　芝しば！　悪いが、今から恥はじをかいてもらうぜ？　覚かく悟ごしておけよ！」

「俺おれはバカにされるのが嫌きらいだからな……。どんな球が来ても捕とってやるよ」

　芝しばの言葉に噓うそはない。本気だ。絶対に捕とってやるという気持ちがこもっている。

　自分を信じろと言ってくれているんだ。一いつ緒しよに、重圧を背負ってくれているんだ。

「ははっ！　言ったな？　だったら、早さつ速そく練習再開だ！　俺おれの全力投球を、ちゃんとキャッチしてくれよ！　捕とれなかったら、メチャクチャバカにしてやるからな！」

「だったら、サンちゃんがまた失敗したら、メチャクチャバカにしてやる」

　そんな軽口をたたきながら、俺おれ達たちは再び投球練習を始めるため、お互たがいに距きよ離りを取った。

　芝しばがマスクをかぶり、俺おれに向けてミットを構える。

　対して、俺おれはグローブの中であの球を投げるために、少し特とく殊しゆな握にぎり方かたでボールを握にぎる。

　そして、芝しばに背中が見えるぐらいまで捻ひねりを加え、全力でボールを放った。

「……おっ……っらぁ！」

「…………っ！　お？　おほっ!?」

　聞こえてきたのは、少し間ま抜ぬけな芝しばの声。俺おれが放ったボールをミットに収めようとした芝しばだが、予想以上の変化を見せたため、下げたミットのさらに下側をかすった。

「え!?　……どこだ!?　どこいった!?」

　軌き道どうの逸それたボールは、芝しばの股また下したへと落下していき地面をワンバウンド。そのまま、芝しばの視界から消えると、背後にある川へと誘いざなわれていった。静かな河か川せん敷しきによく響ひびく、ポチャンと何かが水に落ちる音。何が落ちたかなんて確かく認にんするまでもない。俺おれが投げたボールだ。

「「「…………」」」

　なんとも言えない沈ちん黙もくが、俺おれ達たち三人の間に走る。

　そして、誰だれよりも最初に口火を切ったのはもちろん……

「あーあー、失敗したぁ。しばにゃんが失敗したぁ。いーけないんだ、いけないんだ。にひ」

　イタズラめいた表情をしたアネモネだ。

「おいおい、芝しばぁ！　貴重な硬こう式しきボールが水に入っちまったじゃないか！　どうするんだよ？　あーあ！　メチャクチャ大事な、超ちよう貴重な硬こう式しきボールだったのになぁ～！」

　続いて、俺おれもアネモネに便乗。もちろん、噓うそだ。

　ボール自体は大事な物ではあるが、個人的な思い入れがある程ほどのものではない。

　それよりも、芝しばがキャッチに失敗した。そして、投げた自分でも確かな感覚があった。

　つまり……、成功した！　まだ、完全にとは言えないが、確かに成功したんだ！

　俺おれが身につけようとしていた変化球…………フォークボールが！

「────っ!!　喜んでいいのかっ！　悔くやしがるべきなのかっ！」

　ま、そうなるよな。あんだけかっこつけた癖くせに、見事なまでに失敗してたし。

　しかも、失敗した時の声がまた……

「しばにゃん、『おほっ』って何？　『おほっ』って？　詳くわしく教えてほしいな。にひ」

　アネモネ、言ってやるなって！　そこはいじらないように、俺おれは我が慢まんしたんだぞ？

「う、うるさいぞ、アネモネ！　俺おれは、そんなこと言ってない！」

「もう、そんなにおほらないでよ？」

「～～～～っ!!　サンちゃん、続きだ続き！」

　ほんと、イタズラめいた表情の時のアネモネは厄やつ介かいだ。

「ははっ！　そうだな！　なら、芝しばの捕球練習を始めるか！」

「……ぐっ！　ただ、その前に、そこの線路下に移動しよう！　あそこなら壁かべがあるから！　あ！　アレだからな？　別に自信がないわけじゃないからな!?　念のためだ！　念のため！」

　イソイソと背中を丸めて線路下へ移動していく芝しばの姿は、妙みように滑こつ稽けいで笑いが止まらなかった。

　だけど、本当はちょっと照てれ隠かくしが混ざってるんだ。

　臆おく病びよう者ものの俺おれを知っていて、受け入れてくれたのが本当に嬉うれしくてさ……。

　まさに、暁あかつきの空だ。ずっと闇やみの中を彷徨さまよっていた俺おれの世界に光が差さし込こんだ。

　そして、その光を灯ともしてくれたのは間ま違ちがいなく……

「お姫ひめ様さまは、王子様をちゃんと助けるのです。一いつ緒しよに闘たたかうんだもんね」

　俺おれの隣となりで、イタズラめいた笑えみを浮うかべる……このダボダボのお姫ひめ様さまだ。







　時間を忘れて、投球練習をしていた俺おれと芝しばだったが、アネモネから「お腹なかすいたぁ～」という言葉を聞いたところで、一度練習をストップ。

　時計を確かく認にんすると、すでに午後二時になっていて、アネモネがそう言い出すのも当然だなと思った。なので、今は三人で河か川せん敷しきの階段に座すわって休きゆう憩けい中。

　アネモネが「真心込こめて用意しました」と女の子らしい言葉と共に、コンビニのおにぎりを大量に差し出してきた時は、ガッカリした反面アネモネらしいなとも思った。

　それに、食べ慣れたコンビニのおにぎりのはずなに、いつもより断然美う味まかったんだ。

「……へぇ。太たい陽よう君もしばにゃんも、妹ちゃんがいるんだ」

　アネモネが硬こう式しきボールを右へ左へとお手玉しながら、言葉を漏もらす。

　持っているボールは、先さき程ほど芝しばがキャッチし損そこねて川に落ちたボールだ。俺おれ達たちが練習をしている間にアネモネが回収して、「これはもう、私の物なのです」と私物化している。

「太たい陽よう君の妹ちゃんも、野球をやってるの？」

「いや、うちの妹は陸上だな！　短たん距きよ離り走そうの選手なんだよ！」

「スポーツ一家さんだね。……しばにゃんの妹ちゃんは？」

「おっ！　俺おれの妹の話だな！」

「う、うん……。そだよ」

　アネモネの質問に「待っていました！」と言わんばかりに、芝しばが張り切りだす。

　あまりのテンションの高さに、アネモネが少し困こん惑わくした態度を見せるぐらいだ。

　ああ、別にこの短時間で芝しばがアネモネに恋こいをして、いいところを見せようと張り切ってるわけじゃないぞ。ただ単に、芝しばは……

「俺おれの妹は、もうとんでもなく可愛かわいいんだ！　吹すい奏そう楽がくをやっててな！　フルートを吹ふいてる時なんて……あぁ！　思い出しただけで、愛いとおしい！」

　結構重度のシスコンなんだ……。本人は隠かくしてないどころか公言しているが、大たい抵ていの奴やつは、普ふ段だんの二倍以上のテンションになって話す芝しばの態度に引く。実際、俺おれも最初はそうだった。

「ははっ！　相変わらず、芝しばは妹が大好きだな！」

「別にいいだろ？　誰だれにも迷めい惑わくをかけてないわけだし」

「いいね。太たい陽よう君も、しばにゃんも、妹ちゃんと、仲良しで……」

　アネモネの奴やつ、どうしたんだ？　なんかさっきまでと比べて随ずい分ぶんと寂さびしそうな目をしているように見えるんだが……。もしかして、アネモネにも兄きよう妹だいがいて、仲が悪かったりするのかな？

「あー、アネモネ。お前にも──」

「ほんっと、うちの妹は最高だ！　もし彼かれ氏しができたら、西にし木き蔦づたが出場停止にならない程度に何かをしてしまうかもしれない……」

　しまった。芝しばのテンションに発言が押おし流ながされてしまったぞ。

「これは、恐おそろしい。太たい陽よう君、しばにゃんの妹ちゃんに手を出しちゃダメだよ？」

「なっ！　そうだったのか、サンちゃん！」

　アネモネめ、そうくるか。だったら、こっちも仕返しだ。

「ははっ！　そんなわけないだろ？　芝しばの妹は可愛かわいいと思うけど、俺おれには素す敵てきなお姫ひめ様さまがいるからな！　手を出したら、そっちに怒おこられちまうよ！　……な！　アネモネ！」

「ひゃ！　わわわ……。そ、そうだよ……。素す敵てきなお姫ひめ様さまがいるんだから……」

　相変わらず、自分がからかわれるのは慣れていないアネモネが、顔を赤くしてそう言う。

　俺おれだって、やられっぱなしってわけじゃない。

「へぇ、アネモネも案外うぶなところがあるんだな」

「あ、案外とはなんだ、案外とは。失礼だぞ、もう」

　気づけば、あっという間に打ち解けていた芝しばとアネモネ。芝しばは根が真ま面じ目めな奴やつだから、少しふざけたアネモネと気が合わなかったらどうしようと不安だったが、杞き憂ゆうに終わったな。

　それどころか、多分かなり気に入ってる。

「……よし！　決めた！　……アネモネって、俺おれ達たちの練習が見たくて今日は来たんだよな？」

「うん。そだよ、しばにゃん」

「だったら、明日からうちの野球部の臨時マネージャーをやろうぜ！　特等席で、俺おれ達たちの練習が見られる最高のポジションを用意してやるよ！」

「え？　ほんと？」

　その発言は、予想の斜ななめ上うえすぎるぞ。

「芝しば。お前、いきなり何を──」

「ちょうどもう一人、新しいマネージャーがいてほしいと思ってたんだよ！　ほら、うちの野球部ってマネージャーが一人しかいなくて、業務を任せっきりってところがあるだろ？」

　まぁ、それは俺おれも同意だ。本人は能天気に気にした様子もなくやっているが、実際、たんぽぽにかかっている負担はかなり大きい。だから、軽減できるならしたほうがいい。

「もちろん、理由はそれだけじゃない！　俺おれ達たち、本気で今年の甲こう子し園えんの優勝を狙ねらってるんだ！　アネモネのアドバイスのおかげで、サンちゃんのフォークも完成に近づいたし、いてくれると頼たのもしいかなって！　他のメンバーにも、アネモネから見て気になったことを、どんな下らないことでもいいから、ドンドン言ってほしいんだ！」

　なるほど。常に野や球きゆう漬づけになっている俺おれ達たちだと、逆に気づかなかったりすることに、アネモネなら気づくかもしれないってことか。けど、臨時マネージャーはまずいだろ？

「いや、芝しば。さすがにそれは……」

「大だい丈じよう夫ぶだって！　みんなには、アネモネに手を出すと怖こわい王子様が怒おこるぞって言っておくから、サンちゃんが心配してるようなことにはならないよ！」

「ち、違ちがう！　そんなこと、これっぽっちも心配なんて……」

「太たい陽よう君、目が泳いでる」

「うるさい！　アネモネは少し静かにしててくれ！」

「わ。照てれ隠かくしで怒ど鳴なる癖くせのある、王子様だ」

　静かにしてろって言っただろ！　本当に、一番心配してるのはそこじゃないんだって！

「みんなの説得は、俺おれとサンちゃんに任せてくれよ！　ちゃんとしておくから！」

　だから、俺おれは反対なんだよ！　少しは話を聞いてくれ……。

「いや！　野球部のマネージャーが増えること自体は、一向に構わないんだよ！　芝しばの言う通り、今は一人しかいないから人手不足って面もあるしな！　けどよ、さすがに他校の奴やつをマネージャーとして入れるのは……」

「ここで問題です。お姫ひめ様さまの希望を叶かなえるのは、誰だれの役目でしょう？」

「うっ！　それは、その……」

「よぉ～し。道具のお手入れに、グラウンドの整備に、もしもの時の応急手当。……あと、ユニフォームの洗せん濯たく。これから、忙いそがしくなるぞぉ～」

　まだ許可すら下りてないのに、なんでもうマネージャー面を始めてるんだ、こいつは……。

「ああ！　任せたぜ！　……な！　サンちゃん！」

「え、えっと……」

「ふふん。まかせんしゃい」

　また、変な受け答えをして……。これは、明日の練習前にひと苦労ありそうだ……。

「なら、明日、早さつ速そくみんなに説明しないと。ああ、もし分からないことがあったら、うちのマネージャー……たんぽぽっていう奴やつなんだけど、そいつに聞けば何でも教えてくれるよ！　あいつ、アホですぐ調子に乗るから、ちょっとおだてればすぐ手の平で転がせるからさ！」

　芝しば、お前はたんぽぽのことをそんな風に思ってたのかよ。……俺おれと全く同じ考えじゃないか。

「もちろん、俺おれとかサンちゃん……他のメンバーに聞いてくれても構わないよ！」

「やったね。至いたれり尽つくせりだ。これぞ、お姫ひめ様さまの醍だい醐ご味み」

　はぁ……。俺おれとしては、こっそりと見学させるだけのつもりだったんだけどなぁ。

「太たい陽よう君も、よろしくね」

「……別にこないだみたいに見学するだけでも……」

「あれ？　また独どく占せん欲よくの強さが出ちゃったかな？」

　むか。

「あぁぁぁぁ！　分かった、分かったよ！　俺おれから話をつけてやるよ！　おい、アネモネ！　言っておくが俺おれは、西にし木き蔦づたのエースだからな！　こんぐらいのお願い、バシッと楽勝で決めてやれるんだぜ！」

「頼たのもしい。やっぱり君は、私の王子様だね」

　まったく、たんぽぽのことをバカにしてばかりいられないな。

　今まさに、ちょっとおだてられて調子に乗って、アネモネの手の平の上で転がされているのは、他でもない俺おれ自じ身しんだよ……。





☀






　日が沈しずみ、辺りが薄うす暗ぐらくなってきたところで今日の練習は終しゆう了りよう。

　芝しばは自転車、俺おれとアネモネは電車だったので、二人で駅へと向かっていった……が、乗る電車は逆方向だったので、一いつ緒しよにいたのは改札まで。

　向かいのホームに立つアネモネが、電車に乗るまでパタパタと大おお袈げ裟さに手を振ふってくるので、恥はずかしくないのかよとは思ったが、そういうことを気にするような奴やつじゃないのは、とっくに理解している。

　その後、アネモネが電車に乗るのを見送って、俺おれはホームで待機中だ。

「はぁ……」

　まさか、明日からアネモネを臨時マネージャーとして、うちの野球部に迎むかえ入いれることになるとは……。ちゃんとみんなを説得するって芝しばは自信満々に言ってたけど、大だい丈じよう夫ぶかな？

　もし、トラブルが起きたら……どうせアネモネのことだ。「王子様の役割でしょ」なんて言って、また俺おれに無む茶ちや振ぶりをして解決させようとするに違ちがいない。……けど、あんなウキウキした表情をされたら、叶かなえてやりたくもなるよ。

　それに、ずっと行いき詰づまっていた俺おれを、一歩前へと進めてくれたのは間ま違ちがいなくアネモネだ。

　だったら、ちゃんと恩返しはしないとな。

　本当に、アネモネは不思議な女の子だ。もしかして、あいつって実は人間じゃなくて、ナリツキから飛び出してきた精せい霊れいとか、勝利の女め神がみとか、そういう類たぐいの存在なんじゃないのか？

　だって、そうだろ？　突とつ然ぜん現れて、俺おれの願いを叶かなえてくれたんだぜ？

　……けど、あんな人を振ふり回まわす勝利の女め神がみってのはどうなんだ？　まぁ、いいか。

「こんなことになるなんて、世の中分からないものだよな」

　つい、独り言をもらしてしまう。

　ふぅ……。明日から、もっと忙いそがしくなるな。まずは──

「確かに君の言う通り、こんなことになるなんて、世の中分からないものだよねぇ」

「……え？」

「いやっほ！　大おお賀が太たい陽よう君！」

「……は？　……はぁぁ!?」

　噓うそだろ!?　な、なんでこの人が俺おれに声をかけてきてるんだよ！

「あ、あんたは……」

　突とつ如じよとして、俺おれの隣となりに立って声をかけてきたのは、一人の男。

　短い一いち分ぶ刈がりの坊ぼう主ず頭あたま。身長は一八五センチメートル程度と、俺おれよりも少し高い。やけにヘラヘラとしたとぼけた笑え顔がお。……だが、その姿に惑まどわされてはいけない。チラリと左手を見ると、小指の真下にマメが確かく認にんできる。

　俺おれは、この人に会うのは初めてだ。つまり、向こうも俺おれと会うのは初めて。

　それでも、俺おれはこの人を知っている。いや、全国の高校球児の誰だれもが知っていると言っても過言ではないだろう。むしろ、向こうが俺おれの名前を知っていることのほうが驚おどろきだ。

　なんせこの人は……

「あの桑そう仏ぶ高校で、四番をやってる……」

「お？　君は、俺おれを知ってるのかい？　いや、嬉うれしいねぇ～！」

　知っているに決まっているじゃないか。何度もテレビで特集されていた人だぞ。

「地区大会の決勝ではビックリしたよぉ～。まさか、唐とう菖しよう蒲ぶに勝つなんてね！　君とキャッチャーの芝しば君、それにライトの屈くつ木き君とショートの樋ひ口ぐち君。この辺りは、来年ならうちでもレギュラーになれちゃうんじゃないかな？　ま、屈くつ木き君と樋ひ口ぐち君は三年生だけどね！」

　何でこの人が、こんな所にいるんだ？

　桑そう仏ぶ高校は隣となりの県にある高校だから、来れないことはない距きよ離りなのは分かる。

　だけど、今は甲こう子し園えん間近の大事な時期だぞ？　なんで、そんな時に……

「特に、君のピッチングはかなり厄やつ介かいだよ。俺おれも、打つのに苦労しちゃうだろうね！」

「────っ！　そう言ってもらえて、光栄です……」

　打つのに、苦労しそう……つまり、打つ自信があるってことかよ。……俺おれの球を。

　あっけらかんとした笑え顔がおの中にある、圧あつ倒とう的てきな自信が俺おれの心臓を鷲わしづかみしているようだ。

　……怖こわい。今すぐにでも逃にげ出だしたい。

　だが、俺おれは『サンちゃん』だ。たとえ、本当は臆おく病びよう者ものでも、逃にげ出だすわけにはいかない。

「それが、用件ですか？」

「おっと、機き嫌げんを損そこねちゃったかな？　てへぺろってやつだね」

　つまり、まるで反省していないと。つかみどころのない人だ。

「ま、もちろん本題は別にあるんだなぁ～」

　だろうな。わざわざ世間話をするために、こんな所にいるはずがない。

「本当は河か川せん敷しきで声をかけようとしたんだけど、楽しそうな君と芝しば君を見て、水を差すのもどうかなって思って待ってたんだぞ。それじゃ、お兄さんのおせっかいを始めようかな」

　河か川せん敷しきから見てた？　おせっかい？　この人は、いったい何を……

「あの子と、これ以上関わらないほうがいいよ」

「…………っ！」

　全身の毛が逆立った。あの子……そう言われて、思い当たる奴やつなんて一人しかいない。

　いや、決め付けるな。まだそうと決まったわけじゃない。

「あ、あの子って、誰だれのことですかね？」

「分からない？　……河か川せん敷しきで君と芝しば君と一いつ緒しよにいた、……あの女の子さ」

　やっぱり、そうだよな……。

　なんで、よりにもよって高校野球最強チームの最強打者と、突とつ然ぜん木から降ってきた不思議な女の子が繫つながっちまうんだよ？　有り得ないだろ……。

「アネモネ……ですか」

「へぇ……。そんな風に、あの子のことを呼んでるんだ……」

　なんなんだよ、その何もかも諦あきらめたみたいな表情は？

　いったい、この人とアネモネの間に、何があるんだよ？

「あ、貴方あなたにとって、アネモネは……」

「世界で一番大切な人…………だった」

「だった？」

「そっ！　俺おれが一方的に気持ちをぶつけすぎちゃって、向こうは迷めい惑わくしてただろうけどねぇ～。……もう昔のことだけど」

「それって、やっぱり貴方あなたは──」

「ま、ちょっとややこしい事情だからさ。余計なトラブルに、君を巻まき込こみたくないんだ。これは、親切心たっぷりの大サービス！　だから……これ以上、あの子と関わらないでほしい」

　意味が分からない。でも、噓うそはついてないというのは分かる。

　だけど、それでも俺おれは……

「事情が分からない以上、簡単には頷うなずけません。本人の意志も確かく認にんしていませんし」

　嫌いやだ。アネモネとは、これからも一いつ緒しよだ。

　いきなり、関わらないほうがいいなんて言われて、「はい分かりました」なんて頷うなずけるか。

「事情が分かれば、簡単に頷うなずいてくれる？」

「首を横に振ふる理由が、増えるだけでしょうね」

　一いつ切さいの迷いを持たずに、俺おれはそう言った。……根こん拠きよはない。だけど、どんな事情があったとしても、俺おれはアネモネを信じる。そう確信できたからこその言葉だ。

「参ったなぁ～。そうやってあの子に肩かた入いれしても、最終的に傷つくのは君だよ？」

「どういうことですか？」

　なんで、アネモネに肩かた入いれしたら、俺おれが傷つくんだよ……。

「……あの子は、いつか君の前から『消』える。所しよ詮せんは、……偽にせ者ものだし、ね」

「意味が分かりません」

「だろうね……」

　再び見せる、どこか諦てい観かんした笑えみ。

　……おかしい。俺おれの知っている桑そう仏ぶ高校の四番は、こんな人じゃなかった。

　今年の春……甲こう子し園えんで優勝した後のインタビューでは、もっと明るく澄すんだ瞳ひとみをしていて、本当に野球が大好きなんだって伝わってくる目をしてた。

　走そう攻こう守しゆ……、どこをとっても欠点なんて見当たらない人で、全国の球児の尊敬の的。

　もちろん、俺おれもこの人を尊敬している高校球児の一人だ。

　タイプは違ちがうが、この人みたいな選手になりたいなんて考えていた。

　そんな人が、どうしてこんな絶望に沈しずみきったような濁にごった目をしてるんだよ？

「仕方ない、か。……うん、君に引き下がるつもりがないのはよく分かった。でも、だからといって俺おれも引き下がるわけにもいかない。つまり、俺おれと君は敵同士ってわけだ」

「最初から、貴方あなたと俺おれは敵同士ですよ」

「そうだね。他人の夢を潰つぶして、自分の夢を叶かなえる。そうやって、俺おれ達たちは甲こう子し園えん出場を決めてるもんね。……その続きをするだけ、か。なら、今回は君の夢を叩たたき潰つぶさせてもらうよ」

「そこまで言って、まさか俺おれ達たちと当たる前に負けませんよね？」

「負けるわけないじゃん。甲こう子し園えんにかける意い気き込ごみも決意も、他の高校とは段だん違ちがいだよ？　今年の甲こう子し園えんで優勝して、俺おれはあの子を消さなくちゃいけないんだ。……やっぱり無理だからさ。どれだけ自分に、『認めろ』って言い聞かせても心が拒きよ絶ぜつする。なら、心に従うしかないよね」

「貴方あなたは、さっきから一体何を──」

「おっと、電車が来たよ。それじゃあね、大おお賀が君。続きは、甲こう子し園えんでやろう！」

　そう言うと、桑そう仏ぶ高校の四番はホームの階段を下っていった。

　アネモネ……、お前は何を抱かかえ込こんでるんだ？

　あの人の関係者ってのは驚おどろいたけどさ、それ以上に……『消』えるってなんだよ？

　聞いたら教えてくれるのか？

　それとも、またいつもみたいにイタズラめいた表情で、「にひ」って笑うのか？

　目の前で、電車のドアが開き、仕事終わりのサラリーマンが大勢降りては、ホームを下っていく。その疲ひ弊へいしきった表情を見ていると、自分はまだ学生でよかったなんて思う。

　つい、そんなことを考えていたら、電車のドアは閉まり、ホームに俺おれを取り残して発車した。

　呆ぼう然ぜんとする俺おれを置いて、定刻通りに発車する電車。

　どれだけ自分がホームに留とどまろうと、電車は進む。絶対に、止まることはない。

　そう思うと、ほんの少しだけ寂さびしかった……。
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　西にし木き蔦づた高校の朝練の時間は、午前六時三十分から。

　それまでに、各自部室で準備を整えてグラウンドに集合するのが決まりだ。

　なので、俺おれの登校時間はたいてい午前六時頃ごろ。その辺りに登校して、制服からユニフォームへの着き替がえを済ませ、グラウンドでストレッチなどをして部活に備えているのだが、今日は部活の前に一つ、少し特別な予定が組くみ込こまれている。

「うまくいくといいんだけどな……」

　午前五時四十五分。俺おれは西にし木き蔦づた高校から十メートル程ほど離はなれた駐ちゆう車しや場じようにいた。

　そして、そこから校門の様子を確かく認にんすると、

「あー……。やっぱりいるかぁ……」

　ドンッと門番の如ごとく立つ一匹ぴきの類るい人じん猿えん……こほん。一人の人物……庄ウ本ー先タ生ンだ。

　本来、夏休み中は校門の前に教師が立つ必要はないのだが、俺おれ達たちの甲こう子し園えん出場が決まってからウータンは率そつ先せんして、「他校の生徒が忍しのび込こむかもしれない！」と夏休み中の門番を引き受けている。しかも、こんな早い時間から。

　別に文句があるわけでもないし、むしろ俺おれ達たちのためにここまでしてくれているわけなので感謝をしている面のほうが多い……のだが、今日だけはいないでほしかったな。

　なにせ、俺おれはこの駐ちゆう車しや場じようでとある人物達と待ち合わせをしている。

　そして、できることならその内の一人とウータンを会わせたくない。

「サンちゃん、おはよう。……ウータン、いるよな？」

　俺おれの次に駐ちゆう車しや場じようにやってきたのは、待ち合わせをしていた人物の一人……芝しばだ。

　今日の格好は、昨日のユニフォームとは違ちがい制服。……ま、俺おれもなんだけどな。

「おはよう、芝しば。残念ながら、バッチリ見張っていらっしゃるよ」

「ちぇ。今日だけはいないでほしかったな」

　さすが相棒。俺おれと全く同じ感想を漏もらしている。

　……しかし、この結果は少々意外だった。てっきり最初にここへ来ているのは、俺おれでも芝しばでもなく、昨日も尋じん常じようじゃなく早い時間にやってきたあいつだと思ったんだけどな。

「あれ？　アネモネは、まだ来てないのか？」

「おう。俺おれが一番乗りだったぜ」

　俺おれが最初に来ているだろうと予想していた人物の名を、芝しばが言う。

　そう。今日の少し特別な予定とは、アネモネを臨時マネージャーとして参加させること。

　そのために、俺おれ達たちは西にし木き蔦づた高校から少し離はなれた駐ちゆう車しや場じようで待ち合わせをしたのだ。

　校門前を待ち合わせ場所にしなかった理由は、もちろんウータン。

　以前に一度、アネモネはウータンの目をかいくぐって、うちの学校に忍しのび込こんだ前科がある。

　そんなアネモネだ。いくら俺おれ達たちと一いつ緒しよだからといって、あのウータンがそう簡単に入場を許可するとは思えない。だから、一度駐ちゆう車しや場じようで集合して全員で校門へ向かう。

　もちろん、ウータン対策は考えてある。それをやれば一応は大だい丈じよう夫ぶだとは思うのだが……、肝かん心じんの人物がまだ現れていないというのが、少々悩なやましいポイントだ。

「ったく、一番マネージャーをやりたがってた奴やつが来てないって、どういうことだよ……」

「まぁまぁ、サンちゃん。朝も早いし、女の子にはちょっと厳しかったかもしれないだろ」

　それはないぞ、芝しば。あいつは、九時に待ち合わせなのに、朝っぱらの六時に現れるような奴やつだからな。……ま、なんにせよ、昨日の汚お名めい返へん上じようができたから、よしとするか。

　アネモネが来たら、昨日の仕返しに言ってやろう。「遅おそい」ってな……。




「…………遅おそい」

　もう、待ち合わせ時間はとっくに過ぎている。なのに、肝かん心じんのアネモネが来ない。

　あいつは、待ち合わせ時間より前に来る奴やつだと思ったのに、何をやってるんだ？

　早く来てくれよ……。今日に限って、どうして……

「サンちゃん、らしくないぞ。確かに待ち合わせ時間は過ぎてるけど、まだ五分しか経たってないんだしさ、そんなイライラするなって……」

「うっ！　わ、分かってるよ……」

　普ふ段だんなら、この程度のことで苛いら立だちはしない。ただ、アネモネが相手だとどうもダメだ。

　俺おれって、こんなに心の狭せまい奴やつだったんだな。もう少し、寛かん容ようだと思ってたよ……。

　はぁ……。こんなことなら、ちゃんと連れん絡らく先さきを聞いておけばよかった。そしたら……

「ご、ごめんね。やっぱり、先に来てたよね……」

　その声が聞こえた瞬しゆん間かん、心臓が飛び出すんじゃないかと思うぐらい、昂たかぶった。

　間ま違ちがいない！　この声は……

「あ！　アネモネ！」

「おはよ、しばにゃん。あと、遅おくれてごめんなさい」

「大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ。全然、許きよ容よう範はん囲いだから」

　俯うつむいた顔を上げると、そこにいたのはストレートのロングヘアーに小さく飛び出したサイドポニーの女の子。格好は、ダボダボのうちの学校の体操着……アネモネだ。

　昨日、河か川せん敷しきでついた汚よごれが取れているし、恐おそらく夜のうちに洗ったのだろう。

「あの、太たい陽よう君。……怒おこってる？」

　そんな申し訳なさそうな顔をされたら、文句が言えなくなるじゃないか。

「怒おこっているような顔に見えるか？」

　胸の内に溢あふれる感情を抑おさえつけながら、俺おれはできる限り冷静にそう言った。

　……ダメだ。つい、表情が緩ゆるんでしまう。

「ううん、私に会えて嬉うれしそうな顔に見えるよ」

「三十点」

「ありゃ、手厳しい」

　プラス七十点で百点満点だ。教えないけどな。とにかく、来てくれてよかった……。

「怒おこるんじゃなくて、安心してくれるなんて……やっぱり、太たい陽よう君は優やさしいね。さすがは、私の王子様だ」

「……褒ほめても何も出ないぞ」

「そんなことないよ。太たい陽よう君の笑え顔がおが、ちゃんと出てきてる」

　余計なことを言うな。そんなの、とっくのとうだ。

「サンちゃんも怒おこってないし、そんな気にしなくて大だい丈じよう夫ぶだからな、アネモネ。ほら、俺おれ達たちの集合時間が早すぎってのもあるし！」

「ううん。時間は問題ないよ、しばにゃん。……ただ、ちょっとお家うちのトラブルがありまして」

「トラブル？　……あ！　もしかして、アレか？　家族に、『こんな朝早くにどこ行くんだ？』って止められたとか？」

「あー……。うん、まぁ、そんな感じだよ」

「なるほどなぁ！　それは、家族の気持ちが分かるよ！　俺おれも、もし妹がこんな朝早い時間に出かけようとしたら、絶対に理由を聞くな！　事細かに！」

「あはは……。しばにゃんは今日も絶好調だ」

　アネモネ、どうしたんだよその顔？　笑ってるのに、全然楽しそうに見えないじゃないか。

「…………」

　──あの子と、これ以上関わらないほうがいいよ。

　ふと、脳のう裏りに浮うかぶのは、昨日の桑そう仏ぶ高校四番の言葉。

　あの人とのことを、アネモネに聞いても問題ないだろうか？　いや、けど……

「あぁぁぁぁ！　お前はこの前の！　なんで、うちの学校の体操着を着ている!?」

　まずい！　離はなれた場所なら大だい丈じよう夫ぶだと思ったが、ウータンに見つかったぞ！

　わざわざ校門の前から、こっちまで来るとは予想外だ！

　弱ったな……。まだ、ウータン対策の準備は整いきってないのに……。

「前も言っただろう！　うちの学校は、今は大事な時期だから勝手に入るのはダメだと！」

「ひゃ。あ、えと、その……太たい陽よう君、ヘルプ」

　ウータンの剣けん幕まくに脅おびえたアネモネが、慌あわてて俺おれの背中に隠かくれた。

　キュッと背中に伝わる感かん触しよくは、アネモネが俺おれの制服を摑つかんだ感かん触しよくだろう。

　……よし！　やってやろうじゃないか！

「……ん？　大おお賀が、それに芝しばじゃないか。なんだ、お前達たちはこの子と知り合いなのか？」

「あー、えっと……はい！　そうっす！　実は、今日からこの子に、ボランティアでうちの野球部のマネージャーをやってもらおうと思ってて！」

「マネージャーだぁ？」

　ウータンが、思い切り首を捻ひねっている。

「そうなんっすよ！　ほら！　もうすぐ甲こう子し園えんなんですけど、うちの野球部って人手不足じゃないですか？　特にマネージャーは一人しかいません！　なので彼かの女じよに……」

「野球部の顧こ問もんや監かん督とく、それにキャプテンの屈くつ木きの許可は取っているのか？」

「うっ！　それは……、一応、取ってますよ」

「一応、か……」

　鋭するどい目で俺おれを睨にらみつけるウータン。とてもじゃないが信じてくれそうにない。

「なぁ、大おお賀が。お前や芝しばが、今年の地区大会の決勝戦で活かつ躍やくをしたのはよく分かっている。だから、多少の要望は聞いてやる。……だが、これはダメだ。いいか？　うちの学校の関係者以外で野球部の見学をしたい人物は大勢いるんだ。それを分かっているのか？」

「わ、分かってます。けど──」

「その子の参加を許可したら、『それならば、自分も』と他にも大勢の人が押おし寄よせて、お前達たちが練習どころではなくなってしまうかもしれん。……それに、もしかしたらその子が他校のスパイという可能性もあるだろう？　もちろん、かなり低い確率であることは分かっている。だが、ゼロではないんだ」

「アネモネに限って、そんなことはないですよ！　な、サンちゃん！」

　芝しばは、すかさずウータンの言葉を否定するが、俺おれにはそれができない。

　これが、昨日の……あの人と会う前の俺おれだったら否定できただろう。だが、今は違ちがう。

　アネモネは、ほぼ間ま違ちがいなく桑そう仏ぶ高校野球部の関係者だ。

　ウータンの言っている通りの人物である可能性が、確かに存在するんだ……。

「……太たい陽よう君」

　普ふ段だんの明るさは影かげを潜ひそめ、不安な視線のアネモネが俺おれを心配そうに見つめている。

　かっこ悪い。王子様に選ばれておきながら、お姫ひめ様さまのことを全然守れてないじゃないか。

　……仕方がない。余計なトラブルは起こしたくないし、ここは素す直なおに諦あきらめて、

「庄しよう本もと先生、大おお賀がと芝しばがどうかしましたか？」

　キャプテンに全てを託たくすとしよう。これでようやく、ウータン対策の準備が整ったぞ。

「おお！　屈くつ木きか！　ちょうどいい！　お前からも二人に言ってやってくれ！」

「はぁ……。何を言えばいいのでしょう？」

「そこの子……他校の生徒なのだが、大おお賀がと芝しばが野球部のマネージャーとして活動させたいから学校に入れてほしいと言っていてな。その話、お前は聞いているか？」

「……ふむ」

　屈くつ木き先せん輩ぱいが、やや前まえ屈かがみになって、俺おれの背中から少しだけ顔を出すアネモネをジッと見る。

　一九五センチメートルで巨きよ体たいの屈くつ木き先せん輩ぱいに近寄られたからか、ビクリとアネモネの体が震ふるえる感かん触しよくが、俺おれの制服を摑つかむ手から伝わってきた。そんな様子のアネモネを見て、屈くつ木き先せん輩ぱいは、

「君が噂うわさの臨時マネージャーか！　はっはっは！　今日からよろしく頼たのむぞ！」

　豪ごう快かいな笑え顔がおを見せて、そう言った。

「え？　あ、はい」

　アネモネが、目を丸くしてパチパチと瞬まばたきをしている。

「く、屈くつ木き……、その話を聞いていたのか？」

「もちろんですよ、庄しよう本もと先生！」

　一応断っておくが、これは決して屈くつ木き先せん輩ぱいがアドリブで口裏を合わせているわけじゃないぞ。

　これこそが、俺おれの用意したウータン対策。準じゆん備び完かん了りようとは、つまり屈くつ木き先せん輩ぱいの登場だ。

　俺おれは、昨日のうちに屈くつ木き先せん輩ぱいに連れん絡らくして、アネモネをマネージャーとして参加させてほしいと頼たのんでおいたのだ。加えて、もしかしたらウータンがアネモネの入場を許可してくれない可能性があるから、その際は助けてほしいとも。つまり、屈くつ木き先せん輩ぱいこそが待ち合わせをしていた『とある人物達たち』の『肝かん心じんの一人』だったというわけさ。

　強しいて予想外のことがあるとすれば、まさかのキャプテンが、待ち合わせ時間にアネモネよりさらに遅おくれて現れたということだが……、それはよしとしよう。

「なんでも昨日、彼かの女じよがサンちゃん……っと、失礼。大おお賀がの練習に付き合った際にしたアドバイスが非常に的確なうえに効果的だったようで、それならば是ぜ非ひうちの臨時マネージャーについて他のメンバーにもアドバイスを、という話なのですよ！　そうだろ、大おお賀が、芝しば？」

「うっす！」

「はい！　サンちゃんのあの球は、彼かの女じよのおかげでほぼ完成したので！」

　屈くつ木き先せん輩ぱいの言葉を、俺おれも芝しばも即そく座ざに肯こう定てい。だが、ウータンはまだ納なつ得とくしきれていないのか、やや険しい表情をして、屈くつ木き先せん輩ぱいとアネモネを交こう互ごに眺ながめている。

「しかし、顧こ問もんや監かん督とくの許可は……」

「そちらもご心配なく！　私のほうで、昨晩のうちにとっておきました！」

　屈くつ木き先せん輩ぱい、そこまでしてくれたのか……。

「甲こう子し園えんで優勝する可能性があるのでしたら、どんなことでもやっておいたほうがいいと思いますので、たとえ他校の生徒だとしても、我々の力になってくれるのであれば全力で歓かん迎げいする！　それが、私のキャプテンとしての方針です！」

「うぐ……っ！　そうか、分かった……。なら、特例で……、本当に特例で、その子の入場を認めよう。ただし！　もし、怪あやしい動きをしたら、すぐ報告するように！　分かったな？」

　誰だれが見ても分かる悔くやしそうな表情のウータンを見て、ほんの少しだけ罪悪感が募つのる。

　別にウータンは、俺おれ達たちが嫌きらいでこんなことをしたのではなく、俺おれ達たちのことを考えてくれていたからこそ、悪役を買って出てくれているのだから……。

「分かりました！　……では、我々は練習がありますので失礼します！　いくぞ、サンちゃん、芝しば、それに……アネモネ！」

「あ。私の名前」

「うむ！　もちろん、知っているぞ！　俺おれは屈くつ木きだ！　『くちき』ではなく、『くつき』だからな！　よく言いづらいなんて、文句を言われている！　もう分かっているかもしれんが、西にし木き蔦づた高校野球部のキャプテンをやっているぞ！」

「わ。ありがとうございます。……クッキーさん」

「クッキーか！　そう呼ばれたのは、初めてだな！　ははは！」

　豪ごう快かいに笑う屈くつ木き先せん輩ぱいに、普ふ段だんよりもやや大人しい様子でお辞じ儀ぎをするアネモネ。

　ついでに、アダ名がやけに可か愛わいくて、まるで屈くつ木き先せん輩ぱいのイメージに合っていない。

「……が、実を言うと君がうちの野球部に参加できるかどうかは、まだ正式には決定していないのだ！　だから、まだ安心しないように！」

　ま、そうなんだよな。だから、ウータンにも『一応』としか言えなかったわけだし。

「え？　そう、なんですか……？」

「はっはっは！　そうビクつくな！　全てはこの後のサンちゃん次し第だいだ！　そうだろ？」

「うっす！　約束はしっかり守らせてもらいますよ！」

　屈くつ木き先せん輩ぱいの言葉に俺おれは力強く頷うなずいた。

　大だい丈じよう夫ぶだ、アネモネ。そんな不安そうな顔は、お前には似合わないぞ。

「にひ。やっぱり、お姫ひめ様さまを助けるのは王子様なんだね」

「当たり前だろ？」

　さっきはかっこ悪いところを見せちゃったからな。ここからは、汚お名めい返へん上じようの時間だ！





☀






「さて、サンちゃん！　早さつ速そく、見せてもらおうか！」

　部室で準備を整えた俺おれ達たちは、そのままグラウンドへと直行。

　本来なら、練習前にミーティングを行い、そこからメニューに沿って練習をしていくのだが、その前に今日は一つ、やることがある。

　バッターボックスに立つのは、屈くつ木き先せん輩ぱい。

　そして、芝しばがキャッチャーミットを、ピッチャーマウンドに立つ俺おれに向けて構えている。

「サンちゃん、昨日と同じことをやればいいだけだから、ビビんなよ？」

「ははっ！　芝しばは、昨日と同じことをしないでくれよ？」

「うっ！　あ、当たり前だろ！」

　屈くつ木き先せん輩ぱいに、アネモネをマネージャーとして部活に参加させてほしいという旨むねを伝えたら、条件として出されたのが、俺おれのフォークボールを見せろだった。

　もちろん、ただ見せるだけじゃダメだ。追加条件は、屈くつ木き先せん輩ぱいを三さん振しんさせること。

　それに成功すれば、無事にアネモネはマネージャーとして参加できる。

「お？　どうしたんだ、サンちゃん？　朝っぱらから屈くつ木き先せん輩ぱいと男と男の勝負かぁ？」

「穴あな江え、すぐに茶々を入れない」

　他のメンバーは、まだ何も知らない。アネモネがマネージャーとして参加することも、俺おれがフォークボールを投げられるようになったことも。どちらも隠かくしているのは、屈くつ木き先せん輩ぱいの心こころ遣づかいだ。もし、俺おれがフォークボールを投げられなかった時、みんなが落らく胆たんしないように。

「太たい陽よう君、しばにゃん、がんばれぇ～！」

　アネモネがダボダボの体操着を着ながら、俺おれと芝しばに向けて手を振ふっている。……任せとけ。

「じゃあ、いきますよ！　屈くつ木き先せん輩ぱい！」

「うむ！　いつでも、来い！」

　こんな時間だ。見学者はうちの野球部のメンバーのみ。けど、俺おれに襲おそい掛かかる緊きん張ちようは試合中のソレに匹ひつ敵てきする。……正直、これから行われる俺おれと屈くつ木き先せん輩ぱいの勝負は、圧あつ倒とう的てきに俺おれが不利だ。

　なんせ、本来の試合では、バッターはピッチャーがどの球種を投げるかなんて分からない。

　だが、今は違ちがう。屈くつ木き先せん輩ぱいは、俺おれがフォークボールを投げることを分かっているのだ。

　まったく……、そんな状じよう況きようで三さん振しんをとれとは、中々の難題を押おし付つけてくれるよ。

　が、問題なしだ。なんせ、俺おれの憧あこがれる野の茂ものフォークは、こう言われているんだぜ？

「……っらぁ！」

「…………ふん！　む!?」

　来るのが分かっていても、打てないってさ。

「ナイスピー！」

　芝しばの声がグラウンドに響ひびく。同時に湧わいたのは、野球部員からの歓かん声せいだ。

「おいおい、サンちゃん！　今のって、……フォ、フォークボールだよな!?　聞いてないぞ！　いつの間に、そんな完かん璧ぺきに投げれるようになったんだよ!?」

「今のはえぐいな。あそこまで落ちるのか……。屈くつ木き、次は俺おれと代わってくれないか？」

　野球部のみんなの声が響ひびく中、俺おれは少し離はなれた場所に立つアネモネを見る。

　すると、トレードマークの小さなサイドポニーを揺ゆらしながら、満面の笑えみを俺おれに向けていて、目が合うと「かっこいい」と声には出さず、口だけ動かして言ってくれた。

「はっはっは！　樋ひ口ぐち、そう急せかすな！　まだ一球目だぞ？　サンちゃん、次だ！　今ので落差は分かったからな！　次は打つ！」

「オッケーっす！　なら、次も…………」

　それから、俺おれは二球続けてフォークボールを投げ、そのボールはどちらも芝しばのキャッチャーミットに収まっていった。




「では、ミーティングを開始するが……、その前にみんなへ報告がある！」

　午前七時。グラウンドに、屈くつ木き先せん輩ぱいの豪ごう快かいな声が響ひびき渡わたる。

　本来よりも三十分程ほどおしてミーティングが始まったのは、屈くつ木き先せん輩ぱい以外にも俺おれのフォークボールに挑ちよう戦せんしたがるメンバーが出てきたため。

　が、結局ほとんどのメンバーが三さん振しん。唯ゆい一いつ、ボテボテのゴロではあったが、バットに当ててきたのは樋ひ口ぐち先せん輩ぱいだ。さすが、うちで最も打率の高い一番バッターなだけある。

「実は今日から一人、臨時でマネージャーを野球部に迎むかえることになった！　……自じ己こ紹しよう介かいをしてもらってもいいか？」

「ひょ！　マ、マネージャーですと!?」

　ざわつくメンバー達たちの中で、誰だれよりも過か敏びんに反応したのはたんぽぽだ。

「えっと、今日からマネージャーとして、参加させてもらうことになったアネモネです。皆みなさん、よろしくお願いします」

　屈くつ木き先せん輩ぱいに促うながされて、一歩前に出たアネモネがペコリと頭を下げる。

「うわぉ！　めっちゃ可愛かわいい子じゃないですか！　俺おれ、穴あな江え！　趣しゆ味みは、サーフィンとダーツ！　あと、ビリヤードとかも得意だぜ！　よろしくね、アネモネちゃん！」
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「はい、よろしくお願いします」

　おかしいな？　俺おれの知っている穴あな江えの趣しゆ味みは、漫まん画がとゲーム、それにプラモデル作りだったはずなのだが、いつの間にか随ずい分ぶんとこじゃれた趣しゆ味みを身につけたようだ。

　……あとで、ボロが出ても知らないからな。

「アネモネって……、本名はなんなんだ？」

　やばい！　樋ひ口ぐち先せん輩ぱいのその質問は……

「あー！　すみません、樋ひ口ぐち先せん輩ぱい！　アネモネって、自分の名前があんまり好きじゃないんですよ！　だから、気にしないでもらえると……」

「たとえそうだとしても、名乗るべきでしょ？　アダ名だけ名乗って、マネージャーとして参加しますなんて怪あやしすぎる。そんな子、悪いが俺おれは信用できないし、認められないね」

　樋ひ口ぐち先せん輩ぱいに続くように、何人かの部員はコクコクと頷うなずきアネモネへ視線を集中させる。

「大注目だ。やったね」

　こいつは、俺おれの気苦労も知らずに、のん気に嬉うれしそうな顔をして……。

　自分が怪あやしまれているというのを分かっていて、この態度だから厄やつ介かいだ。

「それで、本名は？」

「その……、アネモネの本名は……」

　どうする？　一応、手はあるといえばある。けど、できることなら使いたくない。

「太たい陽よう君、大だい丈じよう夫ぶだよ。私の名前を言うくらい」

　アネモネ、ダメなんだ。お前の本名が知られると、みんながお前を受け入れてくれないかもしれない。だから、絶対に誰だれにも知られるわけにはいかないんだ……。

「い、いやー！　ほら、あれじゃないっすか？　誰だれにでも秘密ぐらいあってもいいと思うんすよ、樋ひ口ぐち先せん輩ぱい！　例えば、なんていうか……」

「なんていうか？」

　鋭するどい目つきで俺おれを睨にらむ樋ひ口ぐち先せん輩ぱいに対して、思うことは一つ。

　本当に…………、ごめんなさい!!

「せ、『千年に一人の美少女的なアイドルを将来の嫁よめにしたい』……とか？」

　それは、以前にアネモネから聞いた、樋ひ口ぐち先せん輩ぱいがナリツキに伝えていた願い事だ。

「なっ!?　サ、サンちゃん！　それは……っ！」

　俺おれがそれを知っているとは、思ってもみなかったのだろう。

　こんなに驚おどろいた樋ひ口ぐち先せん輩ぱいの顔、初めて見た。

「サンちゃん、千年に一人の美少女がどうかしたのかぁ？　それって確か、橋はし本もと環かん──」

「ストォォォップ、穴あな江え！　そ、そうだな！　まぁ、本名なんて分からなくても、アダ名が分かれば十分だ！　はい！　アネモネは今日からうちの臨時マネージャー！　この話はここまで！　他の奴やつも分かったな!?　異論は俺おれが認めない！」

　樋ひ口ぐち先せん輩ぱいの圧あつ倒とう的てきな剣けん幕まくにおされ、慌あわてて頷うなずく他のメンバー。

　キャプテンの屈くつ木き先せん輩ぱいですら「お、おおぅ」とうろたえた声を漏もらす程ほどだ。

　非常に申し訳ないが、これで部員のみんなも納なつ得とくしてくれたみたいだし、問題ないだろう。

　なら、ここからは練習を始め──

「私、この人をマネージャーに迎むかえるのは反対です！　むっふー！」

　……たいが、無視するわけにもいかないか。

　どうしたんだよ、たんぽぽ？　そんなに鼻息を荒あらくして、アネモネを睨にらみつけて？

「たんぽぽは、なんで反対なんだ？」

「芝しば先せん輩ぱいこそ、なんで賛成なんですか!?　こんな大事な時期に、突とつ然ぜんマネージャーをやりたいと他校の生徒がやって来る！　そんな人の目もく論ろ見みは、一つしかないじゃないですか！」

　まずい。珍めずらしく、たんぽぽが鋭するどい指し摘てきをしている……。

　そうじゃないとは思っているのだが、確かにその可能性はゼロでは──

「私の野球部のアイドルとしてのポジションを、脅おびやかしにきたに決まっています！」

　あるな。うん、それはゼロだ。間ま違ちがいなく有り得ないから安心しろ、たんぽぽ。

「……真ま面じ目めに聞いて損した」

　芝しば、言ってやるな。本人は至って大おお真ま面じ目めなんだ。

「見て下さい、この人を！　スタイルも良く、顔も可愛かわいい！　こんな人がマネージャーになってしまうなんて、私としては厄やつ介かい極きわまりないです！　むっふー！」

「ああ、うん。……そうだな……」

　たんぽぽが、アネモネを指差しプンスカと文句を言う。対して芝しばは、すごい呆あきれ顔がおだ。

　言われたアネモネは、あまり気にしていないどころか、なぜか俺おれをジッと見つめている。

「太たい陽よう君も、このぐらい言ってくれてもいいんじゃない？」

　言うわけないだろ。調子に乗るな。

「よし！　では、ここからは今日の練習メニューのミーティングを始めるぞ！　たんぽぽは、アネモネにマネージャーの業務を教えてやってくれ！」

「ひょ!?　く、屈くつ木き先せん輩ぱい！　まだ、私の話は終わってないですよ！　それに、私はこの人をマネージャーとして迎むかえるなんて……」

「うむ！　たんぽぽの言いたいことも、無論分かっている！　だが、以前からマネージャーが君一人で、負担をかけすぎてしまっていることが気になっていてな！　甲こう子し園えんを前に、大切なメンバーである君に何かあったら、悔くやんでも悔くやみきれん！　そんな俺おれの気持ちを分かってくれはしないか？　我わが野球部の天使エンジエル……可愛かわいすぎるたんぽぽよ？」

　さすが、キャプテン。たんぽぽの扱あつかいをよく心得ている。

「むふぅぅぅ！　練習の時間は限られていますし、野球部の大天使アークエンジエルで超ちよう可愛かわいすぎる私が駄だ々だをこねて邪じや魔まをしても……分かりました！　分かりましたよ！　それでは行きますよ、アネモネさん！　言っておきますが、私の指導は厳しいですからね！」

　不ふ貞て腐くされつつも、自分上げは欠かさないのな……。

「はーい。よろしくね」

「むふふ……。笑っていられるのも今のうちです！　……このまま指導と称しようして、嫌いやがらせをいっぱいしちゃいましょう！　そうしたら、きっと自分からやめていくに違ちがいありません！　西にし木き蔦づたのアイドルの座は、渡わたしませんよ！」

「わお。厳しい指導が待ち受けてるぞ。アネモネちゃん、ピーンチ」

　たんぽぽ、悪わる巧だくみをする時はもっと小さな声で話そうな。全部アネモネに聞こえてるぞ。

　あと、気づいてないと思うが、お前の下らない悪わる巧だくみって、今まで一度も成功してないから。
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　朝の練習は、まずは全員でランニングから。グラウンドのトラックを十五周走る。

　早く終わらせられた奴やつは、その分休きゆう憩けい時間が多く確保できるので、みんな自分の体力と相談しながら、少しだけ早めに走るよう心がけている。

「いくぞぉぉぉ!!　にしきづたー！　ファイ、オー！」

「「「「「「「「「「ファイ、オー!!」」」」」」」」」」

　ランニングの始まりを告げる屈くつ木き先せん輩ぱいの声。それに続いて、俺おれ達たちも声を出してランニングをスタートだ。そして、その間のマネージャーの仕事だが、

「では、最初のお仕事ですが、皆みなさんの飲み物の準備です！　さぁ！　スポーツドリンクを用意しますよ！　あ、粉末を入れすぎちゃダメですからね！」

　嫌いやがらせがどうとか言っていた割には、しっかりとマネージャーの仕事を教える辺りが、たんぽぽの憎にくめない所以ゆえんだよな。なんやかんやで真ま面じ目めな奴やつだし。

「了りよう解かいなのです。じゃあ、まずはお水を汲くんでくればいい？」

「違ちがいますぅ～！　以前までは水道水だったそうですが、今年からは私がすんばらすぃ可愛かわいさのあまり、学校側からミネラルウォーターが支給されるようになったのです！　むっふん！」

　それも違ちがう。去年、俺おれ達たちが地区大会の決勝までいくっていう結果を残したから、支給されるようになったんだ。

「なので、部室の冷蔵庫からキンキンに冷えたミネラルウォーターを取りに行きますよ！　その際、部室が汚よごれていたら掃そう除じも一いつ緒しよにすること！　分かりましたね!?」

「了りよう解かいなのです」

「いい返事です！　……むふふふ。ミネラルウォーターをいっぱい持たせて疲つかれ果はてさせて、それはもう無様な姿を皆みなさんの前で晒さらしてもらいましょう！　これで、私の大勝利です！」

　一応、安っぽい悪わる巧だくみはしているようだが、……多分、失敗するな。

　それから、十分後。レギュラーメンバーは全員ランニングを完かん了りようし、他のメンバーが終わるのを待つ、短めの休きゆう憩けい時間に入ったわけだが、そんな俺おれ達たちのそばに、

「ぜはー！　ぜひー！　ど、どうぞ……、びぐぢぜんばい、スポーツドリンクどぇ～す……」

「あ、ああ。ありがとな。…………たんぽぽ」

　疲つかれ果はてて、それはもう無様な姿を晒さらしているたんぽぽがいたりもする。

「はい。スポーツドリンクだよ、アナちん」

「ひゃっほー！　サンキュー！　アネモネちゃん！」

　たんぽぽとは、まるで正反対に元気な様子で穴あな江えにスポーツドリンクを渡わたすアネモネ。

　なぜ、こんなことになったかと言うのは簡単で、たんぽぽが勝手に自じ爆ばくをしたからだ。

　たんぽぽは、ミネラルウォーターを持ってくる際、「アネモネさんはその程度ですか？　私はこんなに持てるんです！　むんぎぎ！」とよく分からない意地を発揮して、超ちよう大量のミネラルウォーターを同時に運んできた。結果、スタミナ切れを起こし現在の有あり様さまというわけだ。

「な、なじぇ、わたひがこんな目に……。ちゅぎこそは……、ちゅぎこそはぁ～……はひゅ～」

「大だい丈じよう夫ぶ？　あんなに沢たく山さん同時に運べるなんて、すごいなって思ってたんだけど……」

「はひゅ～。……ひょうですよ、ファネフォネひゃん。わたしはすごいんでふ……。むひゅひゅひゅ……。これで、作戦成功でふ。バッチリ、威い厳げんを見せてやりました……ガクッ」

　本来の目的はどこにいった？　案の定、悪わる巧だくみは失敗したな。

「なな！　アネモネちゃんって彼かれ氏しいるの？　いたら、俺おれ泣くよ！」

「えーっと、それはね……」

　穴あな江えにたずねられた質問に答えず、チラリとアネモネが俺おれを見る。

　おい、なんだその『言ってもいい？』みたいな顔は？　やめろよ、余計なことは──

「彼かれ氏しはいないけど、王子様ならいちゃうんだな」

　やめろって！　アネモネの奴やつ、なんでとことん面めん倒どうな方向に話を持ってくんだよ！

「な、な、なんだってー！　それはいったい誰だれが……」

「はっはっは！　穴あな江え、考えれば分かるだろう？　誰だれが、アネモネを連れてきたと思ってる？」

「……屈くつ木き先せん輩ぱい。連れてきたのは、確か……芝しばとサンちゃん。芝しばは……、シスコンだからないとして……ってことは、サンちゃんかぁ！」

「大正解。にひ」

　なにが、大正解だよ。勘かん弁べんしてくれって……。

「サ、サ、サンちゃん！　俺おれ、信じてたんだぞ！　サンちゃんは、ボールが恋こい人びとって！」

　どこかのサッカー漫まん画がみたいな台詞せりふだな、穴あな江え。

「穴あな江え、心配するな！　ボールは恋こい人びとじゃないけど、アネモネもそんなんじゃないぜ！」

　落ち着けよ、俺おれ。ただ、事実を伝えればいいだけだ。だから、何も焦あせる必要はない。

「……ふぃー！　そっかぁ！　なら、安心だ」

「ぶー。つまんない」

　穴あな江えはオーバーリアクションで胸を撫なで下おろし、アネモネはムスッとふくれっ面つら。

　対照的な二人の反応が、少しだけ面おも白しろい。

「けど、だったらどんな関係なんだ？」

「どんな関係なんだー？」

　アネモネ、穴あな江えに便乗して聞いてこないでくれ。

　そんなワクワクした目で見られても、お前が期待している答えがそもそも分からない。

「えーっと、それはだな……」

　俺おれとアネモネの関係か……。改めて聞かれると困るな。友とも達だちというのは少し違ちがう気がする。

　だけど、恋こい人びと同士というわけでもない。こういう場合、なんて答えれば……あ、そうだ。

「……キャッチボールをした関係だな！」

「へ？　なんだそりゃ？」

「昨日、アネモネとキャッチボールをしたんだよ！　だから、この関係が一番分かりやすい！　ちなみに、今日からは野球部員とマネージャーの関係でもある！」

「なるほど！　つまり、友とも達だちみたいなものか！」

　そう。友とも達だちみたいなものだ。友とも達だちみたいな……ものだ。

「むぅ。上手に逃にげた」

　そんな不満気な目で見られても、知らない。

「なな、アネモネちゃん！　それなら、あとで俺おれともキャッチボールをしようぜ！　グローブは誰だれかから借りてくればすぐ用意できるしさ！」

「ありゃ？　野球をやってる人って、いつグローブが壊こわれてもいいよう、常に二つ持ってるって私は教わったぞ？」

「はは！　なわけないじゃん！　そんな奴やつのほうが少ないよ！　それはアレだね、そいつが本当は最初から別の目的があって二つ用意してたのに、照てれ隠かくしで言ってると見た！」

「へぇ～。そうなんだぁ～。それは勉強になりますなぁ～。にひ」

　また余計な弱みを握にぎられた……。

「ふひー！　ふひー！　アネモネさん！　お喋しやべりばかりしていないで、お仕事にいきますよ！　次は球たま磨みがきです！　皆みなさんが使うボールを、ピッカピカにするんです！」

　そこで、ようやくスタミナ切れから復活したたんぽぽが、アネモネを呼ぶ。

　ちょうどいいタイミングだな。他のメンバーのランニングもそろそろ終わってきた頃ころだ。

「よっしゃ。ここからもマネージャー、バリバリ頑がん張ばっちゃうね、太たい陽よう君」

「おう。お互たがい、頑がん張ばろうな。アネモネ」

「にひ。珍めずらしく素す直なおに優やさしい王子様だ」

　仕方ないだろ。そんな嬉うれしそうに笑われたら、こっちだって素す直なおにもなりたくなる。

「あ、そうだ。アネモネ、後でいいんだけどさ……」

「ん？　どしたの、太たい陽よう君？」

　俺おれに呼び止められて、アネモネが首を傾かしげている。

　よし、言うぞ？　……言うからな？　……大だい丈じよう夫ぶだ。別に大したことを聞くわけじゃない。

　今までだって、色んな奴やつに同じことを聞いてきただろ？　それをするだけじゃないか。

「えっとだな。これからマネージャーをやってもらうなら、急ぎの用事ができるかもしれないだろ？　……だ、だから、昼ひる休きゆう憩けいの時にでも、お前の連れん絡らく──」

「アッネモネちゃーん！　あとで、俺おれとキャッチボールしようね！　約束だからね！」

「もちろんだよ、アナちん」

「うぇ～い！　あと、余よ裕ゆうがあったら次の練習……八十メートル短たん距きよ離りダッシュを見ててよ！　俺おれ、マジでめっちゃ足速いからさ！　足だけなら、チームナンバー１なんだぜ！」

「わお、それは楽しみだ。かっこよさそう」

　俺おれ、まだ話して……もう、いいや。

　アネモネはたんぽぽと球たま磨みがきに行ったし、俺おれもさっさと練習に行こう。

「よぉ～し！　次の練習では、アネモネちゃんにいいところを見せてやるぜ！　サンちゃん！　俺おれは今、サンちゃんに負けないくらい熱く燃え上がってるぜぃ！」

「はははっ！　それは頼たのもしいな！　けど、俺おれも負けてないぜ？」

「へっへーん！　他の練習ならいざ知らず、短たん距きよ離りなら俺おれの独どく壇だん場じようだ！」

　さて、それはどうだろうな？




　その後、次の練習──八十メートルダッシュのスタート。

　五人で並んで合図と共に全力ダッシュ。順番待ちの時間で休きゆう憩けいして、また自分の番になったら全力ダッシュというルーティン。ちょうど今は、俺おれと穴あな江え、それに芝しばの番だったのだが、

「はぁー！　はぁー！　う、噓うそだろ……。俺おれが負けるなんて……」

「ぶっはぁ！　あ、穴あな江え……、まだまだだぜ……。はぁー！　はぁー！」

「はっ……。はっ……。サンちゃん、はやっ……」

　一位は俺おれ、二位が穴あな江え、三位が芝しばという結果に終わった。

　ま、俺おれがちょっと本気を出せばこんなもんだよ。楽勝だな。

「つ、次も勝負だ！　次は負けないからな！　くっそぉぉぉ！」

「はぁー！　はぁー！　へ！　い、いいぜ……っ！　受けてたってやるよ！」

　歯は軋ぎしりをする穴あな江えに、余よ裕ゆう綽しやく々しやくの俺おれ。…………噓うそだ。正直、相当しんどい。

「はっはっは！　青春だな！」

「うん……。まぁ、これはいい傾けい向こうか」

　そんな俺おれ達たちを、背後で眺ながめているのは屈くつ木き先せん輩ぱいと樋ひ口ぐち先せん輩ぱいだ。

　なんか冷静になったら、すごく恥はずかしいことをしてる気がしてきた……。

　ところで、アネモネは……

「ねぇねぇ、これでどう？　ピカピカ？」

「まだまだです！　もっとちゃんと磨みがかないと……ほら！　ここに汚よごれがついていますよ！」

「あ、ほんとだ。……思った以上に難しい」

　球たま磨みがきに夢中で見てない……と。……いや、別にいいんだよ、別に……。

「まったく！　これだから、新しいマネージャーを迎むかえるなんて嫌いやだったんです！」

　プリプリと文句を言いながら、ボールを磨みがくたんぽぽ。あいつ、一年生で女子ってこともあって、今まで甘あまやかされてたし、自分が教えるのは苦手なのかもな。

「こんなに沢たく山さん、大変だね。たんぽぽ先せん輩ぱいは、いつもこれを一人でやってるの？」

「そうですよ！　他にマネージャーは誰だれも……む？　今、なんと言いました？」

　アネモネの言葉で気になることでもあったのか、たんぽぽがピクリと反応した。

「え？　いつもこれを一人でやってるの？」

「違ちがいます！　その前です！」

「こんなに沢たく山さん、大変だね？」

「戻もどりすぎです！　その後のやつです！」

「えーっと……、たんぽぽ先せん輩ぱい？」

「そう！　それです！」

　たんぽぽが目を輝かがやかせながら、アネモネをビシッと指差した。

「私、先せん輩ぱいなんて初めて呼ばれました！　中学生の時は部活動をしていなかったので、初体験です！　むっふー！」

「えっと……そう呼んじゃ、ダメだった？　なら、別の呼び方を──」

「とんでもない！　あの、もう一回呼んでもらえますか？　もう一回、呼んでほしいです！」

「じゃあ、……たんぽぽ先せん輩ぱい」

「むふ！　むふふふ！　そうですよ！　私は先せん輩ぱいなのです！　だから、後こう輩はいの面めん倒どうをちゃんと見るのです！　ほら、私の球たま磨みがきをちゃんと見ていて下さい！　どうやったら、効率よくキレイにできるか教えてあげちゃいます！」

　なんだ、案外あっさりと打ち解けたな。心配して、損した。けど……、うん、よかった。

「やったね。では、アネモネ後こう輩はいは一いつ生しよう懸けん命めい、教わらせていただきます」

「んもぉ～う！　仕方ないですねぇ！　じゃあ、一いつ緒しよに球たま磨みがきを頑がん張ばっちゃいましょう！」

「りょーかいであります、たんぽぽ先せん輩ぱい」

　嬉うれしそうにはしゃぐたんぽぽと、楽しそうに球たま磨みがきをするアネモネ。

　そんな二人の様子を眺ながめながら、俺おれは再び練習へと没ぼつ頭とうしていった。





☀






　午前の練習を終え、昼になったので一度休きゆう憩けい。それぞれ、用意してきた昼食を食べながら、談だん笑しようをする時間になった。

　俺おれの周りにいるのは、アネモネ、芝しば、たんぽぽ、穴あな江え、それに屈くつ木き先せん輩ぱいと樋ひ口ぐち先せん輩ぱいだ。

「アネモネさん、それはコンビニのおにぎりですか？」

「うん。真心いっぱい、シーチキンマヨネーズ。美お味いしいよ」

　そういえば、昨日もアネモネは、コンビニのおにぎりを昼飯に用意してたよな。

　もしかして、料理が苦手だったりするのか？　まぁ、女子力が低くてもおかしくは……

「お家うちのキッチンが使えなかったので、お弁当を用意できなかったのです」

　ああ、そういうことか。集合時間がかなり早かったから、家族に気を遣つかって料理をしなかったんだろう。……ってことは、実際は料理ができるってことか？

　いつか、機会があったら食べてみたくもある。……興味本位で。ほんと、興味本位なだけな。

「むぅ……。確かに美お味いしいかもしれないですけど、それっぽっちでは、この先のハードな業務を乗り切れませんよ！　なので、先せん輩ぱいとして私のお弁当を分けてあげちゃいます！　むふ！」

　そう言って、たんぽぽは自分の弁当箱の蓋ふたを裏返してアネモネに差し出すと、その上に玉子焼きとハンバーグをトンとのせた。

「お！　たんぽぽ、優やさしいな！　よぉ～し！　それなら、俺おれはからあげをプレゼントだ！」

　続いて、穴あな江えが自分の弁当からからあげを提供する。

「なら、俺おれからはこのミートボールをやろう！」

「穴あな江えも屈くつ木きも肉ばっかじゃ栄養が偏かたよるだろ。……はい、きんぴらごぼう」

「俺おれからは、妹が作った鶏とりつくねだ。中にたっぷり入った大葉が最高だぞ」

　今度は、屈くつ木き先せん輩ぱいと樋ひ口ぐち先せん輩ぱい、そして芝しばが、それぞれ自分のおかずを渡わたしていく。

　となると、自然にまだ渡わたしてない俺おれに注目が集まるわけで……

「ほら、アネモネ！　これも食えよ！」

　お袋ふくろが作ってくれたプチ串くしカツを提供。なんとなく、アネモネから目を逸そらしてみんなのおかずが乗った、たんぽぽの弁当箱の蓋ふたの裏を凝ぎよう視ししながら渡わたした。

「わ。すごく豪ごう華かなお弁当だ。みんな、……ありがとう」

　気づけば、みんなとあっという間に打ち解けていたアネモネ。

　最初は警けい戒かいしていた樋ひ口ぐち先せん輩ぱいも、真ま面じ目めにマネージャー業務をするアネモネを見て認めてくれたのか、今では友好的に接してくれているし、他のメンバーは言わずもがなだ。

「どう、太たい陽よう君？　美お味いしそうでしょ？　アネモネちゃんのフルコース。隠かくし味あじは、みんなの優やさしさだよ」

　誇ほこらしげに、自分の弁当を俺おれに見せるアネモネ。

　褒ほめてほしいアピールをする時は、やけに無む垢くな笑え顔がおを向けてくるのが特とく徴ちよう的てきだ。

「ああ。フランス料理のフルコースに匹ひつ敵てきするメニューだな」

「私、それ食べたことないから分からない」

「実は俺おれもだ」

「むぅ……。そこは、『俺おれが連れて行ってやるよ』って、言ってほしかったのです」

「いいぜ。じゃあ、今度俺おれが連れてってやるから、…………連れん絡らく先さきを教えてくれよ」

「私の連れん絡らく先さき？」

　うん。うまい具合に会話の流れに乗せられたぞ。よくやった、俺おれ。

　さっきは予想外のハプニングで聞きき損そこねたけど、今度はちゃんと言えたな。

「あ、俺おれも知りたい！　俺おれにも教えてよ、アネモネちゃん！」

「私も知りたいです！　私にも教えて下さい！　むふふふ！」

　お前ら、ずるいぞ。便乗する形で聞くなよな。

「どっしよっかなぁ～。んーっと……」

　なんだよ、アネモネの奴やつ？　やけに、渋しぶって……。

　なけなしの勇気をかき集めて聞いたんだから、教えてくれよな。

「どうしたのです、アネモネさん？　もしかして、お電話をお持ちでないとか？」

　たんぽぽも、そんなアネモネの様子が気になったのか首を傾かしげている。

「えと……、持ってないわけじゃないのです……」

　言葉と共に、アネモネが鞄かばんからスマートフォンを取り出した。

　真ま面じ目めそうな手帳型のケースってのは、あまりアネモネのイメージとは合わないな。

　もう少し、遊び心が混ざったケースを使っていると思ったよ。

「ひゃっほう！　アネモネちゃんのスマートフォンご登場！　では、早さつ速そくわたくしめに連れん絡らく先さきを教えて下さいましぃ～！」

　おい、穴あな江え。俺おれが先に聞いたんだから、順番的には……、まぁ、別に順番なんて関係ないか。

「もう、アナちんは強ごう引いんだなぁ。……ただ、ごめんね。実は連れん絡らく先さきを教えられないのです」

「な、なんだってぇ!?　それはいったい、なぜ？」

「実は、今の私はスマートフォンのロック解除番号を忘れちゃってて……。だから、自分の電話番号も分からないの」

　は？　なんだよ、それ？　自分のスマートフォンだろ？

「むふ！　アネモネさんはうっかりさんなんですねぇ！　それなら、仕方ありません！　でもでも、思い出したら教えて下さいね！」

「うん。もちろんだよ……」

「約束ですよ、約束！　むふふふ！」

　たんぽぽは、今は教えてもらえなくても、いつか知ることができるアネモネの連れん絡らく先さきが楽しみで仕方がないようで、普ふ段だんにも増してテンションが高い。

　けど、今は無理だとなると困ったな。一応、緊きん急きゆう時じのためにも連れん絡らく先さきを……

「なら、みんなで自分の連れん絡らく先さきをここに書いておけばいいね」

　そう言って、ノートを一枚破り、俺おれ達たちに向けて差し出したのは樋ひ口ぐち先せん輩ぱいだ。

「アネモネの連れん絡らく先さきが分からなくても、アネモネが知ってれば何かあった時、連れん絡らくできるでしょ？　ほら、電話ってスマホ以外にも家の電話とか、公衆電話があるしさ。だから、ここにみんなの連れん絡らく先さきを書けば問題なしだ」

「おおっ！　さすが細かい男、樋ひ口ぐち先せん輩ぱい！　ナイスアイディアっす！」

「一言余計だ、穴あな江え。ほら……、早くみんなも書けよ」

　どこか照れくさそうに、樋ひ口ぐち先せん輩ぱいが俺おれ達たちの真ん中に紙を置いた。

「オッケーっす！　じゃあ、早さつ速そく俺おれから……」

「あ！　穴あな江え先せん輩ぱい、ずるいです！　私が最初に書きたかったです！　むっふー！」

　樋ひ口ぐち先せん輩ぱいに促うながされ、俺おれ達たちはそれぞれ自分の連れん絡らく先さきを紙に記き載さいしていった。

　上から順番に、樋ひ口ぐち先せん輩ぱい、穴あな江え、たんぽぽ、屈くつ木き先せん輩ぱい、俺おれ、芝しば。

　一番上でも一番下でも真ん中でもない、中ちゆう途と半はん端ぱなところに俺おれの連れん絡らく先さきは記されている。

　けど、これでいつでもアネモネから連れん絡らくは受けられる。……うん、少しだけ安心だ。

「はい、アネモネ。これで問題ないだろ？」

　樋ひ口ぐち先せん輩ぱいが差し出した紙を、アネモネは少しだけ遠えん慮りよがちに受け取った。

「……ありがとう、ヒグマさん」

「ヒグマって……。それは、俺おれよりも屈くつ木きのほうがイメージに近いんじゃ……」

　樋ひ口ぐちだからヒグマか。そこまでゴツくないんだけどな、樋ひ口ぐち先せん輩ぱい。

「クッキーさんは、クッキーさんなのです」

「はっはっは！　そうだぞ、樋ひ口ぐち！　俺おれはクッキーだ！」

　うん、確かにこっちのほうがヒグマっぽい。豪ごう快かいだし、でかいし。

「そういえば、クッキーと言えば、この間うちの妹が作ってくれたクッキーが最高に美う味まかったんだ！　あれこそ、まさに愛の結けつ晶しよう！　是ぜ非ひ、その話をみんなに聞いてほしい！」

「おおっ！　芝しばが始まったな！　いいぞ！　お前の妹トークを存分に聞かせてもらおう！」

　芝しばの妹スイッチがオンってことは、ここから長くなるぞ。

　どうだ、アネモネ？　これが、俺おれ達たち西にし木き蔦づた高校野球部なんだ。いいチームだろ？





☀






「今日はここまでだ！　みんな、よく頑がん張ばったな！」

　グラウンドがオレンジ色に染まってきた頃ころ、屈くつ木き先せん輩ぱいから今日の練習の終わりを告げる号令が響ひびく。甲こう子し園えんが間近に迫せまっているということもあってか、最近の練習は普ふ段だんよりも激しさを増していて、終わった後のみんなはヘトヘトだ。

　……いや、今日に関してのみ言えば、理由はそれだけじゃないな。

　みんな、新しく入ってきたマネージャー……アネモネにいいところを見せたかったのだろう。

「それではお片づけの時間です！　私は道具の整せい理り整せい頓とんをしますので、アネモネさんは、グラウンドの整備をして下さい！　これを使って、とってもキレイにしちゃいましょう！」

「りょ～かいなのです、たんぽぽ先せん輩ぱい」

　たんぽぽからトンボを受け取り、グラウンド整備をするアネモネ。今日の部活は終しゆう了りよう。

　特にトラブルなどが起きずに、無事に終えられたことにまずは一安心だ。

「お！　サンちゃんじゃねぇか！　練習、お疲つかれ！　今日も頑がん張ばってんな！」

「ジョーロじゃないか！　お前、なんでこんな時間まで学校にいるんだ？」

　俺おれがホッと息を吐ついたタイミングで声をかけてきたのは、ジョーロだ。

　夏休みに学校で会うというのは、少し珍めずらしい経験だな。

「ちょっと生徒会の手伝いでな。ついでに、図書室に寄って今からが帰りだ」

「やぁ、サンちゃん。今日も練習に精を出しているね！　私も応おう援えんしているよ！」

「サンちゃん、お疲つかれ様さま。甲こう子し園えん、頑がん張ばってちょうだいね」

　ジョーロに続いて現れたのは、生徒会長と図書委員の女の子。

　この二人、まぁ他にも何人かいるけど、ほんとジョーロとばっか一いつ緒しよにいるよな。

　その理由は……ここで語る必要はないか。俺おれも仲良くはさせてもらってるし。

　強しいて悩なやみを言うとすれば、なぜか最近、この子達たちの俺おれを見る目が鋭するどくなったことだ。

　なんか、まるでライバルに向けるような視線なんだよな。……なぜだ？

「ああ、ありがとな！　甲こう子し園えんでは、バシッと活かつ躍やくするところを見せてやるから、楽しみにしててくれよ！」

「ええ。試合当日は、観客席からジョーロ君と一いつ緒しよに応おう援えんさせてもらうわね」

「……は？　てめぇ、甲こう子し園えんに来るのか？」

　図書委員からの言葉が予想外だったのか、ジョーロが目を丸くしている。

「当たり前でしょう？　ジョーロ君が応おう援えんに行くのに、私が行かないなんて有り得ないわ」

「も、もちろん私も行くからね！　私も一いつ緒しよだからね、ジョーロ君！」

「そうですかい……」

　あー……、なんだろう。これ以上、ここにいたら少しお邪じや魔まな気がする。

「はははっ！　みんな、サンキューな！　じゃあ、俺おれは片づけがあるから戻もどるぜ！」

「ああ、練習お疲つかれ！」

「お疲つかれ様さま。明日も頑がん張ばってくれたまえ！」

「さようなら、サンちゃん。……あら？　あの子って……」

　いくら友とも達だちとは言え、話はなし込こみすぎると樋ひ口ぐち先せん輩ぱいの雷かみなりが落ちちゃうからな。

　さて、俺おれも片づけの手伝いに……

「っと、そうだった！　サンちゃん、少し待ってくれないかい？　実は、君に頼たのみがあってね！」

　戻もどろうとしたら、生徒会長が俺おれの後を追ってきた。

「頼たのみ？　どうしました？」

「これを屈くつ木き君に渡わたしてもらっても構わないかな？　念のため、応おう援えん団だんの甲こう子し園えんでのスケジュールをキャプテンには知っておいてもらおうと思ってね」

「うっす！　分かりました！」

「ありがとう！　それじゃあ、また！」

　俺おれにプリントを手て渡わたすと、生徒会長は足早にジョーロと図書委員のもとへと向かっていった。

　三年生で年上なのだが、弾はずんだ足取りを見ていると、屈くつ木き先せん輩ぱいや樋ひ口ぐち先せん輩ぱいと比べて少し幼く感じるが、まぁ女の子だし違ちがうよな。よし。プリントも受け取ったし、今度こそ戻もどろう。

　というわけで、振ふり返かえると、

「ここはお姫ひめ様さまが掃そう除じ中なので、通られては困ります」

「…………」

　いつの間にか、トンボで俺おれの進行を阻そ止しするアネモネが立っていた。

「どうしたんだよ？」

「どうもしません」

「……ただの友とも達だちだよ。これだって、屈くつ木き先せん輩ぱいに渡わたしてほしいって頼たのまれただけだ」

「別に何も聞いてないのです」

「なら、その顔はなんだ？」

　すごいふくれっ面つらじゃないか。ちょっと面おも白しろいぞ。

「二つの安心とお餅もちを焼きたい気持ちが混ざり合った結果、膨ふくらみました」

　なんだそれ？　また意味の分からないことを言って。

「楽しそうで何よりでしたが、王子様はどうしてくれるのでしょう？」

　俺おれにだって、女の子の友とも達だちぐらいいるし、ジョーロだって一いつ緒しよにいたじゃないか。

　──と言ってやりたいが、聞きそうにないので……

「手伝うよ」

「うむ。それで手を打とう。にひ」

　俺おれもトンボを持って、アネモネの隣となりでグラウンド整備を手伝うことにした。

　そこでようやく、いつもの表情に戻もどってくれたので一安心だ。

　イタズラめいた笑え顔がお。今日一日のマネージャー業務の疲つかれを感じさせない笑え顔がおだ。

　なら、このまま黙だまって整備ってのもつまらないし、適当に会話でも……

「マネージャー業務初日のご感想は？」

「太たい陽よう君が、ダッシュでアナチンに勝ってるところがかっこよかったよ」

　なんだよ。球たま磨みがきで見てないと思ったら、見てたのかよ。……よっしゃ。

「でも、クッキーさんと勝負してる時と投球練習をしてる時は、もっとかっこよかったな。太たい陽よう君、すごく楽しそうにボールを投げるからさ、見てるだけでワクワクするんだ。……あ、バットを振ふってる時もかっこよかったよ。こう、シュバって感じが」

「そ、それは光栄なことで……」

　嬉うれしいのだが……、ここまで手放しで褒ほめられると恥はずかしい。何事も、程ほど々ほどが一番だ。

「……あと、ありがとね」

「何がだ？」

「私の願い事を叶かなえてくれて。きっと太たい陽よう君は、ナリツキさんの精せい霊れいなんだろうね」

「どういうことだよ？」

「実は初めて会った日、太たい陽よう君の練習が終わるのを待ってる間に、『あの中に、私も入りたいです。仲間に入れてもらいたいです』って考えてたんだ。そしたら、叶かなっちゃうんだもん。だから太たい陽よう君は、ナリツキさんの精せい霊れいなのです」

「いたって普ふ通つうの人類だな」

「ありゃ、残念」

　それを言うなら、俺おれの願いだって叶かなっている。

　あの日、本当なら俺おれはナリツキに、『フォークボールが投げられますように』って願おうとしていた。結局、願ねがい損そこねてしまったけど、その翌日には投げられるようになったんだぜ？

「……だからお礼に、君が聞きたいことを何でも答えちゃうよ」

「それは嬉うれしい申し出だ。ちょうど聞きたいことがいくつかあったからな」

「にひ。やっぱりね」

　なんでもお見通しってか。アネモネって、本当に精せい霊れいか何かじゃないのか？

　ともあれ、許可も出たことだし、少しだけ踏ふみ込こませてもらうよ。

「なんで、スマホの解除番号を忘れたんだ？」

「……アネモネちゃんは、うっかりさんなのです」

　茜あかね色いろに染まる空の下、アネモネがやけに達観した声を出した。

「うっかりで済ませられる程ほど、軽いものじゃないと思うけどな」

「大切さなんて、人によって違ちがうよ。ちゃんと、大事なことは全部覚えてるもん」

「つまり、スマホの解除番号は、大事なものではないと？」

「そっ。今日食べたお弁当の味のほうが大事。すっごく美お味いしかったもん」

　無む垢くな笑顔に、幸せそうな声。噓うそは、言っていない。それは分かるのだが……

「今を全力で生きすぎだろ」

「アネモネちゃんは、過去を振ふり返かえらないタイプなのだ」

「たまには振ふり返かえってやれよ。後ろから、一いつ生しよう懸けん命めいついてきてるんだからさ」

「私の過去はウサギさんなんだよ。一いつ生しよう懸けん命めい走りすぎて、ちょっぴり休きゆう憩けい中なのさ」

　童話の『ウサギとカメ』か。けど、あの話は……

「あれは、勝利を確信したウサギがさぼった話だろ？」

「私は、そう思わないなぁ。ウサギさんは、きっと勝つために一いつ生しよう懸けん命めいだったんだよ。でも、がんばり方を間ま違ちがえちゃったの。だから、疲つかれて動けなくなっちゃった。それでも、最後はちゃんと、ゴールに辿たどり着ついたんだよ」

「つまり、いつかウサギはまた走り出すって言いたいのか？」

　俺おれがそうたずねると、アネモネは小さく首を縦に振ふった。

「うん。元気になったウサギさんはすごいよ。今度は間ま違ちがえずに頑がん張ばるから、あっという間にカメさんを追おい越こして、どこまでもどこまでも走っていくんだ」

「あの童話だと、ウサギはカメに負けたけどな」

「それは、ゴールの場所が近かったからだよ。もっと遠い場所にゴールがあったら、ウサギさんが絶対に勝ってたと思わない？」

「かもな。……で、話が逸それてると思うんだが？」

　なんで、スマホの解除番号の話がウサギとカメになってるのやら。

　そっちが聞けって言ったくせに。

「そろそろ、次に太たい陽よう君が聞きたい話に進もうかと思いまして」

　なるほどな。なら、スマホの話はここまでにして、別の話をさせてもらうとするか。

「……あの人が俺おれに会いに来たよ。お前に関わるなって言われた」

「知ってる。ご本人から聞きました」

　ま、そうだよな。あれだけのことをやって、アネモネ本人には何もなしなんて有り得ない。

「……太たい陽よう君、勘かん違ちがいしないでね？　あの人は、とても優やさしい人だから。ちょっとふざけてるけど、すごくひたむきで真まっ直すぐな優やさしい人なの。だから……」

　なんで、あんなことを言われていたお前が、あの人をかばうんだよ。

「俺おれが聞きたいことを聞くはずなのに、なぜアネモネが話している？」

「あ、そ、そうだったね。……ごめんなさい」

　やめろ。そんな素す直なおに謝あやまるな。いつもの調子でいろよな。

「それで、太たい陽よう君はどうしようと思ってるのかな？」

　何が聞きたいのかな、だろう。

　そんな不安に押おしつぶされそうな顔は、お前には似合わないぞ。

「そうだな。とりあえず……」

　あの人との関係を問とい詰つめる？　なんで、あんなことになっているのかを確かく認にんする？

　いや、俺おれが今一番すべきは……

「今日、この後にイタリア料理でも食べに行かないか？」

　これ以外、有り得ないよな。

「……え？」

「フランス料理のフルコースは厳しいけど、イタリア料理なら今日すぐにでも、お姫ひめ様さまにご馳ち走そうできるんだが、どうする？」

　ゴクリと強くツバを飲のみ込こんだ後、俺おれはそう言った。

　本当に断られたくない相手を飯に誘さそうってのは、友とも達だちを飯に誘さそう百倍はしんどい。

「…………うん、食べたい」

　少しの間を置いて、アネモネが穏おだやかな声を出した。

「なら、決まりだな」

　よかった。断られなかったぞ……。本当に、よかった……っ！

「やったね。王子様とお姫ひめ様さまのディナーだ」

「いいや。せっかくのマネージャー初日だ。パーティーにしようぜ」

「パーティー？」

　首を傾かしげるアネモネを見て、俺おれはニヤリと少しだけ不敵な笑えみを浮うかべた。

　そして、まだグラウンドに残っていた他のメンバーに、

「なぁ、みんな！　今日は、アネモネの歓かん迎げい会かいも兼かねてイタリア料理を食べに行かないか？」

　よく響ひびき渡わたる声で、そう言った。

「おお！　サンちゃん、ナイスアイディアだ！　行く行く！　俺おれ、行っちゃうよぉ！」

「穴あな江え、はしゃぎすぎ。あんまり食べ過ぎるなよ？　今後の練習に響ひびく。ま、俺おれも参加だ」

「オッケー。……なら、妹に連れん絡らくしておかないと」

「はっはっは！　サンちゃんに先を越こされたか！　俺おれが誘さそおうとしてたんだがな！」

「むふふふ！　もちろん、私も参加しますよぉ！」

　俺おれの言葉に、まだグラウンドに残っていたメンバーが反応する。

　アネモネは少し意外だったのか、目をパチパチと瞬まばたきさせて俺おれを見つめている。

「独どく占せん欲よくが強い、太たい陽よう君らしくないよ」

「承しよう認にん欲よくが強い、アネモネの意向に合わせたんだよ」

「やっぱり、君は王子様だね。素す敵てきなパーティーになりそうだ」

　今はまだ、ここまででいい。これ以上、聞く必要はない。

　アネモネは、俺おれ達たち野球部に加わった新しい仲間。それでいいじゃないか。

「ちなみに、オススメの料理を聞いてもいいかな？」

　ウキウキした様子のアネモネ。

　これから食べるであろうイタリア料理の想像を膨ふくらませているのが、よく分かる表情だ。

「そうだな。やっぱり、あそこの店なら…………ミラノ風ドリアだな」

「……私も知ってるお店だったよ」

　当たり前だろ。男子高校生のお財さい布ふ事情に優やさしいお店をチョイスしたからな。

　そんな残念そうな顔をするなよ。美う味まいぜ、ミラノ風ドリア。




　甲こう子し園えんが間近に迫せまったこの時期に、新しく俺おれ達たちの仲間に加わった一人の少女。

　まだ初日だと言うのに、彼かの女じよが野球部に与あたえた影えい響きようは絶大だった。

　普ふ段だん以上に、身が入った練習。ほんと、男なんて単純なものだ。

　女の子に、いいところを見せたいって思うだけで、あんなにも発揮する力に差が出るんだからな──なんて、一番単純なのは俺おれか……。

　けど、仕方ないだろ？

　こんな風に、期待で胸が張はり裂さけそうになるなんて、中々できない経験なんだからさ。

　まだ、アネモネには分からないことが沢たく山さんある。でも、分かっていることもある。

　こいつは、俺おれ達たち西にし木き蔦づた高校野球部のマネージャーだ。

　そう考えるだけで、自然と頰ほおが緩ゆるんでしまう自分に、情けないような嬉うれしいような複雑な感情を抱いだいてしまうのであった。
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「おはよー、ショー先生」

「う、うむ！　……おはよう、アネモネ！」

　午前六時。校門で背筋をピンと伸のばし、浮うわついた声を出すウータン。

　その表情は、誰だれが見ても分かるぐらいにほころんでいた。

「今日もショー先生が一番乗りだ。毎朝、ご苦労様です」

「当たり前だ！　関係者以外の誰だれかが、立ち入ろうとするかもしれんからな！」

「私は関係者なのです」

「分かっている。だから、止めていないだろう？　ウッホッホッホ！」

　おい、ウータン。テンションが高いのは分かったから、その笑い方はやめてくれ。

　朝っぱらから、腹筋に多大なダメージを受けるから。

「うっほっほっほー」

「こら！　教師をからかうな！　まったく、アネモネには困ったものだな！」

　この状じよう況きようを見てよく分かると思うが、ウータンはアネモネを大層気に入っている。

　理由は、アネモネが取ったとある行動──と、仰ぎよう々ぎようしく言ってみたが、別に大したことをしたわけじゃない。会話をしていただけだ。

　毎朝、校門前に立っているウータンだが、大たい抵ていの生徒は挨あい拶さつのみをして去っていく。

　しかし、アネモネは挨あい拶さつの後に、必ずウータンに何かしらの話題を振ふる。天気の話だったり、野球部の話だったり、ニュースの話だったりと、どれもとりとめのないものばかりだが、ウータンとしてはそれが嬉うれしかったらしい。その結果が、今の有あり様さま。

　ようするにウータンは、俺おれ達たち野球部のため以外にももう一つ、生徒との会話に飢うえて、毎朝校門の前に立っていたという理由もあったわけだ。

　まったく、いい年した大人が何をやってるんだか……。けど、そういうところに気がつけると、『先生』という存在も俺おれ達たちと同じ人間なんだなと思えて、身近に感じられる。

　大人って、遠いようで案外近いもんなんだな。

「おはようございます、庄しよう本もと先生！」

「大おお賀がか！　今日も早いな！　おはよう！」

「遅おそいぞ、太たい陽よう君」

「今、庄しよう本もと先生に『早い』って言われたばかりだぞ？」

「私と比べたら遅おそいのです」

　手厳しい。これでも、普ふ段だんよりは少し早めに出発してるんだから、大目に見てくれよ。

「アネモネと比ひ較かくしたら、さすがの大おお賀がも勝ち目はないな！　毎朝、生徒では……っと、アネモネは……まぁ、いいか！　生徒ではアネモネが一番乗りだからな！」

「そうです、生徒ではアネモネちゃん、先生ではショー先生が一番乗りなのです。ぶい」

「ぶ……こほん。まぁ、私はいいか……。いや、しかし……ぶ、ぶぃ」

　言葉通りのＶマークを手で作り、俺おれのほうへ掲かかげるアネモネ。その隣となりでウータンが、自分もやるかやらないか悩なやんで、時折ひそかに小さなＶマークを作っているのが面おも白しろい。

「分かったよ。それじゃ、行くぞ」

「うん、そうするー。じゃね、ショー先生。この後もお仕事頑がん張ばって」

「任せておけ！　アネモネも、その……、マネージャー業務を頑がん張ばりたまえ！」

「まかせとけー」

　なんだか妙みような、ウータンとアネモネの会話を聞きながら、俺おれは校門を越こえていった。

「にひ。ショー先生と仲良くなれたよ」

「知ってる。多分、うちの野球部で一番ウータンと仲が良いいのはアネモネだよ」

「イエイ。アイアムナンバーワン」

　部室へと向かう中、横を歩くアネモネが誇ほこらしげに笑う。上じよう機き嫌げんな様子は、ウータンと仲良くなれたことだけが理由じゃないだろう。そこに加えてもう一つ……、

「ねぇねぇ、新しいドレスはどうかな？　似合ってる？」

　今のアネモネの格好が、大きく関わっている。

　アピールしている服は、これまでアネモネが着ていた俺おれのダボダボの体操着ではない。

　本人が『新しいドレス』と言うように、西にし木き蔦づた高校のユニフォームだ。

　たんぽぽが、「そんなダボダボな体操着より、こっちを着ましょう！　きっと似合いますよ！」と、自分の予備のユニフォームをプレゼントしたのだ。

　……ただ、たんぽぽは比ひ較かく的てき小こ柄がらなので、平均的な体型のアネモネには少し小さい。

　おかげで、以前の俺おれの体操着を着ていた時とは逆に、キュッと引ひき締しまっている。

「ああ。それなら、どこからどう見ても、うちの野球部のメンバー以外には見えないよ」

「やったね。これで私も、正式なにしきつた高校野球部のマネージャーだ」

「にしきづた、な」

　またうちの学校の名前を間ま違ちがえて。いつになったら、覚えるんだよ……。

「ところで、それがあれば、古いドレスは元の持ち主に返へん却きやくしてもいいんじゃないか？」

「ふふん。アレは、まだまだ私の物なのだ」

「どこに着てくんだよ。あんなダボダボの体操着」

「決まってるじゃん」

　やけに自信満々なアネモネの表情。これは、しばらく返すつもりはなさそうだ。

「思い出の中だよ。にひ」

　ここ最近関わっていて気づいたことだが、アネモネはやけに物を収集する癖くせがある。

　俺おれの体操着に始まり、芝しばがキャッチに失敗した硬こう式しきボール、たんぽぽと一いつ緒しよに持ってきたミネラルウォーターの空ペットボトル、穴あな江えが使い終わった滑すべり止どめスプレー、屈くつ木き先せん輩ぱいが捨てようとしたバッティンググローブ、樋ひ口ぐち先せん輩ぱいからもらったボールペン等々、とにかく何でもだ。

　物を大事にする性格……ってわけじゃないよな。どう考えても、いらない物も混ざってるし。

　いったい、何のために集めているのやら……。本当に、こいつは色々と謎なぞが多い。

「けど…………、今日で最後かぁ。なんだか、あっという間だったなぁ……」

　これまでの弾はずんだ声とは違ちがう、名残なごり惜おしさと寂せき寥りようを含ふくんだアネモネの声。

　それを聞くと、わずかに胸が痛んでしまうが、こればかりは仕方ない。

「正確に言うと違ちがうけどな。西にし木き蔦づた高校で練習をするのは、今日が最後だ」

　明日から、俺おれ達たち西にし木き蔦づた高校のメンバーは、大おお阪さかへ行く。

　つまり、いよいよ始まるのだ。全国高校野球選手権大会……通つう称しよう『甲こう子し園えん』が。

　といっても、向こうについてすぐに試合が始まるわけじゃないんだけどな。

　試合の前に、公開練習や試合日程を決める抽ちゆう選せんなどがある。そのために、俺おれ達たちレギュラー……正確に言うとベンチ入りメンバー、それに監かん督とくと顧こ問もんは大おお阪さかへと出発する。

　そこから少し遅おくれて、マネージャーや他のメンバーも順次大おお阪さかに乗のり込こむ手て筈はずだ。

　タイミングが違ちがうのは、金銭的な都合。

　先に向かうメンバーの分は、いくらか日本高等学校野球連盟……通つう称しよう『高野連』から支給してもらえるが、支給はそこまで。それ以降のメンバーに高野連からのサポートはない。

　ただ、今年の西にし木き蔦づた高校は初の甲こう子し園えん出場を決めた。そのおかげで、有あり難がたいことに卒業生や保護者の皆みな様さまからたっぷりと寄付があったので、少し遅おくれはするが、野球部に所属する一人を除いた全メンバーが甲こう子し園えんに行けるというわけだ。まぁ、つまり……、

「最後までよろしくね、太たい陽よう君」

　唯ゆい一いつ、除かれた一人というのが、臨時マネージャーであるアネモネなのだ。

「ああ、よろしくな」

「もっと寂さびしそうな表情をするべきだと、アネモネちゃんは思います」

　俺おれがいつもの調子で返答をしたのが気に食わなかったのか、クイクイと俺おれの制服を引っ張りながら、不ふ貞て腐くされている。ちょっと面おも白しろい。

「これでも十分寂さびしがってるさ。けど、仕方がないことを割り切れるタイプなんだ」

「そっか。仕方ないことは、割り切れちゃうタイプなのか」

　逆を言えば、仕方なくないことは絶対に割り切らないんだけどな。……ちなみにだが、今回のケースは仕方なくないパターンに含ふくまれるから、割り切らずに行動させてもらったよ。

「あのな、アネモネ」

「なんだい？」

「実はさ……いや、なんでもない」

　っと、危ない危ない。うっかり口が滑すべりそうになった。

　これは、今日の部活終わりまで内ない緒しよにするって決めてたんだ。

　きっと知ったら、アネモネは浮うかれてしまう。

　それが部活中の変なミスにつながったらまずい。だから……、今はまだ我が慢まんだ。

「むぅ。王子様が優やさしくないぞ」

「そんなことはないさ。お姫ひめ様さまのことを一番に考えてるよ」

　あぁ、早く教えたいな。知った時のアネモネの顔……想像するだけで、楽しみだ。
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「それでは、アネモネさん！　今日も一いつ緒しよにマネージャー、頑がん張ばりましょう！　まずは、もちろんスポーツドリンクの準備からです！　むふふ！」

「りょ～かいであります、たんぽぽ先せん輩ぱい」

「そうです！　私は先せん輩ぱいなのです！　むっふん！」

　朝の練習が始まると同時に聞こえてくる、たんぽぽの弾はずんだ声。野球部の中で、部活中に誰だれよりも関わる機会が長かったからか、たんぽぽは本当にアネモネが大好きになったようだ。

「お水の準備はできていますし、あとは作るだけですね！　あ、粉末は──」

「入れすぎちゃダメなんだよね。ちゃんと覚えているのです」

「むふ！　アネモネさんも、もう立派な西にし木き蔦づた高校野球部のマネージャーですね！」

　そうだな。俺おれもそう思うよ。本当に立派な、西にし木き蔦づた高校野球部のマネージャーだ。

「……よし、かんせぇー。確かく認にんをお願いしまぁーす」

「分かりました！　では……んく、んく……ぷはーっ！　バッチリなうえに、美お味いしいです！　アネモネさんも飲みましょう！」

「やったね。それじゃあ、一杯ぱいいただいちゃうよ。……うん。おいし」

　初めの頃ころはたどたどしかった作業も、今ではもう慣れたもの。

　アネモネは、性格からして作業が大おお雑ざつ把ぱになると思いきや、むしろ真逆で一度教えられたことはすぐに覚えて正確無比にやり遂とげる、予想以上に優ゆう秀しゆうな奴やつだった。

「……あ、そうだ！　アネモネさん、今は大おお忙いそがしですが、甲こう子し園えんが終われば時間ができるので、私と一いつ緒しよにどこかに遊びに行きましょう！　私、アネモネさんと遊びに行きたいです！」

「えっとね、私も行きたいことは行きたいんだけど……、その、実は……」

「やりました！　では、決けつ定てい事じ項こうということで！　むふふふ！　楽しみです！」

「あははは……。たんぽぽ先せん輩ぱいは、強ごう引いんだなぁ」

　お前まえ達たち、スポーツドリンクを作った後に飲むのはいいけど、そうやって雑談ばかりしてると、

「話すなとは言わないけど、少し無む駄だ話ばなしが目立つな。マネージャー諸君？」

「ひょ!?　ひ、樋ひ口ぐち先せん輩ぱい……」

「あちゃ。これはいけない」

　そういうのを絶対に見み逃のがさない人が、うちの野球部にはいるってことを忘れるなよ。

「たんぽぽ、アネモネ。今から、俺おれ達たちは練習でノックをやるんだけどさ、球拾いのメンバーがちゃんと揃そろってないと始められないわけだ。……となると、君きみ達たちがやるべきことは？」

「し、失礼しました！　すぐに取とり掛かかります！　急ぎましょう、アネモネさん！」

「ラ、ラジャー、たんぽぽ先せん輩ぱい」

「はぁ……。少し目を離はなすとすぐこれだ……」

　樋ひ口ぐち先せん輩ぱいに注意されて、慌あわてて球拾いの位置へと走っていくマネージャー達たち。

　が、個人的に俺おれが注意したいのは、説教という形ではあるものの、女子と会話をして上じよう機き嫌げんに鼻はな唄うたを歌い始めたと思われる樋ひ口ぐち先せん輩ぱいだったりもする。

　やってることが正しいから、注意ができないってのは面めん倒どうだ。







「…………よっ！」

「…………うし！　ナイスピー！」

　みんながノックをしている中、俺おれは芝しばと投球練習。

　守備練習も大事だが、フォークの調整のほうが優先度は高いため、少しだけ特別待たい遇ぐうだ。

「芝しばも慣れてきたな！　頼たのもしい限りだぜ！」

「まぁな。もう、おほるようなことはしないよ」

「はははっ！　逆にやられたらまずいっての！」

　俺おれのフォークボールは、あの日以来まるで水を得た魚のように、一気に上達をしていた。

　さらに、上達したのはフォークだけじゃない。……ストレートもだ。

　どうやら、俺おれはパスボールを恐おそれて無意識に抑おさえていた力があったようで、パスボールを恐おそれなくなったことで、自然と球速、キレ共に上がったのだ。

　そんな俺おれの目に見える成長もあって、他のメンバーの甲こう子し園えんへのモチベーションも急きゆう上じよう昇しよう。

　今の俺おれ達たちなら、確実に甲こう子し園えんでも通用する。もしかしたら、優勝だって……。

「クッキーさん、ボールのお届けなのです」

「うむ！　助かるぞ、アネモネ！」

　少し離はなれたところから聞こえてくる、アネモネと屈くつ木き先せん輩ぱいの豪ごう快かいな声。

　たんぽぽと並んでいると少し大おお柄がらに見えるアネモネだが、屈くつ木き先せん輩ぱいと並んでいると、今度は逆に小こ柄がらに見える。比ひ較かく対たい象しようが違ちがうだけで、随ずい分ぶんと印象は変わるものだ。

　俺おれと一いつ緒しよにいる時のアネモネは、みんなにどう見えてるんだろう？　……まぁ、いいか。

「よし！　では、続きを……ん。そうだ！　アネモネ、やってみるか？」

　屈くつ木き先せん輩ぱいが、自分の持っているバットをアネモネに向けて差し出す。

　いや、それは練習にならないんじゃ……。

「え？　私が？」

「ボール拾いだけでは飽あきると思ってな！　二、三球、打ってみてもいいぞ！」

「でも、今は大事な時期だし、貴重な練習時間を……」

「だからこそだ！　今日までアネモネのアドバイスのおかげで、俺おれ達たちは随ずい分ぶんとレベルアップしたからな！　もしかしたら、ノックをすることで新たな発見があるかもしれないだろう？」

　屈くつ木き先せん輩ぱいの言っていることは、あながち間ま違ちがいでもない。

　練習の最さ中なか、時折挟はさまれるアネモネからのアドバイス。感覚的なものばかりなのだが、なぜかよく的中する。おかげで、俺おれの投球だけじゃなく、芝しばと穴あな江えはバッティング、樋ひ口ぐち先せん輩ぱいと屈くつ木き先せん輩ぱいは守備の面で、今まで行いき詰づまっていた壁かべを突とつ破ぱして次のステップへと進めた。

　結果として、チーム全体の実力が向上したのだ。

　まぁ……、唯ゆい一いつ複雑な気持ちを言うとすれば、レベルアップの結果、芝しばが四番バッターに昇しよう格かくして、俺おれが三番バッターに降格したことだけど……。嬉うれしいけど、悔くやしい。ちくしょう。

「じゃあ、少しだけ……」

「うむ！　遠えん慮りよせずやれ！　そうだな、狙ねらいはショートの樋ひ口ぐちだ！　あいつは、うちのチームでもピカ一の守備力だからな！　必ず捕球してくれるぞ！」

「まったく屈くつ木きは、余計なことを…………バッチコーイ！」

　文句を言いつつも、樋ひ口ぐち先せん輩ぱいも屈くつ木き先せん輩ぱいの提案に乗るようで、アネモネに向けて守備の構えを見せている。ま、ちょっとぐらい遊びがあってもいいよな。

「よぉ～し、アネモネちゃん、頑がん張ばっちゃうよ」

　屈くつ木き先せん輩ぱいから受け取ったバットを右手に、ボールを左手に。

　そして、ヒョイとボールを上に投げて、

「ふんがばちょ。…………ありゃ？」

　相変わらずの変な掛かけ声ごえと共に、盛せい大だいに空から振ぶった。

　意外と難しいんだよな、自分で投げたボールにバットを当てるのって。

「はっはっは！　ナイスフェイントだ！」

　豪ごう快かいに笑う屈くつ木き先せん輩ぱい。構えていた樋ひ口ぐち先せん輩ぱいも、グローブで口元を隠かくして笑っている。

「むぅ。次こそは……ふんがばちょ」

　二回目の挑ちよう戦せんは見事に成功。

　アネモネが振ふったバットは見事にボールをとらえて前方へと転がっていく。

「……よっと！　いい球を打つじゃないか」

「やったね」

　樋ひ口ぐち先せん輩ぱいからの感心した声に、嬉うれしそうに微笑ほほえむアネモネ。本当は、全然ショートの守しゆ備び範はん囲いじゃない変なところに飛んだボールだったが、初めからそれを想定していたのだろう。

　一気にダッシュした樋ひ口ぐち先せん輩ぱいは、華か麗れいにその球をキャッチしてファーストへ投げた。

「では、もう少ししたら昼ひる休きゆう憩けいだが、それまでは引き続き球拾いを頼たのむぞ！」

「了りよう解かいであります」

「アネモネさーん。こっちですよ、こっち！　早く私と一いつ緒しよに球拾いをしましょう！　むふ！」

　うーん。悪いとまでは言わないが、みんなちょっとアネモネに構いすぎじゃないか？

　もう少し、自じ分ぶん達たちの練習に集中したほうがいい気もする。

「サンちゃん、早く投げてくれよ。俺おれが暇ひまだろ？」

「あ、悪い芝しば！　大だい丈じよう夫ぶだ、すぐに投げるからよ！」

「まったく、お姫ひめ様さまに集中するのも程ほど々ほどにしておけよ？」

「……っ！　べ、別にそういうつもりはないっての！」

　芝しばめ、めざとく指し摘てきしてくるなよな。ただ……、俺おれの自じ業ごう自じ得とくだ。うん、気をつけよう。

　それから、俺おれはカンという金属バットにボールが当たる軽快な音を耳にしながら、投球練習を続けていった。
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　午前の練習を終えて昼ひる休きゆう憩けいの時間。

　最近は、俺おれ、アネモネ、芝しば、屈くつ木き先せん輩ぱい、樋ひ口ぐち先せん輩ぱい、穴あな江え、たんぽぽの七人で飯を食うのが恒例となっていて、今日も部室でそのメンバーと一いつ緒しよに昼食をとっている。

　あとは、午後の練習が終われば今日の部活は終しゆう了りよう。そうしたら、アネモネに──

「なぁなぁ、アネモネちゃん！　俺おれ達たちさ、みんなで金を出し合って、アネモネちゃんの分の交通費と宿しゆく泊はく費ひを集めたから、一いつ緒しよに甲こう子し園えんに行こうぜ！」

「……え？」

　おい、穴あな江え。お前は、なに平然とカミングアウトしてくれているんだ。

　それは、俺おれが部活終わりに言おうと思っていたのに……。

「私が……甲こう子し園えんに……？」

「そっ！　さすがにベンチ入りはできないけど、一いつ緒しよに行くことはできるんだぜ！」

「むふふふ！　大切な仲間を置いていくなんて有り得ませんからね！　もちろん、アネモネさんも一いつ緒しよですよ！　時間に余よ裕ゆうがあったら、向こうで一いつ緒しよに観光とかもしちゃいましょう！」

　ウキウキとした様子の穴あな江えとたんぽぽに話しかけられ、目を丸くするアネモネ。

　そのまま、困こん惑わくした表情を俺おれのほうへと向けてきた。

「太たい陽よう君、どういうこと？」

　はぁ……。これはもう、ごまかせそうにないな。

「どういうことも何も、今穴あな江えが言った通りだぜ。明日からの甲こう子し園えん……、俺おれ達たちレギュラーメンバーは先に行くけど、そこから少し遅おくれてマネージャーと他のメンバーも来ることになってるからよ。そこに、お前も含ふくまれてるってだけさ。まぁ、その……、アネモネも……」

「私も？」

　……緊きん張ちようするな。いけ……、言うんだ。

「ア、アネモネも、大事な俺おれ達たちの仲間だからさ」

　なんとか言えた……。もう、今日一日の勇気を全部使い切った気分だ。

「……これは、ちょっと予想外の展開だったのです。その……、ありがとう」

　目を丸くして、アネモネが素す直なおに驚きよう愕がくを口にした後、どこか困った様子でお礼を言った。

　アネモネなら、もっとはしゃぐかなとも思ったが、案外落ち着いた様子だ。

「はっはっは！　サンちゃんの言う通りだ！　ここ数日、アネモネにはマネージャーとして随ずい分ぶんと助けられたからな！　その礼だと思ってくれればいいぞ！」

「そういうこと。遠えん慮りよとかしないでいいから一いつ緒しよに来いよ、アネモネ」

「だな。……あ、甲こう子し園えんには俺おれの妹も応おう援えんに来るから、紹しよう介かいするよ。可愛かわいくてビックリするぞ」

　俺おれの言葉に、屈くつ木き先せん輩ぱい、樋ひ口ぐち先せん輩ぱい、芝しばが続く。

　一番重要な台詞せりふを言わせてと恨うらむ反面、自分で言えてよかったと思う達成感があった。

「じゃあ、えっと……家族に確かく認にんしてみるね」

「はぁ～い、分かりました！　むふふふ！　これで甲こう子し園えんでもアネモネさんと一いつ緒しよです！」

「わ。抱だきつかれちゃった」

　感情のまま、アネモネにギュッと抱だきつくたんぽぽ。

　まったく……。どっちが先せん輩ぱいだか、よく分からないじゃないか。

「いよっしゃ！　これで、野球部全員で甲こう子し園えんに行くことは決まったわけだし、あとは優勝すれば完かん璧ぺきだ！　アネモネちゃん、楽しみにしててね！　俺おれ達たちが優勝するところ、ちゃんと見せてあげるからさ！」

　穴あな江え。テンションが上がっているのは分かるが、さすがにそれは言いすぎじゃないか？

　俺おれもちょっと前に似たようなことは思ってたけどさ、口には出さずにいたんだぞ。

「俺おれも穴あな江えに賛成。今の俺おれ達たちなら、どこと当たったって負ける気がしないね」

　って、芝しばもかよ……。ということは、恐おそらく、

「ま、今日は穴あな江えの意見を尊重してやるか。どうせそこ以外、目指すつもりはなかったし」

「そうだな！　やはり甲こう子し園えん優勝は、高校球児たる者、一度は憧あこがれる境地だ！　そこに手が届く可能性がある以上、手を伸のばさずにはいられんな！」

　予想通り、樋ひ口ぐち先せん輩ぱいと屈くつ木き先せん輩ぱいも便乗する、と。

　うちの野球部って、アネモネのことになると、一いつ致ち団だん結けつする傾けい向こうがあるよな。

「よぉ～し！　じゃあ、俺おれ達たちとアネモネちゃんの約束だ！　西にし木き蔦づた高校野球部は、アネモネちゃんに、甲こう子し園えんで優勝しているところをお見せします！　みんな、いいよな!?」

「ああ、もちろん」

「当然だろ」

「うむ！　決まっている！」

「むふふ！　私も約束しちゃいます！」

　まったく……。みんな本当は不安なくせに、それを一いつ切さい態度に出さないどころか、意地を張ってアネモネと約束するなんて……。けど、そのほうが俺おれ達たちらしいよな。

　辛しん気き臭くさいのなんて、似合わない。戦う前から負けることを考えるなんて、バカげてるさ。

　で、そんな状じよう況きようで、まだ同意していない俺おれがいるわけだが……

「おや？　王子様は自信がないのかな？」

　どうせ、お前が率そつ先せんして何か言ってくると思ったよ。まったく、言ってくれるじゃないか。

「そんなわけないだろ？　甲こう子し園えん優勝ぐらい、余よ裕ゆう綽しやく々しやくだ」

「やったね。……じゃあ、楽しみにしてるね。……みんなが、ナンバー１になるところ」

　アネモネの言葉に、俺おれ達たちは揃そろってコクリと頷うなずいた。

　このメンバーで、甲こう子し園えんで優勝できたら最高だ。だったら、目指すしかないよな。

「では、アネモネと俺おれ達たちの約束も終わったところで、一つ報告だ！　今日の練習は十五時で切り上げる！　明日から、まだ試合が始まらないとは言え、甲こう子し園えんに向かうからな！　今まで頑がん張ばってきた分、今日は少しだけ休息を挟はさむ！　各自、部活が早く終わるからといって、ハメを外しすぎないように！」

「いぇ～い！　もちろん、分かってますよ、屈くつ木き先せん輩ぱい！」

　声だけ聞いてると、まるで分かってない気しかしないぞ、穴あな江え。

「ねぇねぇ、アネモネちゃん！　今日、この近くでお祭りがあるって知ってる？　それでさ、よかったら俺おれと──んぎゅぇ！」

　穴あな江えが最後まで台詞せりふを言う前に、樋ひ口ぐち先せん輩ぱいがユニフォームの首元を背後から引っ張った。

　予想外の圧あつ迫ぱく感かんに、随ずい分ぶんと面おも白しろい声を穴あな江えが出している。

「ゲホゲホ！　いきなり、何をするんですか、樋ひ口ぐち先せん輩ぱい！」

「空気の読めない穴あな江えは、俺おれと一いつ緒しよに荷物の最終確かく認にんな」

「えええええ!?　いや、俺おれは昨日のうちにちゃんと準備を……」

「そう言って、中学時代、何度忘れ物をした？」

「うっ！　それは……」

「はい、決定。それと、もう少しデリカシーを身につけような。アネモネにだって、誰かさんとの予定があるかもしれないだろ？　折角の甲こう子し園えんに行く前の最終日なんだから」

「デリカシー？　誰だれかさん？　……あ、そういうことか！　オッケーっす！　俺おれは荷物の最終確かく認にんをします！　ごめん、アネモネちゃん！　俺おれは行けないから、他の奴と行ってきなよ！」

　穴あな江えと樋ひ口ぐち先せん輩ぱいが、俺おれとアネモネを交こう互ごに見てニヤリと笑う。おい、これって……

「そっかぁ～。今日の部活は早めに終わるのかぁ～。ちょっぴりお暇ひまができるなぁ～。お祭りがあるのかぁ～。……知ってた、太たい陽よう君？」

「し、知ってるけど……」

「では、問題です。お姫ひめ様さまをお祭りに誘さそうのは、誰だれの役目でしょう？」

　行きたいなら、素す直なおにそう言えよ。俺おれの勇気は、ついさっき使い切ったばかりなんだ。

「あの、屈くつ木き先せん輩ぱい、よければ俺おれと一いつ緒しよに祭りにでも……」

「サンちゃん！　俺おれは、部活の後は監かん督とくと最後の打ち合わせをするから空いてないぞ！」

　ぐっ！　さすが、キャプテン！　俺おれ達たちのことをよく考えてくれている。

　誘さそうにしても、せめてもう一人いたらと思ったのだが……いや、まだ諦あきらめるな！

「そ、そうですか。……あ！　それなら、芝しばは……」

「俺おれ、妹と一いつ緒しよに祭りに行く約束してるから、部活の後は空いてないな」

　おい、芝しば。なんだ、そのニヤニヤした表情は？

　そっちも祭りに行くなら一いつ緒しよでいいだろ、一いつ緒しよで。

「た、たんぽぽ！　お前は暇ひまだよな!?　ほら！　アネモネと遊びに行きたいって、さっき……」

「むふ！　今日の私は予定ありです！　特とく正しよう先せん輩ぱいが甲こう子し園えんの前にお祭りに行こうと誘さそってきたので、仕方がないから付き合ってあげちゃうんです！」

　それは、邪じや魔まできないな……。そんなことをしたら、少し前の俺おれとジョーロの苦労が木こっ端ぱ微み塵じんだ。……まずい。まずいぞ。ノーアウト満まん塁るいの大ピンチに、いつの間にか陥おちいっている。

　しかも、相手が本来なら味方のメンバーというのだから、おかしな話だ。

「あ～……、アネモネ……」

　まずは、様子見のボール球から。いきなりストレートで、真っ向勝負はまずい。

　相手バッターが、バットを振ふればいいと願うが、

「なんだい、太たい陽よう君？」

「「「「なんだい、太たい陽よう君？」」」」「なんだい、太たい陽よう君？　むふふ！」

　選球眼はバッチリ、と。おまけで、他のメンバーからのサポートまであるのかよ。

　こいつら、完全に楽しんでるな……。

「きょ、今日のこの後の予定は？」

「さっき、ちょっぴりお暇ひまができるって言ったぞー」

「「「「「言ったぞー！」」」」」

　小学校の頃ころに歌った『かえるのうた』を思い出す。まるで輪唱だ。

「あぁぁぁ！　分かったよ！　アネモネ、部活が終わったら、俺おれと祭りに行こうぜ！」

「にひ。そんなに太たい陽よう君が行きたいなら仕方がない。特別に付き合ってあげちゃおう」

　行きたがってたのは、お前だろ。けど……、うん。まぁ、俺おれも行きたかったか……。

　あぁ、顔が熱い。多分だけど、俺おれの顔は真っ赤なんだろうな。

「よし！　昼ひる休きゆう憩けいの予定も無事こなしたことだし、そろそろ午後の練習を始めるか！　サンちゃん！　ややコースは逸それていたが、中々いいストレートだったぞ！　はっはっは！」

「オッケーっす、屈くつ木き先せん輩ぱい！　いやー、サンちゃんに先を越こされたかぁ！　羨うらやましいなぁ～！」

「穴あな江え、文句を言わない。俺おれ達たちにもその内、チャンスは来るさ」

「俺おれは妹と夏祭りに行くから、もしかしたら鉢はち合あわせるかもな。サンちゃん」

「むふふふ！　では、アネモネさん！　午後からは、さっきノックで汚よごれてしまったボールをキレイにするための球たま磨みがきですよ！　頑がん張ばりましょうね！」

「了りよう解かいであります。……あ、太たい陽よう君」

　なんだ、アネモネの奴やつ。いきなりこっちに近づいてきて。今度こそ、本当に俺おれの勇気は空っぽになったんだから、これ以上何かリクエストに答えるのは──

「ありがとね。嬉うれしかったぞ」

「──っ！　べ、別に大したことじゃない！」

　いきなり耳元で、優やさしい声を出すなよ。反応に困るだろ。
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　大急ぎで家に帰った俺おれが最初にしたのは、風ふ呂ろに入ること。

　入念に部活でついた汚よごれを落とした。あがった後は、ドライヤーで髪かみを乾かわかす。

　よし。髪かみは乾かわいたし、次はワックスを……やめておくか。

　また、変な寝癖がついたらアネモネに笑われる。それなら、このままのほうがいい。

　さて、どのＴシャツを着ていこうか？　シンプルに白？　自分のイメージにあった赤？　オレンジなんてのもいいかもな。……よし、決めた。

　アネモネ相手には、変に意識した格好よりも、いつも通りの自然体な格好のほうがいい気がするし、シンプルに白のＴシャツに青のジーンズで行こう。

　というわけで俺おれが選んだのは、親おや父じが仕事先の人からもらったと譲ゆずってくれた、アルファベットの文字がプリントされた白いＴシャツ。もらい物だし、そんな高いヤツじゃないよな。

　これなら、最悪祭りで汚よごれることになっても、気にしないですむ。

　あまり英語は得意じゃないから、書いてある単語の意味は知らない。『ＬＯＵＩＳ　Ｖ』って、どういう意味だろう？　まぁ、いいか。

　そんなロウイスブイのＴシャツと、青のジーンズをはいて準備完かん了りようだ。

　尻しりポケットに、なけなしの小こ遣づかいを詰つめ込こんだ財さい布ふを入れて、俺おれは駅へと向かっていった。

　午後五時三十分。待ち合わせ場所の駅に辿たどり着つくと、チラリホラリと浴衣ゆかたを着た人物が確かく認にんできる。浴衣ゆかたなんて着る機会、祭りでもない限り中々ないからか、みんなどこか浮うわついている様子だ。祭りって、それ自体を楽しむのはもちろんだけど、浴衣ゆかたを着るっていう楽しみもあるんだよな。……こんな安物っぽいＴシャツじゃなくて、俺おれもそうすればよかったか？

　けど、そもそも家に浴衣ゆかたがあるか分からないし、結局できなかったか。

　さてと、それじゃあアネモネは……

「じゃっじゃじゃーん。アネモネちゃん、とーじょー」

　背後から聞こえてくる声。誰だれかを確かく認にんするまでもなく、本人が名乗っている。

　俺おれとどっちが先に来ていたかは分からないが、とにかく待ち人は来ていたようだ。

「やほ、太たい陽よう君」

「よう、アネモネ」

　背後を振ふり向むくとそこに立っていたのは、うちの臨時マネージャーであるアネモネ。

　格好は、初めて会った時と同じ、白のＴシャツにサロペットスカートだ。

　なんだ、浴衣ゆかたじゃないのかよ……。

「なんだ、浴衣ゆかたじゃないのかい」

「それは、俺おれの台詞せりふじゃないか？」

「残念ながら、浴衣ゆかたは持っていないのです。でも、これも可愛かわいいでしょ？」

　肩かた部ぶ分ぶんを両親指で引っ張りながら、アネモネが笑え顔がおでアピールする。

　その仕草を見ていると、初めて会った時のことをよく思い出すな。

　アレから、まだあまり経たっていないはずなのに、やけに長い時間が経たったなと感じるのは、それだけこいつが現れてからの時間が、濃のう厚こうで楽しかったからだろう。

「あれ？　太たい陽よう君のＴシャツって……うわぉ……」

　とそこで、アネモネは何か気になることでもあったのか、興味深そうに俺おれの着ているＴシャツを凝ぎよう視ししている。……なんだよ、別に普ふ通つうのＴシャツだろ？

「今日の王子様は、すごく立派なタキシードだね」

「だろ？　今日のために用意した、超ちよう高級な一いつ張ちよう羅らだからな」

　なんてな。とりあえず、この様子なら前回のワックスの時のような、醜しゆう態たいは晒さらさずに済んだし、今回のシンプルな自然体作戦は大成功だ。

「うん。ヴィトンヴィトンな、ブルジョワファッションだね」

　……大成功、なのか？　ビトンビトンって、変な効果音みたいで褒ほめられてる気がしない。

「早く祭りに行こうぜ。アネモネは、何かやりたいこととか食べたい物とかあるか？」

「ぜーんぶ。心残りがないように何でもやって、何でも食べたいのだ」

「そんなに食えるわけないだろ」

「大だい丈じよう夫ぶ。思い出の中に詰つめ込こむから」

「アネモネの思い出は、随ずい分ぶんと容量がでかいんだな」

「もちろん。たっぷり入るようになってるよ」

　偉えらそうに胸を張っても、限界はあるだろうが。

「あ、そうだ」

　どうした、アネモネ。パッと思いついたような表情をして？

「問題です。お姫ひめ様さまをお祭りにエスコートする時、王子様がすべきことはなんでしょう？」

　そう言って、俺おれに向けて自分の手を差し出してきた。つまり……

「変な輩やからにナンパされないよう、しっかりと守ることだな」

「他にもあるもん。……ヒントは、人ごみではぐれないためにすることです。んー」

　手をひと伸のばし。ここまでやってるなら、もう自分で摑つかんだらどうだろうか？

「お互たがい、目印になるものでも用意しておくか」

「もっと簡単な方法があるもん。んー！　んー！」

　俺おれの返答が気に入らないようで、面おも白しろいぐらいに頰ほおを膨ふくらませていくアネモネ。

　その表情が面おも白しろくて、ついもっといじわるをしたくなってしまう。

「俺おれは、誰だれかさんを祭りに誘さそうので、ほとんど勇気を使い果たして疲つかれてしまっている」

「大だい丈じよう夫ぶ。勇気がないなら愛で補おう」

「それは、王子様よりお姫ひめ様さま向きの仕事じゃないか？」

「わ、わわわ」

　スッと、俺おれはアネモネの前に自分の手を差し出した。途と端たんに、頰ほおを朱しゆ色いろに染めるアネモネ。

　相変わらず、自分が言われる側になるのは苦手なようだ。

「……恥はずかしいぞ」

「知ってる。俺おれも言ってみたら、大分恥はずかしかった」

「なら、おあいこか」

「そうだな。おあいこだ」

「「…………」」

　言葉と行動、どちらが先だったかは分からない。

　ただ、気づくと、俺おれとアネモネはお互たがいの手を自分の手で握にぎり締しめていた。

「にひ。これで、はぐれない」

　あんまり嬉うれしそうに笑わないでくれ。……これ、力加減あってるよな？

　こんな風に、女の子と手を繫つなぐなんて、初めての経験だからよく分からない。

　とりあえず、そろそろ本当に祭りへ向かおう。

　アネモネは色々とやってみたいようだし、時間はいくらあっても足りないからな。
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　縁えん日にちへと向かうと、そこはすでに大だい盛せい況きよう。多くの屋台が立ち並び、店主がそれぞれ商売に励はげんでいる。そんな屋台によって作られた一本道に、家族連れ、浴衣ゆかたを着た女の子の集団やカップル。男だけで来ている奴やつは……私服が目立つな。まるで、男で浴衣ゆかたを着る資格のある奴やつは、女の子と一いつ緒しよという条件が必要だと暗に言われているみたいに感じる。……俺おれは私服だけど。

「おなかがすいたぞー。ペコペコだぞー」

　隣となりからクレームが一つ。俺おれだって、それなりに腹は減っている。

「なら、最初は何を食べる？」

「わたあめ」

「……他には？」

「りんご飴あめ」

「俺おれは、糖分よりも炭水化物を摂せつ取しゆしたい」

「さすが、スポーツマン。では、間を取って、まずはたこ焼きにしよう」

　なんの間を取ったら、たこ焼きになるんだよ。まぁ、いいけどさ。

　目的の物が決まったので、周囲を探たん索さくするとあっさりとたこ焼きの屋台を発見。

「すみません。たこ焼き一つ下さい」

「あいよ！　五〇〇円ね！　……毎度あり！」

　屋台のおじさんにお金を払はらい、代わりにパックに入った八個入りのたこ焼きを獲かく得とく。

　女の子と手を繫つなぎながら、屋台で買い物をするというのは結構恥はずかしいものだと学んだ。

「よし。どこかに座すわって、食べようぜ」

「りょ～かい。でも、どうやって食べよっか？　私は片手がふさがれているぞ」

「俺おれもふさがれてるな。……一度放すぞ」

「いいのかな？　もう一度繫つなぐのは大変かも？」

　一理ある。だが、このまま手を繫つなぎっぱなしだと片方がたこ焼きを持って、片方が食べさせるというイベントが勃ぼつ発ぱつする可能性がある。どっちが大変かなんて……、比べるまでもない。

「……勇気が回復したから、何とかする」

　そう言って、俺おれは一度アネモネと繫つなぐ手を放した。

「いくじなし。にひ」

　……なんでも、見通すんじゃない。

　その後、少し屋台から逸それた手て頃ごろな場所を発見したので、そこに二人で腰こしを下ろす。

　うん。私服でよかったかもな。浴衣ゆかただと、汚よごれることを気にして座すわる場所を発見するのが困難だが、幸いにも二人とも汚よごれても何も問題のない格好だ。

「あーん」

「……うん。うまい」

　隣となりで口を開けてる奴やつを無視して、俺おれは爪つま楊よう枝じでたこ焼きをさして自分の口へと運ぶ。

「勇気は回復したって言ってた」

　口をぱっくりあけたマヌケ面のアネモネから、文句が飛んできた。

「後で使うために温存しておくんだよ」

「残念。ではでは、アネモネちゃんもいっただきー。……はふはふ。美お味いしいね」

　たこ焼きを丸々一つ口に含ふくんだ後、熱かったのか息を吐はくアネモネ。妙みように色っぽい。

　ジッと見ていると変な気分になるな。

　ここは少し目を逸そらさせてもらって……ってあれは…………まずい！

「よーし！　次は輪投げだよ！　わったしがいっちばーん！」

「ふっふっふ！　そう簡単に勝てますかね？　私も輪投げは得意ですよ～！」

「わー！　これが輪投げ屋さんかぁ～！　すごいなぁ～！」

「……絶対に、負けるわけにはいかないわ」

　ちょうど真正面にある輪投げの店にやってきた四人の女の子の姿を確かく認にんした瞬しゆん間かん、俺おれは大おお慌あわてで顔を下に向けた。あの子達たちは、俺おれと同じ西にし木き蔦づた高校の生徒だ。

　しかも、よりにもよって、関わる機会のあるメンバーばかり。みんなも来てたのかよ……。

「ありゃ？　どうしたの、太たい陽よう君？　突とつ然ぜん、思いっきり体を丸めて？」

「気にするな。……あと、しばらく俺おれの名前は呼ばないでくれ」

　バレるなよ……、バレないでくれよ……。

「おっと、かくれんぼか。なら、アネモネちゃんも参戦しちゃおう」

　別にお前は、体を丸めないでいいだろうに。しかも、顔が近い。

「楽しいね、太たい陽よう君」

「俺おれは全然楽しくない」

　普ふ段だん嗅かぎなれたものとは少し違ちがう、甘あまいソースの香かおり。それがアネモネの吐と息いきと共に運ばれてきて、自分がこんな現場を見られたくなくてドキドキしているのか、それとも別の理由なのか、よく分からなくなる。




「う～！　負けたよぉ～！　悔くやしい！」

「まさか、この私が負けるなんて……信じられません……」

「あう！　全然……一つも入らなかった」

「ふぅ。危なかったわ。……けど、私の勝ちよ。それじゃあ、次は射的に行きましょ」

　……五分後。やってきた女の子達たちの輪投げ勝負は終わりを告げ、その場を去っていった。

　よかった。輪投げに夢中で俺おれには気づいてなかったよな？

　っていうか、なんで祭りの屋台で勝負なんてしてるんだ？　まぁ、気にしないでいいか。

「今の子達たち、前に練習を見に来てた人もいたね」

「ああ。よく一いつ緒しよにいるメンバーだからな」

「ふーん。……そうなんだ」

　なんだよ、その目は？　やけに白けた視線を送ってくるなよな。

「い、言っておくけど、別に変な関係じゃないからな。変な勘かん違ちがいをするなよ？」

「勘かん違ちがいはしないけど、太たい陽よう君が慌あわててる理由が知りたいかな。にひ」

「そうかよ……」

　また、ハメられた……。

「……うん。ちょっと心配だけど、信じるしかないよね」

　そんな俺おれの様子に満足したからか、アネモネは普ふ段だんとは違ちがう優やさしい笑え顔がおを見せている。

　なぜ、人をハメておいてそんな顔で笑えるのだと言いたい気はするが、やめておこう。

　それより、祭りの時間は有限だ。あの子達たちもいなくなったし、俺おれ達たちも移動を開始しよう。

　そう決意して、青ノリのついたＴシャツをはたきながら、立ち上がった。

「よし。行くぞ、アネモネ」

「お姫ひめ様さまは、一人では立てないのです」

　アネモネが、俺おれに向けて手を差し出す。早さつ速そく、温存していた勇気の使いどころがやってきた。

「……ほら、これでいいか？」

「やる時はやるね、王子様。にひ」

　アネモネの手を握にぎり締しめ、グイと引き上げる。つい、力を強めてしまって、思いの外アネモネがそばに来てしまった。……このまま、抱だきしめられそうな程ほどに近く。

「もしかして、さらにワンステップ進んじゃうのかな？」

「残念ながら、充じゆう電でん期間に突とつ入にゆうしたんでな。それはまた今度の予定だ」

「ほほう。それはつまり、ワンステップ先に進む予定があると？」

「……どうだろうな」

　俺おれはすぐにアネモネから顔を背そむけて、歩き始めた。

「にひ。そんなに顔を逸そらさなくてもいいのに」

　見られたら、絶対にからかわれるから逸そらしたんだ。

　どうせまた、あのイタズラめいた表情で俺おれを見つめているのだろう。

　やっぱり、アネモネのほうが一枚上手だ。……ちくしょう。





☀






　それから、俺おれとアネモネは縁えん日にちで様々な場所を巡めぐった。

　アネモネ希望のりんご飴あめを食べたり、型かた抜ぬきをしたり、……こんな風に誰だれかと一いつ緒しよに祭りを楽しんだのなんていつ以来だろう？　しかも、女の子と二人きりなんて……。

「ふふふ。絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆの保護に成功なのだ」

　アネモネが上じよう機き嫌げんに抱だきしめているのは、二十センチメートルサイズの犬のぬいぐるみ。

　毛の色が灰色なのでアネモネ曰いわく、ニホンオオカミとのことだ。

　ちょうど縁えん日にちに出ている屋台でストラックアウトがあり、アネモネにせびられた俺おれが挑ちよう戦せんした結果、見事にビンゴを達成。その景品として手に入れた。

　ま、ピッチャーとしてこのぐらいは、やり遂とげないとな。

　ただ、そのストラックアウトを終えた直後、たまたま近くで見ていた同い年くらいの二人組の女の子から、「うわ。あの人、かっこいいね！」と褒ほめられたのは、悪い気はしなかったのだが、アネモネが「私がいるぞー」と謎なぞの対たい抗こう心しんを燃やして、手を繫つないでブンブンと振ふり回まわすアピールをするのは結構困ったりもした。

『間もなく、花火の時間となります。間もなく、花火の時間となります』

　おっと、そういえば祭りにはそれが付き物だったな。確か、河か川せん敷しきのほうに向かえばそれなりにいいポジションで花火が見えるはずだが、アネモネは花火に興味はあるだろうか？

　それとも、このまま縁えん日にちを巡めぐりたいだろうか？

「たーまやー」

　花火に興きよう味み津しん々しんと。分かりやすくて何よりだ。

「河か川せん敷しきのほうに行くぞ。そしたら、いいスポットで花火が見える」

「やったね。私、花火を見るのって初めてなんだ」

　日本に住んでいて、花火を見た経験が一度もないとは珍めずらしい奴やつだ。

　けど、そういうことなら、いい場所を確保してやりたいな。

　そしたら、きっと喜ぶよな。うん……、そうに違ちがいない。




　やや急ぎ足に、アネモネの手を引いて俺おれは河か川せん敷しきへとやってきた。

　やっぱり、祭りの一大イベントなだけあって、人が大勢いるが、自分のガタイの良さもあってか、多少の無茶をしたらそれなりにいい場所が確保できた。

「アネモネ、疲つかれてないか？」

「お姫ひめ様さまだっこを所しよ望もうするのです」

「元気そうで何よりだ」

「にひ。バレたか」

　むしろ、それでバレないはずがないだろう。

　まったく、本当にアネモネが現れてからの俺おれは苦労続きだ。

　自分の体操着は奪うばわれるし、頑がん張ばって髪かみ型がたをセットしたと思ったら笑われるし、芝しばには俺おれがずっと隠かくしていた秘密に気づかれてるし、ウータンとは少しトラブった。

　けど……、全部楽しかったな……。メリットとデメリットで比べたら、断然メリットのほうが多い。それどころか、デメリットだと思っていたものが、メリットに変化するぐらいだ。

「ありがとな……。アネモネ」

　だから、俺おれは素す直なおにその気持ちを口にした。……いや、噓うそだな。

　本当に口にしたい気持ちに蓋ふたをして、別の本心を伝えたが正解だ。

「こちらこそだよ、太たい陽よう君」

　そんな俺おれに、いつもとは違ちがう優やさしい口調のアネモネが言葉をおくってくれる。

「あの日……。君と出会えなかったら、私はこんなに楽しい夏休みを送れなかった。君がいたおかげで、ずっと寂さびしかった毎日が本当に素す敵てきになった。感謝してもしきれないよ」

　そうか。俺おれも、アネモネの力になれてたんだな……。よかった……。

「だから、そのお礼も兼かねて……はい。これをどうぞ」

　繫つないでいる俺おれの手が、より強い力で握にぎり締しめられる。慣れない感かん触しよくに心ここ地ち良よさを感じていると、アネモネは空いている手を利用して、一つのお守りを手て渡わたしてきた。

「気持ちがたっぷりこもった一品だぞ」

　アネモネからのプレゼント、か。

　こんな風に、アネモネから何かを渡わたされるのって初めての経験だな。

　なんというか、こう、嬉うれしいな……って、このお守り……、

「交通安全かよ」

「うん。やっぱり、ピッチャーは自分の体を心配しないと」

「それなら、健けん康こう祈き願がんのほうがいいと思うけどな」

「交通安全なのです。あ、ちなみに貸してあげるだけだから、ちゃんと返してね」

「貸してくれてるだけかよ……」

「そだよ。貸すだけー。ちゃんと返してもらいます。にひ」

　やけに達成感のある笑え顔がおだ。そんなに、これを俺おれに貸したかったのか？

「ケチ臭くさいな」

「また君と会う、口実にしてるのかも？」

「はいはい、そうですか。……で、いつ返せばいいんだ？」

「にしきつた高校の甲こう子し園えんが終わったら、返してほしいな。それまでは、大事にしてね」

　そういうことか……。ようするに、これはアネモネなりの激げき励れいだったわけだ。

　このお守りを長い期間持っていたかったら、甲こう子し園えんで勝ち進めっていう……。

　まったく、回りくどいことをする。

「分かった。……なら、甲こう子し園えんで優勝したら返すことにするよ」

「うん。そうしてもらえると助かるな」

　受け取ったお守りを、ジーンズのポケットへとしまう。初めて女の子からもらったプレゼントが、まさか交通安全のお守りになるとは……。でも、借りてるだけだから、ノーカンか？

　どっちでもいいか。

「にひ。これで、甲こう子し園えんに行く準備はほぼ整ったね」

「ほぼってことは、まだ何か整える準備が残ってるのか？」

「うん。あと一つ……とても大切な準備が残ってるよ。……ちゃんと太たい陽よう君に伝えるべきことをしっかりと伝えてから、甲こう子し園えんに行ってもらおうと思ってね」

　ジッと上うわ目め遣づかいで俺おれを見る仕草。少しだけ扇せん情じよう的てきな声。

　心臓が破は裂れつするんじゃないかと思うぐらいに昂たかぶった。落ち着け。……落ち着くんだ。

「つ、伝えるべきことって……、なんの話だ？」

　ダメだ。明らかに声が上ずってる。……情けない。

「それはね……あ。たーまやーっ」

　気づくと花火の時間になっていたようで、空に綺き麗れいな花火が上がる。

　だけど、同時に照らされたアネモネの僅わずかに朱しゆ色いろに染まった顔は、もっと綺き麗れいだった。

「綺き麗れいだね、花火」

「そ、そうだな……」

「本当に、最後の最後まで楽しい時間だったな。ちびっと足りない気もするけど、アネモネちゃんは大満足だよ。最初にやろうとしてたことも、ちゃんと達成できそうだしね」

　アネモネが、最初にやろうとしてたこと？　それって、なんだっけ？

　えーっと……、ああ、思い出した。確か、『私が私に成なる』とか言ってたな。

「ねぇ、太たい陽よう君……」

「な、なんだよ？」

　アネモネの儚はかなくも綺き麗れいな瞳ひとみが、ジッと俺おれの目をとらえる。

　気がつけば、俺おれ達たちは向き合ってお互たがいを見つめていた。

　もしかして、これって……

「あのね……」

　いや！　こういう大事なことは、男の俺おれから……

「　　　　　」

「…………え？」

　予想外の言葉に、俺おれはついとぼけた声を出してしまう。俺おれの聞きき間ま違ちがいか？

「おい、いきなり、どうしたんだよ？」

　だって、おかしいだろ？　こんな状じよう況きようで、アネモネは俺おれに対してこう言ったんだぜ？




　──さようなら。




　ってさ。まったく、また変なことを言い出して。

　花火が終わるまで一いつ緒しよにいるし、この後の甲こう子し園えんでも会うことになるだろうに。

　はぁ……、期待して損した。

　まぁ、自分で言いたいって気持ちもあったから、いいけどさ。

　……って、あれ？　いつの間にか、繫つないでいた手が離れているぞ。

　しかもアネモネの奴やつ、さっき俺おれが取ってやったぬいぐるみを落としてるじゃないか。

「せっかく取ってやったんだから、もっと大事にしてやってくれよ」

　落ちていたぬいぐるみを拾って、アネモネへ差し出す。

「…………」

　ん？　どうしたんだ、アネモネの奴やつ？

　やけにボーッとしてると思ったら、ぬいぐるみを差し出した瞬しゆん間かん、目を見開いて俺おれを見ているのだが？

「……なんだよ？　いきなり、人を妖よう怪かいでも見るような目で見てきて？」

　さっきまでと、まるで様子が違ちがう。

　さては……、また俺おれをからかおうと何かを企たくらんでいるな？

「あ、貴方あなたは……」

「……ん？」

　震ふるえる唇くちびるで搾しぼり出だされたかのような声。……何かおかしいぞ。

「な、なんでですか!?　どうして!?　だって、私は……なに!?　どういうことですか!?」

「お、おい……。どうしたんだよ？」

　声をかけるが、返事はない。……いや、錯さく乱らんしていて、反応する余よ裕ゆうがないんだ。

「夢？　……違ちがいますよ、ね？　現実です、よね？　え？　なら、なんでですか!?　変です！　どうしてこの人と……。こんなこと有り得るはずがないです！」

　アネモネが、両手でグシャグシャと自分の髪かみをかき乱す。

　まるで、自分に何が起きているか分かっていない様子だ。

　なんだよこれ？　俺おれをからかって……いるんじゃない。いくらなんでも、これはやりすぎだ！

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？　アネ──」

「ここは、どこです!?　なぜ、私はこんな所にいるのです!?　お父さん、お母さん！　にい──」

　アネモネが、いつもの無む垢くな笑え顔がおでも不ふ貞て腐くされた表情でもない、恐きよう怖ふに満みち溢あふれた表情で、しきりに自分の体を触さわって自分自身の状じよう況きようを確かく認にんしている。

「お、おい。アネモネ！　とりあえず、こっちを見──」

　咄とつ嗟さに、俺おれはアネモネの両りよう肩かたを押おさえて自分を見るように促うながした。

　大だい丈じよう夫ぶだ、アネモネ。ここは危ないところでもなんでも……

「や、やめて下さい!!」

「……っつう！」

　だが、その手は乱暴に払はらわれた。他の誰だれでもない、アネモネ自身に。

　おいおい、どういうことだよ？　なんで、俺おれがアネモネに拒きよ絶ぜつされなきゃいけないんだ？

　さっきまで、あんなに……

「私は、何をしていたのですか!?　私は……」

　まるで俺おれの様子なんて気にしていない。自分のことで、精せい一いつ杯ぱいなのだろう。

　周辺で花火を眺ながめていた人ひと達たちが、アネモネに注目するがすぐに目を逸そらす。

　小さく聞こえた言葉は「なんだ、痴ち話わ喧げん嘩かか」。違ちがう……。そうじゃないんだ……。

「ア、アネモネ……。一度、落ち着けって。別に、ここは危ない場所じゃないしさ。っていうか、俺おれをからかってるんだろ？　また、いつもみたいに……」

「っ！」

　ようやく、少しだけ落ち着いてくれたのか、アネモネが俺おれのほうを向いてくれた。

　だけど、まだ気持ちはまるで落ち着いていないのだろう。視線が右往左往していて、混乱しているのがよく分かる。そして、そのまま震ふるえる唇くちびるを動かし、




「アネモネって、誰ですか!?　私は…………牡丹一華です！」




　そう言って、走り去っていった。




「……なんだよ、これ？」

　ただ、呆ぼう然ぜんとアネモネの後ろ姿を見送った俺おれが、ようやくひねり出せた言葉はこれ。

　俺おれは今日、あいつと一いつ緒しよに祭りを巡めぐっていた。たこ焼きを食べたり、型かた抜ぬきをしたりして楽しんだじゃないか。なのに、最後の最後で、どうしてこんなことになるんだよ？

　走り去っていく時のアネモネの表情……、あれは、噓うそをついているような態度じゃなかった。

　本当に、自分が『アネモネ』であることを分かっていなかったんだ。

　ふと、以前に桑そう仏ぶ高校の四番に言われた言葉が頭をよぎる。

　──あの子は、いつか君の前から『消』える。所しよ詮せんは、……偽にせ者ものだし、ね。

　なら、最後に現れたあいつが、『本物』ってわけなのか？　あれが本当の……。

　だから、アネモネは俺おれに「さようなら」って……。

「…………なぁ、どういう……ことなんだ……？」

　手を払はらわれた際に、再び地面に落ちたぬいぐるみを拾い上げ問いかけるが、当然ながら返答はない。ただ、無機質な瞳ひとみを俺おれに向けるだけだ。

「……あ……れ？」

　俺おれの意識をかろうじて繫つなぎとめてくれたのは、ズボンのポケットから伝わる振しん動どう。まるで力の入らない手でスマートフォンを確かく認にんすると、画面には『如月きさらぎ雨あま露つゆ』と表示されていた。

「……もしもし？」

『お！　サンちゃんか！　あのよ、明日から甲こう子し園えんに行くだろ？　俺おれももちろん応おう援えんに行くけどさ、その前に今から飯でもどうかなって！　あ、もちろん俺おれだけじゃねぇぞ！　他の奴やつらも一いつ緒しよだ！　だから、来れそうだったら、ヨーキな串くしカツ屋やに来てくれよ！』

　まくし立てるように、話すジョーロ。何かいいことがあったのか、少しだけ浮うかれた口調だ。

「そ、そうだな！　時間はあるぜ！　ははっ！　バッチリ、時間はあるから任せろよ……！」

　朦もう朧ろうとする意識の中、なんとか声を出す。どうにかギリギリ、いつものように『サンちゃん』を振ふる舞まえた自分を褒ほめてやりたくなった。俺おれも、中々やるじゃないか。

『…………』

　ジョーロからの返事がない。

　その沈ちん黙もくが妙みように恐おそろしく、まるで世界には自分一人しかいないような錯さつ覚かくに陥おちいった。

『……今、どこにいる？』

「え？」

『今、どこにいるんだ、サンちゃん？』

　先さき程ほどまでの浮うわついた声ではなく、真しん剣けんなジョーロの声がスマートフォンから響ひびく。
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「えっと……、花火を見てたから、河か川せん敷しきの線路下近くに……」

『なら、ちょうどいいな。ちょっと待っててくれ、サンちゃん。…………あー、わりぃ。てめぇは、他のみんなと先に店に行っといてくれ。俺おれは、野や暮ぼ用ようを済ませてから行くからよ』

『──ええ、分かったわ』

　スマートフォン越ごしに聞こえてきたのは、一人の少女の声。

　なんだ、一いつ緒しよにいたのか。なら、俺おれは邪じや魔ま者ものだな……。

『サンちゃん、そこを動くんじゃねぇぞ。今すぐ行くからよ。……あと、通話も切るな』

「……あ……ああ……」

　その言葉と行動が、どれだけ俺おれを救ってくれただろう？

　ジョーロからの指示を守るためか、はたまたあまりの衝しよう撃げきからか、恐おそらくその両方だが、俺おれはそのまま地面に崩くずれ落おちるように腰こしを下ろした。







「はっ！　はっ！　……よう、サンちゃん。随ずい分ぶんと面おも白しろい顔になってるな」

　電話がかかってきてから、五分もしない内に現あらわれたジョーロ。

　恐おそらく、近くにいたのだろう。

「そっちも、他ひ人とのことは言えないんじゃないか？　スタミナ不足が目立ってるぞ」

「甲こう子し園えん出場のエースと比ひ較かくされたら、日本国民の半分以上、スタミナ不足が目立つだろうな。……あー！　疲つかれた！　とりあえず、休きゆう憩けいするわ」

　そう言って、乱暴に俺おれの隣となりに腰こしを下ろすジョーロ。すでに花火も終わり、さっきまでいた見物客は全員いなくなっている。河か川せん敷しきにいるのなんて、俺おれ達たちぐらいだ。

「ところで、俺おれは今休きゆう憩けい中ですさまじく暇ひまだ。だから、何か話したいことがあったら、勝手に話してくれて構わねぇぜ」

「……話したいことなんてなかったら？」

「別に何も話さなきゃいいだけだ」

　そう言って、大きく息を吐はくジョーロ。パタパタと手を団扇うちわ代わりに体をあおいでいる。

「………………女の子に、逃にげられた」

「それは、災難なことで」

　お前は、俺おれが何かしたなんて、疑いもしないんだな。

　普ふ通つう、「女の子に逃にげられた」なんて突とつ然ぜん聞いたら、まずはよからぬことを想像するぞ。

「今までずっと、仲良くしてたんだ。色々悩なやみも解決してくれる頼たよれる女の子でさ。野球部の臨時マネージャーなんかもやってもらってた。すごい感謝もしてるし、恩返しもしたい。それで、今日も今まで通り仲良くしていたはずなんだけど、途と中ちゆうで突とつ然ぜん怯おびえ出だしてさ。まるで、知らない奴やつに変身したみたいな態度だったよ」

　そう、最後のアネモネはまるで別人だった。顔と声は一いつ緒しよだったけど、性格はまるで違ちがう女の子。あいつは、俺おれの知っているアネモネでは、絶対になかった。

「へえ、んなことがあったのか」

　ジョーロが、ポリポリと頭をかきながら言葉を漏もらす。

「なら、本当に変身したんじゃねぇのか？　俺おれ達たちの知り合いの女にもいるじゃねぇか。学校とプライベートで、全然格好が違ちがう奴やつがさ」

「それとはちょっと違ちがうな。姿は一いつ緒しよだし。……なんていうか、外見は一いつ緒しよなのに、中身が全部入いれ替かわったみたいなんだよ。コップの中身が、コーラから緑茶になったみたいな感じだ」

「すげぇな。色まで変わっちまったのかよ」

　あんなこと、どうやったら起こるんだ？　有り得ないだろ……。

「で、サンちゃんはどうしてぇんだ？」

「……え？　どうしたいってなんだよ？　その子はもう逃にげちゃったし……」

　というか、どうしようもないだろ。明日から俺おれは甲こう子し園えんに行く。アネモネには逃にげられた。おまけに、連れん絡らく先さきを俺おれは知らない。……打つ手は、何一つない。

「いやよ、ぶっちゃけ事情なんてどうでもいいだろ。その女の子が変身ってのも、起きちまったんなら受け入れるしかねぇ。問題はその先だ。サンちゃんは、どうしてぇんだ？　八はつ方ぽう塞ふさがりな状じよう況きようってんなら、簡単な解決方法があるから教えてやるよ」

「どんな方法だ？」

　そう聞くと、ジョーロは不敵な笑えみを俺おれに向けてきた。

「九方目に、進めばいいだけだ」

「はっ！　メチャクチャじゃないか！　なんだよ、それ！」

　思わず吹ふき出だしてしまった。まったく、こいつは本当にとんでもないことを言うな。

　八はつ方ぽう塞ふさがりの意味をちゃんと分かっているのか？

「そうだよ、メチャクチャだ。けどよ、今サンちゃんに起きてることだって、メチャクチャだ。……だったら、正せい攻こう法ほうでいける相手じゃねぇんじゃねぇか？」

　まったく、その通りだから厄やつ介かいだよ。……アネモネに起きた謎なぞ。

　まともな方法じゃ、解決手段なんて見つからないだろう。

「ジョーロの言う通りだよ。……けど、うん。だったら、あの方法でいくか」

　話していて、気がつくことができた。

　……ある。一つだけ、解決の糸口に繫つながる方法がある。

「へぇ。九方目が見つかったと思っていいのか？」

「残念ながら、見つかってないよ」

　というか、仮に見つかったとしても、それは俺おれにはできないだろう。

　誰だれも想像のつかないメチャクチャな手段で解決するのは、ジョーロの専売特許だ。

　だから、俺おれは俺おれだけが進める違ちがう道を選ぶ。

「なら、どうするつもりだ？」

「……一方目をぶち壊こわして進むことにするよ」

「はははっ！　そりゃ、サンちゃんらしいな！　俺おれにはできねぇやつだ！」

　ジョーロが笑いながら、俺おれの背中を少し乱暴に叩たたく。

　俺おれが選ぶ道。……それは、今からアネモネを探すことでも、事情を知ることでもない。

　初しよ志し貫かん徹てつ。最初から……、アネモネと出会う前から、自分が目指していた場所へ進むだけだ。

　そこがどこかって？　決まってる。……甲こう子し園えんだ。

　甲こう子し園えんに向かえば一人だけ……絶対にアネモネと繫つながっている人物と会える。

　桑そう仏ぶ高校四番……恐おそらくあの人は、事情を、アネモネの秘密を知っている。

　あの人に会って、話を聞こう。もし、教えてもらえないようなら実力行使だ。

　もちろん、暴ぼう力りよく沙ざ汰たになんてしない。

　俺おれが一番得意なことと言ったら、……野球しかないからな。

「んじゃ、そろそろヨーキな串くしカツ屋やに行くか？」

「ああ！　今日は、食って食って食いまくってやる！　ジョーロ、もしも俺おれが串くしカツを食いすぎてぶっ倒たおれたら、なんとかしてくれよ！」

「任せとけ。引きずってでも、進めてやるよ」

　互たがいに立ち上がり、笑い合う俺おれとジョーロ。ありがとな。いつも、俺おれの背中を押おしてくれて。

　やっぱりお前は、俺おれの最高の親友だよ。
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　あの祭りの日から一週間が経過し、現在地は大おお阪さかのとある旅館。

　今は無事、公開練習と組み合わせを決める抽ちゆう選せんを終え、野球部のメンバーで借りた部屋の中で最も広い一室に集まり、ミーティングを終えたところだ。

　……あの日以来、俺おれはアネモネには会えていない。

　それもそうだろう。なんせ、翌日から俺おれや他のベンチ入りメンバーは、大おお阪さかに向かわなければならなかった。もしかしたら、俺おれ達たちより少し遅おくれてやってくるマネージャーのたんぽぽと一いつ緒しよに、その姿を見せてくれるかもと僅わずかに期待をしてみたが、残念ながら期待外れ。

　結局、あれからアネモネと会えた人物は、西にし木き蔦づた高校の野球部には誰だれ一人ひとりとしていない。

「むふー……。さみしいです……」

　旅館の一室で、木の枝をクルクルと回しながら、しょんぼりと落おち込こむたんぽぽ。

　普ふ段だんから感情を素す直なおに表す奴やつだが、ここまで落おち込こむ姿を見るのは初めてだ。

「あー……、たんぽぽ、元気出せよ。……ほら、可愛かわいい顔が台無しだぞ？」

「別に台無しでいいです、芝しば先せん輩ぱい」

「そ、そっか……」

　おだてられるとすぐに調子に乗るたんぽぽが、それを一いつ切さいしないのだから、よっぽどだ。

　もちろん、たんぽぽがこうなってしまった理由は、

「アネモネさん、どうして来なかったのでしょう？　会いたいです……」

　これ以外、有り得ない。

　誰だれよりもアネモネと一いつ緒しよに甲こう子し園えんに行けるって、楽しみにしてたもんな……。

「はぁ……。『アネモネさんに会いたい』って、何度もお願いしてるのに叶かなえてくれないなんて、ナリツキの言い伝えは噓うそつきです。むふー……」

　握にぎり締しめている木の枝を見つめながら、たんぽぽがそんな言葉を漏もらす。

　……ん？　ちょっと待て。今ナリツキって言ったけど、もしかして……

「おい、たんぽぽ。もしかして、その手に握にぎってるのって……」

　オカルト系が苦手な芝しばの顔が、見る見るうちに青ざめているな。

「これですか？　ナリツキの枝ですよ。お守り代わりに持ってきたんです」

「……お、落ちてるのを、拾ってきたんだよな？」

「いえ、枝をへし折りましたが？」

「なんて罰ばち当あたりな……」

　俺おれも芝しばに同意だ。まさか、言い伝えのある立派な木の枝をへし折って持ってくるとは……。

　ある意味、根こん性じようが据すわっている。多分、特に気にせずやってるんだろうけど。

「むにゅぅ～！　アネモネさんに会いたいですぅぅぅ～！」

「……ふむ。念のため確かく認にんするのだが、サンちゃんはアネモネが来れなかった事情に何か心当たりはないか？　連れん絡らくも一いつ切さいないというのは、少々気になってな……」

　まるで、溶とけかけのスライムのようにベチョッと床ゆかに倒たおれるたんぽぽを横目に、屈くつ木き先せん輩ぱいが俺おれへたずねてくる。

「すみません。本当に、何も知らなくて……」

「そうか……。……なら、仕方がないな！」

　……ごめんなさい、屈くつ木き先せん輩ぱい。噓うそをつきました。本当は、心当たりがあるんです。

　あの祭りの日に、アネモネに起きた異変。

　俺おれに「さようなら」と告げた直後、まるで別人のようになってしまった出来事を、俺おれは誰だれにも伝えていない。俺おれ一人でも大分混乱したのに、他のメンバーまで巻まき込こむわけにはいかなかったからだ。だが、もちろんこのままでいるつもりはない。

　……そろそろ、行動を起こす時間だ。

「あり？　サンちゃん、どっか行くん？　急に立ち上がって？」

「おう！　ちょっとジョーロと会う約束があってな！　もうすぐ試合が始まるだろ？　その前に一度、顔を見せておこうと思ってな！」

　悪い、ジョーロ。少しだけ、お前を利用させてもらうぞ。

「おぉ～！　如月きさらぎは、わざわざ大おお阪さかまで応おう援えんに来てくれてるのか！　ありがたいな！　なら、よろしく伝えといてくれよ！」

「ああ！　任せとけ！　バシッと、穴あな江えの熱い気持ちを伝えておくからよ！」

　ごめんな、穴あな江え。お前の気持ちは、ジョーロに伝えられそうにないよ。

　人に会いに行こうとしているのは本当だが、その人物はジョーロじゃないんだ。

　ただ、それは言えない。まだ、言うわけにはいかない……。

「サンちゃん、友とも達だちに会いに行くのはいいけど、試合は明後日あさつてだ。調整に入る段階なわけだし、あまり遅おそくなるなよ？」

「うす！　了りよう解かいっす！　樋ひ口ぐち先せん輩ぱい！」

　最後に、樋ひ口ぐち先せん輩ぱいからの注意を耳にして、俺おれは旅館をあとにした。





☀






　──午後四時。

　旅館を出た俺おれは、電車に乗って三十分程ほど移動。

　その後、スマートフォンの地図を確かく認にんして目的地へと向かう。

「よし、着いたぞ」

　俺おれが向かった先は、自じ分ぶん達たちが宿しゆく泊はくしている旅館とは別のホテル。

　ここは、俺おれ達たち西にし木き蔦づた高校と同じように、甲こう子し園えん出場を決めたとある高校の野球部が宿舎として利用している場所。もちろん、俺おれが会いに来た人物はその野球部に所属している男だ。

「待つしかないよな……」

　周辺を確かく認にんしても、該がい当とうの人物はいない。なので、俺おれはロビーにあるソファーへと腰こしを下ろして深呼吸をした。覚かく悟ごを決めてやってきたのだが、それでもやはり緊きん張ちようする。

　人を訪ねてきているのだから、素す直なおにフロントで聞こうかとも思ったが、いきなり他校の生徒がきても教えてもらえない可能性があるし、最悪追い返されるかもしれない。

　だから、待つしかない。たとえ本人じゃなくても……よし！　出てきた！

「すみません！　ちょっといいっすか!?」

「ん？」

　ホテルのロビーで、エレベーターから現れた少しガタイのいい坊ぼう主ず頭あたまの男子高校生に声をかける。もちろん、初対面の相手だが、俺おれはこの人を知っている。

　この人は、ここのホテルを宿しゆく泊はく先さきとして利用している………

「桑そう仏ぶ高校の野球部の人っすよね？　六番でサードを守ってる……」

「そうだけど、君は……あぁ、西にし木き蔦づた高校の大おお賀が太たい陽よう君か。よく来たね」

「……え？　もしかして、俺おれのことを……」

「もちろん、知ってるよ。君は、色んな意味で要注意人物だからね」

「そ、そうですか……」

　俺おれも有名になったものだ。まさか、天下の桑そう仏ぶ高校の野球部員に名前と顔を知られるなんて。

　色んな意味で要注意……、野球だけじゃないってことなんだろうな。

「あいつに会いに来たんだよね？　ちょっと待っててね。今、呼んでくるから」

「ありがとうございます」

　俺おれがお辞じ儀ぎをすると、桑そう仏ぶ高校の野球部員はヒラヒラと手を振ふって、降りてきたエレベーターに乗って、俺おれの要望通りあの人を呼びに向かってくれた。

　あの様子だと、向こうは俺おれが来るって予想していたんだろうな。

　少し悔くやしいとも思ってしまうが、好都合だ。いちいち事情を説明する手間が省けたからな。

　なら、言われた通り素す直なおに待たせてもらおう。




　──十分後。

「やほっ！　大おお賀が君！　あ、そのままでいいよぉ～。俺おれも座すわるし。……よっと！」

　俺おれがソファーに座すわっていると、ついに目的の人物…………桑そう仏ぶ高校の四番が現れた。

　相変わらずのどこか人をおちょくっているような、ふざけた態度が少し癪しやくにさわるのは、きっと俺おれに余よ裕ゆうがなくなっているからだろう。

　この人は間ま違ちがいなく、アネモネが今どこにいるか、どんな秘密を抱かかえているかを知っている。

　だから、本当ならすぐにでも会って話を聞きたかったのだが、時間を置いたのには理由がある。少し前に行われた対戦の組み合わせを決める抽ちゆう選せんで、俺おれ達たち西にし木き蔦づた高校の第一試合は後半だったが、桑そう仏ぶ高校は前半の日程。つまり、向こうは抽ちゆう選せんが終わってすぐに試合だった。

　さすがに、試合前の大事な時期に、私情にかられて迷めい惑わくをかけるわけにはいかない。

　だから、桑そう仏ぶ高校の第一試合が終わる今日まで、待っていたというわけだ。

「わざわざ来てくれて、ありがとうございます。それと……、一回戦おめでとうございます。驚おどろきましたよ、まさか全打席でヒットを打つなんて」

「お。サンキュー、サンキュー！　……けど、個人的にはイマイチかなぁ～。せめて、もう一本ぐらいホームランを打っておきたかったからさ」

　あの結果で満足しないなんて、どれだけだよ……。五打数五安打七打点に本ほん塁るい打だが一本だぞ。

　圧あつ倒とう的てきな力で打ち負かされた相手校の絶望的な表情が、自じ分ぶん達たちの未来を示し唆さしているようで、こっちがどれだけ恐おそろしかったと思ってるんだ。

「それにしても、わざわざうちの第一試合が終わるまで待つなんて、君は律りち儀ぎだねぇ～。お兄さん、感心しちゃってるよ！　君きみ達たちも次の試合、頑がん張ばってね！」

「うす。そのつもりっす」

　どこか余よ裕ゆうを感じる桑そう仏ぶ高校四番の態度。以前に会った時の悲ひ壮そう感かんに満ちた目は鳴りを潜ひそめ、どこか希望に満ちているようにも思える。……一回戦で勝つことができたからか？

　いや、それだけじゃないな。恐おそらく……、アネモネのことが関わっているのだろう。

「じゃあ、早さつ速そく本題に入らせてもらってもいいっすか？」

「おおっ！　ドストレートにくるねぇ！　さすが、今年のナンバー２ピッチャー候補！」

　ナンバー１だっての。そっちのピッチャーより、俺おれのほうが上だ──と言ってやりたいが、それは後回し。言葉通り本題に入るのが先だ。

　俺おれは、この人がアネモネの関係者だと確信している。

　それは、以前に河か川せん敷しきの練習後の帰り道で突とつ然ぜん現れて、『アネモネと関わらないほうがいい』と言ってきたからじゃない。もっとシンプルで、当たり前の理由があるんだ。

　俺おれが、アネモネに初めて出会った時、あいつの本名を聞いて一いつ瞬しゆん抱いだいた疑問。

　そして、アネモネが臨時マネージャーとしてやってきた時、本人は構わないと言っていたが俺おれが頑かたくなにあいつの本名──牡ぼ丹たん一いち華かという名を名乗らせなかった理由。それが答えだ。

　──なんて仰ぎよう々ぎようしく言ってみたが、すでに桑そう仏ぶ高校の四番が、答えを言ってるんだよな。

　では、それが何かと言うと……

「なんで貴方あなたとアネモネは、西にし木き蔦づたにいたんですか？　……牡ぼ丹たん大だい地ちさん」

　お兄さんなんだよ。この人は、アネモネの。

「いくら隣となりの県だからといって、あんな場所にいるなんておかしいですよね？」

「あの子があそこにいた理由は、悪いけど知らない。……けど、俺おれがいた理由は簡単さ。あの子の様子を確かく認にんしていたってわけ」

「甲こう子し園えんを控ひかえた大事な時期に？」

「そうだよぉ～。ま、メンバーも事情は知ってるしね、俺おれは特とく別べつ枠わく！　もちろん、練習をさぼってたわけじゃないからね？　ちゃんと、一人で自じ主しゆ錬れんをしてたんだぜぃ！」

　事情……か。つまり、大だい地ちさんだけじゃなく、他の桑そう仏ぶ高校野球部のメンバーもアネモネの秘密を知っているとみてよさそうだ。

　まぁ、だろうとは思ったよ。

　そうじゃなきゃ、『色んな意味で要注意』なんて言葉は出てこないだろうしな。

「いやー、この間はビックリしちゃったよ！　突とつ然ぜん、一いち華かが大泣きして電話してくるからさ！」

　どうやら、あの花火から逃にげ去さった後、アネモネは大だい地ちさんに連れん絡らくをしていたようだ。

「一いち華かのスマホからの連れん絡らくだ。これは間ま違ちがいない！　って思って、大喜びで電話に出たよ」

　大だい地ちさんは、何を言っているのだ？　……それに、おかしいぞ。

　アネモネは、自分のスマホの解除番号を忘れていた。

　だから、スマホから電話をかけることはできない。大体、間ま違ちがいないってどういう……

「家族揃そろって、一いち華かを家に大だい歓かん迎げいしたよ。……ただ、すぐにまた眠ねむっちゃったんだけどね。でも、一度帰ってきたってことは間ま違ちがいない。あと少しだ……。あと少しで、一いち華かは完全に帰ってくる。そう確信したよ」

　単純に考えると、祭りから帰ってきてすぐに眠ねむってしまったようにも聞こえるが、違ちがう。

　それだけで、『完全に帰ってくる』なんて言い回しをするはずがない。

「どういう意味ですか？」

「そんな怖こわい目で睨にらまないでくれよぉ～。本当なら、君にここまで教えるつもりなんてなかったんだぜ？　余計なことを知られて、メンタルを乱されると困っちゃうしさ」

「俺おれの心配は無用ですよ。どんな状じよう況きようでも、最高のパフォーマンスを発揮しますから」

「頼たのもしいねぇ。……けど、本当にそうかな？　ここから先に進むと、君が一度も味わったことのない最悪の絶望が待っているかもしれないぜ？」

「最悪の絶望？」

「……ちなみに、俺おれは耐たえられなかった。試合で慣れていたと思ったんだけど、まだまだだね。相当しんどかったよ、幸福感と罪悪感に板いた挟ばさみされるってのは」

「…………っ！」

　それまでのとぼけた口調とは、打って変わった真しん剣けんな声。

　……幸福感と罪悪感の板いた挟ばさみか。確かに、試合で勝った時はそういう感情がある。

　自じ分ぶん達たちが勝てたという幸福感と、相手を叩たたき潰つぶしたという罪悪感が同時に生まれるんだ。

　けど、勝負の世界なら仕方ないことじゃないか。

　それを覚かく悟ごの上で、俺おれ達たちは野球をやっているはずだ。

「……ふっ。まぁ、君が取る表情は、それで正解だよ」

　大だい地ちさんが、俺おれの考えを見通したように静かな笑えみをこぼす。

「大おお賀が君、君には分からないだろうね。世界で一番大事な人が、同じ姿、同じ声なのに、まるで別人になっちゃった時の絶望がさ。俺おれの大事な人の場所を奪うばい取とったくせに、何も分かっていない無む垢くな顔で愛をせがんでくるんだよ？　……本当に、勘かん弁べんしてほしいよ」

　大だい地ちさんの言っていることの意味が、まるで理解できない。だが、拳こぶしを強く握にぎり締しめ、口からひねり出された悲しみに満ちた声が、冗じよう談だんではないと俺おれに教えてくれる。

「だから、俺おれは君に忠告したんだ。『あの子とこれ以上、関わるな』ってね。……ただ、その判断は大おお間ま違ちがいで、今では君にとても感謝してるんだけどね」

「俺おれに、感謝？　いや、別に俺おれは何も……」

「してくれたよ。俺おれ達たちがどれだけ頑がん張ばってもできなかったことを、あんな短い期間でやり遂とげてくれるなんて感謝してもしきれない。君の……いや、君きみ達たち西にし木き蔦づた高校の野球部のおかげで、一いち華かが帰ってきた。代わりに、あの子は消えていくんだけど、ね」

　俺おれ達たちのおかげで帰ってきた？　代わりに消える？　本当にどういうことだよ？

「おっと、これは失言だったね」

　肩かたを竦すくめる動作が、いちいち俺おれを苛いら立だたせる。

「ごめんね、大おお賀が君。こんなドタバタに巻まき込こんじゃって」

「謝あやまるぐらいなら……、事情を説明して下さい」

　さっきから、一方的に話してばかりじゃないか。そうやって、勝手に押おし付つけて無理矢理納なつ得とくさせようとして、俺おれが「分かりました」と言うとでも思っているのか？　……ふざけるなよ。

「ダメだ。ただでさえ、大おお賀が君には試合に影えい響きようを及およぼしかねない程ほどに迷めい惑わくをかけてしまっている。ここから先に進んでも君が望んでいるものがないと分かっている以上、そこに行かせるわけにはいかないよ。……だから、あの子のことはもう忘れてほしい。蜃しん気き楼ろうみたいなものだったんだよ。夏に、ほんの少しだけ現れた幻まぼろしってことでさ」

　なんだよ、それ。なら、俺おれ達たちとアネモネの思い出も、全部幻まぼろしだってことになるのか？

　そんなこと、認められるかよ……。

「今まで、ありがとう。でも、ここからは俺おれ達たちの番だ。あとは、俺おれ達たちが甲こう子し園えんで優勝すれば、間ま違ちがいなく一いち華かは戻もどってくる。だから、それをやり遂とげるだけだ」

「……意味が分かりません。ちゃんと……教えて下さいよ……」

「どれだけ言われても、これ以上俺おれから教えることはないよ。だから、話はここまでだ」

「待って下さいよ！　話はまだ──っ！」

「ここでトラブルは、お互たがいにまずくないかい？」

「……ぐっ！」

　その、通りだ。ここで、俺おれが大だい地ちさんと暴ぼう力りよく沙ざ汰たになんてなってみろ。

　それは、もう個人間の問題じゃなくなる。最悪、お互たがいに甲こう子し園えん出場停止だ。

「じゃあ、またね。俺おれ達たちと当たるまで負けないでくれよ。試合で君きみ達たち西にし木き蔦づた高校を徹てつ底てい的てきに叩たたき潰つぶす。それが、俺おれ達たちなりの精せい一いつ杯ぱいの感謝の印だと思ってるからさ」

　なんで、もう話は全部終わって、ハッピーエンドに向かっているような口くち振ぶりで大だい地ちさんは話すんだ？　まだ何も分かっていないし、何も解決してないじゃないか……。




　十五分程ほどホテルのソファーで呆ぼう然ぜんとしていた俺おれだったが、大だい地ちさんが戻もどってくる様子はない。時折、通りかかった桑そう仏ぶ高校の野球部と思われる人物が、訝いぶかしげな視線を送ってくるだけだ。

　俺おれは、何をやっているのだろう？　何とかアネモネのことを知ろうとして、結局何も知ることはできず。想像以上に分厚い、一方目の壁かべに打ちひしがれるばかり。

　胸に抱かかえる不ふ鮮せん明めいな悩なやみを解決できないまま、進み続けなければならなくなった。

「……ん？」

　何かが振しん動どうする感かん触しよくが俺おれの太ふと股ももに伝わる。それは、ポケットに入れていたスマートフォンだ。あぁ……、もう結構な時間だし、野球部の誰だれかから電話かな？

　……って、公衆電話？　このご時勢に使う奴やつなんて、まだいたんだな。

「……もしもし」

『そんなしょんぼりした声は、王子様には似合わないと思うのです』

「────っ！」

　心臓が飛び出すんじゃないかと思った。

　間ま違ちがいない……。今の声は……

「お、お前……、アネモネか!?」

『ぴんぽーん、大正解。……ごめんね。いっぱい迷めい惑わくかけちゃって……』

「い……いい！　そんなこと、いいから！」

　声が聞けただけで十分だ！　ちゃんと話ができて、本当によかった！

　けど、どうしてこのタイミングで？　随ずい分ぶんと狙ねらい澄すましたかのような……

『お兄ちゃんから「大おお賀が君が、君のことをとても心配してるよ」って言われて。本当はもう太たい陽よう君と話すつもりはなかったんだけど……ダメだね。いてもたってもいられなくなっちゃった』

　ということは、大だい地ちさんがアネモネに伝えてくれたってことか？

　なんで、あの人が……いや、そういうことか。

　確かに言ってたな。「俺から教えることはない」って。

　つまり、事情を聞くならアネモネからにしろってことか。

「…………ありがとうございます」

　誰だれもいないエレベーターに向けて、俺おれはお辞じ儀ぎをした。

「えーっと……、アネモネ。お前、今はどこにいるんだ？　もしかして、こっちに来てるのか？」

『うん。実は、甲こう子し園えんに来ちゃっているのです』

「本当か！　なら、すぐに合流しよう！　うちの旅館に来るか!?　たんぽぽも寂さびしがってる！　他にも、芝しばとか穴あな江えとか屈くつ木き先せん輩ぱいとか樋ひ口ぐち先せん輩ぱいもお前のことを気にしてて……」

『で、でも、一番心配し、てたの、は？』

　こいつは……。これだけ人に心配をかけさせておいて、いつもの調子とはふざけている。

　いや、違ちがうな。よく聞くと声が震ふるえている。精せい一いつ杯ぱい、虚きよ勢せいを張っているんだ……。

「…………俺おれに決まってるだろ」

『にひ。王子様だもんね』

　よかった。本当に、いつものアネモネだ……。

　なら、俺おれもいつも通りにならないとな。

「まぁな。それで、お姫ひめ様さまに会いたいんだけど、どうすればいい？」

『そう、だね。じゃあ……』

　それから、アネモネは、自分が泊とまっているホテルの場所を教えてくれた。

　待ち合わせ場所に選んだのは、そのホテルから少し離はなれた所にある公園。

　その場所へ、俺おれは一人で向かっていく。

　ようやくアネモネに会えるという高こう揚よう感かんと、胸に抱かかえ込こんだ不安と共に……。





☀






「遅おそいよ」

「……これでも全速力だ」

　午後五時半、指定された公園に到とう着ちやくすると、そこにはブランコに座すわったアネモネがいた。

　格好は、私服……で来ているかと思ったら、俺おれが貸しているダボダボの体操着だ。

「やっぱり、久しぶりに王子様と会う時は、思い出のドレスが一番だよね」

「……そうだな」

　今までなら、「何をバカなことを言ってるんだ」と軽くあしらっていたかもしれない。

　だけど、アネモネの悲しそうな表情を見ていると、どうしてもそれができなかった。

「『さようなら』って言ったのに、また会っちゃった」

　やっぱり、あの花火の時に言っていた言葉は、それだったんだな……。

「最初から、あの日を最後にするつもりだったのか？」

「…………うん」

　アネモネが、小さく、そしてどこか申し訳なさそうな様子で頷うなずいた。

「どうして、『さようなら』なんだよ？　俺おれ達たちは、お前を甲こう子し園えんに連れて行く準備だってしてた。これからも、マネージャーとして一いつ緒しよに頑がん張ばっていこうとしてた。それに、甲こう子し園えんが終わっても、会えなくなるような距きよ離りじゃ──」

「ウサギさんが、走り出したからだよ」

「え？」

　達観したアネモネの笑えみ。

　初めから俺おれの疑問を想定して、発言をしたのだとよく分かる態度だ。

「…………」

　俺おれ達たち以外誰だれもいない公園で、耳に届く静かな風が通とおり抜ぬけるような音色。

　それは、アネモネが深呼吸をした音だ。

「ねぇ、太たい陽よう君。私って、いくつに見える？」

「十六歳さいか十七歳さい」

「ぶっぶー。ハズレだよ。正解は…………四ヶ月とちょっとでした」

「随ずい分ぶんと大きな赤ちゃんがいたものだな」

「ばぶー。……なんてね」

「……で、その続きは？」

　ふざけているが、ふざけていない……。アネモネは、本気で言っている。

「……初めて目を覚ました『私』が、最初に見たのは真っ白な病院の天てん井じよう。次が、涙なみだを流しながら私を必死に見つめる、パパとママとお兄ちゃんだった」

　僅わずかな沈ちん黙もくをおいて、アネモネが語り出した。病院……だと？　つまり、アネモネは何らかの病気にかかっていたということか？　それとも……

「四ヶ月前、にしきつた高校の近くで、一つの事件があったの。事件っていうよりも事故なんだけどね。居い眠ねむり運うん転てんをしちゃったタクシーが信号無視をして、横断歩道を渡わたっていた三人が巻まき込こまれた。……一人は軽傷で済んだけど、残りの二人は重体で意識不明の状態だったんだ」

　そうだったのか……。けど、言われてみれば思い当たることがある。

　春休み……、俺おれが部活のために学校へ向かう途と中ちゆう、やけにひしゃげたガードレールと、黄色いテープで仕切られた場所があった。それに、何人かの警察官。恐おそらく、あれがそうだ。

「もしかして、その犠ぎ牲せい者しやの中で……」

「うん。重体の女の子が、牡ぼ丹たん一いち華かちゃん」

　だよな……。今の流れで、軽傷でラッキーなんて話なわけがない。

　それで、アネモネが俺おれに貸したお守りは……交通安全だったのか……。

「今ではこの通り、怪け我がは治って私は元気モリモリ。……けど、一華ちゃんはそうじゃなかった。とてもとても大事な物を失ってしまったの」

　私？　一いち華かちゃん？　さっきからアネモネの言い回しが、おかしいぞ。

　まるで自分の話に、他人の話を混ぜ合わせたかのような口くち振ぶりだ。

「大事なものって何を──」

「記き憶おく」

「…………っ！」

「家族も、友とも達だちも、他にも大事なことを総すべて失った一いち華かちゃんは、まるで違ちがう別の人間みたいに……ううん。完全な別人になっちゃったの」

　そういう、ことかよ。つまり、アネモネという女の子の正体は……、

「感覚的に理解できた。私と一いち華かちゃんは別の人間。事故で眠ねむりについちゃった一いち華かちゃんの代用品として、一時的に生まれた存在。……それが、私なんだなって。に、にひ……」

　やめろよ……。そんな泣きそうな目で、いつものイタズラめいた表情をするなよ……。

　こっちが、泣きたくなってくるじゃないか。

「だ、だから……ね、本来の持ち主さんが起きるなら、この体を……、ちゃんと返さないといけないのです。私が持ってちゃいけないものだから……さ」

　だから、アネモネは自分の本名で呼ばれることを嫌きらっていたんだ。

　苗みよう字じも名前も、アネモネにとってはかりそめのものだったから……。

「初めは、パパもママもお兄ちゃんも、私の記き憶おくを取り戻そうとしてくれたの。一いち華かちゃんが好きだった料理を作ったり、昔家族で行った遊園地に連れてってくれたり、お兄ちゃんの野球の試合のビデオを見せてくれたりさ。でもね、どんなことをしても私の記き憶おくは戻もどらなかった。当たり前だよね。私は四ヶ月前に生まれた存在で、取とり戻もどす記き憶おく自体が無いんだからさ」

　大だい地ちさんが、「甲こう子し園えんで優勝して、アネモネを消す」と言っていたのは、これが理由か。

　自分が野球で活かつ躍やくしているところを見せて、アネモネの中に眠ねむっているであろう牡ぼ丹たん一いち華かを呼び覚まそうと……、確証のない可能性に、ガムシャラに賭かけていたんだ。

「それから、少し経たった頃ころかな。みんなが私と一いち華かちゃんが別人だって分かってから、様子が徐じよ々じよに変わっていった。パパとママはお仕事に、お兄ちゃんは部活に集中するようになって帰りが遅おそくなった。私が帰ると、テーブルにママが作った料理がラップされて置いてあってね。それを一人で食べてたんだ。作られてから時間が経たっちゃってるから、冷めちゃっててさ……、本当に冷めちゃってて……、全然、美お味いしくないんだ……」

「…………」

「三人なりに一いつ生しよう懸けん命めいだったのは、分かってるの。別人だと分かっても、なんとか精せい一いつ杯ぱい、私を愛そうとしてくれた。でも、私を見ているとどうしても一いち華かちゃんを思い出しちゃうからさ、段々離はなれていくんだ。あ、無視されてたとかじゃないよ？　話しかければ、普ふ通つうに笑って会話をしてくれるし。……けどさ、その笑え顔がおが…………ハリボテさんなんだよね」

　アネモネは、突とつ拍ぴよう子しもない行動をよくしているが、バカじゃない。むしろ、豊かな感性を持っている。だからこそ、気づいてしまったんだ。三人からの愛が、偽いつわりだということに……。

「でね、あんまり迷めい惑わくをかけちゃいけないかなって思って、私は私で別にご飯を作ろうと思ったの。そしたら、ママから『危ないから、キッチンは使っちゃダメ』って注意されちゃった。……声は優やさしいんだ。けど、目がね……。『貴女あなたは触さわらないで』って言ってるんだよ……。一いち華かちゃんの家には、私が使っちゃいけない物が沢たく山さんありすぎて困っちゃった……」

　それで、アネモネは俺おれ達たちと一いつ緒しよに練習に参加する時、いつもコンビニのおにぎりを持ってきていたのか……。自分で料理を作ろうにも作らせてもらえない、家族の冷め切った料理は食べたくない。だから、コンビニのおにぎりだったんだ。『真心いっぱい、シーチキンマヨネーズ』……コンビニのおにぎりをそこまで言う程ほど、アネモネは追おい詰つめられていたんだ。

「が、学校でも、さ、みんながドンドン離はなれていくんだ……。一いち華かちゃんって人気者だったみたいで、最初は沢たく山さんの人が私の記き憶おくを元に戻もどそうとしてくれた。でも、無理だって分かったら、離はなれていってさ。最初から一人ぼっちだったら寂さびしくないんだけど、人が沢たく山さんいるところから一人ぼっちになるのって……寂さびしいねぇ……」

　その気持ちは、俺おれも少しだけ分かるよ。小学生の時、仲が良いいと思っていたメンバーから、疎うとましく思われていたと知った時の絶望感は、尋じん常じようじゃなかった。

　何も持っていないよりも、持っているものが失われていく時のほうが、よっぽど辛つらいんだ。

　アネモネがやけに変な物まで収集していたのは、恐おそらくこれが理由だ。

　俺おれ達たちにとってはいらない物でも、思い出が何一つないアネモネにとっては、宝物のような物で、それを必死にかき集めていたんだ。

「でも、このままじゃ嫌いやだったから、勇気を出して言ったの。『私は、牡ぼ丹たん一いち華かじゃない。でも、牡ぼ丹たん一いち華かだよ。だから、家族になりたい。みんなのそばにいたい……。愛してほしい……』って。そうしたら……そうしたらね……」

　アネモネの体が、震ふるえている。そこまで言わなきゃダメだったのか？

　そこまで、壊こわれてしまっていたのか？

「ママに、叩たたかれちゃった」

　その時、俺おれの脳のう裏りに浮うかんだのは、ここに来る前に大だい地ちさんが言っていた言葉だ。

『大おお賀が君、君には分からないだろうね。世界で一番大事な人が、同じ姿、同じ声なのに、まるで別人になっちゃった時の絶望がさ。俺おれの大事な人の場所を奪うばい取とったくせに、何も分かっていない無む垢くな顔で愛をせがんでくるんだよ？　……本当に、勘かん弁べんしてほしいよ』

　きっと、アネモネ……いや、牡ぼ丹たん一いち華かの家族は悪人ではない。

　かつてテレビで見た大だい地ちさんを見れば、よく分かる。

　少し人をおちょくるところはあったけど、気さくで明るい優やさしい人だった。

　だけど、耐たえられなかったんだ……。牡ぼ丹たん一いち華かを失ったという悲しみに……。

「拒きよ絶ぜつするなら、徹てつ底てい的てきに拒きよ絶ぜつしてほしかった。けど、私の体は一いち華かちゃんなわけだから、全部を拒きよ絶ぜつするわけにはいかなかったんだろうね。みんな、表面上は受け入れてくれるんだ」

　初めから何もないわけでも、全てを拒きよ絶ぜつされるわけでもなく、受け入れるフリをして、見せかけの希望を与あたえる。それが見せかけだと分かっていても、すがる以外に選せん択たく肢しは用意されてなく、すがった結果全てを奪うばわれる。……それを、何度も繰くり返かえす。

　そんな地じ獄ごくに、アネモネはずっといたのか……。

「私なりに精せい一いつ杯ぱい、みんなに受け入れられるように頑がん張ばったんだよ？　迷めい惑わくをかけないように、朝はちゃんと起きて準備もして、部屋も汚よごさないようにして、勉強も頑がん張ばって、……でも、ダメ。何をやっても、パパ、ママ、お兄ちゃん、学校の人達たち、みんなに受け入れてもらえないの。一いち華かちゃんは、すごく真ま面じ目めだったみたいで、私とは全然違ちがうんだって……。ただ、私の周りに、ハリボテさんの笑え顔がおだけがドンドン増えていくんだ」

「だから、アネモネは自分に成なりたいって……」

「……うん。最初から私の目的は、一いち華かちゃんにこの体を返して消えること。太たい陽よう君……ううん、野球部の練習を見せてもらいたかったのは、一いち華かちゃんが野球を大好きだったから。お部屋は野球のグッズばっかりだったし、学校でも野球部のマネージャーをやってたんだよ。だから、野球と関わっていれば、自然と一いち華かちゃんが目を覚ますかなって」

　アネモネの言葉が、これまでの俺おれの疑問を次々と解いていく。

　前に俺おれが「野球が好きなんだな」と聞いた時「多分」と答えた理由。やけに的確なアドバイス、一度教えられたことはすぐに覚えて、正確無比にやり遂とげる実力。

　それは、かつて牡ぼ丹たん一いち華かが培つちかってきた経験を感覚的に理解していたからかもしれない。

「その作戦は、大成功。無事、太たい陽よう君やみんなのおかげで、一いち華かちゃんはちゃんと目を覚ましてくれた。これも理由は説明できないけど、すぐに分かったんだ。あの日に、一いち華かちゃんが目を覚ます。つまり、私が消える時が来たんだなって」

　だから、祭りの日にアネモネは「さようなら」と俺おれに伝えたのか。

　自分が消えると分かっていたから。最後のメッセージとして……。

「でもね、予想外のことが起きちゃったの」

　予想外？　どういうことだ？

「私は、一いち華かちゃんが目を覚ましたら、それでおしまいだと思ってた。……でも、違ちがった。まだ、一いち華かちゃんは完全に目を覚ましてなくてさ、私と一いち華かちゃんが交こう代たい交ごう代たいになっちゃったの。本当にビックリしたよ。気がついたら、花火を見た河か川せん敷しきじゃなくてお家うちにいるんだもん」

　つまり、アネモネと牡ぼ丹たん一いち華かは、記き憶おくの共有をしていないのだろう。

　アネモネの時間はアネモネだけのものであり、牡ぼ丹たん一いち華かの時間は彼かの女じよだけのもの。

　だからこそ、あの花火の日はあんなにも狼ろう狽ばいしていたんだ。

　あそこにいたのは牡ア丹ネ一モ華ネじゃない。牡ぼ丹たん一いち華かだったんだ。

「それで、パパとママとお兄ちゃんがね……うっ、うぅぅっ……」

　ついに堪こらえきれなくなったのか、アネモネの両目からポロポロと涙なみだが溢あふれた。

　体操着を強く握にぎり締しめ、体を震ふるわせている。

「い、言うんだ。『お願い！　もう一度、元の一いち華かに戻もどって！』ってさ……。ものすごく必死なんだよ？　本当に一いち華かちゃんが大切で、彼かの女じよに戻もどってきてほしくて、ね。でも、それって、どういう意味かというとさ、私は……やっぱり、いらないってことなんだよねぇ……」

　それは、アネモネにとって何よりも残ざん酷こくな言葉だったのだろう。『元に戻もどってほしい』……言葉だけなら、聞こえは悪くない。だけど、それは間接的にこう言っていることになる。

　お前は消えていなくなれ……と。

「分かってた。分かってたんだけど……、ちゃんと分かっちゃうのは……悲しいねぇ……」

　一度溢あふれた涙なみだは止とめ処どなく出続け、公園にポタポタと水の滴したたる音を響ひびかせている。

　こんなもの、一人の女の子が抱かかえていいような問題じゃないだろ……。

「パパにも、ママにも、お兄ちゃんにも愛してもらいたいよぅ……。そばにいるのに、遠いんだよぅ……」

　アネモネ。だから、お前はみんなに誰だれも呼ばないようなアダ名をつけて、呼んでいたのか？

　少しでも、自分のことを覚えてもらおうって。……愛してもらおうって。

「で、でもね……、それも……、あと少しだから……。段々、一いち華かちゃんの時間が増えてきてるから、あとは完全に私が消えれば万ばん事じ解かい決けつ。もうすぐ一いち華かちゃんが帰ってきて、正しい姿になる。そうしたら、何もかもが元通りになって、みんなが幸せになるハッピーエンドが待ってるんだ。に、にひ……」

「そんなわけ……ないだろ！」

　ついに耐たえられなくなり、俺おれはアネモネの体を抱だきしめた。

　消えていいはずがない。アネモネがいなくなるなんて、……認められるか！

「お前が入ってないだろ、アネモネ！　俺おれも……、俺おれ達たちも入ってないだろ！　何がハッピーエンドだ！　ふざけるな！　本当に消えたいのかよ!?　全部……全部なくしたいのかよ!?」

「…………う、うぅぅ……」

　うめき声と共に、首を横に振ふるアネモネ。

　そのまま、俺おれの背中に手を回し強い力で抱だきしめ返かえしてきた。自分を拒きよ絶ぜつしないでほしい、自分を愛してほしい、そんな気持ちが、目め一いつ杯ぱいこもっているように思えた。

「このままがいいよぅ……。太たい陽よう君と、みんなと一いつ緒しよにいたいよぅ……。やっと……、やっと私の居場所が見つかったのに、それを持っていかないでほしいよぅ……」

　かつて、アネモネから聞いた「ウサギとカメ」の話。

　眠ねむっているウサギは、目を覚ましたらすさまじい勢いで走り、ゴールへ辿たどり着つく。

　それはつまり、アネモネという存在が……ふざけるなよ……。そんなのってないだろ……。




「……ぐす。ありがと。ちゃんと本当のことが伝えられて、ちょっとだけスッキリしたよ」

　それからしばらく、俺おれは無言でアネモネを抱だきしめていたが、ずっとそのままでいられるわけでもない。アネモネは俺おれの腕うでから抜ぬけ出だし、腫はれあがった目をゴシゴシと拭ぬぐっている。
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「あはは。恥はずかしいところまみれだったのだ」

「今までの俺おれの醜しゆう態たいに比べれば、可愛かわいいものだろ」

「確かに」

「否定しろよ」

「「…………」」

　妙みような沈ちん黙もくが、俺おれ達たちの間に走る。

　思い返すと、恥はじずかしいどころの騒さわぎじゃないことをしたな。

「……ごめんな、アネモネ」

　沈ちん黙もくの中、俺おれが搾しぼり出だせた言葉は、謝罪。

　俺おれが……、俺おれ達たちがアネモネをマネージャーに迎むかえなければ、こんなことにはならなかったかもしれない。もし、大だい地ちさんの言っていたことが本当なら、牡ぼ丹たん一いち華かを呼び覚ましてしまったのは、……俺おれ達たち西にし木き蔦づた高校野球部なんだ。アネモネを野球と関わらせてしまったから……。

　野球と関わらせなければ、アネモネは今も普ふ通つうに……

「そんなこと、ないよ」

　アネモネがキュッと俺おれの服の裾すそを摑つかんだ。

「私はね、このままがいいの。みんなと一いつ緒しよに過ごせていたこのままが。甲こう子し園えんに向けて、たんぽぽ先せん輩ぱいとマネージャーを頑がん張ばって、アナちんのおふざけに付き合って、しばにゃんの妹ちゃん話を聞いて、ヒグマさんにたまに怒おこられたり、クッキーさんに元気に笑われたり、太たい陽よう君を一いつ生しよう懸けん命めい応おう援えんして……あ、でも、太たい陽よう君とだけはこのままじゃ嫌いやかな。にひ」

　諦てい観かんと達観が混ざり合ったアネモネの笑え顔がお。それが、全てを物語っている。

　アネモネは、もうすぐ消える。時間なんて、ほとんど残されていないんだ……。

「だから、自分が何もしなければよかったなんて思わないで。みんなのおかげで、私は本当に楽しい毎日が過ごせた。真っ暗だった世界がすごく明るくなったの。短い時間だったけど、誰だれにも負けないくらい素す敵てきな時間を過ごせた。そのきっかけは、全部太たい陽よう君。君はその名前の通り、私にとって王子様で、太たい陽ようだよ。……本当にありがとう」

　コツンと、アネモネのおでこが俺おれの胸に当たる。

　やめろよ。そんなお礼なんて聞きたくないんだよ……。

「……甲こう子し園えんで優勝するところを見せてやるから、楽しみにしてろよ。だから、このお守りは……その後に返させてもらうからな」

　ポケットから取り出したお守りを見せながら、そう伝えた。

　俺おれにできることは、すがることだけ。

　せめて、約束を果たすまではアネモネの存在を紡つむいでほしいと、願うことしかできない。

「……うん。頑がん張ばってね」

　弱々しいアネモネの声は、もう虚きよ勢せいを張る余よ裕ゆうもないことを証明していた。

　限界は、すぐそこまで迫せまっているのだろう。甲こう子し園えんが終わるまで、存在できるかすら……。

「そ、そうだ！　アネモネ、明日は時間あるか？　あのさ、俺おれ達たち、明後日あさつてが試合だから、明日は近くのグラウンドを借りて、最終調整の練習をするんだよ！　だから、マネージャーにはいてもらわないと困るからさ！　お前も──」

　トンと、アネモネの人差し指が俺おれの唇くちびるに当たった。

「今日で……、最後だよ」

　そんな悲しい笑え顔がお、俺おれに向けないでくれよ……。

「太たい陽よう君、私が最後に練習に参加した日に言ってたよね？　『自分は、仕方がないことを割り切れるタイプだ』ってさ。私は、もうすぐ消える。これは決まっていて、絶対に覆くつがえらない……仕方のないことなの。だから、……割り切ってほしいな」

　ふざけるなよ……。割り切れるわけがないだろ！

　そう叫さけびたいのに、声が出ない。

「こないだのお祭りの時と一いつ緒しよだけど、もう一度ちゃんと伝えるね」

　全てを達観したアネモネの、今までにない淡たん白ぱくな声。

　それが、全てを物語っている。アネモネは、もう俺おれと……俺おれ達たちと会うつもりがない。

　これ以上、俺おれ達たちに迷めい惑わくをかけないよう、たった一人で消えていくつもりなんだ……。

「太たい陽よう君……」

　言葉と共に、一歩後ろへ。そのまま徐じよ々じよに距きよ離りを置くと、




「さようなら」




　それだけ告げて、アネモネは公園から去っていった……。





☀






　アネモネに別れを告げられ、圧あつ倒とう的てきな虚きよ無む感かんに苛さいなまれた俺おれは、一人旅館へと戻もどっていった。

　正直、まともに歩けているかすら分からない。全身を包つつみ込こむ、よく分からない浮ふ遊ゆう感かん、ぼやける風景。そんな茫ぼう然ぜん自じ失しつな俺おれを、現実へと引ひき戻もどしたのは……

「うぇぇぇぇぇん!!　嫌いやです！　こんなの嫌いやですよぉ！　ひっく！　ひっく！」

　泣なき叫さけぶ、たんぽぽの声だった……。

　えっと……、これは、いったいどういう状じよう況きようだ？

　俺おれが旅館の野球部が集まっている部屋へと戻もどると、そこでは大泣きをするたんぽぽと、それをなだめる他のメンバーがいた。

「たんぽぽ。泣くなってぇ。ほら、何か事情があったんだよ。それ以外、考えられないって」

「じ、事情なんて知りません！　私は……、私は嫌いやなんです！　謝あやまってほしくなんてないです！　一いつ緒しよにいてくれれば、それでよかったんです！　うぇぇぇぇん!!」

　穴あな江えがたんぽぽを励はげましているが、まるで効果はないようだ。

「ふむ。これは困ったな。……なんとかしたいのだが……」

「無理でしょ。泣なき止やむまで、好きにさせておいたほうがいいよ」

　屈くつ木き先せん輩ぱいは困こん惑わくし、樋ひ口ぐち先せん輩ぱいは冷静な様子だ。

　ただ、よく見ると樋ひ口ぐち先せん輩ぱいの手が落ち着きなく動いていて、多少の動どう揺ようが感じられる。

「あ！　サンちゃん！　やっと戻もどってきてくれたか！　待ってたよ！」

「……待ってた？」

　俺おれの姿を見ると、すぐに駆かけ寄よってきたのは芝しば。俺おれを待ってたってどういうことだ？

「じ、実はさ、ついさっき、俺おれ達たちに連れん絡らくが来たんだ。…………アネモネから」

「え？」

「ほら、前に俺おれ達たちの連れん絡らく先さきを紙に書いて伝えていただろ？　多分、それを使ったんだろうけど、とにかく俺おれと穴あな江え、屈くつ木き先せん輩ぱいに樋ひ口ぐち先せん輩ぱい。それと、…………たんぽぽに連れん絡らくが来たんだよ」

　アネモネから連れん絡らくがきた……だと？

　もしかして、アネモネは俺おれと会う前か別れた後に、みんなに連れん絡らくをしていたのか？

「アネモネから突とつ然ぜん、『迷めい惑わくをかけてしまってごめんなさい。甲こう子し園えん、頑がん張ばって下さい』って、言われてさ……。他のみんなも、似たようなことを言われたみたいだ」

　やっぱりアネモネは、もう俺おれ達たちに会うつもりがないんだ……。

　だから、せめてもの力を振ふり絞しぼって、最後にみんなへメッセージを伝えたのだろう……。

「そこで電話は切れちゃったんだけど、たんぽぽだけはそこから粘ねばって、『アネモネさん！　会いたいです！　明日の練習に来て下さい！』って頼たのんだみたいなんだよ。そしたら、アネモネから『もう、私のことは忘れて下さい』って言われちゃって。それで、あんな調子に……」

「ひっく！　ひっく！　わ、忘れられるわけがないじゃないですか！　アネモネさんは、私の大切な大切な後こう輩はいで、とっても大好きな人なんです！　また会いたいんです！」

　そうだよな。たんぽぽが、アネモネのことが大好きだったのはよく知ってるよ。

　けど、無理なんだ……。アネモネには、もう会えないんだよ……。

「参ったよ。まさか、こんなことになるなんて……」

「そ、そうだな！　これは、大変だな！」

　僅わずかな間を置いて、俺おれは『サンちゃん』としてそう言った。

　みんなに真実を伝えたところで、どうしようもない。アネモネは、もう消えるんだ。

　そんな悲しい事実を伝えるぐらいなら、このまま去っていったことにしたほうがいい。

　たとえ偽いつわりでも、また会えるかもしれないという希望は残せるのだから……。

「……サンちゃん、何か知ってるだろ？」

　さすが、俺おれの相棒だな。鋭するどいじゃないか。……けど、言うつもりはないぜ。

「いや、何も知らないぞ！　ははっ！　まぁ、仕方ないってことだろ！」

「……噓うそを……つくなよ！」

「……ぐっ！」

　だが、その噓うそは芝しばには通用しなかった。激げき昂こうした芝しばが、俺おれの胸むな倉ぐらを摑つかみ強く叫さけぶ。

「俺おれ、前にも言ったよな!?　一人でなんでもしょい込むなって！　サンちゃんが、アネモネの事情を何も知らないわけがないだろ！　なのに隠かくしたってことは、それだけでかい問題なんだろ!?　やばい問題なんだろ!?　どんなにやばくてもいいよ！　けどな、それを一人で抱かかえ込こむのだけはやめろ！　俺おれ達たちはチームなんだ！　お前の問題は、チームの問題なんだよ！」

「……し、芝しば」

「確かにサンちゃんはすごいよ！　うちのチームのエースで、俺おれの一番憧あこがれてる選手で……だけどな、だからって、何でも一人でやることはない！　野球はチームプレーだ！　お前は一人で、試合に勝てるのか!?　そんなわけないだろ！　だから、話せ！　サンちゃんが溜ため込こんでる物を全部吐はき出だせよ！　ここまで言われても、まだ言わないなら、一発ぶんな……うわっ！」

「うむ！　芝しばの思いはしかと伝わったが、それはダメだな！」

　芝しばが俺おれに拳こぶしを掲かかげたところで、背後からガッシリと羽は交がい絞じめにしたのは屈くつ木き先せん輩ぱいだ。

「一度落ち着こうか。試合前にバッテリーが喧けん嘩かするとか、有り得ないから」

　続いて、樋ひ口ぐち先せん輩ぱいも少し呆あきれた様子で、俺おれと芝しばの間を遮さえぎるように立つ。

　……うん。危なかった。さすがに、暴ぼう力りよく沙ざ汰たは色々とまずいからな。

「ま、芝しばがやったことは褒ほめられないけど、言ったことは一理あるかな。サンちゃん、何か事情を知ってるんだろ？　正直、祭りの次の日から様子が変でバレバレだったけど、屈くつ木きと話して本人の意志を尊重しようって言っていたんだが、それもここまでだ。……さっさと話せ」

　うっ！　そうだったのか……。まぁ、仰おつしやる通り、普ふ通つう気づくよな……。

「そういうことだ、サンちゃん！　キャプテンとして、命ずる！　俺おれ達たちに事情を伝えろ！」

　先せん輩ぱい達たちは容よう赦しやが無いな。有う無むを言いわせないとは、まさにこのことだ。

「お、大おお賀が先せん輩ぱいはアネモネさんのことを何か知ってるんですか!?　でしたら、教えて下さい！　私も知りたいです！　むっふー！」

「いや、それはだな……」

「サンちゃーん、芝しばがここまでやったんだから、ちゃんと素す直なおになれよぉ～？　それに俺おれだって、アネモネちゃんのことが心配で、気が気じゃないんだからなぁ～」

「穴あな江え……」

　人が静かに浸ひたりたかったってのに、騒さわぎ立たてやがって……。

　いや、みんなも必死なんだ。アネモネのことが本当に心配だから、どんな手を使ってでも俺おれから話を聞こうとしている。そんな奴やつらに、事情を説明しないなんて……有り得ないか……。

　それに、芝しばの言う通りだ。この問題は、俺おれ一人で抱かかえるにはでかすぎる。

　だったら、素す直なおに仲間を頼たよらせてもらおう。野球はチームプレー。

　一人じゃ、何もできないスポーツだからさ……。





☀






「──というわけなんです。すみません、今まで黙だまってて……」

　それから、俺おれはみんなに全ての事情を説明した。

　アネモネの本名が牡ぼ丹たん一いち華かといい、桑そう仏ぶ高校の牡ぼ丹たん大だい地ちの妹であること。以前に、西にし木き蔦づた高校の近くで起きた交通事故の犠ぎ牲せい者しやが牡ぼ丹たん一いち華かだったこと。その事故が原因でアネモネという少女が生まれたこと。記き憶おくが戻もどると同時にアネモネの存在が消えて、牡ぼ丹たん一いち華かが現れること。そして、今日俺おれがアネモネに会ってその事情を聞いていたこと。……全てを、だ。

「な、なるほど……。にわかには信じがたい話だが、それであれば納なつ得とくはいくな……」

　沈ちん黙もくする旅館の一室で、誰だれよりも最初に言葉を発したのは、キャプテンである屈くつ木き先せん輩ぱいだ。

　腕うでを組んで、深い溜ため息いきを吐ついている。

「……だからアネモネは、たんぽぽに『自分を忘れてくれ』なんて言ったのか。次に会うことがあったとしても、もう別人になっているかもしれないから……」

「はい。多分、樋ひ口ぐち先せん輩ぱいの言う通りです」

「なぁーんだ！　てっきりアネモネさんに嫌きらわれたかと思って、ビックリしちゃいましたよ！　でも、嫌きらわれてないと分かって安心です！　まったく！　アネモネさんったら、お茶目さんですねぇ！　むふふふ！」

　たんぽぽは、事の重さを理解していないのか、それともアネモネに嫌きらわれたわけではないと分かって安心しているのか、明るい笑え顔がおを見せている。

　非常に失礼な考え方だが、こういう時、アホは強いな……。

「何か手段はないのか？　アネモネが消えない方法とか……」

「分かりません。こんな経験、今まで一度もないですし……」

「……そうか。まぁ、そうだよな……」

　樋ひ口ぐち先せん輩ぱいは、慌あわてるわけでもうろたえるわけでもなく、静かに頷うなずいた。

　屈くつ木き先せん輩ぱいといい、樋ひ口ぐち先せん輩ぱいといい、こんな話を聞いても冷静でいられるところを見ると、「あぁ、やっぱりこの人達たちは三年生なんだな」と思う。来年、俺おれはこの人達たちみたいになれるのかな？

「なぁ、サンちゃん。それで、アネモネの時間はあとどのくらい残ってるんだ？」

「芝しば、俺おれも分からないよ。けど、あいつは『今日が最後』って言ってた。だから、もう……」

「……そっか」

「じゃあ、アネモネちゃんはこのまま消えちまうのか!?　俺おれ達たちと一いつ緒しよに野球部のマネージャーとして頑がん張ばってくれた記き憶おくは、全部なくなっちまうのか!?」

「あ……、ああ。アネモネと牡ぼ丹たん一いち華かは、記き憶おくの共有はしていないらしいしな」

「……マジかよ」

　啞あ然ぜんとした穴あな江えの声。こんな突とつ拍ぴよう子しもない問題をぶつけられたら、混乱するに決まってる。

　事実、俺おれだってどうしていいかサッパリ分からずにいたんだ。

「「「「「…………」」」」」

　沈ちん黙もくが旅館の一室を包つつみ込こむ。

　できることなら、もう一度アネモネに……という気持ちはあるが、それはもう不可能だ。

　アネモネ自身がそれを望んでいないのもあるが、先さき程ほど大だい地ちさんからホテルを通して『今、一いち華かは非常に不安定な状態だ。だから今こん後ご一いつ切さい、あの子と関わらないでほしい』と連れん絡らくが来た。

　正直、思うところはあったが、今日だけはせめてと、俺おれの希望を汲くんで大だい地ちさんが行動してくれたことを考えると、どうしても責めることができなかった。

　分かってる……。大だい地ちさんは、大だい地ちさんで必死なんだ。牡ぼ丹たん一いち華かを取とり戻もどすために……。

　だけど、こんな終わり方ってありかよ？　このままじゃ、あいつは一人ぼっちで消えていく。

　そんなことを認めるわけには……

「あのー……、皆みなさんは、なんでそんな困った顔をしているのですか？」

　と、そこで、キョトンとした声が、旅館の一室に響ひびいた。発したのは、たんぽぽだ。

「そりゃそうだろ。だってこのままじゃ、アネモネちゃんが消え──」

「むふ！　むふふふ！　穴あな江え先せん輩ぱいはおバカですねぇ～！　アネモネさんを消させない方法なら、バッチリあるじゃないですか！」

「たんぽぽ、お前は何を……」

「簡単です！　私達たち、西にし木き蔦づた高校が甲こう子し園えんで優勝すればいいんですよ！」

「「「「「はぁ!?」」」」」

　俺おれ達たちは、声をそろえてとぼけた声を出してしまった。

「ほら！　私達たちはアネモネさんと約束したじゃないですか！　甲こう子し園えんで優勝するところを、ナンバー１になるところをお見せすると！　つまり、その約束を果たせばアネモネさんは消えません！」

　いや、本当に何を言ってるんだこいつは？

「マネージャーとして、一いつ緒しよに過ごしてきた私はよぉ～く知っています！　アネモネさんは、野球が、私達たち西にし木き蔦づた高校野球部が大好きです！　だから、私達たちがちゃんと約束を守れば、もうすんばらすぃ素す敵てきな思い出が残って、消えないに違ちがいありません！　むふふふ！」

「あのな、たんぽぽ……。甲こう子し園えんで優勝しても、アネモネは多分戻もどってこないよ。俺おれ達たちの状じよう況きようは、完全に行いき詰づまってるんだ……」

　あの手段を大だい地ちさんが取ろうとしているのは、あくまで元から存在した一いち華かだからこそ、自じ分ぶん達たちが甲こう子し園えんで優勝するところを見せて、記き憶おくを刺し激げきしようとしたんだ。

　けど、新たに生まれたアネモネに同じ手段は……、恐おそらく通用しない……。

「大おお賀が先せん輩ぱい！　行いき詰づまった時、どうすればいいか!?　それを私は、以前にちゃんと教えてあげたじゃないですか！　もう忘れちゃったんですか？」

「行いき詰づまった時の方法……だと？」

「仕方ありませんねぇ～。では、特別にもう一度教えてあげちゃいます！　むっふん！」

　たんぽぽが立ち上がり、ふんぞり返る。そして、大きく息を吸うと、

「ズバリ、大切な人を思おもい浮うかべながら戦うのです！　心の強さは体にも強く影えい響きようを及およぼしますからね！　この人のために勝ちたいと願えば、自おのずと体もついてくるはずです！　最後に勝負を決めるのは体の強さではなく、心の強さ！　要は気持ちですよ！　気・持・ち！」

「それは……」

「大おお賀が先せん輩ぱい！　私はアネモネさんが大好きです！　皆みなさんも、アネモネさんが大好きです！　だから、その気持ちは伝わります！　願いは叶かなうんです！　絶対に、もうずぇぇぇぇったいに叶かなえるんです！」

　なんという自信だ……。まるで根こん拠きよがないくせに、できる気満々じゃないか。

「それでもまだ不安だと言うのでしたら……」

　言葉と共にたんぽぽが取り出したのは、一本の枝。

　それは……、罰ばち当あたりにもたんぽぽが折って持ってきたナリツキの枝だ。

　どんな願いでも、一度は必ず叶かなえてくれるという言い伝えのある……。

「さ、皆みなさん！　これにお願いしましょう！」

　満面の笑えみで俺おれ達たちの前に、ナリツキの枝を差し出すたんぽぽ。

　ははっ。本当にすごいな。分かってるのか？

　アネモネを消させないってことは、牡ぼ丹たん一いち華かを消すってことになるんだぞ？

　今までずっと一いつ緒しよに過ごしてきた、大だい地ちさんや彼かの女じよの家族や友とも達だちの気持ちだってあるっていうのに…………けど、そんなこと関係ないか。難しいことを考えるのは、後回しだ。

「はっはっは！　たんぽぽ、ナイスアイディアだな！　乗った！　俺おれは願うぞ！」

「屈くつ木き先せん輩ぱい、俺おれも賛成っすよ！　アネモネちゃんのために、願っちゃおうっと！」

「ま、どうせ優勝を目指すのに変わりはないし、ついでだな。いいよ、俺おれも願う」

「もちろん、俺おれも賛成だ。まだ、アネモネには俺おれの妹と会わせてないし」

　重苦しかった空気を払はらうように、屈くつ木き先せん輩ぱい、穴あな江え、樋ひ口ぐち先せん輩ぱい、芝しばがたんぽぽの提案に賛同する。だけど、四人の表情を見て気づいてしまった。みんな、もう分かっている……。

　たとえ、俺おれ達たちが甲こう子し園えんで優勝できたとしても、アネモネが消えるということを。

　それでも、こうしてたんぽぽの提案に乗ったのは、僅わずかな希望にすがっているからじゃない。

　初めから、甲こう子し園えん優勝こそが自じ分ぶん達たちの目標だったからだ。

　そうだよな……。アネモネのことがあろうがなかろうが、甲こう子し園えん優勝は全国の高校球児の夢だ。そこを目指さないで、どこを目指すって言うんだよ。

　そのついでに、アネモネとの約束も果たしてやろうじゃないか。

「へへっ！　たんぽぽ、いい案だな！　俺おれも、もちろん乗らせてもらうぜ！」

　だから、俺おれはそう言った。たとえあいつが偽にせ者ものだとしても、俺おれはあいつの王子様だ。

　お姫ひめ様さまの前では、かっこつけずにいられないんだよ。

　たまにはいいよな？　……ハッピーエンドに、真っ向から逆らったってさ。

「むふふふ！　では、皆みなさん、せーのでお願いをしますよ？　準備はいいですか？」

　たんぽぽがナリツキの枝を俺おれ達たちの正面へと向ける。そして、

「せーの…………」




「「「「「「アネモネを消さないで下さい!!」」」」」」




　俺おれ達たちは、声を合わせてナリツキの枝へそう願った。







[image: 第六章　勝者不在の決勝戦]
















　ナリツキの枝にみんなで願いをこめてから、およそ二週間が経たった。

「よし！　みんな、行くぞ!!」

「「「「うっす!!」」」」

　ベンチに鳴なり響ひびく屈くつ木き先せん輩ぱいの豪ごう快かいな号令に従い、俺おれ達たちは球場の本ほん塁るいまで向かう。

　ついに……、ついにここまで辿たどり着ついた……。

「ひゃぁ～！　すっげぇ声だな～！」

「穴あな江え、キョロキョロしないの」

　球場に鳴なり響ひびく大だい歓かん声せい。これまでに何度も聞いてきたが、とりわけ感かん慨がいに浸ひたってしまうのは、今日という日が特別な日だから──って、まだそんなことを考えるには早いだろ。

　本番は、これからなんだからさ。

　全国高校野球選手権大会、決勝戦。それが、今からここ──阪はん神しん甲こう子し園えん球きゆう場じようで行われる。

　対戦カードは、去年の夏、そして今年の春の覇は者しやである桑そう仏ぶ高校。

　そして…………初出場である西にし木き蔦づた高校──俺おれ達たちだ。

　今け朝さに見たニュースでは、「大おお番ばん狂くるわせ連続の西にし木き蔦づた！　快かい進しん撃げきのまま下げ克こく上じよう成なるか!?」なんて特集をされていた。ドラマ性を求めるマスコミとしては、常勝の桑そう仏ぶ高校よりも初出場の俺おれ達たちのほうがおあつらえ向きだったようだ。

　今まで、ろくに取り上げもしなかったのに、調子のいい連中だよと思いつつも、ようやく桑そう仏ぶ高校と並ぶことができたなという達成感を味わう瞬しゆん間かんでもあった。

　本当に……、ようやく……、ようやくの決勝戦だ。

　楽な戦いなんて一つもありはしなかった。「こんなに苦しいのなら、負けて楽になりたい」と逃にげ出だしそうになった。「もうダメだ。自じ分ぶん達たちは全てを失う」と絶望もした。

　それでも、どうにかギリギリ限界でふんばって戦ってきた。

　勝利の度たびに味わう気持ちは、幸福感と罪悪感の板いた挟ばさみ。

　俺おれ達たちは、多くの高校球児の夢を踏ふみ台だいにして、ここに立っている。

　誰だれもが幸せになれるハッピーエンドの存在しない場所……、それが甲こう子し園えんだ。

　だからこそ、尊く、美しく、……そして悲しい世界なのだろう。

　いつか自分が大人になった時、こんな風にガムシャラに何かをすることができるのかな？

　──なんて、そんなことは大人になってから考えればいいことだ。

「いやはや……、神様ってのは案外いるのかもね」

　甲こう子し園えんの本ほん塁るいを挟はさんで、俺おれの斜ななめ前まえに立つ男……牡ぼ丹たん大だい地ちがそう言った。

　そうだな。勝ち進んでいけば、いずれどこかで当たるとは思っていたが、まさか決勝戦まで当たらないとは思わなかったよ……。

「やっと、君きみ達たちと勝負ができる。正直、昨日は楽しみで楽しみで仕方なくて、ほとんど眠ねむれなかったよ。全力で、叩たたき潰つぶしてあげるから覚かく悟ごしておいてね」

「準備がいいですね。もう、負けた時の言い訳があるなんて」

「言うねぇ。なら、負けた時は、『睡すい眠みん不ぶ足そくが原因なんですぅ～。勘かん弁べんして下さい～』って言わせてもらおうかな」

　負けるつもりなんてないくせに、よく言うよ。

「ちなみに、大おお賀が君。君のコンディションは？」

「万ばん全ぜんですよ。今だけは、この試合に集中して全ぜん身しん全ぜん霊れいで臨のぞませていただきます」

「……うん。俺おれと同じだね」

　普ふ段だんのとぼけた調子の明るい笑え顔がおでも、絶望に満ちた悲しい笑え顔がおでもない……ただ、純じゆん粋すいでひたむきな笑え顔がお。野球が大好きな……、俺おれの憧あこがれた大だい地ちさんの笑え顔がおだ。

　そんな人と、これから勝負ができると思うと胸が高こう揚ようした。

　その後、お互たがいに「よろしくお願いします！」とお決まりの挨あい拶さつをして礼をすると、俺おれ達たち──西にし木き蔦づた高校野球部は、一度ベンチへと戻もどっていった。




「むふふ！　皆みなさん、頑がん張ばって下さいね！　優勝まで、あとちょっとですよ！」

　ベンチに戻もどった俺おれ達たちを、無む邪じや気きな笑え顔がおで迎むかえてくれるマネージャーのたんぽぽ。

　本当はもう一人……、たとえベンチにいなくても、そばにいてほしいマネージャーがいた。

　その子とは甲こう子し園えんが始まる直前に一度会ったきり。それ以降は、誰だれも会っていない。

「ああ！　任せとけよ、たんぽぽ！」

「妹も観に来てるから、カッコ悪いところは見せられないな」

「よぉ～し！　活かつ躍やくして女の子にモテるチャンスをゲットしちゃうぜぃ！」

「穴あな江え、調子に乗るな。さっさと行くぞ」

「はっはっは！　みんな、頼たのもしい限りだな！」

　誰だれからも……たんぽぽからすらも、あの子の名前が漏もれることはない。

　あの日……、みんなでナリツキに願い事をした日に俺おれ達たちは決めたんだ。

　どんな事情があれ、自じ分ぶん達たちは高校球児。野球に全ぜん身しん全ぜん霊れいを賭かけて挑いどむべきだ。

　だから、甲こう子し園えんが終わるまで、あの子の名前を口に出すのはやめよう。

　口に出すのは約束を果たした……甲こう子し園えんで優勝してからにしようと。

　一番の樋ひ口ぐち先せん輩ぱいがバッターボックスに、二番の穴あな江えがネクストバッターズサークルへ向かう。

「プレイボール！」

　審しん判ぱんの声が高らかによく響ひびいた。

　バッターボックスに立つ樋ひ口ぐち先せん輩ぱいを、桑そう仏ぶ高校のピッチャーが睨にらみつけている。

　一回の表。まずは俺おれ達たちの攻こう撃げきからだ。




　いよいよ始まった、全国高校野球選手権大会決勝戦。それは、壮そう絶ぜつな投手戦となった。

　まず表の俺おれ達たちの攻こう撃げきだが、残念ながら三者凡ぼん退たい。

　相手ピッチャーもさることながら、やはり厄やつ介かいなのは、ショートを守る牡ぼ丹たん大だい地ち。

　一番の樋ひ口ぐちさんが、先頭打者で鋭するどい当たりを放つも大だい地ちさんに阻はばまれてしまい、無念のアウト。……守しゆ備び範はん囲いの広さが段だん違ちがいだ。恐おそらく、通常の選手よりも二周りは広い。

　次の穴あな江えと、三番の俺おれは残念ながらフライとボテボテのゴロでスリーアウト。

　そして、一回の裏。桑そう仏ぶ高校の攻こう撃げき……。

「試合が終わったら、返させてくれよな……」

　ポケットに入れてあるお守りを強く握にぎり締しめ、小さく言葉を漏もらす。

　……三秒後、お守りから手を離はなし、代わりにボールを握にぎり締しめる。

　さぁ、いよいよ待ちに待った大おお舞ぶ台たいだ！　俺おれの力を、見せてやるよ！

　初球は、今まで自分が投げ続けていたストレートを全力投球。一番バッターは想像以上のボールの伸のびに、キャッチャーミットに収まってからバットを振ふるほど。同時に沸わき立たつ西にし木き蔦づた高校の観客席から響ひびく声せい援えんが、俺おれにより力を与あたえてくれた。

　その力のままに一番、二番を三さん振しんに抑おさえた後、三番バッターが鋭するどい当たりを放ったが、先さき程ほどの大だい地ちさんへの意い趣しゆ返がえしと言わんばかりに、ショートの樋ひ口ぐち先せん輩ぱいがダイビングキャッチ。

　結果は、ショートゴロでスリーアウト。




　──二回表。

「……くっ！」

「はっはっは！　芝しば、いいフルスイングだったぞ！」

「すみません……、屈くつ木き先せん輩ぱい」

　ベンチまでよく響ひびく、屈くつ木き先せん輩ぱいの豪ごう快かいな声と謝罪をする芝しば。

　二回の表、まずは四番キャッチャーの芝しばの打席だったが、残念なことにセンターフライ。

　当たり所が悪かったボールは、高い放物線を描えがきつつも、伸のびることはなくセンターのグローブの中へと収まっていった。ワンアウトだ。

「なに、気にすることはない！　折角の甲こう子し園えん決勝の第一打席だ！　変に萎い縮しゆくするよりも、何も考えずに大おお振ぶりをしたほうが気持ちもいいというものだ！　さて、守備の面ではサンちゃんや樋ひ口ぐちにいいところを持っていかれたから、攻こう撃げきでは俺おれがいいところを持っていこう！」

　どんな状じよう況きようでも、常に揺ゆるがない自信を持ってくれているこの人は本当に頼たのもしい……のだけど、屈くつ木き先せん輩ぱいって性格通り豪ごう快かいなスイングが売りだから、三さん振しんが多いんだよなぁ。

　力と力の勝負には強いが、力と技わざの勝負には弱いバッター。それが、屈くつ木き先せん輩ぱいだ。

「くそ！　あのピッチャー、どれだけ変化球が投げられるんだよ！」

　ベンチに戻もどってきた芝しばが悪態をつく。桑そう仏ぶ高校のピッチャーは、俺おれとは違ちがうタイプの投手だ。多た彩さいな変化球を駆く使しして、三さん振しんではなく打たせて取る相手。

　特に厄やつ介かいなのはスライダー。右打者の俺おれにとっては、バットから逃にげていくように変化し、左打者の芝しばにとっては、内角をえぐってくる非常にたちの悪い変化球となっている。

「芝しば、イライラしないの。怒おこったって、何も解決しないだろ？　……大だい丈じよう夫ぶだ。お前が打てなくても、屈くつ木きが打ってくれる」

　やけに自信たっぷりに樋ひ口ぐち先せん輩ぱいがそう言うが、それは余計にダメじゃないか？

「いや、屈くつ木き先せん輩ぱいとあの投手の相あい性しようは、悪くないですか？」

　芝しばもそれを分かっているのか、やや言いづらそうにしながらも素す直なおな言葉を漏もらす。

　正直、俺おれも変化球に翻ほん弄ろうされてアウトになる予感がしている。

「ん？　芝しばは何を言って……、ああ、そうか。そういえば、言ってなかったな。屈くつ木きの秘密を」

「屈くつ木き先せん輩ぱいの……、秘密？」

「あいつはキャプテンになった時、バッティングスタイルを変えたんだよ。キャプテンである自分が常に全力でバットを振ふれば、他のメンバーも気き兼がねせず、三さん振しんを恐おそれずにバットを振ふれるだろうってさ。ほら、思い出してみろって。お前達たちが一年の時の屈くつ木きは……」

　そこまで樋ひ口ぐち先せん輩ぱいが言ったところで、球場にバットがボールに当たる軽快な音が響ひびいた。

　何が起きたかは言うまでもない。……打ったんだ！　屈くつ木き先せん輩ぱいが！

　華か麗れいなアーチを描えがき、スタンドへと向かっていく打球。

　残念ながら、スタンドには届かなかったが、それでも長打。見事なツーベースヒットだ。

「あの通り、結構繊せん細さいなバッティングもできたりしただろ？　ま、本人はホームランを狙ねらってたみたいだから、少し不服そうな顔をしてるけどな」

　そう言われて、二に塁るいにいる屈くつ木き先せん輩ぱいを見ると、首を傾かしげて少し納なつ得とくのいかない表情だ。

　ははっ。あんな顔の屈くつ木き先せん輩ぱい、初めて見るよ。

「あれが、俺おれ達たちのキャプテンだ。……どうだ？　頼たのもしいだろ？」

「「はい！」」

　自分のことのように誇ほこらしげに語る樋ひ口ぐち先せん輩ぱいに、俺おれ達たちは頷うなずくばかり。

　本当に、この人達たちが先せん輩ぱいでよかったと痛感した。

「さて、初ヒットはこっちが取った。桑そう仏ぶ高校としては、気分が悪いだろうな」

　そうだ。ここから点が取れるかどうかは分からない。だけど、この展開はいい。

　試合には流れがある。その流れを摑つかむのに相応ふさわしい、キャプテンの初ヒット。

　それも、常勝の桑そう仏ぶ高校からだ。あとは点さえとれれば……、確実に流れは摑つかめる。

　だが、そう話はうまく進まず、後続のバッターは打ち取られた。

　あそこから投球が乱れてくれればよかったんだけどな。そう、甘あまくはない、か。

　──二回裏。

　バッターボックスに立つ男が、俺おれの心臓の鼓こ動どうを僅わずかに早める。

　ついに……、ついにこの人と勝負をする時が来た。全国の高校球児の憧あこがれの的、桑そう仏ぶ高校の四番にして、今年最も注目されている打者……牡ぼ丹たん大だい地ち。

　ここまでの大だい地ちさんの甲こう子し園えんでの通算打率は、0.712。……化物染じみた成績だ。けど、俺おれも負けてないぜ。俺おれの甲こう子し園えんでの防ぼう御ぎよ率は0.65。ここまで、ほとんど点なんて取られていない。

「…………」

　……ん？　なんだ？　大だい地ちさんが、不敵な笑えみを浮うかべて俺おれを見つめているぞ。

　いったい、何を……って、あれは……っ！

「「「「おぉぉぉぉぉ!!」」」」

　大だい地ちさんが取った行動に、桑そう仏ぶ高校の観客席から盛せい大だいな声せい援えんがあがる。

　やったことは単純だ。……ただ、バットでバックスクリーンを指し示しただけ。

　つまり、ホームラン予告だ。

　面おも白しろいことをしてくれるじゃないか……。だったら、こっちも付き合ってやるよ。

「「「「おぉぉぉぉぉ!!」」」」

　今度は、西にし木き蔦づた高校の観客席から、桑そう仏ぶ高校の声せい援えんに負けない歓かん声せいがあがる。

　やったことは、こちらも単純。俺おれが、大だい地ちさんに向けて自分のボールの握にぎりを見せただけ。
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　この人に投げる、最初の一球目は何にするかなんて初めから決まっている。

　俺おれの最強の変化球…………フォークボール以外に有り得ない。

「サンちゃーん！　ぶちかましてやれ!!」

　ジョーロ。今日まで、毎日応おう援えんに来てくれてありがとな。……もう少し待っててくれよ。

　あと少し……、あと少しで、俺おれ達たちが日本一になるところを見せてやれるからさ。

　大だい地ちさんが、バットを構える。あとは、俺おれがボールを投げるだけだ。

「打てるもんなら……」

　誰だれにも聞こえない小さな声で言葉を漏もらしながら、俺おれはフォームを取る。

　背中を見せるまで捻ひねりを加え、そのまま一気に……

「打ってみろよ!!」

　ボールを放った。

「ットライクッ!!」

　審しん判ぱんの声が高らかに響ひびく。同時に、桑そう仏ぶ高校の応おう援えん席せきは静まり返り、西にし木き蔦づた高校の応おう援えん席せきからは、先さき程ほど以上の大だい歓かん声せいがあがる。

　当然だ。大だい地ちさんは、俺おれのフォークボールが来ると分かっていながら打てなかった。

　空から振ぶったからだ。恐おそらく、これまでの試合のビデオを見て、対策を練ねっていたのだろうが、実際に体験してみると段だん違ちがいだったのだろう。面おも白しろいぐらいに目を見開いている。

「ストライクッ!!　バッターアウト！」

　それから二球連続、俺おれはフォークボールだけを投げ続け、大だい地ちさんを三さん振しんで打ち取った。

　残念だったな。そんな簡単に、俺おれの球をホームランにできるわけがないだろ。なめるなよ。

　第一打席は俺おれの勝ち。後続のバッターも、俺おれの球にバットをかすらせることすらできず、そのまま三者三さん振しん。二回の裏も無失点で抑おさえきった。




　それから先、お互たがいに無得点なので拮きつ抗こうしているように思えるが、流れは俺おれ達たちのほうへとやってきつつあった。

　まず三回の表……西にし木き蔦づた高校の攻こう撃げきだが、八番九番バッターは、アウトに沈しずむも樋ひ口ぐちさんがヒットを放ち出しゆつ塁るい。この試合で二本目のヒットも西にし木き蔦づた高校が取った。ただ、残念なことに続く穴あな江えが三さん振しんしてしまってスリーアウト。

　その後の三回裏の桑そう仏ぶ高校の攻こう撃げきは、再び三者三さん振しん。つまり、この時点で俺おれの奪だつ三さん振しん数は８。桑そう仏ぶ高校は三番バッター以外、まともにバットに当てることすらできていない。

　そして、四回の表だが、三番の俺おれは二に塁るいゴロに倒たおれるも、その後の芝しばと屈くつ木き先せん輩ぱいがヒットを放ち、ワンアウト一いち三さん塁るいという絶好のチャンスを得た。相手投手にかかる重圧は相当なものだったようで、徐じよ々じよに乱れ始める投球。二球連続でボールとなった後の三球目の甘あまい球を、六番バッターが見事にとらえた……のだが、ここは桑そう仏ぶ高校が超ちよう名門校の意地と底力を見せた。

　これまでの相手であれば、間ま違ちがいなくヒットとなったものの、セカンドのファインプレーによって、ダブルプレー。惜おしくも、俺おれ達たち西にし木き蔦づた高校は得点のチャンスを逃のがした。

　点を取れなかったのは口く惜やしいが、それでもこの流れはいい。

　まともにヒットが打てない桑そう仏ぶと、徐じよ々じよにヒットを打ち始める西にし木き蔦づた。

　どちらが押おしているかなんて、素人しろうとでも分かるような試合状じよう況きようだ。

　そして……




　──四回裏。

　現在の状じよう況きようは、ツーアウト一いち塁るい。ヒットは打たれていないのだが、フォアボールを与あたえてしまった俺おれのミスだ。それにより、再びバッターボックスにはあの男……牡ぼ丹たん大だい地ちが立つ。

　先さき程ほどのような、パフォーマンスは一いつ切さいなし。むしろ、鬼き気き迫せまった表情をしている。

　それもそうだろう。なんせ、ここまで桑そう仏ぶ高校はまともなヒットが一本も出ていない。

　四番バッターの自分こそが、ヒットを打つべきと考えているのがよく分かる表情だ。

　……甘あまいな。たとえこっちが押おしていたとしても、俺おれ達たちに油断なんてない。

　ここから先も、一本も打たせるものかっ！

「…………っ！」

「ストライィク！」

　第一球、俺おれのフォークボールを狙ねらってバットを振ふった大だい地ちさんだが、残念ながら球種はストレート。さっきみたいな、サービスをするつもりはもうない。

　むしろ、狙ねらい通りだ。先さき程ほどの打席では、目に焼き付けるために、わざと三球ともフォークを投げたわけだからな。刻きざみ込こまれたイメージは、そう簡単には振ふり払はらえない。

　ストレートが来るとどれだけ言い聞かせても、フォークを意識してしまったら隙すきは生じる。

　そこを突つかせてもらうのさ。

「…………っ！」

「センター、いったぞ！」

　芝しばの声が響ひびく。二球目、再び放った俺おれのストレートを大だい地ちさんがとらえた。

　だが、僅わずかにタイミングを誤ったのだろう。

　残念ながら、長打とは成なり得えない弱々しい放物線を描えがき、センターへと向かっている。

　大だい丈じよう夫ぶだ。アレなら、センターの穴あな江えが……




「……え？」




　その時、突とつ如じよとして甲こう子し園えんに風が吹ふいた。それは、甲こう子し園えんの特とく徴ちようの一つである浜はま風かぜだ。

　今までの試合で何度か経験してきたが、こんな強いものは……まずい！　ボールの軌き道どうが！

「バックホーム!!　急げ！」

　再び響ひびく芝しばの叫さけび声ごえ。明らかに、先さき程ほどの声と比べて焦しよう燥そうに溢あふれていた。

　本来であれば、楽にキャッチできていたはずのボールは、浜はま風かぜによって軌き道どうが逸それた。

　気づいた穴あな江えは、その俊しゆん足そくを生かして追いつくことはできたものの、肝かん心じんのボールは一度グローブに収まった後、……こぼれ落ちた。

「ちっくしょぉぉぉぉ!!」

　穴あな江えがボールを握にぎり締しめ、全力で投球する。ツーアウトだったこともあり、一いち塁るいランナーはセオリー通り投球と同時に全力疾しつ走そう。もう、三さん塁るいを回っている。……急げ。……急げ！

「お、っらぁぁぁぁ！」

「……くっ！」

　ようやく芝しばのミットにボールが収まるが、ランナーもホームに辿たどり着つく。

　精せい一いつ杯ぱい、ホームを守ろうとした芝しばではあるが、

「セーフ!!」

　審しん判ぱんの声が、無情な事実を俺おれ達たちに告げた。

　スコアボードの桑そう仏ぶ高校側に、表示される『１』という数字。

　……仕方がない、な。こんなこと、今までに何度も経験してきた。

　どれだけ完かん璧ぺきにやっても、外的要因でトラブルに見み舞まわれることは往々にしてある。

　大事なのは、ここから先。だから、切きり替かえろ。気にしちゃダメなんだ……。

　そう自分に言い聞かせるのだが、……ちっくしょぉ……。こんなの、ありかよ……。




「ごめん！　本当に、ごめん！　俺おれが……、俺おれがちゃんと取れてれば！」

　四回の裏を終え、ベンチに戻もどった俺おれ達たちに穴あな江えが必死に謝罪をする。

　だが、それを責める奴やつなんて誰だれもいなかった。

「む、むふ！　大だい丈じよう夫ぶですよ！　まだ四回です！　ここから、バッチリ逆転しましょう！」

「あんなの、プロだって取とり損そこなう。むしろ、追いついた穴あな江えは十分に誇ほこっていい」

「たんぽぽ、樋ひ口ぐち先せん輩ぱい……」

「はい、切きり替かえ切きり替かえ。たんぽぽの言う通り、逆転をすればいいだけなんだから、何も問題なんてないよ。……だろ、穴あな江え？」

「……うす！　その通りっす！」

　どうにか、自らを奮い立たせる穴あな江え。この後のプレーに影えい響きようをしそうで不安だったが、その心配はないようだ。そうだ、何も問題なんてない。ただ、逆転をすればいいだけだ。

　向こうは、まともに俺おれの球にバットを当てられていないが、こっちは違ちがう。

　徐じよ々じよにだが、確実に俺おれ達たちはあの投手に慣れてきている。だから……、点は取れるはずだ。




　野球以外でもそうだが、一度失った流れを再び取とり戻もどすのは非常に難しい。

　そこから先の五回、六回、七回と、俺おれ達たち西にし木き蔦づたは樋ひ口ぐち先せん輩ぱい、屈くつ木き先せん輩ぱい、芝しば、俺おれなどがヒットを放つも、打線がうまく繫つながらず得点には至らなかった。

　どうも流れと一いつ緒しよに運も失ってしまったようで、鋭するどい当たりがたまたまサード真正面でアウトなど、つい首を傾かしげたくなる展開もある程ほどだ。

　もちろん、俺おれも点を奪うばわれるようなことはない……のだが、先に点を奪うばわれたことが響ひびいて、フォアボールが目立った。……情けない。

　結局俺おれは、まだまだ大人になりきれていない未熟な高校生なんだ……。

　ただ、それでも精せい一いつ杯ぱいの意地を持って、桑そう仏ぶ高校には一本のヒットも与あたえなかった。

　大だい丈じよう夫ぶだ……。こうして抑おさえ続つづければ、チャンスは必ず来る。

　たとえ、それがどれだけか細いものであろうとも、必ず摑つかんでみせる……。




　──八回表。

「さ、さぁ、皆みなさん！　いよいよ八回表の私達たちの攻こう撃げきです、よ！　打順は、九番から！　向こうは未いまだにヒットを打ててないのに対して、こちらは徐じよ々じよに打ててきています！　なので、ここでバシッと逆転しちゃいましょう！　む、むふ！」

　歯切れの悪いたんぽぽの声。本人なりに精せい一いつ杯ぱい笑え顔がおを作っているが、引きつっている。

　原因は、『１─０』のまま変化のないスコアボード。俺おれ達たちが、未いまだに無得点だからだ。

　ヒットは打てているのだが、いまいち打線が繫つながらず得点に至れない。

　まるで、三さん塁るいとホームの間に見えない壁かべがあって、それが俺おれ達たちの得点を阻はばんでいるのではないかと錯さつ覚かくを起こしてしまうほどだ。

「あと二回……、まだチャンスはある。絶対に、次の打席も打ってやるよ」

「ああ……、そうだな、芝しば」

　四番バッターとして、甲こう子し園えんを勝かち抜ぬいてきたことで自信と責任を身につけた芝しばが、決意を漏もらす。その決意が、ホームベースに届くように俺おれは芝しばの背中を少し強めの力で叩たたいた。

「なぁ、サンちゃん、芝しば」

「ん？　どうした、穴あな江え？」

　ふと、俺おれ達たちに語りかけてきたのは穴あな江えだ。その表情は、普ふ段だんのふざけた様子はまるでない。神しん妙みようで、どこか思いつめている様子だ。

「ごめんな……。前に、鉄てつ壁ぺきの守備を見せるなんて言っておきながら、こんな有あり様さまで」

「いや、アレは穴あな江えが悪いわけじゃ……」

「どんな理由があれ、エラーはエラーだよ」

　スコアボードの『Ｅ』の欄らんに刻まれた『１』という数字を見ながら、穴あな江えが言う。

「しかも、一番から五番で、ヒットを打ててないのは俺おれだけ。樋ひ口ぐち先せん輩ぱいもサンちゃんも芝しばもヒットを打って、屈くつ木き先せん輩ぱいに至っては今のところ全打席ヒットだ。自分が情けないよ……」

　まずいな……。立て直したと思っていたのだが、ここまで無得点なのが響ひびいたか。

　穴あな江えの表情が見る見るうちに暗くなって……

「ま、確かにその通りだ。しかも、悲ひ壮そう感かんを出してかっこつける辺り、さらにたちが悪い」

「なっ！　樋ひ口ぐち先せん輩ぱい！　俺おれは真しん剣けんに落おち込こん──」

「エラーをした奴やつが、その分、点を取り返したら最高にかっこいいだろうな。もう、間ま違ちがいなく、女の子にモテるんじゃないか？」

　樋ひ口ぐち先せん輩ぱいが、ニヤニヤと笑いながらそう言った。

「そ、それは……」

「ま、最悪送りバントでもいいよ。俺おれが、ヒットを打つ。穴あな江えが俺おれを二に塁るいに届ける。……で、サンちゃんがヒットで同点。次に芝しばがホームラン。これで逆転だ」

　ちょっと、樋ひ口ぐち先せん輩ぱい。なにさり気なく、俺おれと芝しばに無む茶ちや振ぶりをしてるんですか？

　特に、芝しばへのハードルの高さが尋じん常じようじゃないぞ。

「いや！　それじゃあ、サンちゃんと芝しばがモテちゃうじゃないですか！　ただでさえ、甲こう子し園えんでほとんど点を取られてないから、キャーキャー言われてるってのに！」

「あ、気づいた？　だったら、穴あな江えもモテるように頑がん張ばろうな……っと、そろそろ攻こう撃げきが始まるか。じゃあ、俺おれは一いち塁るいで待ってるから、穴あな江えもさっさと来いよ」

　そう言って、バットを片手にネクストバッターズサークルへと向かっていく樋ひ口ぐち先せん輩ぱい。

　言いたい放題言われた穴あな江えは、啞あ然ぜんとするばかりだ。

「あの人は、本当に俺おれには容よう赦しやがないな……」

　文句を呟つぶやきつつも、表情を見れば分かる。穴あな江えに活気が戻もどってきている。

「なぁ、サンちゃん、芝しば。多分、あの投手を相手に、俺おれはホームランを打てない。それにヒットだって難しいと思う。だからなんとか塁るいに出るために……」

　穴あな江えがそこまで言って、一度言葉を止める。

　ちょうど、そのタイミングで、九番バッターが内野ゴロで打ち取られて戻もどってきた。

　つまり、穴あな江えがネクストバッターズサークルへ向かう番だ。

「塁るいに出るために……どうするんだ、穴あな江え？」

「……ファーストキスを捧ささげてくるよ」

「はい？」

　いや、意味不明なんだが？　なぜ、塁るいに出るためにファーストキスを捧ささげる？

「あー……、芝しば。穴あな江えの言葉の意味、分かったか？」

「いや、さっぱり分からない……」

　だよなぁ。まぁ、穴あな江えは時折変なことを口走るから、気にしないでおくか。

　それより、樋ひ口ぐち先せん輩ぱいの打席は……

「俺が…………打つんだよっ！」

　ベンチまで響ひびく、樋ひ口ぐち先せん輩ぱいの性格に合わない力強い声。同時に、バットが軽快な音を立てた。

　樋ひ口ぐち先せん輩ぱいの打球は一いち二に塁るい間を鋭するどく抜ぬけてのヒット。本当に……予告通りヒットを打った。

　ただ、問題は次のバッターが穴あな江えということ。「ファーストキスを捧ささげる」とか、意味不明なことを口走っていたのだが、大だい丈じよう夫ぶだろうか？　なんだか、不安しかない。

　ともあれ、次は俺おれの打順になるので、ネクストバッターズサークルへと向かおう。

　そして、穴あな江えの様子を確かく認にんすると、

「ストライクッ！」

　第一球は、見み逃のがしのストライク。だが、穴あな江えの表情にはどこか余よ裕ゆうが感じられる。

　あいつ、本当に何を狙ねらっているんだ？　……ん？　今のサインは……送りバントかよ。

　なんだよ、穴あな江えの奴やつ。意味不明なことを言って、結局樋ひ口ぐち先せん輩ぱいの言っていた通りの俺おれと芝しばに無む茶ちや振ぶりをするコースか。しかも、穴あな江えがアウトになったらツーアウトだし……って、あれは！

「…………ほいっ！」

　どこか気の抜ぬけた声を出しながら、穴あな江えはサイン通りにバントをする。

　だが、そのバントは送りバントじゃない。…………セーフティバントだ！

　穴あな江えの打球は、三さん塁るい線せんを弱々しく転がっていく。慌あわててサードがボールを拾いにいくが、うちのチーム一の俊しゆん足そくが誰だれかと言われたら、……それは穴あな江えだ。

　全速力で一いち塁るいへと駆かけ出だす穴あな江え。サードがボールを拾い上げ、鋭するどく一いち塁るいへと投げた。

　そのボールが届くか届かないかのうちに、穴あな江えがヘッドスライディングでつっこんでいく。

「セーフ！」

「つつつ……。作戦、大成功！」

　一いち塁るいベースに、思い切り顔面をぶつけながらもガッツポーズをする穴あな江え。

　ははっ……。そういうことかよ。確かに、いいファーストキスだな。

　だったら、ここは三番バッターとして、オイしいところを頂かせてもらおう。

「…………」

　自然と、グリップを握にぎる手に力がこもる。

　俺おれがバットを構えてピッチャーを睨にらみつけると、向こうはワンアウト一いち二に塁るいというピンチもあってか、切せつ迫ぱくした様子で自分の汗あせを拭ぬぐっている。

　あの様子なら……初球を狙ねらえるな。俺おれもピッチャーだから、相手の気持ちはよく分かる。

　やばい時ほど、ストライクがほしくなるんだよな。だから、絶対に…………きた！

「…………んっ！」

　狙ねらい通り、相手ピッチャーが初球に放ったのは、やや甘あまいコースのストレート。俺おれのバットは、見事にそのボールをとらえた。そのまま鋭するどい打球となって二遊間を……なっ！　噓うそだろ!?

「…………ふぅ」

　安あん堵どの息を吐つきながら立ち上がるのは、桑そう仏ぶ高校四番ショートの大だい地ちさん。

　……やられた。俺おれが打った球は、本来であれば間ま違ちがいなくヒットとなっていた打球だった。

　だが、ショートを守っているのは、超ちよう名門桑そう仏ぶ高校で、走そう攻こう守しゆ、全てにおいて完かん璧ぺきと言われている男……牡ぼ丹たん大だい地ち。俺おれの打球をノーバウンドで横っ飛びのダイビングキャッチ。

　つまり、ショートライナーだ。くそっ！　折角、樋ひ口ぐち先せん輩ぱいと穴あな江えが塁るいに出てくれたのにっ！

「気にするな。点を取るのは、四番バッターの仕事だろ？」

　ベンチへと戻もどろうとする俺おれに、すれ違ちがった芝しばがそう言った。

　現状はツーアウト、一いち二に塁るい。相手がこっちの四番バッターなので、敬遠という手段もあるのだが、次に控ひかえるのはこの試合で全打席ヒットを打っている屈くつ木き先せん輩ぱいだ。

　桑そう仏ぶ高校バッテリーに敬遠の素そ振ぶりはない。つまり……、芝しばと勝負をするということだ。

　ツーアウトになったからか、はたまた後ろに大だい地ちさんがいると再さい認にん識しきしたからか、心なしかピッチャーの表情に余よ裕ゆうが戻もどっている。

　まずいな。あの様子だと、俺おれの時のような不意打ちは使えそうにない……。

「……ボール！」

　第一球、左打者の芝しばの内角を攻せめるスライダー。残念ながらボールとなったが、キレはこの試合中一番。まさか、この土ど壇たん場ばでまだ力を発揮するなんて……。

　超ちよう名門のエースって肩かた書がきは……あ！　あぁ！

「……お……っらぁ！」

　第二球、再び内角をえぐるようなスライダー。それに、芝しばがくらいついた。

　全ぜん身しん全ぜん霊れい……渾こん身しんのフルスイング。見事にバットの真ま芯しんで、ボールをとらえた。

　そのまま高く鋭するどい放物線を描えがき、一直線にライトスタンドへと向かっていく。

　……打った！　本当に打ったぞ!!　あれは、間ま違ちがいなく……

「は？」

　思わず、とぼけた声を出してしまった。

　……だって、そうだろ？　今の打球は、間ま違ちがいなくホームランだったんだ。

　本来なら、絶対にホームランになっていたんだ……。

　なのに、結果は………………ライトフライ。

　最後の最後、あと少しでスタンドに入るって瞬しゆん間かんに、また吹ふいたんだよ。

　……やけに強い浜はま風かぜが、さ。

「スリーアウト！　チェンジ！」

　無情に響ひびく審しん判ぱんの声。すでにホームへと辿たどり着ついていた樋ひ口ぐち先せん輩ぱいと穴あな江えは啞あ然ぜんとし、芝しばもあまりの衝しよう撃げきでか、一いち塁るいで棒立ちになっている。

　……なぁ、神様。そんなに、俺おれ達たちを勝たせたくないのか？

　どうして、こんなことをするんだ？　どうしてだよ……。どうして……。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよ！　まだ九回表の攻こう撃げきが残っています！　しかも、バッターは全打席でヒットを打っている屈くつ木き先せん輩ぱいからです！　だ、だから……だから……う、うぅぅ……」

　たんぽぽが、目に涙なみだを溜ためながら泣き出すのを必死に堪こらえている。

　まだ。まだ耐たえるんだ、たんぽぽ。あと一回、もう一回攻こう撃げきのチャンスはある。

　だから、まだ諦あきらめるな……。




　──八回裏。

　会場をざわめきが包つつみ込こむ。その理由はもちろん、桑そう仏ぶ高校のこの試合での成績が原因だ。

　桑そう仏ぶ高校は、何度かフォアボールで出しゆつ塁るいすることはあっても、一度たりとも俺おれ達たちからヒットを打てていない。そして、九回の表に俺おれ達たちが点を取れなかった場合、桑そう仏ぶ高校の攻こう撃げきはこの回が最後となる。もし、ここでも誰だれ一人ひとりとしてヒットを打てなかったら、……攻こう撃げき回数が一度少ないとはいえ、桑そう仏ぶ高校はノーヒットのまま試合を終えることになるのだ。

　さらに、ここまでの俺おれの奪だつ三さん振しん数は17。アウトのほとんどを三さん振しんで終わらせている。

　だからこそ、観客はざわめいているのだ。あの超ちよう名門校の桑そう仏ぶ高校が、初出場の高校相手にノーヒットのまま勝利を得るのか、はたまた敗れるのか。そんな緊きん張ちよう感かんが、マウンドに立つ俺おれにまで伝わってきて、自然とボールを握にぎる手にも力がこもる。

「…………っ！」

　バッターボックスに立つのは、桑そう仏ぶ高校の二番バッター。

　まるで負けているのは自じ分ぶん達たちと言わんばかりの、鬼き気き迫せまった表情で俺おれを睨にらみつけている。

　……なぁ、知ってるか？　俺おれがここまで強くなれたのは、自分一人の力じゃないんだぜ？

　ずっと一いつ緒しよに闘たたかってくれた仲間達たち、どんな時でも俺おれを信じてくれる親友、そして、俺おれにフォークボールを授さずけてくれた……一人の少女。

　みんなが、俺おれをここまで押おし上あげてくれた。みんなが、俺おれをここに立たせてくれたんだ。

　たった一人でも欠けたらダメだった。みんながいたからこそ、今の『俺おれ』に成なれたんだ。

　だから、見せてやるよ……。俺おれの力をじゃない。『俺おれ達たち』の力をだ！




　二番バッター、三番バッターを三さん振しんに抑おさえ、ツーアウトランナーなし。

　この回、最後にバッターボックスに立つ男は、桑そう仏ぶ高校四番、甲こう子し園えんで最もヒットを打っている男……牡ぼ丹たん大だい地ち。だが、この試合ではノーヒット。まだ一本も打てていない。

　それがどういう意味を示すのか、自分でもよく分かっているのだろう。

　大だい地ちさんの追おい詰つめられた表情が、それを物語っている。

「……え？」

　大だい地ちさんが取った行動に、俺おれは思わず声を漏もらしてしまった。

　バッターボックスに立った大だい地ちさんは、そのままバットを構えるのではなく、かぶっていたヘルメットを脱ぬいで俺おれに対してお辞じ儀ぎをしたのだ。

　そして、それが終わると次に、桑そう仏ぶ高校の応おう援えん席せきに向けて深々とお辞じ儀ぎをした。

　つい、つられてその方向を見ると、そこにいるのは一人の少女。

　胸まであるロングのストレートに、生き真ま面じ目めさがそのまま出たような、繊せん細さいな白い肌。美少女という言葉がよく似合う……俺が貸したダボダボの体操着を抱きしめている女の子に向けて、大だい地ちさんは謝罪の意を示しているのだ。

　あぁ……、そうだよな。やっぱり、君もこの試合を観に来ていたんだな……。

　久々に、その姿を見させてもらったよ。元気そうで、何よりだ。

　……けど、違ちがう。

　あの子は、俺おれの知っているあの子じゃない。たとえ同じ姿をしていたとしても、別の女の子なんだ……。本当に、観に来てほしかった女の子は来ていない。

　長い……十秒程ほどのお辞じ儀ぎを終えると、大だい地ちさんはヘルメットをかぶり直し、真まっ直すぐな瞳ひとみで俺おれを見る。綺き麗れいな瞳ひとみだな……、素す直なおにそう感じることができた。

「お………らぁ！」

　第一球、俺おれの渾こん身しんのストレートを大だい地ちさんがとらえるも、ファールボール。

　鋭するどい打球がフェンスに直ちよく撃げきし、乱暴な音を甲こう子し園えん球きゆう場じように鳴なり響ひびかせる。

「…………っ！」

　第二球、芝しばのサインに従い外角低めに球二つ分外れたボール球を投げると、大だい地ちさんが空から振ぶった。これまでの大だい地ちさんだったら、決して振ふらなかったであろう露ろ骨こつなボール球にもかかわらず振ふってしまったのは、やはり焦しよう燥そうからくるものだろう。芝しば……、見事なリードだな。

　さぁ、次が三球目。……これで終わりにしよう。

　俺おれが投げる球は、当然ながらあの球以外有り得ない。

　──お姫ひめ様さまは、王子様をちゃんと助けるのです。一いつ緒しよに闘たたかうんだもんね。

　あのダボダボのお姫ひめ様さまがくれた、キャッチボール好きの王子様にできる最強の変化球……

「……にひ」

「ストライクッ！　バッターアウトォ！」

　フォークボールに決まっている。

「「「「「おおおおおおお!!」」」」」

　西にし木き蔦づた、桑そう仏ぶ、両方の応おう援えん席せきから声せい援えんが爆ばく発はつした。

　これでスリーアウト。八回の裏を終えた時点で、俺おれの奪だつ三さん振しん数すうは20にまで及およんだ。

　さぁ、九回の表……俺おれ達たちの最後の攻こう撃げきだ。打順は、ここまで全打席ヒットの屈くつ木き先せん輩ぱいから。

　この流れのまま、逆転してやるよ！













　──試し合あい終しゆう了りよう直後。







「さて、挨あい拶さつに行くか」

　普ふ段だんの豪ごう快かいな口調は鳴りを潜ひそめ、落ち着いた声の屈くつ木き先せん輩ぱい。

　それは、今の鎮しずまり返かえった甲こう子し園えん球きゆう場じようの状じよう況きようとよく似ていた。

　結局、試合を通して、桑そう仏ぶ高校にまともなヒットは一本もなし。その事実と試合結果を、桑そう仏ぶ側の応おう援えん席せきに座すわる観客達たちはどうとらえていいか分からず、困こん惑わくしているのだ。

　西にし木き蔦づた側の観客席が鎮しずまり返っている理由は言わずもがな。

　九回の表……、屈くつ木き先せん輩ぱいがツーベースヒットを放つも、そこから後続のバッターは三者凡退。

　つまり、俺おれ達たちは…………負けたのだ。

　スコアボードが、『１─０』という試合結果を、無情に表示し続けている。

「う、うぅぅぅ……。こんなのってないです……。こんなのって、ないですよ!!」

　ベンチに響ひびくたんぽぽの泣き声。ここまで、どうにかギリギリのラインで堪こらえていたが、ついに我が慢まんの限界が訪おとずれたのだろう。その両目から大おお粒つぶの涙なみだを溢あふれさせている。

「私達たちのほうが、ずっと凄すごかったじゃないですか！　皆みなさんは、ヒットを一本も打たれてません！　皆みなさんは、沢たく山さんヒットを打ちました！　なのに、どうして私達たちが負けるんですか！　どうして、私達たちが負けなくちゃいけないんですか！　う、う、うぇぇぇぇん!!」

「たんぽぽ……、野球は、打って守るだけじゃないんだ。だから……」

「分かってます！　分かってますよ、大おお賀が先せん輩ぱい！　でも！　でもでも！　私達たちが負けちゃったら、負けちゃったら…………あ、あの人が……あの人がぁ～……ひっく！　ひっく！」

　ついに、たんぽぽが耐たえ切きれなくなったのか、そう言った。

　そう、だよな……。お前だけは、今でも信じてるもんな。

　甲こう子し園えんで優勝したら、あの子が戻もどってきてくれるって……。

　ごめんな……。ごめんな……。負けちゃって、本当にごめん……。

「まだ一いつ緒しよに遊びに行けてないんです！　連れん絡らく先さきだって教えてもらえてません！　マネージャーとして、教えたいこともいっぱいありました！　また、『たんぽぽ先せん輩ぱい』って呼んでほしいんです！　会いたいんです！　もう一度、あの人に会いたいんです!!　むふー！　むふー！」

「分かってる。分かってるから……」

　必死にたんぽぽをなだめるが、その効果はまるでない。感情のままに涙なみだを流し続けている。

「たんぽぽ、泣くなよぉ～！　ま、まぁ、俺おれがいうのも何だけどさ、こういうこともあるって！　だ、だからさ、し、仕方な……く、くっそぉ……。仕方ないで済ませたくないよ！　俺おれだって、また会いたいよ！　くそ！　ちっくしょぉぉぉ！」

　たんぽぽを慰なぐさめようとした穴あな江えが、逆に涙なみだを流す。

　それがスイッチになったのか、他のメンバーの中にも何人かから涙なみだが溢あふれ出でてきている。

　その中には、芝しばも混ざっていた……。

　なんとか流さずに済んでいるのは、キャプテンである屈くつ木き先せん輩ぱい、それに樋ひ口ぐち先せん輩ぱいと俺おれだけだ。

　他のメンバーは、みんな涙なみだを流していた。




「…………」

　最後の挨あい拶さつで、甲こう子し園えんの本ほん塁るいをはさみ並ぶ桑そう仏ぶ高校の面々は、勝者とは思えない憔しよう悴すいしきった表情となっていた。その表情は、この決勝戦に来るまでに俺おれ達たちに敗れた対戦校の野球部員の表情とよく似ている。だが、そんな表情を向けられても、俺おれには幸福感も罪悪感もない。

　ただ、圧あつ倒とう的てきな虚きよ無む感かんを味わうだけだ……。

　そんな中、俺おれの斜ななめ前まえに立つ大だい地ちさんが、

「……す、す……、睡すい眠みん不足が原因な、んです……か、勘かん弁べん、して、くださ、い……」

　ふざけて言っているわけじゃない。その言葉の本当の意味をよく分かっていた。

「見事だったよ……。今年の俺おれ達たちは、桑そう仏ぶ高校史上最強のチームだと思ってた。いや、実際にそうなんだ。それでも、俺おれ達たちは一本のヒットも打てなかったし、君きみ達たちは何度も得点のチャンスを得ていた。ただ、俺おれ達たちは運が良すぎただけだ。正直、もう二度と君きみ達たちとは試合で戦いたくない。圧あつ倒とう的てきな力で叩たたき潰つぶされた。認めるよ…………君が甲こう子し園えんナンバー１ピッチャーだ」

「……はい」

　その賛辞が、大だい地ちさんなりの精せい一いつ杯ぱいの誠意であることは分かる。

　けど、俺おれは何も感じなかった。結局、俺おれ達たちが本当に欲ほしいものはなに一つ手に入っていない。

　どれだけの賛辞や喝かつ采さいを浴びようとも、俺おれ達たちに突つきつけられるのは、敗北したという事実だけなんだ……。

「あの、大だい地ちさん。一つだけ聞いてもいいですか？」

「何かな？」

「あいつは……」

　俺おれが最後までたずねるより先に、大だい地ちさんが首を横に振ふる。

「君と会った日が最後だったんだろうね。あの日以降、一度も会ってないよ」

　そうか。やっぱりもう……

「俺おれにちゃんと謝あやまる機会をくれないなんて、本当に最後まで人を苦しめてくれる奴やつだったな。…………アネモネは」

　大だい地ちさんが、初めてその名を呼んだ。

　その後、俺おれ達たちがお互たがいに「ありがとうございました！」と挨あい拶さつをすると、観客席からは盛せい大だいな拍はく手しゆ喝かつ采さいが起きる。

　いったい、どちらの高校へ送られたものなのか……それは誰だれにも分からない。





☀






「ひっく！　ひっく！　ふ、ふぐぅ……、ふぐぅ……」

　全てを終えた俺おれ達たちは、何も話すことはなく無言で甲こう子し園えん球きゆう場じようの選せん手しゆ控ひかえ室しつをあとにした。

　静せい寂じやくに包まれた空間に響ひびくのは、たんぽぽのすすり泣く声。

　一番先頭を屈くつ木き先せん輩ぱいが歩き、その隣となりに樋ひ口ぐち先せん輩ぱい。まるで、部員達たちの涙なみだを隠かくすように、精せい一いつ杯ぱい胸を張って歩いている。俺おれは、最さい後こう尾び。ただ、呆ぼう然ぜんとみんなの様子を眺ながめていた。

　結果としては、十分誇ほこれる内容であることは分かっている。

　だけど、あと一歩……本当にあと一歩が及およばなかった。

　ごめんな。最後の最後で、約束を守れなかったよ……。

　俺おれ達たちのかっこいいところを見せるって言ったのに、かっこ悪いところを見せちゃったよな。

　──なんて、こんなことを考えても、意味はないか。

　あの子は消えた。もう二度と、会うことはできない。

　お得意の「にひ」と笑うイタズラめいた表情も、自分からからかうのは得意なくせに、自分がからかわれると顔を真っ赤にして恥はずかしがる姿も、何をやるにしても楽しそうにする姿も……、もう見ることはできないんだ。

　そんな絶望に満たされながら甲こう子し園えん球きゆう場じようから出ると、そこには……







　誰だれもいなかった。







　……当然、だよな。球場を出たら、あの子が待っているなんて淡あわい期待を抱いだくほうが間ま違ちがっている。世の中、そんな都合のいい展開があるはずがない。

　今いま頃ごろ、牡ぼ丹たん一いち華かは優勝をした桑そう仏ぶ高校のメンバーのもとへと向かっているだろう。

　祝福をしているのか、はたまた激げき励れいをしているのか。……まぁ、どうでもいいか。

　あの子は、俺おれ達たちとの思い出の存在しない別の少女だ。

　だから、彼かの女じよがどうしようが、俺おれ達たちには関係のない話。




　……こうして、甲こう子し園えんで優勝することも、借りていたお守りも返すことも、なんの約束も果たすことはできず、俺おれ達たちの夏は終わりを告げていった……。
















　──侵しん入にゆう、たぶん成功。にひ。







　……声が、聞こえた。

　それは、俺おれが初めてあの少女と会った時に聞いた言葉。

　突とつ然ぜん、木の上から飛び降りてきた時あの少女が、言っていた言葉だ。

　あのイタズラめいた声が、俺おれの真後ろから聞こえてきたんだ……。

「さすが私だね。こうも見事に忍しのび込こめるなんて。きっと前世は、忍にん者じやだったに違ちがいないんだってばよ──なんちゃって」

　お前は、何をやってるんだよ？　素す直なおに出口で待っていればいいだろ？　なのに、わざわざ球場の選手用の場所に忍しのび込こむなんて……さすが、自じ称しよう前世は木こノの葉は隠がくれの忍にん者じやさんだな。

「まったく、こんな麗うるわしき乙おと女めがちょっと入らせてって頼たのんでるのに、ダメって言うんだから世せ知ち辛がらいものだよ。……けど、私はそのぐらいで諦あきらめるようなヤワな女じゃないのさ。正しよう面めん突とつ破ぱが無理ならば、斜しや面めん突とつ破ぱだよ」

　そもそも斜しや面めんは、方向じゃないだろうに。

　本当に……、何から何まで、あの時のままの言葉じゃないか。けど、本当にそうなのか？

　俺おれの願望が聞かせている幻げん聴ちようなだけで、振ふり向むいたら誰だれもいないなんてことはないよな？

　そう思うと、怖こわくなって振ふり向むけない。……本当に、俺おれは情けない奴やつだ。

「こっちを見ろー」

　はは……、これは参ったな。そう言われたら、指示に従わざるを得ないじゃないか。

「……こ、これで満足か？」

　振ふり向むくと、そこにいたのは一人の少女。髪かみ型がたは、胸まであるストレートヘアーの一部を紫むらさき色いろの髪かみ留どめでまとめて、小さく飛び出したサイドポニー。白い肌はだはどこか繊せん細さいさを感じさせる。

　格好は、以前にたんぽぽから譲ゆずってもらった西にし木き蔦づた高校のユニフォーム。小こ柄がらなたんぽぽの物を譲ゆずってもらっているので微び妙みようにサイズが合わず、体のラインがよく表れている。

「うん、大満足なのだ」

　そんな少女が、俺おれに向けて満面の笑え顔がおを向けていた。

　そこで、ようやく声に他のメンバーも気がついたようで、次々と背後を振ふり向むいては、目を見開いている。

「ビックリしちゃったよ。起きたら、決勝戦になってるんだもん」

　その言葉が、俺おれ……いや、俺おれ達たちの胸に突つき刺ささる。きっと、本来ならばあの日……公園で話した日が最後で、そのまま消えてしまっていたのだろう。

　そんな少女が、俺おれ達たちに笑え顔がおで語りかけているのだ。

「二度あることは三度ある。『さようなら』と二回も言ったのに、また会っちゃいました」

「あ、あ、あ…………」

　たんぽぽが震ふるえた声を出す。だが、あまりの衝しよう撃げきでか、まともに喋しやべれていない。

　一度、自分の喉のどを整えるためにツバをゴクリと飲のみ込こみ、その人物を見つめ直すと、

「アネモネさぁぁぁん!!」

　先さき程ほど以上の涙なみだを流しながら、そこにいる少女──アネモネの胸へと飛とび込こんでいった。

「わ。たんぽぽ先せん輩ぱい」

「会いたかったです！　会いたかったです！　また会えて嬉うれしいです！　お元気でしたか？　ちゃんとご飯食べてますか？　むふー！　むふー！」

「うん、元気だよ。ご飯は……ちょっと分からないかな」

「ダ、ダメじゃないですか！　アネモネさんは、ただでさえ毎日コンビニのおにぎりばかりだったというのに、そんな調子では！　ひっく！　ひっく！」

　たんぽぽが、アネモネの胸で涙なみだを流し続ける。

　ふと、周りのメンバーを見ると、涙なみだを抑おさえられている奴やつなんて俺おれ以外誰だれもいなかった。

　試し合あい終しゆう了りよう直後は泣いていなかった、屈くつ木き先せん輩ぱいや樋ひ口ぐち先せん輩ぱいまでもが涙なみだを流して、アネモネを見つめている。ただ、俺おれだけはまだすんでのところで堪こらえていた。

　耐たえろよ、耐たえるんだ……。俺おれは、『サンちゃん』だ。

　太たい陽ようとして、みんなを照らす存在なんだ。そんな奴やつが、涙なみだなんて流せないよ……。

「アナちん、足速かったね。すごいダッシュで一いち塁るいまで走って。あんなにかっこいいアナちんなら、きっと素す敵てきな彼かの女じよさんができると思うのです」

「ぞ、ぞうだよな。俺おれ、がっごよがっだよな……。へ、へへへ……」

　穴あな江え、なに調子に乗ってんだよ。そんな泣きじゃくってる奴やつがかっこいいわけないだろ。

「クッキーさん、全打席ヒットおめでとうございます。まさに、チームの大黒柱。絶対に打ってくれるクッキーさんは、すごく頼たのもしいキャプテンさんだと思いました。ぶい」

「う、うむ！　当然だな！　俺おれは、キャプテンだからな！　はっはっは！　……ぶい、だ！」

　涙なみだを流そうとも、いつもの調子は微み塵じんも揺ゆるがない。まさにチームの大黒柱だ。

「ヒグマさんは、いつでも冷れい静せい沈ちん着ちやく。試合の状じよう況きようを冷静に受け止めて、守備でも攻こう撃げきでも大だい活かつ躍やく。ショートがヒグマさんじゃなかったら、きっとヒットを打たれていたと思うのです」

「だろ？　まだまだ、頼たよりないところがあるからな。俺おれがしっかりしないと、な……」

　樋ひ口ぐち先せん輩ぱい、冷静なキャラでいたいなら、その震ふるえた声をどうにかして下さいよ。

　足も震ふるえてるし、そっちこそちょっと頼たよりないですよ？

「しばにゃんは、最高のキャッチャー。ボールは全部しっかりとキャッチして、リードもばっちり。……よっ、陰かげの功労者さん」

「ま、まぁな……。もう、おほるわけにはいかないから、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばったよ」

　そうだな。俺おれのフォークボール……初めての時は、あんな盛せい大だいに失敗したくせに、決勝戦では一球もパスボールをせず、最後までキャッチし続けてくれたよな。

　本当に、芝しばがいてくれてよかったよ。これからもよろしく頼たのむぜ。……相棒。

「たんぽぽ先せん輩ぱいが、ベンチでみんなを一いつ生しよう懸けん命めい励はげましてくれたから、みんながいつも以上の力を発揮できたんだろうね。とっても可愛かわいかったのです」

「と……、当然じゃないですか！　私は、頼たよれ過すぎる可愛かわいい超ちよう絶ぜつ天使のたんぽぽちゃんですよ！　そんなことも分かっていないなんて！　まったく、これから先が思いやられますね！　先せん輩ぱいとして、今後もちゃんと教えてあげなきゃいけません！　む、むふふ。むふふふふ……」

　アネモネに心配をかけないように、精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおをたんぽぽが作る。

　……けど、ダメだ。その目から溢あふれる涙なみだは止められていない。

「私も教えてもらいたいんだけど……ごめんね。今日が、本当に最後。神様が、ほんのちょっとだけ私に時間をくれたみたいで、こうしてみんなに会いに来れたんだ」

　あぁ……、やっぱりそうなんだな……。

「みんな、本当にかっこよかったよ。桑そう仏ぶ高校の観客席にいる人達たちもね、みんなのことをすっごく褒ほめてた。おかげで、マネージャーとして私も鼻がグングン高くなりました。もちろん、私の中でも断トツのぶっちぎりでナンバー１なのです」

　なんだよ、神様も少しは粋いきなことをしてくれるじゃないか。

　本来なら、もう会えないはずだった奴やつに会わせてくれるなんて、さ。

「ありがとう、みんな……。約束を守ってくれて」

　その言葉が、どれほど俺おれ達たちを救ってくれただろう？

　甲こう子し園えんで優勝はできなくてもナンバー１になれば約束は果たされる。

　アネモネが楽しみにしていたのは、俺おれ達たちが優勝することじゃなかった。

　俺おれ達たちがナンバー１になることだったんだ……。

「うむむ。いけないな。……本当に、もうすぐみたいだ。に、にひ……」

　アネモネの体が、僅わずかにふらつく。本人の言う通り、もう意識を保っていられるのが、奇き跡せきのような状態なのだろう。それでも、精せい一いつ杯ぱいいつものイタズラめいた表情を俺おれに見せている。

「じゃあ、最後に太たい陽よう君」

　そして、いよいよ……俺おれの順番が回ってきた。

「なんで、泣いてないのかな？」

「……は？」

「君が我慢してるのはちゃんと分かってるんだぞ。……でも、もうしなくても大だい丈じよう夫ぶだよ」

　おい、他のみんなと随ずい分ぶん違ちがう台詞せりふを飛ばしてくるじゃないか。特とく別べつ扱あつかいされる気分は悪くないが、その台詞せりふは最悪だ。俺おれがどれだけ、必死に堪こらえていると思ってる？

「もっと他に、言うべき言葉があるんじゃないか？」

「ないよ。だって、君は私の王子様だもん。かっこいいのも、強いのも、すごいのも、当たり前でしょ？　そんな人を褒ほめたって、なにも意味はないと思うのです」

「それでも褒ほめられたい、男心を察してもらいたいところだ」

「ダメです。今は、アネモネちゃんのスペシャルタイムだから、アネモネちゃんの我わが侭ままは何よりも優先されるのです。──というわけで、素直な太たい陽よう君を見せてほしいな。にひ」

　こいつは……。最後の最後まで、俺おれの中にズケズケと踏ふみ込こんでくるんだな。

　けど、その要望を聞くつもりはないぞ。俺おれは『サンちゃん』だ。

　みんなの前では、涙なみだを流さない。流すわけにはいかないんだ。

「精せい一いつ杯ぱい、素す直なおな気持ちで接してるんだが？」

「そだね。……みんなといる時と私といる時、そんなに変わらなくなったもんね。前よりも、もっとピカピカの太陽になりました」

「…………っ！」

　そう言われて、俺おれは驚おどろいた。……情けないな。

　自分のことなのに、自分で気づいてないなんて……。

　そうだな……、その通りだよ。

　お前がマネージャーとしてやってきてから、俺おれは『サンちゃん』でありながら、徐じよ々じよに本当の自分をみんなの前で出してしまっていたな。それも、無自覚に。

「でも、大だい丈じよう夫ぶだったでしょ？」

「ああ。……だ、大だい丈じよう夫ぶだったな……」

　誰だれも俺おれを拒きよ絶ぜつしなかった。みんな、俺おれを受け入れてくれたよ。

「だから、最後にもう一歩、本当は泣き虫な太たい陽よう君を見せてあげるべきだと思うのです」

　アネモネ、お前はこれが最後の時間でいいのか？

　なんで、俺おれなんかのためにその限られた時間を使うんだよ？

　何が自分の我わが侭ままは何よりも優先されるだ。……俺おれを優先してるじゃないか……。

「さぁ、泣け。泣くのだー」

「「「「「泣くのだー」」」」」

　気がつくと、他のメンバーが悪ノリを始めた。夏祭りに誘さそう時と同じだ。

　みんなで、アネモネの言葉を輪唱みたいに繰くり返かえしている。厄やつ介かいだ。

　お前達たちだって、さっきからひどい顔で泣いてるくせに、なんだよその言い草は。

「な、泣くわけないだろ！　俺おれは、泣きたい時に泣く！　今はその時じゃない！」

「噓うそをつくなー」

「「「「「つくなー」」」」」

　やめろよ……、アネモネ。これが、お前の最後の時間なんだぞ。

　甲こう子し園えんが始まってから、ずっと会えなくて寂さびしくて、まだ残っているか本当に心配で……心配で心配で仕方なくて、それでようやく会えて……、もっと話したいことがある。

　今度は、ちゃんと自分の気持ちを伝えたい。離はなれないように、その体を抱だきしめたい。抱だきしめてもらいたい。そう思ってるのに……

「大だい丈じよう夫ぶだよ、太たい陽よう君。君の気持ちは、ちゃんと分かってるから。……ちなみにね、私ももちろん同じ気持ちだよ」

「…………ぐっ！」

　それが、とどめの一いち撃げきとなった。頰ほおを伝う、水の感かん触しよく。それが何か？

　決まっている。

「ほら、やっぱり泣いた。にひ」

　やり遂とげた達成感に溢あふれたイタズラめいた表情。そんなアネモネを見ているだけで、溢あふれた涙なみだは止まることを知らず、どこまでもどこまでも流れ続けた。

「ぐ……、ふぐ……。や、やっぱり、お前は俺おれのお姫ひめ、様さまだな……」

「そうだよ。それで、君は私の王子様だ」

　アネモネの手が、俺おれの頰ほおを優やさしく撫なでる。その手を、俺おれは強く握にぎり締しめた。

「アネモネ、消えるなよ……っ！　どこにも行くなよ……っ！　俺おれは、お前のそばにずっといるからさ！　俺おれだけじゃない！　みんなだって一いつ緒しよだ！　ほら、約束したキャッチボール、まだしてないだろ？　もう、お前が驚おどろく人数を集めてやる！　あと、フランス料理のフルコースも食べてないよな!?　メチャクチャ美う味まい店を探すから一いつ緒しよに行こう！　だから……っ！」

「あは。熱ねつ烈れつなラブコールだ。……でも、ごめんね……。わ、私はもう、ダメなんだ……」

「ぐ……。うぐ……、アネモネ……アネモネぇ……」

「太たい陽よう君……、ごめんね……ごめんねぇ……」

　気がつけば、アネモネの頰ほおにも涙なみだが伝っていた。

　その涙なみだを、空いている左手で必死に拭ぬぐうがダメだ。こぼれ落ちていく涙なみだが、まるでアネモネの思い出のようで。そう考えると、また俺おれの目からも涙なみだが溢あふれ出だしてきて……。

　もう、それ以上こぼれ落ちないでくれ。そのままでいてくれよ……。

「そうだ……。あの体操着、もらっちゃっていいかな？　き、着ていきたい場所があるんだ」

「ど、どごに着でぐんだよ……？　あんな、ダボダボの体操着」

「決まってるじゃん」

　綺き麗れいで儚はかない笑えみを浮うかべ、俺おれを見つめるアネモネ。

　そのまま、柔やわらかな優やさしい唇くちびるをゆっくりと動かして、




「思い出の中だよ。……にひ」




　それが、アネモネの最さい期ごの言葉だった。
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　夏休み終しゆう盤ばん。甲こう子し園えんを終えた俺おれは、大おお阪さかから西にし木き蔦づたへと戻もどってきていた。

　野球部の練習は、二学期が始まるまでは休み。

　もちろん、各自自主トレーニングはするようにとは言われているが、そこは個人の裁量だ。

　屈くつ木き先せん輩ぱいや樋ひ口ぐち先せん輩ぱい……、三年生のメンバーはこれで引退となるわけなので、ここからは新体制で、次の甲こう子し園えんの優勝を目指さなくてはならない。

　新しいキャプテンは誰だれになるのだろうという話だが、俺おれと芝しばの間では穴あな江えがなるんじゃないかと予想している。あいつは、お調子者で人任せな部分があるけども、それが幸いしてか人を動かすのが上う手まい男だ。屈くつ木き先せん輩ぱいのように、みんなを引っ張るキャプテンじゃなくて、みんなに引っ張ってもらうキャプテン。そういうのも悪くないな、なんて考えている。

　──とまぁ、野球部の話は一度ここまでにしておこう。

　それよりも、今日俺おれは人と会う約束をしている。

　待ち合わせ場所は、西にし木き蔦づた高校から歩いて十分程ほどの所にある公園。時間は、午前十時三十分。

　つい、染しみ付ついた癖くせで野球バッグを持ってきてしまい、苦笑いを漏もらすが、気づいた頃ころには電車に乗ってしまっていたので手て遅おくれだ。

「今日は、来てくれてありがとうございます」

　俺おれの姿を確かく認にんすると同時に、深々とお辞じ儀ぎをする少女。髪かみ型がたは、胸まであるロングのストレートヘアー。七しち分ぶ袖そでの白のシャツに、下は膝ひざ下した十センチメートルほどの青のスカート。やけに白い肌はだが、そのイメージ通りの繊せん細さいさを感じさせている。彼かの女じよは……、

「いや、構わないよ。どうせ暇ひまだったしさ。…………牡ぼ丹たんさん」

　桑そう仏ぶ高校野球部マネージャー、牡ぼ丹たん一いち華かだ。

　昨日の夜、突とつ然ぜん俺おれのスマートフォンにかかってきた電話。その番号は、以前に大だい地ちさんから教えてもらった電話番号だったので誰だれかはすぐに分かったが、まさか連れん絡らくが来るとはと驚おどろいた。

　その後、電話に出ると、『一度会って話がしたい』と言うので、その呼び出しに応じた。

　そして、現在に至るというわけだ。

「以前は取り乱して、無礼を働いてしまって申し訳ありませんでした。反省しています」

　恐おそらく、初めて会った祭りの日のことを言っているのだろう。

「いや、気にしてないから、大だい丈じよう夫ぶだ」

「……よかった」

　深々と丁てい寧ねいなお辞じ儀ぎ、安あん堵どに満ちた穏おだやかな笑えみ。

　本当に……、何もかもが違ちがう人間なんだと思い知らされる……。

「甲こう子し園えん、お疲つかれさまでした。西にし木き蔦づた高校……特に大おお賀がさんはすごかったです」

「それはどうも」

　西にし木き蔦づた高校……。ちゃんと名前を間ま違ちがえずに言えるんだな……。

「で、なんの用だ？」

「はい。実は大おお賀がさんに、渡わたしたい物……、それと大事な話があって……」

「どっちから先になる？」

「そうですね。大おお賀がさんの希望に添そえたらと考えていますが……」

「勝手にしてくれ」

「……分かりました」

　しまったな。今の態度は少々まずかった。

　つい、投げやりに言ったことが原因か、一いち華かがわずかに落おち込こんだ表情を見せている。

　けど、仕方ないじゃないか。彼かの女じよと俺おれの関係は、正直言って非常に難しい。

　一応、少しだけ思い出はあるが、ロクでもないものだし、彼かの女じよは何も悪くないとは言え、やはり思うところはある。

「では、渡わたしたい物から先に」

　そう言って一いち華かは、肩かたに下げている茶色いバッグから一枚の封ふう筒とうを取り出し、こちらへと差し出してきた。

「なんだ、これ？」

「手紙です。その、……アネモネさんからの」

「なっ！　え？　お、俺おれに!?」

「はい」

　アネモネからの手紙だと!?　あいつ、そんな物を用意してたのかよ！

「すぐ読みたいですよね？　私のことは気にせず読んで下さい」

「いいのか？　けど、君は……」

「私の大事な話と、アネモネさんからの手紙。貴方あなたはどちらを優先したいですか？」

「…………分かった。なら、お言葉に甘あまえさせてもらうよ」

「……はい、そうして下さい……」

　淡たん々たんとした一いち華かの口調は、俺おれの知り合いのとある人物を少しだけ彷ほう彿ふつさせるが、違ちがうな。

　あっちは感情を表現するのが苦手で、一いち華かは純じゆん粋すいに真ま面じ目めだからこんな口調なんだ。

「えっと……、一いつ緒しよに見るか？」

「遠えん慮りよさせていただきます。その手紙は、あくまでもアネモネさんと貴方あなたの思い出でしょう？」

　なんというか、真ま面じ目めな子だ……。真ま面じ目めすぎて、融ゆう通ずうが利きかなさそうなイメージすらある。

　っと、今はそうじゃなかったな。

　早くアネモネの手紙を確かく認にんしないと。

　あいつは、俺おれに一体何を……

『やぁ、太たい陽よう君。これを君が読んでいるということは、恐おそらく私はいなくなってしまったのでしょう。お姫ひめ様さまが、先にいなくなっちゃうなんて、寂さびしがり屋やの王子様には辛つらいかもしれませんが、我が慢まんして下さいね。……って、敬語で話すのもおかしいか。

　じゃ、ここからは普ふ通つうに話をさせてもらおっかな。

　今日は、会ってくれてありがとう。

　まさか、甲こう子し園えんでも太たい陽よう君に会えるなんて思ってなかったから、すごく嬉うれしかったよ。

　だから、私に残された時間を使って、君にこの手紙を書きたいと思うんだ』

　どうやらこの手紙は、アネモネが公園で秘密を話してくれた日の夜に書かれたものらしい。

『この手紙だけどね、何のために書いたかと言うと、実は太たい陽よう君にいくつかのお願いと、噓うそをついていたお詫わびをさせてもらうために、書いちゃったのだ』

　いくつかのお願いと噓うそをついたお詫わび？

　アネモネの奴やつ、まだ何か俺おれに隠かくしていたことがあったのか？

『まず、お願いから言わせてもらうと…………、一いち華かちゃんを拒きよ絶ぜつしないでほしいんだ。

　私は、家族や学校の友とも達だちから拒きよ絶ぜつされた時、本当に辛つらかった。

　太たい陽よう君達たちがいてくれたおかげで大だい丈じよう夫ぶになったけど、それでもやっぱり辛つらかった。

　だから、一いち華かちゃんには同じ気持ちを味わってほしくないんだ』

　最優先ですることが、一いち華かの心配かよ。いつもみたいに、もっと自分に我わが侭ままになれよな。

『ただでさえ一いち華かちゃんは、私のせいで色々とややこしいことになっちゃってるだろうからさ。……そこに加えて、にしきつたのみんなに拒きよ絶ぜつされちゃったら、きっと寂さびしいよ。

　特に、太たい陽よう君に拒きよ絶ぜつされるのはね』

　にしきづた、な。結局、最後までうちの学校の名前を間ま違ちがえ続つづけやがって。

　っていうか、俺おれ？　なんで、俺おれに拒きよ絶ぜつされるのが特に傷つくって……

『さぁ、きっと太たい陽よう君は今いま頃ごろ「なんで、自分に拒きよ絶ぜつされるのが特に傷つくのだろう」と思っているだろうから、そのネタバラシをしてあげよう。それが、私が君についた噓うそでもあるしね』

　……分かったよ。なら、続きをさっさと読ませてもらおう。

『実はね、私がにしきつた高校にきたのは、偶ぐう然ぜんじゃないんだ。

　たまたまにぎやかな声が聞こえてきたから、見学したなんて真っ赤な噓うそ。

　この体を一いち華かちゃんに返すため、最初から君に会うために向かってたんだよ。

　まぁ、忍しのび込こむと同時に会えるなんてのは、ちょっとできすぎた結果だけどね。

　もしかしたら、忍しのび込こむ時に伝ったナリツキが、私の「太たい陽よう君に会わせて下さい」ってお願いを叶かなえてくれたのかも？』

　は？　どういうことだよ？

『本当は、私じゃなくて一いち華かちゃんが君に会うはずだったの。

　それも今よりずっと前……今年の春休みにね。

　あの日……、事故に会う前、一いち華かちゃんはにしきつた高校の野球部の見学に行こうとしてたんだ。そこで練習をする、君に会いにいくためにね』

　んなっ！　なんだよ、それ!?　は？　一いち華かが俺おれを……

「……？　どうしましたか？」

「い、いや！　何でもない！」

　俺おれの驚おどろいた目を見ても首を傾かしげているということは、一いち華かはこの手紙の内容を知らないのだろう。真ま面じ目めなのはいいけど、念のため中身の確かく認にんぐらいはしておけよ……。

『きっかけは、去年、にしきつた高校のみんなが挑いどんだ地区大会の決勝戦。

　あの日、一いち華かちゃんは名門唐とう菖しよう蒲ぶ高校の偵てい察さつのために、君達たちの試合をお兄ちゃんと一いつ緒しよに観に行ってたの。そして、そこで君と出会っていた』

　俺おれと一いち華かが、去年の地区大会の決勝戦で!?　いや、そんなことあったか？

『球場に入る前、お兄ちゃんがトイレでいなかった時にね、一いち華かちゃん、知らないおじさんから声をかけられて困ってたんだ。すごく息が荒あらくて、怖こわいおじさんだったみたい。

　それで、その時に助けてくれたのが、君だったの』

　あ～、そういえば、そんなことあったな。出来事自体は印象的だから、よく覚えているよ。

　一応、本人の名めい誉よのために事実を伝えておくと、それは変なおじさんじゃなくて、…………ウータンだぞ。

　あの日、応おう援えんに来たウータンは、球場でもれなく迷子になってかなり焦あせっていた。

　それで、息を切らせながら、一いち華かに道をたずねていただけ。まぁ、走り回っていたみたいで、まともに話せてなかったけど……。それを、近くを通りかかった俺おれが回収したわけだ。

　そういえば、あの時にウータンに話しかけられていた子……まぁ、一いち華かだったみたいだけど、すごく脅おびえてたよな。体をブルブル震ふるわせて、涙なみだ目めで周りを見み渡わたしてさ。

　ただ、恐きよう怖ふで声は出ないみたいで、視線だけで必死に助けを訴うつたえてるのがよく分かったよ。

　そこに俺おれが駆かけつけた時は、嬉うれしそうな顔をしてたし、何度もお礼を言われたよな。

　……だから、印象には残っていたが、顔まではちゃんと覚えてなかったな。……すまん。

『一いち華かちゃん、試合の決勝で大変な時に、見ず知らずの自分を助けてくれるなんてって、すごく感激してたみたいでさ。それ以来、甲こう子し園えんで戦うことになるかもしれないライバル校のエースにもかかわらず、太たい陽よう君にすごく興味を持っちゃったの。

　一いち華かちゃんって、桑そう仏ぶ高校でマネージャーをしてたからさ、他校の選手でも要注意の相手のことは丁てい寧ねいにノートに取ってたんだ。

　それで、その中に太たい陽よう君の名前もあった。

　というよりも、明らかに特別な書かれ方をしてたよ。他の選手は、よくて一ページくらいしか書かれてないのに、太たい陽よう君だけノート一冊分あるんだもん。

　プレースタイルだけじゃなくて、どんな性格か、どんな趣しゆ味みか、好みの女の子はどんな子なんだろう──なんて、知りたいこと、それに、君と初めて出会った去年の地区大会の決勝戦のことも書いてあったんだ。

　一いち華かちゃんって、パパとかお兄ちゃんがすごく溺でき愛あいしてた箱はこ入いり娘むすめちゃんだからさ、初めて人を好きになって舞まい上あがっているのが、バレバレだったよ』

　アネモネ……。お前、いくら自分が消えるからって、ここまでのカミングアウトをすることはないんじゃないのか？　この手紙の内容を、一いち華かが知ったらどうなっちゃうんだよ？

　けど、少しだけ納なつ得とくできる部分がある。

　初めてアネモネに出会った時、俺おれに与あたえた称しよう号ごうは、そういう理わ由けがあったのか……

『そう。だから、君は初めから私の王子様だった……ううん、違ちがうね。私達たちの王子様だったんだよ。私の思った通りの人……ってわけじゃなかったけど、とっても優やさしくて、繊せん細さいで、泣き虫で、すごく素す敵てきな人だった。

　ありがとう、太たい陽よう君。君は、まさにその名前の通り太たい陽ようみたいな人だよ。

　だから、これから先も、たっくさんの人を明るく照らしてあげてね』

　ああ……、任せとけよ。

『それで、その中に一いち華かちゃんも入れてあげてほしいな。……あ、もちろん、そういう意味は含ふくんでないよ。だって、複雑なんだもん。私の大好きな太たい陽よう君が、私だけど私じゃない女の子と、そんな関係になっちゃうってのは……でも、そうしたいと思ったら、そうしていいからね』

　おい、なにしれっととんでもない言葉を混ぜている？

　それ、本当は俺おれが言いたかったんだぞ。

『一応、これはお願いだから、どうするかは太たい陽よう君が決めてね。

　それで、もし私の……一いち華かちゃんを拒きよ絶ぜつしないでほしいっていうお願いを聞いてくれるなら、一いち華かちゃんに渡わたしてほしい物があるの』

　渡わたしてほしいもの？　それはいったい……って、まさか……

『あのお守りを、一いち華かちゃんに渡わたして』

　そういうことかよ……。アネモネは、あの日……祭りの時から覚かく悟ごを決めてたんだ。

　だから、自分の宝物として、いつか一いち華かに渡わたすために交通安全のお守りを持っていたのか。

　自分では渡わたすことができないから、俺おれに託たくす形で……

『というわけで、これでアネモネちゃんの手紙はおしまいです。

　……あ、忘れてた。最後に、もう一つだけお願いがあるんだ。

　私が──』

　最後まで読んだところで、俺おれは手紙を折りたたんでポケットへとしまった。

　いや、色々と衝しよう撃げき的てき過ぎて、どうしたらいいか分からない。

　本当にアネモネという女は、最初から最後まで俺おれを振ふり回まわしてばかりじゃないか……。

　まったく、とんでもない女と関わることになったものだよ。

「読み終わったよ。ごめんな、待たせちゃって」

「なぜ謝罪をするのです？　私がそうしてほしいと言ったのですから、謝あやまる必要はありません」

　至って冷静で真ま面じ目めな口調。

　知らぬが仏というのは、まさに今の一いち華かのような状じよう況きようのことを言うのだろう。

「じゃあ、俺おれは手紙を読み終わったし、そろそろ……」

「まだ、私の大事な話が残っているのですが？」

　うっ！　いや、分かってたんだけどさ、ちょっと色々と覚かく悟ごを決める準備がまだ……

「そうだったな。悪い、ついうっかり、忘れちゃってたよ」

「この短時間で忘れるなんて、貴方あなたは随ずい分ぶんと無礼な人なんですね」

「……はい、ごめんなさい」

「別に謝罪をしろとは言っていません。ただ、感想を述べただけですから」

「……そうですか」

　俺おれ、こういう子、……苦手。

「では、私の大事な話ですが…………こほん」

　そこで、一いち華かが咳せき払ばらいを一つ。同時に、頰ほおを朱しゆ色いろ……というか、真っ赤に染めている。

「よ、よけ、ればですが、こ、今後も、私とまた、会ってくれま、せん、か……？」

　そうきたか……。

　いきなり、とてつもないことを言われるよりはマシだが、これはこれで反応に困る。

「ぼ、牡ぼ丹たんさんと？」

「あ、は、はい！　そ、そぉ～、そのですね……、私は色々と大おお賀がさんには迷めい惑わくをかけてしまいましたし、そのお詫わびは必要かな、と。ひ、必要、ですよね！　うん！　絶対にそうですよ！　それと、先さき程ほどから大おお賀がさんは、私のことを『牡ぼ丹たんさん』とお呼びになりますが、兄と混同してややこしいので、『一いち華か』と呼んでいただけると幸いです！　で、でも……その場合は、私も大おお賀がさんを名前で呼んだほうがいいということに、なるのでしょうか？　な、なりますよね！」

　支し離り滅めつ裂れつすぎる……。さっきまでの冷静な態度は、どこにいっちゃったんだよ？

　しかもアタフタしすぎて、全然こっちを見てないし、まだ話し続けているし。

「ほ、ほら、アレですよ！　私の兄は、少々妹離ばなれできていないところがありまして、常つね日ひ頃ごろ『自分が認めた相手でなければ、交際を認めない』と口酸ずっぱく言ってて！　そ、その点……たいよ……さん……なら、甲こう子し園えんの決勝で兄から認められた方ですから、問題はありません！　というよりも、それ以外の選せん択たく肢しが私には用意されていないわけで、仕方ないという面も……いえ、仕方ないでは失礼ですね！　そんなつもりはなかったので、誤解しないで下さい！　仕方ないんじゃないんです！　あ……、貴方あなたがいいんです！　貴方あなたじゃなきゃ嫌いやなんです！」

「あー……、ぼ……こほん。一いち華かさん」

「ひゃ、ひゃい！　なんでしょうか!?」

　俺おれが声をかけると、背筋をピンと伸のばして真まっ直すぐにこっちを見つめてきた。

　その顔は今にも噴ふん火かしそうな程ほどに真っ赤で、目は涙なみだで潤うるんでいる。

「えっとだな……、話を整せい理りすると、また会ってほしいでいいんだよな？」

「……っ！　……っ！」

　一いち華かが、精せい一いつ杯ぱい首を縦に振ふる。本人なりに一いつ生しよう懸けん命めいなんだろうなとは思う。

　その姿を見て俺おれが思うのは、「ま、可愛かわいいんじゃないの？」だ。

　この子は、アネモネじゃない。完全な別人だ。そんな子に、いくら姿が同じとはいえ、俺がそういった感情をすぐさま抱いだくなんてことは起こり得ない。むしろ……、

『大おお賀が君、君には分からないだろうね。世界で一番大事な人が、同じ姿、同じ声なのに、まるで別人になっちゃった時の絶望がさ。俺おれの大事な人の場所を奪うばい取とったくせに、何も分かっていない無む垢くな顔で愛をせがんでくるんだよ？　……本当に、勘かん弁べんしてほしいよ』

　ふと、以前にホテルのロビーで、大だい地ちさんに言われた言葉が頭をよぎった。

　なるほどな。これが、大だい地ちさんや牡ぼ丹たん一いち華かの両親や友人が味わった気持ちか……。

　そして、選んだのは拒きよ絶ぜつの道。大だい地ちさんだけじゃない、牡ぼ丹たん一いち華かの両親も友人も、その全てがアネモネを拒きよ絶ぜつする道を選んだ。

　なら、俺おれが選ぶ道は……

「しばらく忙いそがしいんだ」

「……え？」

「今年の夏はもう終わったけど、俺おれは高校二年生。うちの野球部は新体制になって、次の甲こう子し園えんに向けて全力だ。だから、いちいち他校の奴やつと会っている暇ひまなんてない。……っていうか、桑そう仏ぶ高校だってそうだろ？」

「そうですね……。その通りです……」

　一いち華かの態度が、目に見えて消しよう沈ちんしている。

「というわけで、しばらくは忙いそがしいから、俺おれに君と会っている余よ裕ゆうなんてない」

「……わ、分かりました、すみません、ご迷めい惑わくな提案をしてしまって……」

　そんな露ろ骨こつに落おち込こまれても、別に意見を変えるつもりはないからな。

「では、私は帰らせていただきますね」

　一いち華かが背を向けて、トボトボと立ち去っていく。本人なりに勇気を振ふり絞しぼって言っていたのだろう。けど、仕方ないじゃないか。俺おれは、しばらく忙いそがしい。それは真実だ。

　だから……

「おい、ちょっと待てよ」

「……え？」

　立ち去ろうとする一いち華かに対して、声をかけた。

「俺おれは、しばらく忙いそがしいだけだ。ずっとじゃない。だから、野球部の諸もろ々もろ……引ひき継つぎとか、新体制の確立とか、その辺が終わった後なら……………………別に会えないこともない」

「ほ、本当ですか!?」

　一いち華かが目を見開いて、俺おれのそばへと駆かけ寄よってきた。

　その様子が面おも白しろくて、つい笑いそうになってしまう。

「噓うそだ」

「えぇ!?」

「っていうのも、噓うそだ。噓うその噓うそだから、本当だな」

「～～～～っ！　貴方あなた、いじわるですね」

　恨うらめしげな視線が飛んできた。へぇ、こんな表情もできるんだな。

「そうだよ。知らなかっただろ？　俺おれはこういう奴やつなんだ」

　ま、実は仕返しが含ふくまれてるんだけどな。今日まで随ずい分ぶんと、とある奴やつに散々からかわれてきたからさ。つい、こういうことをしちゃうんだよ。

「今、十分理解できました。貴方が少しいじわるで、とても優しい人だと」

「過大評価は程々で頼む」

　やっぱり、この子は苦手だ。素直すぎるんだよ……。

「それとさ、折角こうして会ったわけだし、少し付き合ってほしいことがあるんだ」

「つ、つき……っ！　な、なんでしょうか？」

　一いち華かの狼ろう狽ばいは、あえてスルーをして俺おれは自分の野球バッグを開ける。

　そして、中からとある物を二つ取り出すと、片方を一いち華かへと差し出した。

　それは、ほんの少し前、とある少女に貸した物と同じ……グローブだ。

　偶ぐう然ぜんだが、持ってきておいてよかったな。中々どうして、染しみ付ついた癖くせというのも悪くない。

「キャッチボールしようぜ」

「私と、貴方あなたがですが？」

「俺おれと君がだ」

「…………」

　一いち華かは、俺おれの行動の意味が分からないのか、わずかに眉まゆをひそめている。

　だが、それから少しすると、

「分かりました。全ぜん身しん全ぜん霊れいの気持ちで臨のぞませていただきます！」

　本当に、真ま面じ目めな子だな。たかが、キャッチボールで全ぜん身しん全ぜん霊れいって……。

　でも、アネモネもそうだったか……。あいつも、いつも全ぜん身しん全ぜん霊れいだった。

　自分が存在していた証あかしを残そうと、ガムシャラだったんだ。

「ああ。あと……」

「なんでしょうか？」

　ポケットから、俺おれはとある物を取り出す。

　それは、以前にアネモネから貸してもらったあいつの宝物……交通安全のお守りだ。

「こいつを君に渡わたしておくよ」

「こ、これはなんですか？」

「お守りだよ。君に持っていてほしい」

「え？　ええ!?　わ、私がですか！　いいんですか!?」

「もちろん」

　アネモネ、これで満足か？

　最後の約束……。こんな形にはなっちゃったけど、ちゃんと守らせてもらうよ。

「あ、ありがとうございます！　大切にしますから！　本当に大切にしますから！」

　涙なみだぐんで、ペコペコと頭を下げる一いち華か。

　ここまで喜んでくれるなら、アネモネもきっと嬉うれしいと思うよ。

「グ、グローブもありがとうございます！　わざわざ、用意していただいて……」

「……なに言ってんだ？　野球をやってる奴やつは、いつグローブが壊こわれてもいいよう、常に二つ持ってるだけだぞ？　野球部のマネージャーなのに、知らないのか？」

「勉強不足でした。……すみません」

　そんな真しん剣けんに受け取るなって。本当は染しみ付ついた癖くせで、つい二つ入れてただけだからさ。

　お互たがいに距きよ離りを取り、少し離はなれた場所から俺おれは一いち華かの姿を見る。不ぶ恰かつ好こうなポーズで俺おれのボールが飛んでくるのを今か今かと待ち続ける様子は、アネモネとは大おお違ちがい。

　それが、嬉うれしいような悲しいような、複雑な感情を俺おれに与あたえる。

「じゃあ、行くぜ！　俺おれの剛ごう速そつ球きゆうを受けてみろ！」

　公園によく響ひびく、でかい声を俺おれが出した。

「い、いつでも、バッチコイです！」

　緊張でぎこちないポーズになった一いち華かを眺ながめながら、俺おれはボールを投げる準備をする。

　もう本当に、『お前』は消えてしまったんだな……。

　もう本当に、『お前』だけしかいないんだな……。

　……だけど、それでも俺おれは、『お前』を拒きよ絶ぜつしないよ。

　頼たのまれたからじゃない、俺おれがそうしたくないからだ。

　俺おれが成なりたい『俺おれ』は、みんなを明るく照らして進んでいく奴やつだからさ……。




「ふんがばちょ……っとな」
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　牡ア丹ネ一モ華ネは、自じ由ゆう奔ほん放ぽうという言葉がよく似合う少女だ。

　すぐにイタズラをして、人をからかう不ふ真ま面じ目めな性格。

　成績は学内でも常に下位。本人なりに努力はしていたようだが、どうも勉強が苦手だったようで、中々結果に表れていなかった。

　そんな彼かの女じよは、学校で不人気者だ。ああ、勘かん違ちがいしないでくれよ？　嫌きらわれてるんじゃない。人気がないんだ。生徒からも教師からも腫はれ物もの扱あつかいされ、避さけられていた。

　運も悪かったのだろう。彼かの女じよには比ひ較かく対象の存在がいて、その人物があまりにも優ゆう秀しゆうすぎた。故ゆえに、優ゆう秀しゆうとは言いい難にくかった彼かの女じよは避さけられ……いや、受け入れてもらえなかった。

　彼かの女じよなりに友人を作ろうとするも、全て空回り。何をやっても上う手まくいかず、より関係を悪化させるだけ……、とにかく彼かの女じよは、友人関係に恵めぐまれなかった。

　その他のプライベートも同様だ。

　家族構成は、父親、母親、それに年が一つ離はなれた兄が一人。

　厳格な父、生き真ま面じ目めな母、多少ふざけているものの野球に一いち途ずな兄。彼かれらも、彼かの女じよを拒きよ絶ぜつした。家族として最低限の会話と衣食住のみを提供され、それ以外の交流は全て偽いつわり。

　まるで、家族ごっこをしているような関係だった。

　強しいて幸いだった点を挙げるとすると、家族とはそんな関係だったので、比ひ較かく的てき自由に彼かの女じよが行動できたことだろう。

　一人で、様々な場所を巡めぐるのは、寂さびしいけれども楽しい経験でもあったとか。

　──とまぁ、自らを取り巻く環かん境きように拒きよ絶ぜつされたが故ゆえに、多少承しよう認にん欲よくが強くなってしまったものの、ある意味憧あこがれる自じ由ゆう奔ほん放ぽうな人生を送る少女……それが、牡ア丹ネ一モ華ネだ。




　いつも明るく、どんな時でも笑っていた牡ア丹ネ一モ華ネ。

　俺おれ達たち、西にし木き蔦づた高校野球部に勇気と元気を与あたえてくれた牡ア丹ネ一モ華ネ。

　俺おれは、総すべてを失った彼かの女じよのそばに、ずっといたかった。

　隣となりでいつまでも、「にひ」とイタズラめいた笑え顔がおを見せてほしかった。

　だが、その願いが叶かなうことはもうない。彼かの女じよは消えてしまったから……。

　なぁ……、アネモネ。もう、お前には届かないかもしれないけどさ、あの日に言いそこねた言葉を、精せい一いつ杯ぱい伝えさせてもらうよ。




　……大好きだよ。







あとがき




　この物語はフィクションです。実在の人物や団体などとは関係ありません。

　皆みな様さま、大分遅おくれてしまいましたが明けましておめでとうございます。駱らく駝だです。

　今回は、いつものノリであとがきをハイテンションに書いちゃうと、ちょっとアレな気もしたので、ややローテンションで書かせていただいております。

　気づけば、二〇一八年三月。『俺おれを好きなのはお前だけかよ』一巻が発売されたのが、二〇一六年二月ですので、二年と一ヶ月経たちました。と言っても、このお話自体を書いていたのは、二〇一七年十月から十二月くらいだったりもするので、駱らく駝だ的には年が明けているのかいないのか、曖あい昧まいだったりもします。まぁ、そんな時間の感覚はさておき、少々物語の補足でも。

『俺おれを好きなのはお前だけかよ』の時系列は、販はん売ばい年ねんに合わせて二〇一六年にしてます。

　ここでちょっと調べてビックリしたのが、甲こう子し園えんの試合の組み合わせです。

　私の勝手なイメージですと、試合の抽ちゅう選せんは一回でトーナメント表みたいな感じで甲こう子し園えんって進んでいくと思っていたのですが、違ちがったみたいなんですよね。

　どうも、各試合が終わる毎ごとに抽ちゅう選せんをしているという驚おどろきの情報（尚なお、二〇一七年からはまた微び妙みょうに変わったみたいですが、舞ぶ台たいの二〇一六年仕様でやっています）。

　それを知らずに、当初は大だい地ちさんとサンちゃんのホテルの会話で「君達たちと当たるとしたら決勝戦だね」なんてくだりもありましたが、そちらは全て削さく除じょして、試合開始前の会話に変化しました。もし、私の調査不足で間ま違ちがえていたらごめんなさい。

　その場合は、冒ぼう頭とうの一言が全て適用される方向でお願いします。「毎回、抽ちゅう選せんする甲こう子し園えん」が『俺おれを好きなのはお前だけかよ』にはあるんです。これ、重要。

　以上で、物語の補足を終しゅう了りょうさせていただきます。

　では、謝辞を。

　八巻をご購こう入にゅうしていただいた読者の皆みな様さま、次の九巻では、ほんとマジでパンジーさんの出番がガッツリあるんで……、他のキャラも活かつ躍やくしますので……ほんと、すみません。

　ブリキ様。今回も素す敵てきなイラスト、ありがとうございます。初めて表紙が別のキャラクターになったなと少し感かん慨がい深ぶかくもあります。

　担当編集の皆みな様さま。この度たびも様々なアドバイスありがとうございます。ついに……ついに、「登場人数も台詞せりふも男のほうが多いラブコメが書けた！」とちょっぴり達成感です。

　あの、それ目的で今回の話に至ったわけではなく偶ぐう然ぜんなので、何とぞ穏おん便びんな処置を……。

　最後に一つだけ皆みな様さまへメッセージを残して、あとがきを締しめたいと思います。

　八巻は、『最後まで』読んでいただけると、幸いです。以上でございます。


駱らく駝だ









『……あ、忘れてた。最後に、もう一つだけお願いがあるんだ。

　私が初めてにしきつたの練習に参加した日に、太たい陽よう君に話しかけてた人達たちがいたでしょ？

　その中にね、前に病院で会っていた女の子がいたの。

　その子も、一いち華かちゃんと同じ事故の犠ぎ牲せい者しやでさ。一人だけ軽傷で済んだ子なんだけど、毎日私じゃない重体の女の子の看病で病院に来てて……。だから、自然と話す機会があってね。

　退院してから会う機会はなくなっちゃったけど、私にできた最初のお友とも達だちなんだ。

　あの子がいなかったら、私は寂さびしさに押おしつぶされちゃってたかもしれないから、すっごく感謝してるの。だからその子に、「私は楽しく過ごせました。貴女あなたも貴女あなたのために生きて下さい」って伝えてもらってもいいかな？

　元気で楽しそうに過ごしてたから安心したんだけど、念のために、ね。




　ちなみに名前は………………………………三さん色しよく院いん菫すみれ子こちゃんって子だよ。よろしくね』
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駱らく駝だ

７巻はメインヒロインの出番が少なかったという感想をいくつか見かけたので、全力で増やしてみた。

……ごめんなさい。次こそは本当にガッツリ出ます。
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イラスト／ブリキ

２０１８年もがんばります。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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俺おれを好すきなのはお前まえだけかよ⑧








駱らく駝だ
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